
【別冊資料】

進捗レポート2022
東京防災プラン

令和４（2022）年３月





東京防災プラン
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【別冊資料】

全事業の状況⼀覧
区部・多摩地域における地震

１ 建物の耐震化、更新等
２ 住⺠による救出活動の展開
３ 出⽕・延焼の抑制
４ 安全で迅速な避難の実現
５ 各種情報の的確な発信
６ 帰宅困難者による混乱防⽌
７ 円滑な避難所の開設・運営
８ 発災後の⽣活を可能にする飲料⽔や備蓄品の確保と輸送
９ 公助による救出救助活動等の展開
10 迅速な復旧・復興による早期⽣活再建

島しょ地域における地震及び⽕⼭噴⽕
１ 島しょ地域における迅速な避難と安全確保
２ 島しょ地域における備蓄品・輸送体制の確保

都内各地における⾵⽔害
１ ⾵⽔害への事前の備え
２ ⾵⽔害時の円滑な避難の実現
３ 浸⽔・⼟砂災害対策の充実・強化

令和４年度 事業数・事業費⼀覧
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全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度
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主
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百
万

円
）

主
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取
組

事
業

費
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百
万

円
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#
1

#
2

#
3

　Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

67
7,

94
0

　
76

5,
91

8

　１
　建

物
の

耐
震

化
、

更
新

等
97

,6
55

　
10

4,
60

9

　１
－

１
　防

災
上

重
要

な
公

共
建

築
物

等
の

倒
壊

を
防

ぎ
ま

す
12

,2
41

　
15

,6
80

11
1

1
11

1-
1

生
活

文
化

局
私

立
学

校
に

対
し、

生
徒

等
の

安
全

を
確

保
す

る
た

め
に

行
う校

舎
等

の
耐

震
改

修
工

事
、

耐
震

補
強

工
事

及
び

耐
震

診
断

に
要

す
る

経
費

の
一

部
を

補
助

す
る

ほ
か

、
建

築
士

派
遣

や
説

明
会

な
どの

耐
震

化
促

進
啓

発
事

業
を

実
施

す
る

。

・
引

き
続

き
、

私
立

学
校

安
全

対
策

促
進

事
業

費
補

助
に

よ
る

対
象

施
設

の
耐

震
化

に
向

け
た

財
政

支
援

や
説

明
会

な
どの

耐
震

化
促

進
啓

発
事

業
を

実
施

す
る

。
・

特
に

、
耐

震
診

断
を

実
施

して
い

な
い

施
設

を
所

有
す

る
私

立
学

校
に

対
して

は
、

「一
級

建
築

士
の

学
校

派
遣

事
業

」
に

よ
る

簡
易

診
断

を
行

うよ
う、

働
き

か
け

を
行

う。
2,

63
1

・
私

立
学

校
に

対
し、

生
徒

等
の

安
全

を
確

保
す

る
た

め
に

行
う校

舎
等

の
耐

震
改

修
工

事
、

耐
震

補
強

工
事

及
び

耐
震

診
断

に
要

す
る

経
費

の
一

部
を

補
助

す
る

ほ
か

、
建

築
士

派
遣

や
説

明
会

な
どの

耐
震

化
促

進
啓

発
事

業
を

実
施

す
る

。
2,

33
8

11
1

2
11

1-
2

福
祉

保
健

局
都

内
の

医
療

施
設

に
お

け
る

安
全

性
の

向
上

と震
災

時
に

お
け

る
医

療
体

制
の

確
保

を
図

る
た

め
、

医
療

機
関

の
耐

震
化

を
促

進
す

る
。

【医
療

施
設

耐
震

化
緊

急
対

策
事

業
】

　
・

新
築

建
替

7
施

設
　

・
耐

震
補

強
4

施
設

　
・

耐
震

診
断

23
施

設
【医

療
施

設
耐

震
対

策
緊

急
促

進
事

業
】

　
・

新
築

建
替

1
施

設
【医

療
施

設
耐

震
化

促
進

事
業

】
　

・
耐

震
改

修
1

施
設

　
・

耐
震

診
断

6
施

設
【医

療
施

設
耐

震
化

緊
急

整
備

事
業

】
　

・
新

築
建

替
0

施
設

【医
療

施
設

耐
震

計
画

作
成

支
援

事
業

】
　

・
17

施
設

1,
00

7

【医
療

施
設

耐
震

化
緊

急
対

策
事

業
】

　
・

新
築

建
替

8
施

設
　

・
耐

震
補

強
3

施
設

　
・

耐
震

診
断

21
施

設
【医

療
施

設
耐

震
対

策
緊

急
促

進
事

業
】

　
・

新
築

建
替

1
施

設
【医

療
施

設
耐

震
化

促
進

事
業

】
　

・
耐

震
改

修
1

施
設

　
・

耐
震

診
断

6
施

設

71
9

11
1

3
11

1-
3

建
設

局
産

業
労

働
局

都
民

の
生

命
の

保
護

と経
済

活
動

に
お

け
る

減
災

を
図

る
た

め
、

病
院

や
私

立
学

校
な

どの
防

災
上

重
要

な
民

間
建

築
物

、
百

貨
店

・
ホ

テ
ル

な
どの

不
特

定
多

数
の

人
が

利
用

す
る

民
間

建
築

物
及

び
公

立
小

中
学

校
な

どの
防

災
上

重
要

な
区

市
町

村
立

建
築

物
の

耐
震

化
を

促
進

す
る

。

免
震

工
事

の
設

計
に

つ
い

て
は

、
財

団
と協

議
しな

が
ら業

務
を

進
め

て
い

く。
東

京
都

中
小

企
業

制
度

融
資

の
うち

、
産

業
力

強
化

融
資

の
「チ

ャレ
ン

ジ
」

に
て

一
定

の
要

件
を

満
た

す
中

小
企

業
の

耐
震

化
を

支
援

対
象

とす
る

こと
が

可
能

21
5

免
震

工
事

の
設

計
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
財

団
と協

議
しな

が
ら業

務
を

進
め

て
い

く。
東

京
都

中
小

企
業

制
度

融
資

の
うち

、
産

業
力

強
化

融
資

の
「チ

ャレ
ン

ジ
」

に
て

一
定

の
要

件
を

満
た

す
中

小
企

業
の

耐
震

化
を

支
援

対
象

とす
る

こと
が

可
能

　

18
6

11
1

4
11

1-
4

財
務

局
東

京
都

が
所

有
す

る
防

災
上

重
要

な
公

共
建

築
物

に
つ

い
て

、
「耐

震
化

整
備

プ
ログ

ラム
」

に
基

づ
き

、
耐

震
化

を
推

進
す

る
。

耐
震

化
未

完
了

建
築

物
に

つ
い

て
、

個
別

に
関

係
各

局
と連

携
、

耐
震

化
完

了
に

向
け

た
取

組
を

推
進

-
耐

震
化

未
完

了
建

築
物

に
つ

い
て

、
個

別
に

関
係

各
局

と連
携

、
耐

震
化

完
了

に
向

け
た

取
組

を
推

進
-

11
1

5
11

1-
5

東
京

消
防

庁
東

京
都

が
所

有
す

る
防

災
上

重
要

な
公

共
建

築
物

に
つ

い
て

、
「耐

震
化

整
備

プ
ログ

ラム
」

に
基

づ
き

、
耐

震
化

を
推

進
す

る
。

待
機

宿
舎

の
改

築
　１

か
所

51
事

業
終

了
　

-

11
1

6
11

1-
6

東
京

消
防

庁

都
民

の
安

全
・

安
心

を
担

う消
防

行
政

とし
て

、
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
に

寄
与

す
る

と共
に

、
Ｂ

Ｃ
Ｐ

の
観

点
か

ら、
気

候
変

動
に

伴
う水

害
対

策
や

新
興

感
染

症
対

策
を

行
う等

、
継

続
した

行
政

運
営

を
実

施
す

る
た

め
の

体
制

強
化

を
図

る
。

ま
た

、
そ

れ
らを

よ
り高

い
水

準
で

実
現

し、
継

続
して

い
くた

め
、

消
防

行
政

を
支

え
る

「人
」

や
「技

術
」

とい
った

基
盤

の
強

化
を

図
る

。

・
消

防
庁

舎
等

の
照

明
設

備
の

LE
D

化
の

推
進

（
本

部
庁

舎
）

・
充

電
設

備
の

整
備

　2
か

所
・

消
防

庁
舎

（
太

陽
光

発
電

設
備

導
入

）（
関

係
各

所
）

・
非

常
用

発
電

機
の

整
備

（
改

築
各

署
所

）
・

査
察

広
報

車
の

更
新

（
緊

急
仕

様
）（

Ⅱ
型

PH
V2

台
）

・
新

興
感

染
症

対
策

資
器

材
の

整
備

22
8

・
査

察
広

報
車

の
更

新
（

緊
急

仕
様

）
・

原
動

機
付

き
自

転
車

の
更

新
・

消
防

庁
舎

等
の

照
明

設
備

の
LE

D
化

の
推

進
・

充
電

設
備

の
整

備
・

電
気

設
備

浸
水

対
策

改
修

工
事

・
太

陽
光

発
電

設
備

の
設

置
・

消
防

庁
舎

へ
の

太
陽

光
発

電
設

備
導

入
・

非
常

用
発

電
機

の
整

備
・

消
防

庁
舎

に
お

け
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
電

力
の

導
入

・
新

興
感

染
症

対
策

資
器

材
の

整
備

・
安

全
文

化
の

評
価

等
委

託
 

57
7

11
1

7
11

1-
7

警
視

庁
災

害
時

に
活

動
拠

点
とな

る
警

察
署

庁
舎

の
整

備
を

図
る

。
老

朽
・

狭
あ

い
化

、
耐

震
性

に
問

題
が

あ
る

警
察

署
を

改
善

す
る

。
6,

00
9

老
朽

・
狭

あ
い

化
、

耐
震

性
に

問
題

が
あ

る
警

察
署

を
改

善
す

る
。

10
,6

59

1



全
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業
の

状
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一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

11
2

1
11

2-
1

福
祉

保
健

局

社
会

福
祉

施
設

等
が

、
高

齢
者

や
障

害
者

、
子

供
な

ど自
力

で
の

避
難

が
難

しい
方

が
多

く利
用

す
る

施
設

で
あ

る
とと

も
に

、
そ

の
一

部
は

地
震

発
生

時
に

被
災

者
の

受
入

機
能

を
果

た
す

こと
か

ら、
利

用
者

の
安

心
・

安
全

を
確

保
す

る
た

め
に

必
要

な
耐

震
診

断
・耐

震
改

修
を

行
う施

設
に

対
し

て
、

補
助

等
を

行
い

、
社

会
福

祉
施

設
等

の
耐

震
化

を
促

進
す

る
。

・
未

耐
震

施
設

へ
の

耐
震

改
修

補
助

・
未

診
断

施
設

へ
の

耐
震

診
断

補
助

・
福

祉
保

健
財

団
に

よ
る

訪
問

、
ア

ドバ
イザ

ー
派

遣
45

・
未

耐
震

施
設

へ
の

耐
震

改
修

補
助

・
未

診
断

施
設

へ
の

耐
震

診
断

補
助

・
福

祉
保

健
財

団
に

よ
る

訪
問

、
ア

ドバ
イザ

ー
派

遣
29

11
3

1
11

3-
1

福
祉

保
健

局
東

日
本

大
震

災
に

よ
り多

くの
学

校
等

の
施

設
で

、
天

井
材

、
照

明
器

具
、

外
壁

な
どの

落
下

に
よ

る
被

害
が

発
生

した
こと

か
ら、

子
供

の
安

全
及

び
災

害
時

の
避

難
所

等
の

機
能

を
確

保
す

る
た

め
、

これ
らの

「非
構

造
部

材
」

の
落

下
防

止
対

策
を

実
施

す
る

。
継

続
して

実
施

す
る

。
包

括
継

続
して

実
施

す
る

。
包

括

11
3

2
11

3-
2

生
活

文
化

局
私

立
学

校
施

設
に

お
け

る
耐

震
化

を
促

進
す

る
た

め
、

校
舎

等
の

非
構

造
部

材
の

耐
震

対
策

に
係

る
経

費
の

一
部

を
補

助
す

る
。

引
き

続
き

、
校

舎
等

の
非

構
造

部
材

の
耐

震
対

策
に

係
る

財
政

支
援

や
耐

震
化

説
明

会
等

を
実

施
41

5
引

き
続

き
、

校
舎

等
の

非
構

造
部

材
の

耐
震

対
策

に
係

る
財

政
支

援
や

耐
震

化
補

助
事

業
周

知
等

を
実

施
す

る
。

32
4

11
3

3
11

3-
3

教
育

庁
東

日
本

大
震

災
に

よ
り多

くの
学

校
等

の
施

設
で

、
天

井
材

、
照

明
器

具
、

外
壁

な
どの

落
下

に
よ

る
被

害
が

発
生

した
こと

か
ら、

子
供

の
安

全
及

び
災

害
時

の
避

難
所

等
の

機
能

を
確

保
す

る
た

め
、

これ
らの

「非
構

造
部

材
」

の
落

下
防

止
対

策
を

実
施

す
る

。
武

道
場

等
15

校
に

つ
い

て
、

つ
り天

井
等

落
下

防
止

対
策

を
実

施
予

定
50

4
7

校
の

特
定

天
井

に
つ

い
て

、
つ

り天
井

の
落

下
防

止
対

策
を

実
施

予
定

20
5

11
3

4
11

3-
4

教
育

庁

東
日

本
大

震
災

に
よ

り多
くの

学
校

等
の

施
設

で
、

天
井

材
、

照
明

器
具

、
外

壁
な

どの
落

下
に

よ
る

被
害

が
発

生
した

こと
か

ら、
子

供
の

安
全

及
び

災
害

時
の

避
難

所
等

の
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
これ

らの
「非

構
造

部
材

」
の

落
下

防
止

対
策

等
を

行
う区

市
町

村
を

支
援

す
る

。
ま

た
、

平
成

30
年

６
月

に
発

生
した

、
大

阪
府

北
部

を
震

源
とす

る
地

震
に

よ
る

ブ
ロッ

ク塀
の

倒
壊

事
故

の
発

生
を

踏
ま

え
、

災
害

時
に

お
け

る
安

全
確

保
の

た
め

、
ブ

ロッ
ク塀

等
の

安
全

対
策

を
行

う区
市

町
村

を
支

援
す

る
。

・
学

校
施

設
に

お
け

る
非

構
造

部
材

の
耐

震
化

や
災

害
時

に
お

け
る

児
童

生
徒

等
の

安
全

を
確

保
す

る
上

で
必

要
な

対
策

を
行

う区
市

町
村

に
対

す
る

財
政

支
援

・
積

極
的

な
活

用
の

働
き

掛
け

1,
13

6
・

学
校

施
設

に
お

け
る

非
構

造
部

材
の

耐
震

化
や

災
害

時
に

お
け

る
児

童
生

徒
等

の
安

全
を

確
保

す
る

上
で

必
要

な
対

策
を

行
う区

市
町

村
に

対
す

る
財

政
支

援
・

積
極

的
な

活
用

の
働

き
掛

け
64

2

　１
－

２
　長

周
期

地
震

動
対

策
、

家
具

類
の

転
倒

・
落

下
・

移
動

防
止

対
策

を
促

進
し

ま
す

41
1

　
55

1

12
1

1
再 13

6-
1

都
市

整
備

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

12
1

2
12

1-
2

東
京

消
防

庁
一

人
で

も
多

くの
都

民
の

関
心

を
高

め
る

こと
で

、
さま

ざ
ま

な
事

前
対

策
を

進
め

る
とと

も
に

、
発

災
時

に
適

切
な

行
動

を
実

践
す

る
力

を
向

上
させ

、
災

害
時

の
被

害
軽

減
を

推
進

す
る

。

・
都

民
防

災
教

育
セ

ン
ター

改
修

及
び

維
持

管
理

・
都

民
防

災
教

育
セ

ン
ター

運
営

業
務

委
託

・
公

衆
無

線
Ｌ

Ａ
Ｎ

（
W

i-F
i）

に
よ

る
広

報
活

動
及

び
施

設
サ

ー
ビス

の
向

上
・

デ
ジ

タル
教

育
向

け
教

材
の

整
備

・
女

性
防

火
組

織
の

育
成

指
導

・
消

防
少

年
団

の
育

成
指

導
・

幼
年

消
防

クラ
ブ

の
育

成
・

自
走

式
地

震
動

シ
ミュ

レ
ー

ター
「地

震
ザ

ブ
トン

」
の

整
備

・
家

具
類

の
転

倒
・

落
下

・
移

動
防

止
対

策
普

及
促

進
・

消
防

防
災

資
料

セ
ン

ター
の

維
持

管
理

41
1

・
消

防
防

災
資

料
セ

ン
ター

の
維

持
管

理
・

消
防

防
災

資
料

セ
ン

ター
運

営
業

務
委

託
・

池
袋

都
民

防
災

教
育

セ
ン

ター
運

営
業

務
委

託
・

都
民

防
災

教
育

セ
ン

ター
改

修
及

び
維

持
管

理
・

公
衆

無
線

Ｌ
Ａ

Ｎ
（

W
i-F

i）
に

よ
る

広
報

活
動

及
び

施
設

サ
ー

ビス
の

向
上

・
VR

映
像

コン
テ

ン
ツの

制
作

・
女

性
防

火
組

織
の

育
成

指
導

・
消

防
少

年
団

の
育

成
指

導
・

幼
年

消
防

クラ
ブ

の
育

成
　

・
自

走
式

地
震

動
シ

ミュ
レ

ー
ター

「地
震

ザ
ブ

トン
」

の
維

持
管

理

55
1

12
2

3
再 12

1-
2

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

　１
－

３
　住

宅
や

マ
ン

シ
ョン

な
どの

倒
壊

防
止

や
防

災
力

向
上

を
促

進
し

ま
す

85
,0

03
　

88
,3

79

13
1

1
13

1-
1

主
税

局
災

害
に

強
い

東
京

の
実

現
に

向
け

て
、

住
宅

の
耐

震
化

を
促

進
す

る
た

め
、

住
宅

の
「建

替
え

」
及

び
「耐

震
改

修
」

を
税

制
面

か
ら支

援
す

る
。

［
固

定
資

産
税

・
都

市
計

画
税

の
減

免
(2

3
区

内
)］

昭
和

57
年

１
月

１
日

以
前

か
ら所

在
す

る
家

屋
を

所
有

して
い

る
納

税
者

に
対

す
る

制
度

の
周

知
-

昭
和

57
年

１
月

１
日

以
前

か
ら所

在
す

る
家

屋
を

所
有

して
い

る
納

税
者

に
対

す
る

制
度

の
周

知
-

2



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

13
1

2
再 91

1-
1

都
市

整
備

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

13
1

3
再 91

1-
2

都
市

整
備

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

13
1

4
13

1-
4

都
市

整
備

局
建

物
所

有
者

へ
の

ア
ドバ

イザ
ー

の
派

遣
や

、
パ

ン
フレ

ット
の

作
成

、
耐

震
イベ

ン
トの

開
催

な
どを

実
施

す
る

区
市

町
村

に
対

して
、

技
術

的
、

財
政

的
に

支
援

〇
助

成
対

象
・

区
市

町
村

が
実

施
す

る
個

別
訪

問
、

周
知

文
の

配
布

、
専

門
家

派
遣

、
耐

震
化

の
促

進
に

寄
与

す
る

事
業

な
ど

〇
助

成
割

合
、

上
限

額
・

緊
急

輸
送

道
路

沿
道

建
築

物
を

対
象

とす
る

場
合

　（
都

の
補

助
率

１
／

４
、

上
限

額
50

0
万

円
）

・
上

記
以

外
を

対
象

とす
る

場
合

　（
都

の
補

助
率

１
／

４
、

上
限

額
20

0
万

円
）

・
住

宅
耐

震
化

緊
急

促
進

ア
クシ

ョン
プ

ログ
ラム

を
策

定
し、

個
別

訪
問

等
の

積
極

的
な

働
き

か
け

に
係

る
事

業
を

対
象

とす
る

場
合

　（
都

の
補

助
率

１
／

４
、

上
限

額
20

0
万

円
）

36

○
助

成
対

象
・区

市
町

村
が

実
施

す
る

個
別

訪
問

、
周

知
文

の
配

布
、

専
門

家
派

遣
、

耐
震

化
の

促
進

に
寄

与
す

る
事

業
な

ど
○

助
成

割
合

、
上

限
額

①
緊

急
輸

送
道

路
沿

道
建

築
物

を
対

象
とす

る
場

合
　（

都
の

補
助

率
１

／
４

、
上

限
額

50
0

万
円

）
②

上
記

以
外

を
対

象
とす

る
場

合
　（

都
の

補
助

率
１

／
４

、
上

限
額

20
0

万
円

）
③

住
宅

耐
震

化
緊

急
促

進
ア

クシ
ョン

プ
ログ

ラム
を

策
定

し、
個

別
訪

問
等

の
積

極
的

な
働

き
か

け
に

係
る

事
業

を
対

象
とす

る
場

合
、

②
に

加
算

　（
都

の
補

助
率

１
／

４
、

上
限

額
20

0
万

円
）

42

13
1

5
13

1-
5

都
市

整
備

局
震

災
時

に
甚

大
な

被
害

が
想

定
され

る
整

備
地

域
内

及
び

整
備

地
域

外
に

お
い

て
、建

物
倒

壊
に

よ
る

道
路

閉
塞

等
を

防
ぐた

め
、住

宅
の

耐
震

診
断

、
耐

震
改

修
等

を
助

成

「整
備

地
域

内
住

宅
耐

震
化

促
進

事
業

補
助

金
」

　戸
建

住
宅

等
耐

震
化

促
進

事
業

補
助

金
に

統
合

「戸
建

住
宅

等
耐

震
化

促
進

事
業

補
助

金
」

○
助

成
対

象
　

・
所

有
者

に
対

す
る

積
極

的
な

働
き

か
け

等
を

行
う区

市
町

村
が

対
象

　
・

上
記

の
区

市
町

村
が

助
成

を
行

う戸
建

住
宅

等
の

耐
震

診
断

・
耐

震
改

修
等

○
助

成
割

合
、

上
限

額
　

・
耐

震
診

断
等

　（
都

の
補

助
率

１
／

６
、

上
限

額
23

,0
00

円
な

ど）
　

・
区

市
町

村
の

技
術

者
派

遣
　（

都
の

補
助

率
１

／
４

、
上

限
額

23
,0

00
円

）
　

・
耐

震
改

修
等

　（
都

の
補

助
率

１
／

５
、

上
限

額
50

0,
00

0
円

/戸
　※

整
備

地
域

内
は

上
限

額
60

0,
00

0
円

）
　

・
新

防
火

区
域

等
に

お
け

る
不

燃
化

建
替

え
等

に
対

す
る

加
算

　（
都

の
補

助
率

1
／

5、
上

限
額

25
0,

00
0

円
　　

※
整

備
地

域
内

は
上

限
額

30
0,

00
0

円
）

31
6

「戸
建

住
宅

等
耐

震
化

促
進

事
業

補
助

金
」

○
助

成
対

象
　

・
所

有
者

に
対

す
る

積
極

的
な

働
き

か
け

等
を

行
う区

市
町

村
が

対
象

　
・

上
記

の
区

市
町

村
が

助
成

を
行

う戸
建

住
宅

等
の

耐
震

診
断

・
耐

震
改

修
等

○
助

成
割

合
、

上
限

額
　

・
耐

震
診

断
等

　（
都

の
補

助
率

１
／

６
、

上
限

額
23

,0
00

円
な

ど）
　

・
区

市
町

村
の

技
術

者
派

遣
　（

都
の

補
助

率
１

／
４

、
上

限
額

23
,0

00
円

）
　

・
耐

震
改

修
等

　（
都

の
補

助
率

１
／

５
、

上
限

額
50

0,
00

0
円

/戸
　※

整
備

地
域

内
は

上
限

額
60

0,
00

0
円

）
　

・
新

防
火

区
域

等
に

お
け

る
不

燃
化

建
替

え
等

に
対

す
る

加
算

　（
都

の
補

助
率

1
／

5、
上

限
額

25
0,

00
0

円
　※

整
備

地
域

内
は

上
限

額
30

0,
00

0
円

）

36
2

13
1

6
13

1-
6

都
市

整
備

局

竹
芝

地
区

で
は

、
20

16
年

度
の

業
務

棟
の

工
事

着
工

に
続

き
、

20
18

年
４

月
に

は
住

宅
棟

の
工

事
に

着
工

。
20

20
年

５
月

に
業

務
棟

、
６

月
に

住
宅

棟
が

しゅ
ん

工
し、

９
月

に
ま

ち
び

らき
。

引
き

続
き

、
エ

リア
マ

ネ
ジ

メン
ト法

人
が

実
施

す
る

業
務

の
進

捗
確

認
を

実
施

渋
谷

地
区

の
宮

下
町

ア
パ

ー
ト跡

地
で

は
、

20
15

年
3

月
に

事
業

者
と定

期
借

地
権

設
定

契
約

書
を

締
結

し、
20

17
年

４
月

に
竣

工
・

開
業

。
ま

た
、

児
童

会
館

跡
地

で
は

20
18

年
度

に
渋

谷
区

と基
本

協
定

、
20

20
年

度
に

事
業

協
定

を
締

結
し、

隣
接

す
る

区
有

地
を

含
め

た
3

敷
地

一
体

の
活

用
に

つ
い

て
検

討

・
渋

谷
地

区
（

児
童

会
館

跡
地

）
は

、
事

業
予

定
者

の
決

定
に

お
い

て
、

防
災

に
関

す
る

条
件

とし
て

、
施

設
の

耐
震

性
の

ほ
か

、
帰

宅
困

難
者

へ
の

対
応

等
に

適
合

す
る

こと
を

確
認

して
決

定
12

・
渋

谷
地

区
（

児
童

会
館

跡
地

）
に

お
い

て
、

防
災

に
関

す
る

条
件

で
あ

る
、

施
設

の
耐

震
性

の
ほ

か
帰

宅
困

難
者

へ
の

対
応

等
に

適
合

した
計

画
を

実
現

す
る

た
め

、
決

定
した

事
業

予
定

者
との

間
で

、
基

本
協

定
締

結
及

び
定

期
借

地
権

設
定

契
約

書
の

締
結

に
向

け
調

整
8

13
1

7
13

1-
7

都
市

整
備

局
都

心
・

副
都

心
等

地
域

に
お

い
て

、
大

街
区

化
に

よ
り、

地
域

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

を
生

か
した

都
市

機
能

の
更

新
と一

時
的

な
避

難
場

所
、

備
蓄

倉
庫

等
の

機
能

を
備

え
た

ま
ち

な
か

の
防

災
拠

点
の

形
成

を
促

進
大

街
区

化
の

候
補

地
区

とな
る

ま
ち

づ
くり

の
相

談
対

応
-

大
街

区
化

の
候

補
地

区
とな

る
ま

ち
づ

くり
の

相
談

対
応

　
-

13
1

8
13

1-
8

都
市

整
備

局
管

理
・

運
営

段
階

に
お

け
る

民
間

部
門

の
取

組
を

奨
励

し、
良

好
な

市
街

地
を

維
持

・
増

進
市

街
地

整
備

事
業

に
よ

り整
備

され
た

ま
ち

を
横

断
的

に
捉

え
る

こと
で

の
地

域
の

融
合

、
商

店
街

を
含

む
市

街
地

整
備

事
業

に
お

け
る

既
存

商
店

街
との

連
携

な
ど広

域
的

な
観

点
に

よ
り、

ま
ち

の
持

続
的

発
展

・
地

域
の

防
災

力
向

上
な

どを
テ

ー
マ

とし
た

セ
ミナ

ー
を

開
催

-
市

街
地

整
備

事
業

に
よ

り整
備

され
た

ま
ち

を
横

断
的

に
捉

え
る

こと
で

の
地

域
の

融
合

、
商

店
街

を
含

む
市

街
地

整
備

事
業

に
お

け
る

既
存

商
店

街
との

連
携

な
ど広

域
的

な
観

点
に

よ
り、

ま
ち

の
持

続
的

発
展

・
地

域
の

防
災

力
向

上
な

どを
テ

ー
マ

とし
た

セ
ミナ

ー
を

開
催

-

3



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

13
1

9
13

1-
9

都
市

整
備

局
木

造
建

物
が

無
秩

序
に

密
集

し、
道

路
が

狭
隘

(あ
い

)で
、

住
宅

や
商

工
業

が
混

在
した

地
域

に
お

い
て

、
建

築
物

の
不

燃
化

、
土

地
の

高
度

化
を

図
る

とと
も

に
、

震
災

時
に

は
避

難
場

所
とな

る
大

規
模

公
園

等
の

公
共

施
設

を
一

体
的

に
整

備
１

地
区

(亀
戸

・
大

島
・

小
松

川
地

区
)事

業
中

12
20

21
年

度
末

事
業

完
了

予
定

-

13
1

10
13

1-
10

都
市

整
備

局
道

路
等

が
未

整
備

な
既

成
市

街
地

に
お

い
て

、
土

地
の

合
理

的
か

つ
健

全
な

高
度

利
用

と都
市

機
能

の
更

新
に

よ
り、

地
域

の
防

災
性

や
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
た

め
、

道
路

等
の

重
要

な
都

市
施

設
と周

辺
市

街
地

を
一

体
的

に
整

備
１

地
区

(泉
岳

寺
駅

地
区

)事
業

中
3,

45
1

１
地

区
(泉

岳
寺

駅
地

区
)事

業
中

　
4,

28
0

13
1

11
13

1-
11

都
市

整
備

局
市

街
地

整
備

に
有

効
な

手
法

で
あ

る
土

地
区

画
整

理
事

業
に

よ
り、

道
路

・
公

園
等

の
都

市
基

盤
整

備
を

行
うと

とも
に

、
移

転
に

伴
う建

物
の

建
替

え
で

、
良

好
な

生
活

環
境

の
確

保
と防

災
性

を
向

上
引

き
続

き
、

着
実

に
事

業
を

推
進

6,
13

9
引

き
続

き
、

着
実

に
事

業
を

推
進

5,
89

7

13
1

12
13

1-
12

都
市

整
備

局
大

街
区

方
式

の
土

地
区

画
整

理
事

業
に

よ
って

広
域

幹
線

道
路

を
整

備
す

る
こと

に
よ

り、
都

心
部

と臨
海

副
都

心
との

連
携

強
化

や
東

京
全

体
の

ネ
ッ

トワ
ー

クの
充

実
を

促
進

公
共

施
設

管
理

者
へ

の
引

継
業

務
を

実
施

37
9

公
共

施
設

管
理

者
へ

の
引

継
業

務
を

実
施

34
0

13
1

13
13

1-
13

都
市

整
備

局
既

成
市

街
地

に
お

い
て

快
適

な
居

住
環

境
の

創
出

、
都

市
機

能
の

更
新

等
を

図
りつ

つ
、

良
質

な
住

宅
市

街
地

の
形

成
を

推
進

す
る

た
め

、
総

合
的

に
住

宅
市

街
地

を
再

生
・

整
備

西
新

井
駅

西
口

周
辺

地
区

な
ど

13
地

区
で

行
わ

れ
る

事
業

の
指

導
監

督
事

務
-

西
新

井
駅

西
口

周
辺

地
区

な
ど

13
地

区
で

行
わ

れ
る

事
業

の
指

導
監

督
事

務
　

-

13
1

14
13

1-
14

住
宅

政
策

本
部

区
市

町
村

が
取

り組
む

基
本

的
な

空
き

家
対

策
の

事
業

（
基

本
型

）、
地

域
特

性
に

応
じて

空
き

家
対

策
計

画
等

に
位

置
付

け
実

施
す

る
事

業
(企

画
提

案
型

）
に

対
して

財
政

支
援

を
行

う。
(8

21
-5

と同
一

事
業

)
・

基
本

型
及

び
企

画
提

案
型

に
お

い
て

、
空

き
家

の
改

修
や

除
却

を
支

援
25

8
の

内
数

・
基

本
型

及
び

企
画

提
案

型
に

お
い

て
、

空
き

家
の

改
修

や
除

却
を

支
援

22
8

の
内

数

13
2

1
再 21

3-
1

住
宅

政
策

本
部

(再
掲

)
(再

掲
)

-
(再

掲
)

-

13
2

2
13

2-
2

住
宅

政
策

本
部

マ
ン

シ
ョン

の
耐

震
化

を
促

進
す

る
た

め
、

管
理

組
合

等
に

対
す

る
普

及
啓

発
・

合
意

形
成

の
支

援
を

行
うと

とも
に

、
耐

震
診

断
、

改
修

等
へ

の
助

成
を

実
施

す
る

区
市

町
村

に
対

して
助

成
を

行
うこ

とで
、

災
害

に
強

い
東

京
の

実
現

を
図

る
。

・
ア

ドバ
イザ

ー
　　

70
件

・
耐

震
診

断
　5

,0
00

戸
・

耐
震

改
修

　3
,0

00
戸

・
マ

ン
シ

ョン
耐

震
化

推
進

サ
ポ

ー
ト事

業
20

3
・

ア
ドバ

イザ
ー

　　
60

件
・

耐
震

診
断

　5
,0

00
戸

・
耐

震
改

修
　3

,2
50

戸
・

マ
ン

シ
ョン

耐
震

化
推

進
サ

ポ
ー

ト事
業

21
6

13
2

3
13

2-
3

住
宅

政
策

本
部

ま
ち

づ
くり

と連
携

して
、

マ
ン

シ
ョン

の
建

替
え

等
を

促
進

す
る

仕
組

み
を

構
築

し、
地

域
の

課
題

解
決

に
も

寄
与

す
る

マ
ン

シ
ョン

再
生

の
取

組
に

つ
い

て
、

重
点

的
な

支
援

を
行

う。

・
マ

ン
シ

ョン
再

生
ま

ち
づ

くり
制

度
　計

画
検

討
　1

1
地

区
、

合
意

形
成

支
援

　2
地

区
・

共
同

化
建

替
え

ア
ドバ

イザ
ー

　5
件

・
都

市
居

住
再

生
促

進
事

業
（

建
替

え
タイ

プ
、

ス
トッ

ク再
生

タイ
プ

）
27

9
・

マ
ン

シ
ョン

再
生

ま
ち

づ
くり

制
度

　計
画

検
討

　1
1

地
区

、
合

意
形

成
支

援
　1

地
区

・
共

同
化

建
替

え
ア

ドバ
イザ

ー
　4

件
・

都
市

居
住

再
生

促
進

事
業

（
建

替
え

タイ
プ

、
ス

トッ
ク再

生
タイ

プ
）

32
9

13
2

4
13

2-
4

住
宅

政
策

本
部

マ
ン

シ
ョン

の
共

用
部

分
を

計
画

的
に

改
良

・修
繕

す
る

管
理

組
合

に
対

し、
都

が
利

子
補

給
す

る
こと

に
よ

り、
居

住
性

能
の

回
復

及
び

管
理

の
適

正
化

を
図

り、
居

住
水

準
の

向
上

や
良

好
な

住
環

境
の

形
成

を
実

現
す

る
。

利
子

補
給

予
定

戸
数

  5
,0

00
戸

52
利

子
補

給
予

定
戸

数
 5

,0
00

戸
51

13
2

5
13

2-
5

都
市

整
備

局

建
築

物
の

屋
上

や
壁

面
に

設
置

され
て

い
る

屋
外

広
告

物
の

落
下

等
を

防
止

す
る

た
め

、
許

可
申

請
時

に
お

け
る

安
全

確
認

や
指

導
の

徹
底

ま
た

、
落

下
の

お
そ

れ
の

あ
る

大
規

模
空

間
の

天
井

、
外

壁
タイ

ル
及

び
は

め
殺

し窓
ガ

ラス
に

つ
い

て
、

建
築

物
防

災
週

間
や

建
築

基
準

法
に

基
づ

く
定

期
報

告
制

度
等

の
機

会
を

捉
え

て
、

都
内

建
築

物
の

所
有

者
に

対
し、

改
善

指
導

を
継

続

【天
井

】
・

建
築

物
防

災
週

間
や

建
築

基
準

法
に

基
づ

く定
期

報
告

制
度

等
の

機
会

を
捉

え
て

、
引

き
続

き
、

建
物

所
有

者
に

対
し、

落
下

防
止

対
策

の
促

進
や

改
善

指
導

【屋
外

広
告

物
】

・
許

可
及

び
更

新
手

続
き

時
に

、
許

可
権

者
（

区
市

町
及

び
多

摩
建

築
指

導
事

務
所

等
）

に
よ

る
安

全
確

認
や

是
正

指
導

を
徹

底
・

台
風

等
の

自
然

災
害

が
想

定
され

る
場

合
に

は
、

事
前

及
び

事
後

に
許

可
権

者
に

よ
る

パ
ト

ロー
ル

を
要

請

-

【天
井

等
】

・
建

築
物

防
災

週
間

や
建

築
基

準
法

に
基

づ
く定

期
報

告
等

の
機

会
を

捉
え

て
、

引
き

続
き

、
建

物
所

有
者

に
対

し、
落

下
防

止
対

策
に

関
す

る
普

及
啓

発
や

改
善

指
導

【屋
外

広
告

物
】

・
許

可
及

び
更

新
手

続
き

時
に

、
許

可
権

者
（

区
市

町
及

び
多

摩
建

築
指

導
事

務
所

等
）

に
よ

る
安

全
確

認
や

是
正

指
導

を
徹

底
・

台
風

等
の

自
然

災
害

が
想

定
され

る
場

合
に

は
、

事
前

及
び

事
後

に
許

可
権

者
に

よ
る

パ
トロ

ー
ル

を
要

請

-

4



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

13
2

6
13

2-
6

住
宅

政
策

本
部

災
害

発
生

に
備

え
て

、
給

水
ポ

ン
プ

や
エ

レ
ベ

ー
ター

の
非

常
用

電
源

の
確

保
、

防
災

マ
ニ

ュア
ル

に
基

づ
く防

災
訓

練
・

備
蓄

な
どに

取
り組

む
共

同
住

宅
に

つ
い

て
、

登
録

・
公

開
す

る
制

度
「東

京
都

LC
P

住
宅

」
を

通
じた

普
及

を
図

る
。

更
な

る
普

及
方

法
の

検
討

-
太

陽
光

パ
ネ

ル
や

蓄
電

池
等

の
設

置
に

よ
り再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
利

用
す

る
方

策
に

つ
い

て
、

技
術

的
課

題
の

整
理

及
び

事
例

の
発

信
19

13
3

1
13

3-
1

都
市

整
備

局

木
造

住
宅

及
び

ビル
・

マ
ン

シ
ョン

の
耐

震
改

修
工

法
に

つ
い

て
、

優
れ

た
ア

イデ
ア

や
事

例
を

広
く募

集
し、

一
定

の
評

価
を

行
った

上
で

、
展

示
会

や
パ

ン
フレ

ット
等

の
配

布
に

よ
り、

都
民

に
情

報
提

供
木

造
住

宅
及

び
ビル

・
マ

ン
シ

ョン
の

公
募

・
選

定
は

、
年

度
を

重
複

しな
い

よ
うに

そ
れ

ぞ
れ

３
年

毎
に

実
施

○
木

造
住

宅
の

た
め

の
耐

震
改

修
工

法
の

公
募

・
選

定
・

公
表

　
・

木
造

住
宅

の
た

め
の

耐
震

工
法

を
公

募
し、

耐
震

工
法

評
価

委
員

会
で

選
定

し、
公

表
○

木
造

住
宅

の
た

め
の

耐
震

工
法

事
例

集
（

パ
ン

フレ
ット

）
の

作
成

　
・

上
記

の
公

募
で

収
集

した
耐

震
工

法
等

を
、

都
民

の
視

点
で

都
民

自
身

が
選

択
で

き
る

よ
うな

事
例

集
を

作
成

　
・

相
談

窓
口

や
Ｈ

Ｐ
、

個
別

訪
問

や
展

示
会

等
で

紹
介

2

○
ビル

・
マ

ン
シ

ョン
の

た
め

の
耐

震
改

修
工

法
の

公
募

・
選

定
・

公
表

　
・

ビル
・

マ
ン

シ
ョン

の
た

め
の

耐
震

工
法

を
公

募
し、

耐
震

工
法

評
価

委
員

会
で

選
定

し、
公

表
○

ビル
･

マ
ン

シ
ョン

の
た

め
の

耐
震

工
法

事
例

集
（

パ
ン

フレ
ット

）
の

作
成 　

・
上

記
の

公
募

で
収

集
した

耐
震

工
法

等
を

、
都

民
の

視
点

で
都

民
自

身
が

選
択

で
き

る
よ

うな
事

例
集

を
作

成
　

・
相

談
窓

口
や

Ｈ
Ｐ

、
個

別
訪

問
や

展
示

会
等

で
紹

介

2

13
3

2
13

3-
2

都
市

整
備

局
建

物
の

耐
震

化
に

関
す

る
相

談
業

務
を

専
門

的
な

知
識

と情
報

を
有

す
る

機
関

に
委

託
し、

木
造

・
非

木
造

住
宅

や
ビル

等
の

一
元

的
か

つ
総

合
的

な
相

談
が

で
き

る
窓

口
を

開
設

○
建

築
士

関
連

３
団

体
と連

携
し、

耐
震

化
ア

ドバ
イザ

ー
の

派
遣

を
実

施
○

ア
ドバ

イザ
ー

派
遣

に
つ

い
て

は
、

緊
急

輸
送

道
路

沿
道

建
築

物
や

特
定

建
築

物
の

所
有

者
に

対
し、

継
続

的
に

ア
ドバ

イザ
ー

を
派

遣
で

き
る

仕
組

み
とと

も
に

、
課

題
に

応
じた

専
門

家
を

派
遣

し、
課

題
を

的
確

に
把

握
で

き
る

内
容

とす
る

こと
で

、
緊

急
輸

送
道

路
沿

道
建

築
物

の
耐

震
化

に
繋

げ
る

。
○

組
積

造
塀

に
つ

い
て

の
ア

ドバ
イザ

ー
業

務
、

診
断

業
務

を
実

施

14
6

○
建

築
士

関
連

３
団

体
と連

携
し、

耐
震

化
ア

ドバ
イザ

ー
の

派
遣

を
実

施 ○
ア

ドバ
イザ

ー
派

遣
に

つ
い

て
は

、
緊

急
輸

送
道

路
沿

道
建

築
物

や
特

定
建

築
物

の
所

有
者

に
対

し、
継

続
的

に
ア

ドバ
イザ

ー
を

派
遣

で
き

る
仕

組
み

とと
も

に
、

課
題

に
応

じた
専

門
家

を
派

遣
し、

課
題

を
的

確
に

把
握

で
き

る
内

容
とす

る
こと

で
、

緊
急

輸
送

道
路

沿
道

建
築

物
の

耐
震

化
に

繋
げ

る
。

○
組

積
造

塀
に

つ
い

て
の

ア
ドバ

イザ
ー

業
務

、
診

断
業

務
を

実
施

○
戸

建
て

住
宅

等
に

対
す

る
ア

ドバ
イザ

ー
派

遣
に

つ
い

て
、

これ
ま

で
整

備
地

域
内

に
限

定
して

い
た

対
象

エ
リア

を
拡

大
し、

都
内

全
域

に
対

して
派

遣
○

非
木

造
建

築
物

の
補

強
設

計
等

の
実

施
に

つ
い

て
、

専
門

機
関

や
団

体
と協

力
の

上
、

各
団

体
の

実
施

した
講

習
会

の
受

講
者

を
、

都
民

に
広

く情
報

提
供

（
非

木
造

建
築

物
補

強
設

計
等

技
術

者
育

成
制

度
）

16
2

13
3

3
13

3-
3

都
市

整
備

局
木

造
住

宅
耐

震
診

断
・

補
強

設
計

事
務

所
登

録
制

度
を

活
用

して
、

都
民

が
安

心
して

円
滑

に
耐

震
化

に
取

り組
む

環
境

を
整

備

○
都

民
が

住
宅

の
耐

震
化

に
取

り組
み

や
す

い
環

境
を

整
備

す
る

た
め

、
「木

造
住

宅
耐

震
診

断
事

務
所

登
録

制
度

」
を

構
築

し、
耐

震
診

断
・

補
強

設
計

事
務

所
の

技
能

の
継

続
的

な
向

上
を

図
る

とと
も

に
広

く情
報

提
供

○
非

木
造

建
築

物
の

補
強

設
計

等
の

実
施

に
つ

い
て

、
専

門
機

関
や

団
体

と協
力

の
上

、
各

団
体

の
実

施
した

講
習

会
の

受
講

者
を

、
都

民
に

広
く情

報
提

供
（

非
木

造
建

築
物

補
強

設
計

等
技

術
者

育
成

制
度

）
○

上
記

に
加

え
、

区
市

町
村

と共
同

で
「木

造
住

宅
耐

震
改

修
業

者
講

習
会

」
を

開
催

し、
耐

震
改

修
の

際
の

ポ
イン

トや
、

都
と各

区
市

町
村

の
助

成
制

度
、

金
融

知
識

な
どを

施
工

業
者

に
伝

え
る

。

12

○
都

民
が

住
宅

の
耐

震
化

に
取

り組
み

や
す

い
環

境
を

整
備

す
る

た
め

、
「木

造
住

宅
耐

震
診

断
事

務
所

登
録

制
度

」
を

構
築

し、
耐

震
診

断
・

補
強

設
計

事
務

所
の

技
能

の
継

続
的

な
向

上
を

図
る

とと
も

に
広

く情
報

提
供

○
上

記
に

加
え

、
区

市
町

村
と共

同
で

「木
造

住
宅

耐
震

改
修

業
者

講
習

会
」

を
開

催
し、

耐
震

改
修

の
際

の
ポ

イン
トや

、
都

と各
区

市
町

村
の

助
成

制
度

、
金

融
知

識
な

どを
施

工
業

者
に

伝
え

る
。

3

13
3

4
13

3-
4

都
市

整
備

局
建

築
物

の
耐

震
性

に
関

す
る

情
報

が
広

く提
供

され
、

都
民

が
安

心
して

建
築

物
を

利
用

す
る

こと
が

で
き

る
よ

う、
耐

震
基

準
に

適
合

して
い

る
こと

が
確

認
され

た
建

築
物

に
東

京
都

耐
震

マ
ー

クを
交

付
し、

建
築

物
の

入
口

な
ど

見
や

す
い

場
所

に
表

示

○
申

請
建

築
物

に
よ

って
、

交
付

に
必

要
な

書
類

等
が

異
な

る
た

め
、

東
京

都
か

らの
委

託
を

受
け

た
耐

震
マ

ー
ク事

務
局

が
とり

ま
とめ

を
行

い
、

年
間

を
通

じて
申

請
受

付
・

マ
ー

ク交
付

を
実

施
○

建
物

の
見

え
や

す
い

とこ
ろ

（
入

り口
等

）
に

掲
出

す
る

こと
で

、
利

用
者

が
建

物
を

利
用

す
る

前
に

対
象

建
物

の
安

全
性

を
直

接
確

認
で

き
る

よ
うに

す
る

。
（

「新
耐

震
適

合
」、

「耐
震

診
断

済
」、

「耐
震

改
修

済
」

と建
物

ご
とに

標
記

）
○

耐
震

化
工

事
中

の
建

物
に

つ
い

て
、

「耐
震

改
修

工
事

中
」

の
掲

示
物

を
交

付

12

○
申

請
建

築
物

に
よ

って
、

交
付

に
必

要
な

書
類

等
が

異
な

る
た

め
、

東
京

都
か

らの
委

託
を

受
け

た
耐

震
マ

ー
ク事

務
局

が
とり

ま
とめ

を
行

い
、

年
間

を
通

じて
申

請
受

付
・

マ
ー

ク交
付

を
実

施
○

建
物

の
見

え
や

す
い

とこ
ろ

（
入

り口
等

）
に

掲
出

す
る

こと
で

、
利

用
者

が
建

物
を

利
用

す
る

前
に

対
象

建
物

の
安

全
性

を
直

接
確

認
で

き
る

よ
うに

す
る

。
（

「新
耐

震
適

合
」、

「耐
震

診
断

済
」、

「耐
震

改
修

済
」

と建
物

ご
とに

標
記

）
○

耐
震

化
工

事
中

の
建

物
に

つ
い

て
、

「耐
震

改
修

工
事

中
」

の
掲

示
物

を
交

付

12

5



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

13
3

5
13

3-
5

都
市

整
備

局
耐

震
化

推
進

の
気

運
を

盛
り上

げ
る

た
め

、
９

月
の

防
災

週
間

か
ら１

月
の

兵
庫

県
南

部
地

震
発

生
日

の
時

期
に

合
わ

せ
て

、
耐

震
キ

ャン
ペ

ー
ン

を
実

施

【具
体

的
取

組
】

○
耐

震
フォ

ー
ラム

:建
物

の
耐

震
化

を
テ

ー
マ

とし
た

講
演

の
動

画
配

信
、

事
例

紹
介

　等
○

耐
震

化
個

別
相

談
会

:専
門

家
に

よ
る

耐
震

診
断

や
改

修
工

事
、

融
資

制
度

等
に

関
す

る
個

別
相

談
会

○
耐

震
改

修
工

法
等

展
示

会
:

「木
造

住
宅

の
た

め
の

簡
易

な
耐

震
工

法
」

で
選

定
され

た
事

例
紹

介
。

無
料

相
談

○
耐

震
改

修
検

討
中

の
管

理
組

合
の

た
め

の
成

功
事

例
見

学
会

:耐
震

改
修

を
検

討
して

い
る

都
民

と耐
震

改
修

を
実

施
した

建
築

物
を

成
功

事
例

とし
て

見
学

会
を

実
施

。
○

木
造

耐
震

改
修

事
業

者
講

習
会

:助
成

制
度

や
金

融
知

識
○

耐
震

フェ
ア

:各
区

市
町

村
で

、
耐

震
イベ

ン
トを

開
催

。
【広

報
・

周
知

等
】

○
新

た
な

耐
震

化
普

及
啓

発
動

画
を

作
成

し、
耐

震
ポ

ー
タル

サ
イト

等
で

活
用

○
都

営
交

通
の

広
告

媒
体

を
使

用
した

広
報

活
動

○
広

報
東

京
都

、
区

市
町

村
の

広
報

紙
、

Ｈ
Ｐ

へ
の

キ
ャン

ペ
ー

ン
広

告
掲

載
○

区
市

が
開

催
す

る
防

災
イベ

ン
トと

連
携

した
チ

ラシ
配

布
○

キ
ャン

ペ
ー

ン
チ

ラシ
の

Ｄ
Ｍ

発
送

、
ポ

ス
テ

ィン
グ

20

【具
体

的
取

組
】

○
耐

震
フォ

ー
ラム

:建
物

の
耐

震
化

を
テ

ー
マ

とし
た

講
演

、
事

例
紹

介
　

等 ○
耐

震
化

個
別

相
談

会
:専

門
家

に
よ

る
耐

震
診

断
や

改
修

工
事

、
融

資
制

度
等

に
関

す
る

個
別

相
談

会
○

耐
震

改
修

工
法

等
展

示
会

:
「木

造
住

宅
の

た
め

の
簡

易
な

耐
震

工
法

」
で

選
定

され
た

事
例

紹
介

。
無

料
相

談
○

耐
震

改
修

検
討

中
の

管
理

組
合

の
た

め
の

成
功

事
例

見
学

会
:耐

震
改

修
を

検
討

して
い

る
都

民
と耐

震
改

修
を

実
施

した
建

築
物

を
成

功
事

例
とし

て
見

学
会

を
実

施
。

○
木

造
耐

震
改

修
事

業
者

講
習

会
:助

成
制

度
や

金
融

知
識

○
耐

震
フェ

ア
:各

区
市

町
村

で
、

耐
震

イベ
ン

トを
開

催
。

【広
報

・
周

知
等

】
○

新
た

な
耐

震
化

普
及

啓
発

動
画

を
耐

震
ポ

ー
タル

サ
イト

等
で

活
用

○
都

営
交

通
の

広
告

媒
体

を
使

用
した

広
報

活
動

○
広

報
東

京
都

、
区

市
町

村
の

広
報

紙
、

Ｈ
Ｐ

へ
の

キ
ャン

ペ
ー

ン
広

告
掲

載
○

区
市

が
開

催
す

る
防

災
イベ

ン
トと

連
携

した
チ

ラシ
配

布
○

キ
ャン

ペ
ー

ン
チ

ラシ
の

Ｄ
Ｍ

発
送

、
ポ

ス
テ

ィン
グ

18

13
3

6
13

3-
6

都
市

整
備

局

「東
京

都
耐

震
改

修
促

進
計

画
」

に
お

い
て

、
耐

震
化

を
促

進
す

る
た

め
の

環
境

整
備

とし
て

情
報

提
供

の
充

実
パ

ン
フレ

ット
や

講
習

会
、

キ
ャン

ペ
ー

ン
等

に
よ

る
普

及
啓

発
に

加
え

、
よ

り
一

層
の

情
報

提
供

の
充

実
を

図
る

た
め

に
平

成
21

年
度

に
耐

震
診

断
や

耐
震

改
修

に
係

る
情

報
を

一
元

的
に

提
供

で
き

る
ポ

ー
タル

サ
イト

の
運

用
を

開
始

し、
平

成
25

年
度

、
平

成
30

年
度

に
リニ

ュー
ア

ル

意
識

啓
発

及
び

耐
震

化
へ

の
取

組
に

必
要

な
情

報
を

、
建

物
所

有
者

や
区

市
町

村
、

建
築

士
等

の
専

門
家

な
どに

対
して

的
確

に
提

供
し、

耐
震

化
に

向
け

た
自

発
的

な
行

動
を

促
す

とと
も

に
そ

の
支

援
を

図
り、

耐
震

化
を

促
進

す
る

。
1

意
識

啓
発

及
び

耐
震

化
へ

の
取

組
に

必
要

な
情

報
を

、
建

物
所

有
者

や
区

市
町

村
、

建
築

士
等

の
専

門
家

な
どに

対
して

的
確

に
提

供
し、

耐
震

化
に

向
け

た
自

発
的

な
行

動
を

促
す

とと
も

に
そ

の
支

援
を

図
り、

耐
震

化
を

促
進

す
る

。
1

13
3

7
13

3-
7

都
市

整
備

局

「東
京

に
お

け
る

緊
急

輸
送

道
路

沿
道

建
築

物
の

耐
震

化
を

推
進

す
る

条
例

」
で

は
、

特
定

緊
急

輸
送

道
路

沿
道

建
築

物
の

建
物

所
有

者
に

耐
震

性
能

の
報

告
を

義
務

付
け

て
お

り、
「耐

震
診

断
実

施
結

果
の

報
告

」
及

び
「耐

震
改

修
等

実
施

結
果

の
報

告
」

に
関

して
報

告
の

受
領

・
予

備
審

査
・

デ
ー

タ管
理

等
一

般
緊

急
輸

送
道

路
沿

道
建

築
物

に
つ

い
て

も
、

耐
震

化
率

を
把

握
す

る
た

め
に

、
区

市
町

村
か

ら助
成

金
申

請
状

況
等

の
報

告
を

受
け

る
こと

とし
、

報
告

の
受

領
・

デ
ー

タ管
理

等
特

定
緊

急
輸

送
道

路
沿

道
の

ブ
ロッ

ク塀
に

つ
い

て
も

耐
震

診
断

を
義

務
付

け
し、

建
物

と同
様

、
報

告
書

の
受

領
・

デ
ー

タ管
理

等

「耐
震

性
能

の
報

告
」

に
関

して
報

告
の

受
領

・
予

備
審

査
・

デ
ー

タ入
力

・
管

理
等

を
業

務
委

託
す

る
。

緊
急

輸
送

道
路

の
耐

震
化

状
況

に
つ

い
て

、
区

間
到

達
率

を
用

い
て

半
期

毎
に

デ
ー

タ更
新

を
行

う。
耐

震
診

断
結

果
の

公
表

に
係

る
事

務
に

つ
い

て
、

業
務

委
託

す
る

。
ブ

ロッ
ク塀

に
つ

い
て

の
耐

震
診

断
等

に
関

して
報

告
の

受
領

・
予

備
審

査
・

デ
ー

タ入
力

・
管

理
等

を
業

務
委

託
す

る
。

11

「耐
震

性
能

の
報

告
」

に
関

して
報

告
の

受
領

・予
備

審
査

・デ
ー

タ入
力

・
管

理
等

を
業

務
委

託
す

る
。

緊
急

輸
送

道
路

の
耐

震
化

状
況

に
つ

い
て

、
区

間
到

達
率

を
用

い
て

半
期

毎
に

デ
ー

タ更
新

を
行

う。
耐

震
診

断
結

果
の

公
表

に
係

る
事

務
に

つ
い

て
、

業
務

委
託

す
る

。
ブ

ロッ
ク塀

に
つ

い
て

の
耐

震
診

断
等

に
関

して
報

告
の

受
領

・予
備

審
査

・
デ

ー
タ入

力
・

管
理

等
を

業
務

委
託

す
る

。

11

13
3

8
再 13

6-
1

都
市

整
備

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

13
3

9
再 13

6-
2

都
市

整
備

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

13
3

10
再 10

22
-1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

13
4

1
13

4-
1

住
宅

政
策

本
部

「都
営

住
宅

耐
震

化
整

備
プ

ログ
ラム

（
20

20
年

度
改

定
）」

に
基

づ
き

、
20

25
年

度
末

ま
で

に
都

営
住

宅
の

耐
震

化
率

を
10

0％
とす

る
目

標
達

成
に

向
け

、
着

実
に

耐
震

化
を

実
施

して
い

く。

・
耐

震
改

修
45

5
戸

実
施

・
引

き
続

き
、

純
住

棟
（

店
舗

な
し住

棟
）

の
耐

震
化

を
図

る
とと

も
に

、
店

舗
買

取
制

度
と

店
舗

買
取

説
明

業
務

委
託

を
活

用
す

る
こと

で
、

併
存

店
舗

付
き

住
棟

の
耐

震
化

を
推

進
3,

76
6

・
耐

震
改

修
56

6
戸

実
施

・
店

舗
買

取
制

度
と店

舗
買

取
説

明
業

務
委

託
を

活
用

す
る

こと
で

、
併

存
店

舗
付

き
住

棟
の

耐
震

化
を

推
進

3,
16

9

13
4

2
13

4-
2

住
宅

政
策

本
部

都
営

住
宅

の
エ

レ
ベ

ー
ター

に
、

停
電

時
に

最
寄

階
で

自
動

停
止

す
る

停
電

時
自

動
着

床
装

置
を

、
付

加
設

置
及

び
リニ

ュー
ア

ル
時

に
併

せ
て

設
置

す
る

こと
で

年
次

計
画

を
計

画
的

に
推

進
す

る
。

13
3

基
設

置
94

4
11

9
基

設
置

2,
28

5

6



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

13
4

3
13

4-
3

住
宅

政
策

本
部

昭
和

40
年

代
以

前
に

建
設

され
た

住
宅

を
対

象
に

都
営

住
宅

の
建

替
え

を
推

進
し、

耐
震

化
や

バ
リア

フリ
ー

化
を

図
る

とと
も

に
、

団
地

の
高

層
化

・
集

約
化

に
よ

り用
地

を
創

出
し、

道
路

・
公

園
の

整
備

促
進

、
防

災
力

の
強

化
な

どに
活

用
す

る
。

年
間

建
替

戸
数

を
3,

80
0

戸
とし

て
、

引
き

続
き

建
替

え
を

推
進

す
る

とと
も

に
、

併
せ

て
道

路
・

公
園

を
整

備
66

,7
38

年
間

建
替

戸
数

を
3,

80
0

戸
とし

て
、

引
き

続
き

建
替

え
を

推
進

す
る

と
とも

に
、

併
せ

て
道

路
・

公
園

を
整

備
69

,3
47

13
5

1
再 95

2-
8

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

13
5

2
13

5-
2

交
通

局
【リ

ス
ター

ト機
能

付
エ

レ
ベ

ー
ター

へ
の

更
新

】
・

震
災

時
等

に
お

け
る

地
下

鉄
駅

エ
レ

ベ
ー

ター
内

へ
の

閉
じ込

め
リス

クを
軽

減
す

る
た

め
、

リス
ター

ト機
能

付
エ

レ
ベ

ー
ター

に
更

新
・

地
下

鉄
駅

の
全

て
の

エ
レ

ベ
ー

ター
を

リス
ター

ト機
能

付
き

エ
レ

ベ
ー

ター
とす

る
た

め
、

引
き

続
き

対
象

とな
る

エ
レ

ベ
ー

ター
の

更
新

を
実

施
82

2
・

地
下

鉄
駅

の
全

て
の

エ
レ

ベ
ー

ター
を

リス
ター

ト機
能

付
き

エ
レ

ベ
ー

ター
とす

る
た

め
、

引
き

続
き

対
象

とな
る

エ
レ

ベ
ー

ター
の

更
新

を
実

施
45

8

13
6

1
13

6-
1

都
市

整
備

局
国

が
超

高
層

建
築

物
等

に
お

け
る

長
周

期
地

震
動

対
策

を
公

表
した

後
、

建
物

所
有

者
等

に
対

し、
補

強
方

法
の

事
例

等
を

情
報

提
供

す
る

こと
に

よ
り、

対
策

が
推

進
す

る
よ

う支
援

関
係

部
署

と連
携

し、
既

存
の

超
高

層
建

築
物

等
の

所
有

者
等

に
対

して
、

補
強

方
法

等
や

家
具

類
の

転
倒

防
止

対
策

な
ど、

長
周

期
地

震
動

の
安

全
を

確
保

す
る

た
め

の
啓

発
を

進
め

て
い

く。
-

関
係

部
署

と連
携

し、
既

存
の

超
高

層
建

築
物

等
の

所
有

者
等

に
対

し
て

、
補

強
方

法
等

や
家

具
類

の
転

倒
防

止
対

策
な

ど、
長

周
期

地
震

動
の

安
全

を
確

保
す

る
た

め
の

啓
発

を
進

め
て

い
く。

　
-

13
6

2
13

6-
2

都
市

整
備

局

地
震

時
の

軟
弱

地
盤

の
液

状
化

に
よ

る
建

築
物

等
へ

の
被

害
を

軽
減

す
る

た
め

、
建

築
確

認
申

請
の

機
会

を
とら

え
て

対
策

を
促

進
ま

た
、

建
築

主
等

が
液

状
化

に
よ

る
建

物
被

害
に

備
え

る
た

め
に

必
要

とな
る

地
盤

デ
ー

タや
対

策
工

法
等

を
情

報
提

供
す

る
とと

も
に

、
対

策
に

つ
い

て
専

門
家

か
らア

ドバ
イス

を
受

け
られ

る
制

度
を

創
設

し、
対

策
の

実
施

を
支

援

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ、

ポ
ー

タル
サ

イト
の

モ
バ

イル
対

応
や

リー
フレ

ット
の

改
訂

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
ポ

ー
タル

サ
イト

の
地

盤
情

報
を

拡
充

す
る

た
め

国
等

の
動

向
も

踏
ま

え
な

が
ら、

建
設

局
や

土
木

技
術

セ
ン

ター
と連

携
しな

が
ら民

間
建

築
物

の
地

盤
デ

ー
タを

収
集

、
公

開
に

向
け

検
討

して
い

く。
5

建
築

物
の

所
有

者
や

建
築

主
に

対
し、

液
状

化
対

策
ポ

ー
タル

サ
イト

や
リ

ー
フレ

ット
等

を
通

して
、

液
状

化
の

可
能

性
や

具
体

的
な

対
策

に
つ

い
て

の
情

報
を

広
く提

供
して

い
く。

ま
た

、
ポ

ー
タル

サ
イト

の
地

盤
情

報
を

拡
充

す
る

た
め

国
等

の
動

向
も

踏
ま

え
つ

つ
、

建
設

局
や

土
木

技
術

セ
ン

ター
と連

携
しな

が
ら民

間
建

築
物

の
地

盤
デ

ー
タを

収
集

、
公

開
に

向
け

取
り

組
ん

で
い

く。

2

13
7

1
13

7-
1

都
市

整
備

局
ブ

ロッ
ク塀

等
に

つ
い

て
、

所
有

者
に

対
して

、
安

全
点

検
や

必
要

な
対

策
の

実
施

を
促

す
とと

も
に

、
民

間
の

ブ
ロッ

ク塀
等

の
撤

去
や

新
設

な
どを

行
う

者
に

補
助

金
を

交
付

す
る

区
市

町
村

に
対

し、
都

が
補

助
を

行
い

、
地

震
に

よ
る

塀
の

倒
壊

被
害

の
防

止

引
き

続
き

、
ブ

ロッ
ク塀

自
己

点
検

の
チ

ェッ
クポ

イン
トや

、
区

市
町

村
に

お
け

る
補

助
制

度
及

び
相

談
窓

口
の

一
覧

等
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し、

普
及

啓
発

を
図

る
とと

も
に

、
補

助
制

度
未

整
備

の
区

市
町

村
に

対
し、

制
度

の
創

設
を

促
し、

区
市

町
村

へ
の

補
助

を
通

じて
財

政
面

か
らも

所
有

者
の

取
組

を
支

援
して

い
く。

10
1

引
き

続
き

、
ブ

ロッ
ク塀

自
己

点
検

の
チ

ェッ
クポ

イン
トや

、
区

市
町

村
に

お
け

る
補

助
制

度
及

び
相

談
窓

口
の

一
覧

等
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し、

普
及

啓
発

を
図

る
とと

も
に

、
補

助
制

度
未

整
備

の
区

市
町

村
に

対
し、

制
度

の
創

設
を

促
し、

区
市

町
村

へ
の

補
助

を
通

じて
財

政
面

か
らも

所
有

者
の

取
組

を
支

援
して

い
く。

78

13
7

2
13

7-
2

住
宅

政
策

本
部

都
営

住
宅

に
お

け
る

既
設

ブ
ロッ

ク塀
等

の
うち

現
行

法
規

に
適

合
しな

い
塀

に
つ

い
て

、
安

全
対

策
を

実
施

して
い

く。
引

き
続

き
、

現
行

法
規

に
適

合
しな

い
ブ

ロッ
ク塀

等
を

撤
去

す
る

とと
も

に
、

必
要

に
応

じて
新

た
な

塀
を

順
次

設
置

32
4

引
き

続
き

、
現

行
法

規
に

適
合

しな
い

ブ
ロッ

ク塀
等

を
撤

去
す

る
とと

も
に

、
必

要
に

応
じて

新
た

な
塀

を
順

次
設

置
41

9

13
7

3
13

7-
3

教
育

庁
平

成
30

年
６

月
に

発
生

した
、

大
阪

府
北

部
地

震
に

よ
る

ブ
ロッ

ク塀
の

倒
壊

事
故

を
踏

ま
え

、
点

検
を

実
施

し、
法

令
に

適
合

しな
い

も
の

、
そ

の
他

安
全

性
を

担
保

で
き

な
い

も
の

に
つ

い
て

撤
去

、
新

設
を

行
う。

都
立

学
校

の
ブ

ロッ
ク塀

等
の

状
況

とも
併

せ
て

、
順

次
撤

去
、

新
設

の
設

計
を

行
う。

54
実

施
未

了
箇

所
の

実
施

に
向

け
た

調
整

を
行

う。
-

13
7

4
13

7-
4

福
祉

保
健

局

介
護

施
設

等
に

お
け

る
防

災
・

減
災

対
策

を
推

進
す

る
た

め
、

国
の

「地
域

介
護

・
福

祉
空

間
整

備
等

施
設

整
備

交
付

金
」

を
活

用
し、

大
規

模
停

電
・

断
水

時
に

入
所

者
等

の
安

全
を

確
保

す
る

た
め

の
非

常
用

自
家

発
電

設
備

及
び

給
水

施
設

の
整

備
、

水
害

対
策

の
た

め
の

改
修

、
倒

壊
の

危
険

性
の

あ
る

ブ
ロッ

ク塀
の

改
修

等
に

必
要

な
経

費
を

補
助

す
る

。

・
非

常
用

自
家

発
電

設
備

の
整

備
に

対
す

る
補

助
・

給
水

設
備

の
整

備
に

対
す

る
補

助
・

水
害

対
策

の
た

め
の

改
修

に
対

す
る

補
助

・
ブ

ロッ
ク塀

等
の

改
修

に
対

す
る

補
助

50
1

・
非

常
用

自
家

発
電

設
備

の
整

備
に

対
す

る
補

助
・

給
水

設
備

の
整

備
に

対
す

る
補

助
・

水
害

対
策

の
た

め
の

改
修

に
対

す
る

補
助

・
ブ

ロッ
ク塀

等
の

改
修

に
対

す
る

補
助

32
3

13
7

5
13

7-
5

福
祉

保
健

局
障

害
者

(児
)施

設
に

対
して

、
非

常
用

自
家

発
電

設
備

及
び

給
水

設
備

の
整

備
、ブ

ロッ
ク塀

等
の

改
修

に
係

る
費

用
の

一
部

を
補

助
す

る
こと

で
、

障
害

者
(児

)施
設

の
利

用
者

の
安

全
確

保
を

図
る

。
非

常
用

自
家

発
電

設
備

整
備

：
3

施
設

給
水

設
備

整
備

：
1

施
設

23
6

非
常

用
自

家
発

電
設

備
整

備
：

6
施

設
給

水
設

備
整

備
：

2
施

設
17

7

13
7

6
13

7-
6

福
祉

保
健

局
平

成
30

年
北

海
道

胆
振

東
部

地
震

、
大

阪
府

北
部

地
震

を
踏

ま
え

、
社

会
福

祉
施

設
等

の
非

常
用

自
家

発
電

設
備

の
整

備
、

ブ
ロッ

ク塀
等

の
改

修
を

促
進

す
る

。

【都
設

置
施

設
】

ブ
ロッ

ク塀
改

修
：

3
施

設
【民

間
施

設
】

非
常

用
自

家
発

電
設

備
整

備
：

１
２

施
設

81
【民

間
施

設
】

非
常

用
自

家
発

電
設

備
整

備
：

１
２

施
設

10
8

7



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

13
8

1
13

8-
1

都
市

整
備

局

・
震

災
時

に
お

い
て

、
大

規
模

盛
土

造
成

地
の

滑
動

崩
落

を
防

止
す

る
た

め
、

既
存

の
造

成
宅

地
に

つ
い

て
、

そ
れ

らの
有

無
と安

全
性

の
確

認
（

変
動

予
測

調
査

）、
危

険
性

が
高

い
箇

所
の

滑
動

崩
落

防
止

工
事

な
どの

予
防

対
策

を
推

進
・

震
災

時
に

お
い

て
、

宅
地

擁
壁

等
の

倒
壊

に
よ

る
避

難
路

・
避

難
地

の
閉

塞
を

防
止

す
る

た
め

、
そ

れ
らの

危
険

度
調

査
等

を
推

進

耐
震

化
対

策
の

検
討

地
区

選
定

（
第

二
次

ス
クリ

ー
ニ

ン
グ

計
画

）
宅

地
擁

壁
等

の
危

険
度

調
査

等
に

取
り組

む
区

市
町

村
へ

の
支

援
90

詳
細

調
査

に
取

り組
む

区
市

町
村

へ
の

技
術

支
援

等
宅

地
擁

壁
等

の
危

険
度

調
査

等
に

取
り組

む
区

市
町

村
へ

の
支

援
　

32

13
9

1
再 62

2-
1

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

13
9

2
再 83

3-
2

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

13
9

3
再 83

3-
1

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

13
9

4
再 83

3-
4

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

　２
　住

民
に

よ
る

救
出

活
動

の
展

開
3,

17
4

　
2,

94
2

　２
－

１
　都

民
や

地
域

の
自

助
・

共
助

の
意

識
醸

成
を

促
進

し
ま

す
1,

14
5

　
1,

03
7

21
1

1
21

1-
1

総
務

局
【「

東
京

くら
し防

災
」

部
分

】
各

家
庭

に
お

い
て

、
様

々
な

災
害

に
対

す
る

備
え

が
万

全
とな

る
よ

う、
防

災
ブ

ック
を

使
った

様
々

な
広

報
展

開
を

実
施

し、
日

常
的

に
活

用
して

も
らう

こと
に

よ
り、

都
民

一
人

ひ
とり

の
防

災
力

を
強

化
す

る
。

【東
京

くら
し防

災
】

誰
で

も
気

軽
に

参
加

す
る

こと
が

で
き

、
防

災
知

識
を

学
べ

る
「東

京
都

防
災

模
試

」
を

引
き

続
き

実
施

す
る

こと
で

、
知

識
の

効
果

測
定

とと
も

に
都

民
一

人
ひ

とり
の

防
災

力
を

高
め

、
更

な
る

災
害

に
対

す
る

備
え

を
促

進
す

る
。

ま
た

、
防

災
意

識
が

希
薄

で
あ

る
学

生
世

代
向

け
の

広
報

を
強

化
し、

興
味

・
関

心
を

持
って

も
らう

こと
で

、
都

民
全

体
の

災
害

対
応

力
の

強
化

を
図

って
い

く。

59

【東
京

くら
し防

災
】

誰
で

も
気

軽
に

参
加

す
る

こと
が

で
き

、
防

災
知

識
を

学
べ

る
「東

京
都

防
災

模
試

」
を

引
き

続
き

実
施

す
る

こと
で

、
知

識
の

効
果

測
定

とと
も

に
都

民
一

人
ひ

とり
の

防
災

力
を

高
め

、
更

な
る

災
害

に
対

す
る

備
え

を
促

進
す

る
。

ま
た

、
媒

体
や

発
信

手
法

の
工

夫
に

よ
り若

年
世

代
向

け
の

広
報

を
強

化
し、

興
味

・
関

心
を

持
って

も
らう

こと
で

、
都

民
全

体
の

災
害

対
応

力
の

強
化

を
図

って
い

く。

36

21
1

2
21

1-
2

総
務

局
【「

東
京

都
防

災
ア

プ
リ」

部
分

】
各

家
庭

に
お

い
て

、
様

々
な

災
害

に
対

す
る

備
え

が
万

全
とな

る
よ

う、
防

災
ブ

ック
を

使
った

様
々

な
広

報
展

開
を

実
施

し、
日

常
的

に
活

用
して

も
らう

こと
に

よ
り、

都
民

一
人

ひ
とり

の
防

災
力

を
強

化
す

る
。

【東
京

都
防

災
ア

プ
リ】

「東
京

都
防

災
模

試
」

の
予

習
機

能
を

追
加

し、
連

携
した

PR
を

実
施

す
る

こと
で

模
試

・
ア

プ
リ双

方
の

認
知

度
向

上
と、

受
験

者
・

ダウ
ン

ロー
ド数

の
増

加
を

図
る

。
ま

た
、

令
和

３
年

度
改

修
され

た
D

IS
との

機
能

連
携

に
よ

る
リア

ル
タイ

ム
m

ap
更

新
、

避
難

所
に

お
け

る
バ

リ
ア

フリ
ー

情
報

の
追

加
な

どに
よ

り情
報

発
信

力
を

強
化

し、
都

民
の

防
災

力
の

向
上

を
図

る
。

32

【東
京

都
防

災
ア

プ
リ】

引
き

続
き

「東
京

都
防

災
模

試
」

と連
携

す
る

こと
で

模
試

・
ア

プ
リ双

方
の

認
知

度
向

上
と、

受
験

者
・

ダウ
ン

ロー
ド数

の
増

加
を

図
る

。
ま

た
、

雨
雲

レ
ー

ダー
を

現
在

の
1

時
間

後
か

ら
15

時
間

後
ま

で
予

想
時

間
を

拡
大

、
都

管
理

河
川

の
水

位
情

報
の

発
信

を
開

始
す

る
とと

も
に

、
「使

い
方

」
機

能
の

改
善

に
よ

りア
プ

リの
有

効
活

用
を

促
進

し、
都

民
の

防
災

力
の

向
上

を
図

る
。

41

21
1

3
21

1-
3

総
務

局
【※

利
用

許
諾

部
分

】
各

家
庭

に
お

い
て

、
様

々
な

災
害

に
対

す
る

備
え

が
万

全
とな

る
よ

う、
防

災
ブ

ック
を

使
った

様
々

な
広

報
展

開
を

実
施

し、
日

常
的

に
活

用
して

も
らう

こと
に

よ
り、

都
民

一
人

ひ
とり

の
防

災
力

を
強

化
す

る
。

○
利

用
許

諾
の

紹
介

「東
京

防
災

」
「東

京
くら

し防
災

」
を

地
域

の
防

災
活

動
や

普
及

啓
発

な
どで

積
極

的
に

利
用

して
も

らえ
る

よ
う、

活
用

しや
す

い
運

用
を

実
践

して
い

く。
-

○
利

用
許

諾
の

紹
介

「東
京

防
災

」
「東

京
くら

し防
災

」
を

地
域

の
防

災
活

動
や

普
及

啓
発

な
どで

積
極

的
に

利
用

して
も

らえ
る

よ
う、

活
用

しや
す

い
運

用
を

実
践

し
て

い
く。

-

21
1

4
21

1-
4

総
務

局
都

民
の

防
災

意
識

の
向

上
と防

災
知

識
の

普
及

の
た

め
、

平
常

時
か

らの
防

災
に

関
す

る
知

識
や

災
害

時
の

情
報

に
つ

い
て

、
広

報
媒

体
を

活
用

した
広

報
活

動
の

充
実

を
図

る
とと

も
に

、
発

災
時

の
混

乱
を

避
け

る
た

め
、

新
た

な
情

報
提

供
ツー

ル
を

活
用

し、
情

報
発

信
の

多
様

化
を

図
って

い
く。

・
対

話
型

情
報

提
供

ツー
ル

（
チ

ャッ
トボ

ット
）

を
活

用
して

、
よ

り効
果

的
な

情
報

発
信

を
す

る
た

め
、

利
用

状
況

等
を

分
析

し、
Ｑ

＆
Ａ

の
充

実
を

図
る

。
(風

水
害

関
係

中
心

）
・

令
和

2
年

度
に

東
京

都
防

災
Ｈ

Ｐ
に

導
入

した
W

eb
解

析
ツー

ル
を

活
用

し、
詳

細
な

ア
クセ

ス
の

分
析

を
行

うと
とも

に
効

果
的

な
情

報
発

信
を

行
う。

66
・

対
話

型
情

報
提

供
ツー

ル
（

チ
ャッ

トボ
ット

）
を

活
用

して
、

よ
り効

果
的

な
情

報
発

信
を

す
る

た
め

、
利

用
状

況
等

を
分

析
し、

Ｑ
＆

Ａ
の

充
実

を
図

る
。

(震
災

関
係

情
報

の
充

実
化

推
進

)
・

防
災

H
P

の
多

言
語

翻
訳

の
訳

質
の

向
上

を
推

進
す

る
。

76

8



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

21
2

1
21

2-
1

教
育

庁
防

災
ノー

トや
各

種
冊

子
等

の
配

布
や

各
種

訓
練

・
講

習
等

を
通

じて
、

防
災

教
育

の
充

実
を

図
る

。

○
　発

生
が

予
測

され
る

首
都

直
下

地
震

な
どの

自
然

災
害

発
生

時
に

お
い

て
、

児
童

・
生

徒
が

「自
助

」
「共

助
」

の
精

神
に

基
づ

き
適

切
に

行
動

で
き

る
よ

うに
、

「防
災

ノー
ト～

災
害

と
安

全
～

」
を

作
成

・
配

布
   

令
和

4
年

度
版

　「
防

災
ノー

ト～
災

害
と安

全
～

」
の

デ
ジ

タル
コン

テ
ン

ツの
作

成
検

討
○

　学
校

と家
庭

が
一

体
とな

った
防

災
教

育
を

充
実

し、
家

庭
に

お
け

る
防

災
意

識
の

向
上

を
図

る
とと

も
に

、
防

災
教

育
を

一
層

推
進

す
る

た
め

、
「防

災
ノー

ト～
災

害
と安

全
～

」
を

活
用

した
「親

子
防

災
体

験
」（

小
学

校
対

象
）

・
「防

災
標

語
コン

クー
ル

」（
中

学
校

第
１

学
年

対
象

）
を

実
施

○
　都

立
高

校
等

で
は

、
体

験
的

・
実

践
的

な
訓

練
を

通
して

、
自

然
災

害
か

ら身
を

守
り、

被
災

して
も

乗
り切

る
能

力
や

他
者

や
地

域
の

安
全

を
支

え
る

能
力

を
身

に
付

け
る

こと
を

目
的

に
、

全
都

立
高

等
学

校
の

全
日

制
課

程
及

び
定

時
制

課
程

、
中

等
教

育
学

校
の

後
期

課
程

に
お

い
て

、
地

域
と連

携
した

防
災

訓
練

や
避

難
所

設
営

・
運

営
訓

練
を

実
施

　全
都

立
高

等
学

校
及

び
中

等
教

育
学

校
後

期
課

程
で

防
災

活
動

支
援

隊
を

編
成

し、
自

治
体

防
災

課
と連

携
して

避
難

所
設

営
計

画
を

立
案

　上
級

救
命

講
習

な
どの

技
能

講
習

受
講

を
推

進
○

　防
災

リー
ダー

とし
て

活
躍

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

防
災

士
養

成
講

座
の

実
施

○
　都

立
特

別
支

援
学

校
で

は
、

首
都

直
下

地
震

等
の

発
生

に
伴

い
、

帰
宅

困
難

とな
った

都
立

特
別

支
援

学
校

の
児

童
・

生
徒

の
安

全
を

確
保

す
る

こと
を

想
定

した
一

泊
二

日
の

宿
泊

防
災

訓
練

を
全

校
で

実
施

17
5

○
　発

生
が

予
測

され
る

首
都

直
下

地
震

な
どの

自
然

災
害

発
生

時
に

お
い

て
、

児
童

・
生

徒
が

「自
助

」
「共

助
」

の
精

神
に

基
づ

き
適

切
に

行
動

で
き

る
よ

うに
、　

防
災

デ
ジ

タル
教

材
の

運
用

○
防

災
教

育
を

一
層

推
進

す
る

た
め

、
防

災
体

験
施

設
で

の
防

災
体

験
の

促
進

と（
小

学
校

・
中

学
校

１
学

年
対

象
）、

「避
難

所
運

営
講

座
」

（
中

学
校

第
１

学
年

対
象

）
を

実
施

○
　防

災
リー

ダー
とし

て
活

躍
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
防

災
士

養
成

講
座

の
実

施
○

　都
立

高
校

等
で

は
、

体
験

的
・

実
践

的
な

訓
練

を
通

して
、

自
然

災
害

か
ら身

を
守

り、
被

災
して

も
乗

り切
る

能
力

や
他

者
や

地
域

の
安

全
を

支
え

る
能

力
を

身
に

付
け

る
こと

を
目

的
に

、
全

都
立

高
等

学
校

及
び

中
等

教
育

学
校

の
後

期
課

程
に

お
い

て
、

地
域

と連
携

した
防

災
訓

練
や

避
難

所
設

営
・

運
営

訓
練

を
実

施
　全

都
立

高
等

学
校

及
び

中
等

教
育

学
校

後
期

課
程

で
防

災
活

動
支

援
隊

を
編

成
し、

自
治

体
防

災
課

と連
携

して
避

難
所

設
営

計
画

を
立

案 　上
級

救
命

講
習

な
どの

技
能

講
習

受
講

を
推

進
○

　都
立

特
別

支
援

学
校

で
は

、
首

都
直

下
地

震
等

の
発

生
に

伴
い

、
帰

宅
困

難
とな

った
都

立
特

別
支

援
学

校
の

児
童

・
生

徒
の

安
全

を
確

保
す

る
こと

を
想

定
した

一
泊

二
日

の
宿

泊
防

災
訓

練
を

全
校

で
実

施

11
3

21
2

2
再 21

2-
1

教
育

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

21
2

3
再 12

1-
2

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

21
2

4
再 12

1-
2

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

21
2

5
再 12

1-
2

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

21
2

6
21

2-
6

東
京

消
防

庁

事
業

所
の

勤
務

者
を

対
象

に
、

消
防

技
術

試
験

講
習

場
等

に
お

い
て

試
験

及
び

各
種

講
習

な
どを

実
施

し、
消

防
法

令
等

で
義

務
付

け
られ

た
資

格
を

取
得

させ
る

こと
で

消
防

技
術

者
を

育
成

す
る

。
同

時
に

、
各

講
習

内
容

等
の

充
実

や
防

災
設

備
の

高
度

化
に

対
応

した
施

設
の

整
備

・機
能

を
適

正
に

維
持

す
る

こと
で

防
災

教
育

の
向

上
を

図
る

。

・
防

火
・

防
災

管
理

講
習

３
２

３
回

・
自

衛
消

防
技

術
試

験
５

３
回

　な
ど

47
5

・
防

火
・

防
災

管
理

講
習

３
３

３
回

・
自

衛
消

防
技

術
試

験
４

１
回

　な
ど

43
4

21
2

7
21

2-
7

東
京

消
防

庁

災
害

時
の

被
害

の
軽

減
を

図
る

た
め

、
震

災
等

の
大

規
模

災
害

が
発

生
し

た
場

合
に

消
防

署
の

支
援

を
行

う、
東

京
消

防
庁

災
害

時
支

援
ボ

ラン
テ

ィ
ア

の
育

成
を

推
進

して
い

る
。

同
ボ

ラン
テ

ィア
は

、
平

常
時

に
は

、
地

域
の

防
災

リー
ダー

とし
て

、
防

火
防

災
訓

練
、

応
急

救
護

訓
練

及
び

総
合

防
災

教
育

等
の

指
導

支
援

な
ど、

地
域

の
防

災
力

の
向

上
を

図
って

い
る

。

・
リー

ダー
、

コー
デ

ィネ
ー

ター
講

習
、

震
災

時
消

防
活

動
支

援
特

別
講

習
、

合
同

訓
練

の
実

施
・

管
轄

区
域

外
の

活
動

に
対

す
る

特
別

旅
費

の
支

給
18

・
リー

ダー
、

コー
デ

ィネ
ー

ター
講

習
、

リー
ダー

再
講

習
、

コー
デ

ィネ
ー

タ
ー

再
講

習
の

実
施

・
管

轄
区

域
外

の
活

動
に

対
す

る
特

別
旅

費
の

支
給

・
応

急
救

護
活

動
用

救
急

バ
ッグ

の
整

備
・

活
動

用
被

服
ベ

ス
トの

整
備

14

21
3

1
21

3-
1

住
宅

政
策

本
部

管
理

組
合

に
よ

る
自

主
的

か
つ

適
正

な
維

持
管

理
を

促
進

す
る

た
め

、
普

及
啓

発
を

図
る

とと
も

に
、

マ
ン

シ
ョン

の
管

理
状

況
を

的
確

に
把

握
し、

管
理

不
全

の
予

防
・

改
善

を
図

り、
地

域
に

お
け

る
安

全
性

や
活

力
を

維
持

向
上

す
る

。

・
マ

ン
シ

ョン
ポ

ー
タル

サ
イト

、
セ

ミナ
ー

等
に

よ
る

普
及

啓
発

を
実

施
・

東
京

に
お

け
る

マ
ン

シ
ョン

の
適

正
な

管
理

の
促

進
に

関
す

る
条

例
に

基
づ

き
、

マ
ン

シ
ョン

の
管

理
状

況
を

把
握

した
上

で
、

管
理

状
況

に
応

じ、
地

域
に

お
け

る
安

全
性

や
活

力
を

維
持

向
上

に
関

す
る

事
項

に
つ

い
て

助
言

・
支

援
等

を
実

施
16

3

・
マ

ン
シ

ョン
ポ

ー
タル

サ
イト

、
セ

ミナ
ー

等
に

よ
る

普
及

啓
発

を
実

施
・

東
京

に
お

け
る

マ
ン

シ
ョン

の
適

正
な

管
理

の
促

進
に

関
す

る
条

例
に

基
づ

き
、

マ
ン

シ
ョン

の
管

理
状

況
を

把
握

した
上

で
、

管
理

状
況

に
応

じ、
地

域
に

お
け

る
安

全
性

や
活

力
を

維
持

向
上

に
関

す
る

事
項

に
つ

い
て

助
言

・
支

援
等

を
実

施

16
6

9



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

21
4

1
21

4-
1

総
務

局

区
市

町
村

と連
携

して
、

地
域

で
防

災
活

動
に

取
り組

む
自

主
防

災
組

織
の

人
材

育
成

や
活

動
を

支
援

し、
地

域
に

お
け

る
災

害
対

応
力

を
向

上
さ

せ
る

。
ま

た
、

災
害

時
の

女
性

の
ニ

ー
ズ

に
き

め
細

か
く対

応
す

る
た

め
、

女
性

防
災

人
材

の
育

成
に

取
り組

む
。

・
東

京
防

災
学

習
セ

ミナ
ー

　　
　　

37
0

団
体

（
自

主
防

災
組

織
活

動
支

援
　　

事
業

30
団

体
含

む
）

・
パ

パ
マ

マ
東

京
ぼ

うさ
い

出
前

教
室

　　
90

団
体

・
防

災
市

民
組

織
リー

ダー
研

修
　　

　　
　４

回
・

防
災

ウ
ー

マ
ン

セ
ミナ

ー
　５

テ
ー

マ
・

防
災

コー
デ

ィネ
ー

ター
研

修
　２

回
・

防
災

コー
デ

ィネ
ー

ター
研

修
ス

テ
ップ

ア
ップ

講
座

　５
回

15
7

・
東

京
防

災
学

習
セ

ミナ
ー

　　
　　

37
0

団
体

（
自

主
防

災
組

織
活

動
支

援
　　

事
業

30
団

体
含

む
）

・
パ

パ
マ

マ
東

京
ぼ

うさ
い

出
前

教
室

　　
90

団
体

・
防

災
市

民
組

織
リー

ダー
研

修
　　

　　
　４

回
・

防
災

ウ
ー

マ
ン

セ
ミナ

ー
　５

テ
ー

マ
・

防
災

コー
デ

ィネ
ー

ター
研

修
　２

回
・

防
災

コー
デ

ィネ
ー

ター
研

修
ス

テ
ップ

ア
ップ

講
座

　５
回

15
7

　２
ー

２
　都

民
や

地
域

の
災

害
対

応
力

の
向

上
を

促
進

し
ま

す
2,

03
0

　
1,

90
7

22
1

1
再 12

1-
2

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

22
1

2
22

1-
2

交
通

局

・
災

害
等

の
異

常
事

態
に

対
す

る
即

応
力

の
維

持
・

向
上

の
た

め
、

異
常

時
総

合
訓

練
、

自
然

災
害

防
止

訓
練

、
都

営
バ

ス
の

事
故

等
を

想
定

し
た

情
報

伝
達

訓
練

等
を

実
施

して
い

る
。

・
東

京
メト

ロ等
との

合
同

訓
練

を
定

期
的

に
実

施
す

る
ほ

か
、

連
絡

通
報

シ
ス

テ
ム

を
活

用
した

職
員

の
安

否
確

認
訓

練
を

行
って

い
る

。

・
異

常
時

総
合

訓
練

（
5

月
頃

）
・

自
然

災
害

防
止

訓
練

（
6

月
頃

）
・

東
京

メト
ロと

の
合

同
訓

練
（

12
月

頃
）

5
・

異
常

時
総

合
訓

練
（

10
月

頃
）

・
自

然
災

害
対

応
訓

練
（

6
月

頃
）

・
東

京
メト

ロと
の

合
同

訓
練

（
12

月
頃

）
5

22
1

3
22

1-
3

東
京

消
防

庁
事

業
所

に
対

して
、

火
災

、
地

震
、

そ
の

他
の

災
害

が
発

生
した

場
合

に
迅

速
、

的
確

な
自

衛
消

防
活

動
が

行
うこ

とが
で

き
る

よ
う、

消
防

計
画

等
に

基
づ

く各
種

防
災

訓
練

を
指

導
す

る
。

・訓
練

指
導

用
リー

フレ
ット

39
,8

00
部

の
配

布
（

令
和

３
年

度
は

対
象

を
絞

らな
い

で
作

成
）

3
・

訓
練

指
導

用
リー

フレ
ット

35
,8

20
部

の
配

布
3

22
2

4
再 21

4-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

22
3

1
22

3-
1

東
京

消
防

庁

社
会

情
勢

の
変

化
に

対
応

す
る

た
め

に
必

要
な

救
急

活
動

体
制

を
強

化
し、

場
所

や
時

間
的

要
因

、
傷

病
者

の
背

景
（

受
傷

形
態

、
特

殊
疾

患
、

外
国

籍
等

）
を

問
わ

ず
、

誰
に

で
も

適
正

か
つ

迅
速

な
医

療
サ

ー
ビス

が
提

供
で

き
る

体
制

を
継

続
して

整
備

を
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

誰
も

が
自

信
を

持
って

救
護

の
手

を
差

し述
べ

られ
る

社
会

環
境

を
構

築
し、

更
な

る
応

急
手

当
実

施
率

の
向

上
を

図
る

。
応

急
手

当
実

施
率

の
向

上
や

指
導

者
の

育
成

と指
導

体
制

の
強

化
、

救
命

講
習

の
受

講
促

進
を

図
る

。
ま

た
、

誰
も

が
不

安
な

く応
急

手
当

を
実

施
で

き
る

環
境

の
整

備
を

図
る

た
め

、
「バ

イス
タン

ダー
保

険
」

を
運

用
。

・
救

急
車

の
増

強
・

デ
イタ

イム
救

急
隊

の
創

設
に

伴
う被

服
の

整
備

・
救

急
隊

の
効

率
的

な
運

用
に

伴
う通

信
設

備
の

整
備

・
救

急
隊

の
効

率
的

な
運

用
に

伴
う光

熱
水

費
等

・
救

急
需

要
予

測
シ

ス
テ

ム
の

運
用

・
保

守
・

ビデ
オ

喉
頭

鏡
の

増
強

整
備

・
新

興
感

染
症

用
備

蓄
資

器
材

（
感

染
防

止
衣

）
の

更
新

・
感

染
症

対
策

資
器

材
の

充
実

強
化

・
救

急
相

談
セ

ン
ター

の
充

実
強

化
・

応
急

手
当

普
及

業
委

託
・

映
像

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

を
活

用
した

口
頭

指
導

体
制

の
整

備

2,
02

2

・
応

急
手

当
普

及
業

委
託

・
救

急
需

要
予

測
シ

ス
テ

ム
の

運
用

・
保

守
・

ビデ
オ

喉
頭

鏡
の

増
強

整
備

・
新

興
感

染
症

用
備

蓄
資

器
材

の
整

備
・

感
染

症
対

策
資

器
材

の
充

実
強

化
・

救
急

車
の

増
強

・映
像

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

を
活

用
した

口
頭

指
導

体
制

の
整

備
（

23
区

・
多

摩
地

区
）

・
デ

イタ
イム

救
急

隊
の

創
設

に
伴

う被
服

の
整

備
・

救
急

隊
の

効
率

的
な

運
用

に
伴

う通
信

設
備

の
整

備
・

救
急

隊
の

効
率

的
な

運
用

に
伴

う光
熱

水
費

等
・

救
急

救
命

士
処

置
拡

大
（

ビデ
オ

喉
頭

鏡
）

に
係

る
教

育
・

救
急

相
談

セ
ン

ター
の

充
実

強
化

1,
89

9

22
4

1
再 22

3-
1

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

22
5

1
再 31

15
-6

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

40
0）

(再
掲

)
（

40
0）

　３
　出

火
・

延
焼

の
抑

制
85

,1
27

　
10

2,
17

5

　３
－

１
　燃

え
な

い
た

め
の

初
期

消
火

力
の

強
化

等
を

推
進

・
支

援
し

ま
す

99
6

　
87

4

10



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

31
1

1
31

1-
1

総
務

局
消

防
団

の
認

知
度

を
高

め
る

消
防

団
員

募
集

広
告

の
掲

出
や

、
消

防
訓

練
所

に
お

け
る

救
助

科
等

研
修

の
実

施
、

資
機

材
整

備
に

対
す

る
財

政
支

援
等

を
実

施

・
消

防
団

員
募

集
・

Ｐ
Ｒ

活
動

へ
の

財
政

支
援

・
女

性
消

防
団

員
セ

ミナ
ー

の
実

施
・多

摩
・島

しょ
地

域
の

消
防

団
の

火
災

等
対

応
力

を
高

め
、

地
域

防
災

力
を

向
上

させ
る

た
め

、
消

防
団

活
動

支
援

用
ドロ

ー
ン

を
貸

付
15

・
消

防
団

員
募

集
・

Ｐ
Ｒ

活
動

へ
の

財
政

支
援

・
多

摩
・

島
しょ

地
域

の
消

防
団

の
火

災
等

対
応

力
を

高
め

、
地

域
防

災
力

を
向

上
させ

る
た

め
、

消
防

団
活

動
支

援
用

ドロ
ー

ン
を

貸
付

14

31
1

2
31

1-
2

東
京

消
防

庁
これ

ま
で

地
域

の
安

全
安

心
を

守
って

き
た

消
防

団
を

将
来

に
わ

た
って

受
け

つ
ぐた

め
、

幅
広

く入
団

を
促

進
し、

ま
た

、
あ

らゆ
る

災
害

に
対

応
で

き
る

活
動

能
力

を
有

し、
都

民
に

信
頼

され
、

地
域

防
災

の
要

に
な

る
必

要
が

あ
る

。

・
消

防
団

用
可

搬
ポ

ン
プ

積
載

車
の

整
備

　
・

ドラ
イブ

レ
コー

ダー
の

整
備

・
携

帯
無

線
機

の
更

新
・

東
京

消
防

団
災

害
情

報
収

集
・

共
有

シ
ス

テ
ム

の
整

備
・

大
規

模
災

害
団

員
の

導
入

 
・

消
防

団
員

募
集

広
報

・
分

団
本

部
施

設
の

整
備

・
女

性
消

防
団

員
研

修

55
4

・
消

防
団

用
可

搬
ポ

ン
プ

積
載

車
の

整
備

・
東

京
消

防
団

災
害

情
報

収
集

・
共

有
シ

ス
テ

ム
の

整
備

・
寝

袋
の

整
備

・
胴

付
長

靴
の

整
備

・
消

防
団

員
の

費
用

弁
償

・
分

団
本

部
施

設
の

整
備

・
消

防
団

員
募

集
広

報
 

52
2

31
2

1
31

2-
1

東
京

消
防

庁
建

物
の

高
層

化
・

複
雑

化
な

どの
火

災
予

防
需

要
の

変
化

を
踏

ま
え

、
火

災
発

生
の

危
険

性
に

応
じて

効
果

的
、

効
率

的
に

火
災

予
防

業
務

を
推

進
す

る
。

・
民

間
情

報
を

活
用

した
効

率
的

な
防

火
安

全
指

導
の

推
進

・
消

防
用

設
備

等
点

検
報

告
の

促
進

委
託

・
防

火
対

象
物

点
検

報
告

の
促

進
委

託
・

防
火

管
理

に
係

る
届

出
要

領
に

つ
い

て
の

解
説

動
画

作
成

委
託

・
防

火
管

理
業

務
の

実
施

促
進

27
・

民
間

情
報

を
活

用
した

効
率

的
な

防
火

安
全

指
導

の
推

進
・

防
火

安
全

対
策

指
導

の
推

進
・

小
規

模
複

合
防

火
対

象
物

等
を

対
象

とし
た

映
像

制
作

53

31
3

1
31

3-
1

東
京

消
防

庁
緊

急
輸

送
道

路
以

外
の

道
路

下
及

び
道

路
下

以
外

敷
地

に
設

置
され

た
経

年
防

火
水

槽
に

新
た

な
補

強
工

事
を

施
し、

震
災

時
に

お
い

て
活

用
可

能
な

防
火

水
槽

とし
て

再
生

させ
る

こと
に

よ
り、

被
害

の
軽

減
を

図
る

。

道
路

下
経

年
防

火
水

槽
の

再
生

工
事

　4
6

基
道

路
下

以
外

経
年

防
火

水
槽

の
再

生
設

計
　3

0
基

18
8

道
路

下
以

外
経

年
防

火
水

槽
の

再
生

設
計

　3
0

基
経

年
防

火
水

槽
の

再
生

工
事

　3
0

基
17

1

31
3

2
31

3-
2

東
京

消
防

庁
震

災
時

の
同

時
多

発
火

災
及

び
市

街
地

大
火

に
対

応
す

る
た

め
、

耐
震

性
を

有
す

る
防

火
水

槽
や

深
井

戸
の

整
備

に
つ

い
て

検
討

す
る

とと
も

に
、

都
、

区
市

町
村

及
び

関
係

機
関

等
が

連
携

して
震

災
対

策
及

び
水

利
の

開
発

・
確

保
を

推
進

す
る

。

・
深

井
戸

(震
災

時
多

機
能

型
深

層
無

限
水

利
)の

設
置

工
事

　1
基

・
防

火
水

槽
　3

基
・

消
防

水
利

開
発

補
助

　4
件

・
震

災
時

に
お

け
る

航
空

消
防

活
動

体
制

の
充

実
強

化
を

図
る

た
め

、
区

市
町

村
が

所
管

す
る

小
中

学
校

、
私

立
学

校
、

ラン
ドマ

ー
ク機

能
を

有
す

る
と認

め
られ

る
民

間
施

設
等

に
対

し、
ヘ

リサ
イン

の
整

備
の

働
き

か
け

を
実

施

21
2

・
防

火
水

槽
　3

基
・

消
防

水
利

開
発

補
助

　4
件

・
震

災
時

に
お

け
る

航
空

消
防

活
動

体
制

の
充

実
強

化
を

図
る

た
め

、
区

市
町

村
が

所
管

す
る

小
中

学
校

、
私

立
学

校
、

ラン
ドマ

ー
ク機

能
を

有
す

る
と認

め
られ

る
民

間
施

設
等

に
対

し、
ヘ

リサ
イン

の
整

備
の

働
き

か
け

を
実

施
　

11
4

　３
－

２
　火

災
に

よ
る

延
焼

を
防

ぎ
ま

す
84

,1
32

　
10

1,
29

9

32
1

1
32

1-
1

主
税

局
不

燃
化

特
区

制
度

に
お

け
る

特
別

の
支

援
の

一
つ

とし
て

、
不

燃
化

の
た

め
の

建
替

え
及

び
老

朽
住

宅
の

除
却

推
進

を
税

制
面

か
ら支

援
す

る
。

［
固

定
資

産
税

・
都

市
計

画
税

の
減

免
(2

3
区

内
)］

不
燃

化
特

区
内

に
物

件
を

所
有

す
る

納
税

者
に

対
す

る
制

度
の

周
知

-
不

燃
化

特
区

内
に

物
件

を
所

有
す

る
納

税
者

に
対

す
る

制
度

の
周

知
-

32
1

2
32

1-
2

都
市

整
備

局
震

災
時

に
特

に
甚

大
な

被
害

が
想

定
され

る
木

造
住

宅
密

集
地

域
の

うち
、

特
に

重
点

的
、

集
中

的
に

改
善

を
図

る
べ

き
地

区
に

つ
い

て
、

区
か

ら提
案

を
受

け
、

都
が

期
間

や
地

域
を

限
定

して
、

老
朽

木
造

建
築

物
の

建
替

え
・

除
却

へ
の

助
成

や
固

定
資

産
税

等
の

減
免

措
置

な
ど特

別
の

支
援

を
実

施

・
引

き
続

き
、

従
来

よ
りも

踏
み

込
ん

だ
取

組
を

行
う区

に
対

して
、

老
朽

木
造

建
築

物
の

建
替

え
・

除
却

へ
の

補
助

や
固

定
資

産
税

等
の

減
免

措
置

を
継

続
し、

不
燃

化
を

促
進

・
これ

ま
で

の
取

組
で

課
題

とな
って

い
る

建
替

え
が

進
み

に
くい

街
区

の
改

善
の

た
め

、
無

接
道

敷
地

対
策

に
取

組
む

区
を

支
援

2,
75

3

・
引

き
続

き
、

従
来

よ
りも

踏
み

込
ん

だ
取

組
を

行
う区

に
対

して
、

老
朽

木
造

建
築

物
の

建
替

え
・

除
却

へ
の

補
助

や
固

定
資

産
税

等
の

減
免

措
置

を
継

続
し、

不
燃

化
を

促
進

・
これ

ま
で

の
取

組
で

課
題

とな
って

い
る

建
替

え
が

進
み

に
くい

街
区

の
改

善
の

た
め

、
無

接
道

敷
地

対
策

に
取

組
む

区
を

支
援

2,
96

8

32
1

3
再 32

3-
1

都
市

整
備

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

32
1

4
32

1-
4

都
市

整
備

局
都

市
計

画
道

路
の

整
備

に
併

せ
て

、
民

間
活

力
を

誘
導

しつ
つ

地
域

住
民

との
協

同
に

よ
る

沿
道

ま
ち

づ
くり

を
進

め
、

沿
道

の
効

率
的

な
土

地
利

用
を

促
進

す
る

とと
も

に
、

建
物

共
同

化
な

どの
不

燃
化

に
よ

り延
焼

遮
断

帯
を

早
期

形
成

・
特

定
整

備
路

線
に

つ
い

て
は

、
「地

域
と連

携
した

延
焼

遮
断

帯
形

成
事

業
」

に
同

じ
5,

93
0

・
特

定
整

備
路

線
に

つ
い

て
は

、
「地

域
と連

携
した

延
焼

遮
断

帯
形

成
事

業
」

に
同

じ
6,

03
0

11



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

32
2

1
32

2-
1

都
市

整
備

局
特

定
整

備
路

線
の

うち
、

商
店

街
や

ま
ち

づ
くり

協
議

会
が

存
在

す
る

区
間

、
用

地
買

収
が

困
難

な
区

間
に

つ
い

て
、

都
市

計
画

手
法

を
活

用
して

道
路

整
備

を
行

い
、

延
焼

遮
断

帯
を

形
成

20
25

年
度

の
全

線
整

備
に

向
け

、
・

重
点

的
に

人
員

を
配

置
し、

マ
ン

パ
ワ

ー
を

フル
活

用
す

る
こと

に
よ

り、
関

係
権

利
者

に
対

し
て

粘
り強

く丁
寧

に
説

明
し合

意
を

形
成

・
用

地
が

確
保

で
き

た
とこ

ろ
か

ら順
次

工
事

着
手

し、
事

業
効

果
を

見
え

る
化

・
相

談
窓

口
を

活
用

し、
移

転
先

情
報

の
提

供
、

再
建

プ
ラン

の
提

案
、

権
利

関
係

の
相

談
、

解
体

業
者

の
紹

介
等

を
行

うこ
とで

、
権

利
者

の
生

活
再

建
を

き
め

細
や

か
に

支
援

6,
42

7

20
25

年
度

の
全

線
整

備
に

向
け

、
・

重
点

的
に

人
員

を
配

置
し、

マ
ン

パ
ワ

ー
を

フル
活

用
す

る
こと

に
よ

り、
関

係
権

利
者

に
対

して
粘

り強
く丁

寧
に

説
明

し合
意

を
形

成
・

用
地

が
確

保
で

き
た

とこ
ろ

か
ら順

次
工

事
着

手
し、

事
業

効
果

の
見

え
る

化
・

相
談

窓
口

を
活

用
し、

移
転

先
情

報
の

提
供

、
再

建
プ

ラン
の

提
案

、
権

利
関

係
の

相
談

、
解

体
業

者
の

紹
介

等
を

行
うこ

とで
、

権
利

者
の

生
活

再
建

を
き

め
細

や
か

に
支

援

5,
36

1

32
2

2
32

2-
2

建
設

局
「防

災
都

市
づ

くり
推

進
計

画
」

の
整

備
地

域
(約

6,
50

0h
a)

の
防

災
性

を
向

上
す

る
東

京
都

施
行

の
都

市
計

画
道

路
(特

定
整

備
路

線
)を

20
25

年
度

ま
で

に
全

線
整

備
す

る
。

・特
定

整
備

路
線

は
、

20
25

年
度

ま
で

の
全

線
整

備
に

向
け

、
28

区
間

で
工

事
に

着
手

し、
事

業
効

果
の

早
期

発
現

を
図

る
な

ど整
備

を
着

実
に

推
進

・
各

路
線

の
特

徴
や

地
域

の
実

情
を

踏
ま

え
た

受
託

業
者

の
再

選
定

を
行

い
、

相
談

窓
口

の
機

能
を

強
化

す
る

な
ど、

よ
りき

め
細

か
い

生
活

再
建

支
援

を
実

施
45

,5
33

・
特

定
整

備
路

線
は

、
20

25
年

度
ま

で
の

全
線

整
備

に
向

け
、

約
8

割
の

用
地

を
取

得
予

定
、

全
28

区
間

（
全

38
箇

所
）

で
工

事
に

着
手

予
定

、
3

区
間

（
4

箇
所

）
の

交
通

開
放

を
実

施
予

定
【累

計
】

・
各

路
線

の
特

徴
や

地
域

の
実

情
を

踏
ま

え
た

受
託

業
者

の
再

選
定

を
行

い
、

相
談

窓
口

の
機

能
を

強
化

す
る

な
ど、

よ
りき

め
細

か
い

生
活

再
建

支
援

を
実

施

48
,2

70

32
2

3
再 31

3-
2

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

32
3

1
32

3-
1

都
市

整
備

局

木
造

住
宅

密
集

地
域

に
お

い
て

、
老

朽
建

築
物

の
除

却
や

建
替

え
を

促
進

す
る

とと
も

に
、

防
災

生
活

道
路

や
公

園
な

どの
公

共
施

設
を

整
備

し、
地

区
の

防
災

性
と住

環
境

を
向

上
ま

た
、

地
域

防
災

計
画

等
に

定
め

られ
た

避
難

路
・

避
難

地
等

の
周

辺
に

お
い

て
、

住
民

の
避

難
の

安
全

性
確

保
と延

焼
拡

大
の

防
止

の
た

め
、

建
築

物
の

不
燃

化
建

替
え

を
促

進
し延

焼
遮

断
帯

を
形

成

・
地

区
計

画
策

定
支

援
事

業
に

つ
い

て
、

整
備

地
域

以
外

の
防

災
性

の
向

上
に

向
け

た
区

市
の

取
組

み
を

支
援

・
不

燃
化

促
進

に
向

け
た

共
同

化
検

討
地

区
の

事
業

化
の

実
現

、
新

規
地

区
の

更
な

る
掘

り
起

し
2,

45
4

・
地

区
計

画
策

定
支

援
事

業
に

つ
い

て
、

整
備

地
域

以
外

の
防

災
性

の
向

上
に

向
け

た
区

市
の

取
組

み
を

支
援

・
農

地
の

保
全

等
と併

せ
た

防
災

性
向

上
ま

ち
づ

くり
支

援
事

業
を

実
施

・
不

燃
化

促
進

に
向

け
た

共
同

化
検

討
地

区
の

事
業

化
の

実
現

、
新

規
地

区
の

更
な

る
掘

り起
し

2,
05

3

32
4

1
再 32

3-
1

都
市

整
備

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

32
4

2
32

4-
2

都
市

整
備

局

権
利

者
な

どが
安

心
して

生
活

再
建

で
き

る
よ

う、
コミ

ュニ
テ

ィを
維

持
しな

が
ら入

居
で

き
る

魅
力

的
な

移
転

先
を

、
都

有
地

を
活

用
し、

民
間

活
力

に
よ

り整
備

ま
た

、
権

利
者

が
移

り住
み

た
い

と思
う事

業
内

容
や

、
民

間
事

業
者

が
参

入
しや

す
い

仕
組

み
を

、
地

域
の

特
性

を
踏

ま
え

て
計

画
し、

順
次

事
業

化

・
江

北
地

区
：

設
計

工
事

・
次

期
候

補
地

区
：

募
集

要
項

作
成

77
・

江
北

地
区

：
工

事
入

居
・

次
期

候
補

地
区

：
募

集
要

項
作

成
23

32
5

1
32

5-
1

都
市

整
備

局

・
20

20
年

7
月

に
「都

市
計

画
公

園
・

緑
地

の
整

備
方

針
」

を
改

定
し、

評
価

基
準

に
避

難
経

路
の

短
縮

に
資

す
る

区
域

な
どを

加
え

、
20

29
年

度
ま

で
を

計
画

期
間

とす
る

優
先

整
備

区
域

（
避

難
場

所
や

防
災

拠
点

とな
る

公
園

、
緑

地
は

約
15

5h
a）

を
設

定
・

河
川

や
崖

線
沿

い
の

都
市

計
画

緑
地

の
指

定
等

を
検

討
し、

水
と緑

の
ネ

ット
ワ

ー
クの

形
成

・
20

20
年

7
月

に
改

定
した

「都
市

計
画

公
園

・
緑

地
の

整
備

方
針

」
に

基
づ

き
、

都
市

計
画

公
園

・
緑

地
の

整
備

を
促

進
す

る
。

・
河

川
及

び
崖

線
沿

い
等

に
お

け
る

都
市

計
画

緑
地

の
決

定
・

変
更

に
向

け
た

調
査

検
討

等
を

実
施

す
る

。
20

・2
02

0
年

7
月

に
改

定
した

「都
市

計
画

公
園

・緑
地

の
整

備
方

針
」

に
基

づ
き

、
都

市
計

画
公

園
・

緑
地

の
整

備
を

促
進

す
る

。
・

河
川

及
び

崖
線

沿
い

等
に

お
け

る
都

市
計

画
緑

地
の

決
定

・
変

更
に

向
け

た
調

査
検

討
等

を
実

施
す

る
。

10

32
5

2
32

5-
2

建
設

局
「都

市
計

画
公

園
・

緑
地

の
整

備
方

針
」

(令
和

２
年

７
月

改
定

）
に

基
づ

い
て

重
点

公
園

に
お

け
る

優
先

整
備

区
域

を
中

心
に

計
画

的
に

事
業

を
推

進
す

る
。

整
備

計
画

策
定

、
事

業
認

可
、

用
地

取
得

及
び

公
園

整
備

に
向

け
た

準
備

を
進

め
る

。
17

,9
32

整
備

計
画

策
定

、
事

業
認

可
、

用
地

取
得

及
び

公
園

整
備

に
向

け
た

準
備

を
進

め
る

。
　

30
,4

32

32
5

3
32

5-
3

建
設

局
「都

市
計

画
公

園
・

緑
地

の
整

備
方

針
」

(令
和

２
年

７
月

改
定

）
に

基
づ

い
て

重
点

公
園

に
お

け
る

優
先

整
備

区
域

を
中

心
に

計
画

的
に

事
業

を
推

進
す

る
。

引
き

続
き

都
立

公
園

の
用

地
取

得
を

推
進

して
い

く。
1,

15
7

引
き

続
き

都
立

公
園

の
用

地
取

得
を

推
進

して
い

く。
　

4,
30

0

32
5

4
32

5-
4

建
設

局
効

果
的

な
緑

の
ネ

ット
ワ

ー
ク形

成
や

防
災

機
能

向
上

に
向

け
て

、
市

町
村

立
公

園
整

備
の

補
助

事
業

を
行

う。
市

町
村

の
18

公
園

程
度

に
お

い
て

、
補

助
を

予
定

45
0

市
町

村
の

15
公

園
程

度
に

お
い

て
、

補
助

を
予

定
45

0

32
5

5
32

5-
5

都
市

整
備

局
区

市
町

に
よ

る
身

近
な

公
園

緑
地

の
整

備
や

特
別

緑
地

保
全

地
区

の
土

地
の

買
取

等
に

対
して

、
都

費
補

助
に

よ
る

支
援

を
実

施
区

市
町

に
よ

る
公

園
緑

地
の

整
備

や
特

別
緑

地
保

全
地

区
の

土
地

の
買

取
等

に
対

して
都

費
補

助
に

よ
る

支
援

を
行

う。
35

0
区

市
町

に
よ

る
公

園
緑

地
の

整
備

や
特

別
緑

地
保

全
地

区
の

土
地

の
買

取
等

に
対

して
都

費
補

助
に

よ
る

支
援

を
行

う。
35

0

12



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

32
5

6
32

5-
6

都
市

整
備

局
区

市
に

よ
る

都
市

計
画

公
園

・
緑

地
内

の
生

産
緑

地
の

公
園

整
備

に
向

け
た

土
地

の
買

取
りに

対
して

、
都

費
補

助
に

よ
る

支
援

を
実

施
区

市
に

よ
る

都
市

計
画

公
園

・
緑

地
内

の
生

産
緑

地
の

公
園

整
備

に
向

け
た

土
地

の
買

取
り

に
対

して
、

都
費

補
助

に
よ

る
支

援
を

行
う。

1,
00

0
区

市
に

よ
る

都
市

計
画

公
園

・
緑

地
内

の
生

産
緑

地
の

公
園

整
備

に
向

け
た

土
地

の
買

取
りに

対
して

、
都

費
補

助
に

よ
る

支
援

を
行

う。
1,

00
0

32
6

1
再 41

1-
2

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

32
6

2
32

6-
2

東
京

消
防

庁

震
災

時
等

に
お

け
る

出
火

防
止

対
策

に
資

す
る

た
め

、
出

火
原

因
とな

る
物

品
や

そ
の

燃
焼

性
状

を
科

学
的

に
把

握
す

る
とと

も
に

、
都

民
や

事
業

所
が

使
用

す
る

機
器

等
に

つ
い

て
、

火
災

等
に

起
因

す
る

各
種

の
事

故
を

防
止

す
る

た
め

、
そ

の
危

険
性

に
つ

い
て

検
証

す
る

。
ま

た
、

震
災

時
に

発
生

が
予

想
され

る
危

険
物

質
等

に
関

連
す

る
施

設
等

の
災

害
や

家
屋

倒
壊

等
の

災
害

か
ら発

生
す

る
有

害
物

質
へ

の
対

応
力

の
強

化
を

目
的

とし
、

発
生

し得
る

有
害

物
質

等
の

性
状

や
対

応
方

策
に

つ
い

て
調

査
検

証
を

実
施

す
る

。

・
都

民
生

活
の

安
全

化
に

関
す

る
検

証
を

実
施

1

・
都

民
生

活
の

安
全

化
に

関
す

る
検

証
を

実
施

１
年

間
を

通
して

不
定

期
に

発
生

す
る

地
震

動
に

対
す

る
家

具
転

倒
防

止
器

具
の

転
倒

防
止

効
果

の
維

持
に

つ
い

て
検

証
す

る
とと

も
に

、
家

具
類

の
転

倒
等

に
起

因
し出

火
に

至
る

事
例

に
つ

い
て

の
出

火
防

止
対

策
を

検
討

す
る

。
そ

の
他

、
関

係
所

属
等

の
要

望
に

応
じて

実
施

す
る

。

10

32
6

3
32

6-
3

東
京

消
防

庁

火
災

を
は

じめ
とす

る
各

種
災

害
に

よ
る

被
害

の
軽

減
と消

防
活

動
の

安
全

化
に

資
す

る
た

め
、

火
災

性
状

、
消

防
活

動
技

術
、

消
防

活
動

用
資

器
材

等
に

関
す

る
調

査
検

証
を

行
う。

ま
た

、
消

防
隊

員
の

安
全

か
つ

効
率

的
な

活
動

に
資

す
る

た
め

、
震

災
時

の
長

時
間

か
つ

困
難

な
消

防
活

動
に

係
る

生
理

学
的

検
証

や
災

害
心

理
の

調
査

検
証

を
行

う。

・
消

防
活

動
・

隊
員

の
安

全
管

理
・

消
防

装
備

に
関

す
る

検
証

を
実

施
・

災
害

実
態

の
分

析
・

把
握

に
関

す
る

検
証

を
実

施
13

・
消

防
活

動
・

隊
員

の
安

全
管

理
・

消
防

装
備

に
関

す
る

検
証

を
実

施
・

災
害

実
態

の
分

析
・

把
握

に
関

す
る

検
証

を
実

施
・

高
年

齢
職

員
の

身
体

的
機

能
に

関
す

る
検

証
そ

の
他

、
関

係
所

属
等

の
要

望
に

応
じて

実
施

す
る

。
7

32
6

4
32

6-
4

東
京

消
防

庁
震

災
対

策
を

効
果

的
に

推
進

す
る

た
め

、
各

種
危

険
度

測
定

の
実

施
に

よ
る

基
礎

デ
ー

タの
収

集
や

効
果

的
な

対
策

の
在

り方
等

に
関

す
る

検
討

を
行

う。
・

地
震

被
害

等
に

関
す

る
調

査
研

究
を

実
施

35
・

地
震

被
害

等
に

関
す

る
調

査
研

究
を

実
施

35

32
6

5
再 41

1-
2

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

　４
　安

全
で

迅
速

な
避

難
の

実
現

10
4,

78
8

　
10

9,
91

9

　４
－

１
　高

齢
者

や
外

国
人

な
ど要

配
慮

者
を

は
じ

め
、

避
難

者
が

安
全

に
避

難
で

き
る

環
境

や
体

制
を

整
備

し
ま

す
1,

06
6

　
1,

02
7

41
1

1
41

1-
1

福
祉

保
健

局

区
市

町
村

が
進

め
る

要
配

慮
者

対
策

へ
の

財
政

支
援

や
、

福
祉

保
健

・
防

災
担

当
者

向
け

研
修

会
を

実
施

す
る

とと
も

に
、

災
害

福
祉

広
域

支
援

ネ
ット

ワ
ー

ク（
※

関
係

機
関

が
災

害
時

に
連

携
して

、
福

祉
避

難
所

等
に

対
す

る
人

的
支

援
を

円
滑

に
実

施
す

る
た

め
の

仕
組

み
）の

取
組

を
推

進
し、

要
配

慮
者

の
支

援
体

制
の

充
実

を
図

る
。

・
要

配
慮

者
対

策
支

援
研

修
会

　2
回

・
地

域
福

祉
推

進
区

市
町

村
包

括
補

助
事

業
に

よ
る

区
市

町
村

の
要

配
慮

者
体

制
支

援
・

災
害

福
祉

広
域

支
援

ネ
ット

ワ
ー

ク推
進

委
員

会
及

び
図

上
訓

練
実

施
・

災
害

福
祉

広
域

支
援

ネ
ット

ワ
ー

ク本
部

の
機

能
強

化
2+

包
括

・
要

配
慮

者
対

策
支

援
研

修
会

　2
回

・
地

域
福

祉
推

進
区

市
町

村
包

括
補

助
事

業
に

よ
る

区
市

町
村

の
要

配
慮

者
体

制
支

援
・

災
害

福
祉

広
域

支
援

ネ
ット

ワ
ー

ク推
進

委
員

会
及

び
図

上
訓

練
実

施
・

災
害

福
祉

広
域

支
援

ネ
ット

ワ
ー

ク本
部

の
機

能
強

化

2+
包

括

41
1

2
41

1-
2

東
京

消
防

庁
要

配
慮

者
情

報
の

有
効

活
用

や
避

難
行

動
要

支
援

者
、

要
配

慮
者

に
対

す
る

地
域

協
力

体
制

づ
くり

、
要

配
慮

者
自

身
の

防
災

行
動

力
の

向
上

及
び

居
住

環
境

の
安

全
化

を
推

進
す

る
。

・
区

市
町

村
や

地
域

包
括

支
援

セ
ン

ター
等

の
関

係
機

関
と連

携
した

、
よ

り実
効

性
の

あ
る

住
ま

い
の

防
火

防
災

診
断

を
実

施
・

要
配

慮
者

対
応

訓
練

の
推

進
・

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

の
提

供
に

よ
る

関
係

機
関

との
連

携
強

化
・

認
定

通
報

事
業

者
制

度
の

運
用

・
救

急
直

接
通

報
等

の
運

用
・

緊
急

ネ
ット

通
報

の
運

用
・

救
急

直
接

通
報

受
信

装
置

の
継

続
運

用

59

・
区

市
町

村
や

地
域

包
括

支
援

セ
ン

ター
等

の
関

係
機

関
と連

携
した

、
よ

り実
効

性
の

あ
る

住
ま

い
の

防
火

防
災

診
断

を
実

施
・

要
配

慮
者

対
応

訓
練

の
推

進
・

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

の
提

供
に

よ
る

関
係

機
関

との
連

携
強

化
・

認
定

通
報

事
業

者
制

度
の

運
用

・
救

急
直

接
通

報
等

の
運

用
・

緊
急

ネ
ット

通
報

の
運

用
・

救
急

直
接

通
報

受
信

装
置

の
継

続
運

用

57

41
1

3
41

1-
3

福
祉

保
健

局
関

係
機

関
等

と連
携

した
ヘ

ル
プ

カー
ドに

関
す

る
学

習
会

、
セ

ミナ
ー

等
の

実
施

、
ヘ

ル
プ

カー
ドを

活
用

した
防

災
訓

練
、

普
及

啓
発

ポ
ス

ター
・

リー
フレ

ット
等

を
作

成
・

配
布

す
る

。
・

障
害

者
施

策
推

進
区

市
町

村
包

括
補

助
事

業
を

実
施

・
共

生
社

会
実

現
に

向
け

た
障

害
者

理
解

促
進

事
業

を
実

施
包

括
・

障
害

者
施

策
推

進
区

市
町

村
包

括
補

助
事

業
を

実
施

・
共

生
社

会
実

現
に

向
け

た
障

害
者

理
解

促
進

事
業

を
実

施
包

括

13



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

41
1

4
41

1-
4

福
祉

保
健

局
交

通
事

業
者

、
区

市
町

村
、

国
・

他
道

府
県

、
民

間
企

業
等

の
理

解
を

得
て

、
多

様
な

主
体

に
よ

る
一

体
的

な
取

組
を

行
い

、
普

及
啓

発
を

実
施

す
る

。

・
説

明
会

、
イベ

ン
ト、

広
報

東
京

都
掲

載
、

障
害

者
週

間
、

関
係

機
関

へ
の

周
知

、
ノベ

ル
テ

ィグ
ッズ

の
配

布
、

H
P

等
を

各
主

体
で

実
施

・
障

害
者

施
策

推
進

区
市

町
村

包
括

補
助

事
業

を
実

施
・

共
生

社
会

実
現

に
向

け
た

障
害

者
理

解
促

進
事

業
を

実
施

48
・

説
明

会
、

イベ
ン

ト、
広

報
東

京
都

掲
載

、
障

害
者

週
間

、
関

係
機

関
へ

の
周

知
、

ノベ
ル

テ
ィグ

ッズ
の

配
布

、
H

P
等

を
各

主
体

で
実

施
・

障
害

者
施

策
推

進
区

市
町

村
包

括
補

助
事

業
を

実
施

・
共

生
社

会
実

現
に

向
け

た
障

害
者

理
解

促
進

事
業

を
実

施
48

41
1

5
41

1-
5

建
設

局

・平
成

28
年

3
月

に
策

定
した

「東
京

都
道

路
バ

リア
フリ

ー
推

進
計

画
」

に
基

づ
き

、
駅

や
生

活
関

連
施

設
を

結
ぶ

都
道

等
に

つ
い

て
バ

リア
フリ

ー
化

を
推

進
。

・
主

要
な

駅
と公

共
施

設
、

福
祉

施
設

な
どを

結
ぶ

特
定

道
路

に
お

い
て

、
国

や
区

市
等

と連
携

した
面

的
な

バ
リア

フリ
ー

化
を

推
進

。

・
駅

、
生

活
関

連
施

設
等

を
結

ぶ
道

路
約

10
km

の
整

備
・

主
要

駅
周

辺
で

、
特

に
高

齢
者

や
障

害
者

等
の

移
動

が
徒

歩
で

行
わ

れ
て

い
る

道
路

に
つ

い
て

、
国

や
区

市
等

と連
携

した
面

的
な

バ
リア

フリ
ー

化
を

推
進

・
障

害
者

団
体

等
と連

携
した

道
路

の
バ

リア
フリ

ー
化

（
モ

デ
ル

事
業

）
の

うち
、

工
事

の
実

施
及

び
意

見
交

換
会

の
開

催
、

とり
ま

とめ
の

実
施

55
9

・
駅

、
生

活
関

連
施

設
を

結
ぶ

道
路

約
9k

m
の

整
備

・
主

要
な

駅
と公

共
施

設
、

福
祉

施
設

な
どを

結
ぶ

特
定

道
路

に
お

い
て

、
国

や
区

市
等

と連
携

した
面

的
な

バ
リア

フリ
ー

化
を

推
進

45
4

41
2

1
41

2-
1

産
業

労
働

局
災

害
時

等
に

、
宿

泊
施

設
等

の
観

光
事

業
者

が
外

国
人

旅
行

者
に

対
し

て
適

切
な

避
難

誘
導

等
が

で
き

る
よ

う、
「災

害
時

初
動

対
応

マ
ニ

ュア
ル

」
の

作
成

・
周

知
を

行
う。

・
マ

ニ
ュア

ル
の

増
刷

 
・

セ
ミナ

ー
・

情
報

交
換

会
の

実
施

14
・

マ
ニ

ュア
ル

の
増

刷
 

・
セ

ミナ
ー

・
情

報
交

換
会

の
実

施
10

41
2

2
再 53

2-
2

生
活

文
化

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

41
2

3
再 53

2-
3

生
活

文
化

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

41
2

4
41

2-
4

警
視

庁

防
災

活
動

に
参

加
意

思
を

有
す

る
大

学
生

等
の

ボ
ラン

テ
ィア

や
外

国
人

観
光

客
に

対
す

る
語

学
支

援
を

目
的

とし
た

ボ
ラン

テ
ィア

の
募

集
・

育
成

に
取

り組
み

、
地

域
版

パ
ー

トナ
ー

シ
ップ

に
編

入
す

る
な

ど、
地

域
の

新
た

な
防

災
力

とし
て

活
用

し、
も

って
官

民
一

体
とな

った
災

害
応

急
対

策
を

推
進

す
る

。

宿
泊

イベ
ン

ト、
ボ

ラン
テ

ィア
研

修
会

を
実

施
7

宿
泊

イベ
ン

ト、
学

生
ボ

ラン
テ

ィア
研

修
会

の
開

催
及

び
広

報
訓

練
用

品
の

調
達

7

41
3

1
再 94

1-
1

建
設

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

41
3

2
41

3-
2

都
市

整
備

局

避
難

場
所

等
は

、
従

来
か

ら都
が

震
災

時
に

拡
大

す
る

火
災

か
ら身

を
守

る
こと

が
で

き
る

公
園

や
緑

地
な

どを
、

東
京

都
震

災
対

策
条

例
(平

成
12

年
東

京
都

条
例

第
20

2
号

)に
基

づ
き

指
定

して
い

る
も

の
で

、
区

部
に

お
け

る
市

街
地

状
況

の
変

化
や

人
口

の
変

動
等

を
考

慮
し、

お
お

む
ね

5
年

ご
とに

見
直

しを
実

施
ま

た
、

安
全

な
避

難
空

間
を

あ
らか

じめ
公

表
、

周
知

す
る

こと
に

よ
り、

震
災

時
の

円
滑

な
避

難
に

備
え

、
都

民
の

生
命

・
安

全
を

確
保

・
避

難
場

所
等

の
安

全
性

調
査

・
関

係
区

、
関

係
権

利
者

との
調

整
・

避
難

場
所

・
避

難
道

路
図

及
び

台
帳

の
作

成
・

標
識

実
施

設
計

・
総

務
局

と連
携

し、
東

京
都

防
災

マ
ップ

に
お

け
る

避
難

場
所

等
の

機
能

の
改

修
・

拡
張

・
総

務
局

と連
携

し、
東

京
都

防
災

ア
プ

リの
運

用
保

守

45
・

避
難

場
所

等
の

運
用

管
理

・
指

定
見

直
しに

向
け

た
作

業
等

の
継

続
実

施
（

基
本

方
針

の
検

討
等

）
・

総
務

局
と連

携
し、

東
京

都
防

災
ア

プ
リの

運
用

保
守

　
13

2

41
3

3
再 94

1-
2

港
湾

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

41
4

1
41

4-
1

産
業

労
働

局
都

市
農

業
・

農
地

の
災

害
時

の
避

難
場

所
で

の
活

用
な

ど多
面

的
機

能
を

発
揮

させ
る

た
め

、
整

備
支

援
(ハ

ー
ド

)及
び

推
進

支
援

(ソ
フト

)を
実

施
す

る
。

防
災

兼
用

農
業

井
戸

設
置

33
3

防
災

兼
用

農
業

井
戸

設
置

等
　

31
7

　４
－

２
　迅

速
に

避
難

で
き

る
よ

う、
道

路
な

どの
防

災
機

能
の

強
化

を
図

りま
す

10
3,

72
2

　
10

8,
89

3

42
1

1
42

1-
1

都
市

整
備

局
土

地
区

画
整

理
事

業
を

は
じめ

とす
る

市
街

地
整

備
な

どの
機

会
を

捉
え

て
、

区
市

町
村

道
に

お
け

る
無

電
柱

化
の

取
組

み
を

促
進

電
線

共
同

溝
敷

設
及

び
引

込
埋

設
管

等
を

着
実

に
設

置
区

市
町

村
や

民
間

が
行

う無
電

柱
化

を
財

政
的

に
支

援
 

68
5

電
線

共
同

溝
敷

設
及

び
引

込
埋

設
管

等
を

着
実

に
設

置
区

市
町

村
や

民
間

が
行

う無
電

柱
化

を
財

政
的

に
支

援
1,

27
5

14



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

42
1

2
42

1-
2

建
設

局

無
電

柱
化

計
画

及
び

島
しょ

地
域

無
電

柱
化

整
備

計
画

に
基

づ
き

、
災

害
時

の
避

難
や

救
急

活
動

、
物

資
輸

送
等

を
担

い
、

防
災

拠
点

等
を

結
ぶ

環
状

七
号

線
を

は
じめ

とす
る

第
一

次
緊

急
輸

送
道

路
や

島
しょ

地
域

の
被

災
リス

クを
大

幅
に

低
減

させ
る

うえ
で

効
果

が
大

き
い

緊
急

整
備

区
間

を
重

点
的

に
整

備
して

い
くと

とも
に

、
環

状
七

号
線

内
側

エ
リア

や
災

害
時

の
拠

点
とな

る
施

設
等

を
結

ぶ
都

道
、

島
しょ

地
域

の
都

道
に

お
い

て
も

無
電

柱
化

を
推

進
。

・
都

道
の

うち
、

第
一

次
緊

急
輸

送
道

路
の

地
中

化
率

：
41

％
・

第
一

次
緊

急
輸

送
道

路
の

うち
、

環
状

七
号

線
の

地
中

化
率

：
60

%
・

20
21

年
（

令
和

３
年

）
６

月
に

改
定

した
「東

京
都

無
電

柱
化

計
画

」
に

基
づ

き
、

更
な

る
無

電
柱

化
を

推
進

。
25

,4
96

・
都

道
の

うち
、

第
一

次
緊

急
輸

送
道

路
の

地
中

化
率

：
45

％
・第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

の
うち

、
環

状
七

号
線

の
地

中
化

率
：

70
%

・
「東

京
都

無
電

柱
化

計
画

（
改

定
）」

及
び

「東
京

都
島

しょ
地

域
無

電
柱

化
整

備
計

画
」

に
基

づ
き

、
更

な
る

無
電

柱
化

を
推

進
。

27
,2

82

42
1

3
42

1-
3

建
設

局
面

的
な

無
電

柱
化

の
実

現
に

向
け

、
区

市
町

村
道

の
無

電
柱

化
事

業
に

対
して

、
財

政
的

支
援

、
技

術
的

支
援

を
行

う。
・

引
き

続
き

、
「無

電
柱

化
チ

ャレ
ン

ジ
支

援
事

業
制

度
」、

「防
災

に
寄

与
す

る
路

線
に

対
す

る
支

援
」

を
活

用
した

区
市

町
村

道
の

無
電

柱
化

の
促

進
を

図
る

。
1,

17
7

・
引

き
続

き
、

「無
電

柱
化

チ
ャレ

ン
ジ

支
援

事
業

制
度

」、
「防

災
に

寄
与

す
る

路
線

に
対

す
る

支
援

」
を

活
用

した
区

市
町

村
道

の
無

電
柱

化
の

促
進

を
図

る
。

1,
42

8

42
1

4
42

1-
4

住
宅

政
策

本
部

都
営

住
宅

の
建

替
え

を
機

に
、

団
地

内
敷

地
や

外
周

道
路

に
お

け
る

無
電

柱
化

を
実

施
す

る
こと

で
、

災
害

時
に

避
難

経
路

や
緊

急
車

両
の

通
行

機
能

を
確

保
す

る
とと

も
に

、
避

難
場

所
の

安
全

性
の

向
上

を
図

る
。

引
き

続
き

、団
地

内
敷

地
や

外
周

道
路

の
無

電
柱

化
に

向
け

、予
備

調
査

や
関

係
機

関
協

議
、

基
本

設
計

・
実

施
設

計
を

実
施

41
引

き
続

き
、

団
地

内
敷

地
や

外
周

道
路

の
無

電
柱

化
に

向
け

、
予

備
調

査
や

関
係

機
関

協
議

、
基

本
設

計
・

実
施

設
計

を
実

施
38

42
1

5
42

1-
5

都
市

整
備

局
都

市
再

生
特

別
地

区
や

都
市

開
発

諸
制

度
を

活
用

した
民

間
開

発
の

機
会

を
捉

え
て

、
無

電
柱

化
の

取
組

を
促

進
民

間
開

発
の

事
前

協
議

に
お

い
て

、
無

電
柱

化
の

取
組

を
促

進
-

民
間

開
発

の
事

前
協

議
に

お
い

て
、

無
電

柱
化

の
取

組
を

促
進

-

42
1

6
42

1-
6

港
湾

局
災

害
発

生
時

に
お

い
て

、
緊

急
物

資
の

輸
送

等
や

国
際

コン
テ

ナ
物

流
の

停
滞

を
回

避
す

る
た

め
、

全
て

の
緊

急
輸

送
道

路
を

無
電

柱
化

す
る

。
設

計
、

管
路

工
事

等
1,

57
2

設
計

、
管

路
工

事
等

1,
26

2

42
1

7
42

1-
7

港
湾

局
災

害
発

生
時

に
お

い
て

、
緊

急
物

資
の

輸
送

等
や

国
際

コン
テ

ナ
物

流
の

停
滞

を
回

避
す

る
た

め
、

全
て

の
緊

急
輸

送
道

路
を

無
電

柱
化

す
る

。
設

計
、

管
路

工
事

等
30

設
計

、
管

路
工

事
等

34
0

42
1

8
42

1-
8

都
市

整
備

局
緊

急
車

両
の

通
行

や
円

滑
な

消
火

・
救

援
活

動
及

び
避

難
を

可
能

とす
る

防
災

生
活

道
路

に
お

い
て

、
道

路
の

閉
塞

を
未

然
に

防
止

す
る

こと
に

よ
り、

道
路

の
機

能
を

維
持

して
い

くた
め

に
実

施
・

区
に

よ
る

防
災

生
活

道
路

の
無

電
柱

化
を

支
援

し、
木

密
地

域
に

お
け

る
高

い
防

災
性

と良
好

な
景

観
を

備
え

た
優

良
な

市
街

地
形

成
を

促
進

22
・

区
に

よ
る

防
災

生
活

道
路

の
無

電
柱

化
を

支
援

し、
木

密
地

域
に

お
け

る
高

い
防

災
性

と良
好

な
景

観
を

備
え

た
優

良
な

市
街

地
形

成
を

促
進

・
木

密
地

域
の

私
道

等
を

対
象

とし
た

制
度

の
構

築
に

着
手

70

42
2

1
42

2-
1

産
業

労
働

局
山

間
地

域
住

民
の

生
命

と財
産

を
守

る
た

め
、

重
要

な
治

山
施

設
の

安
全

対
策

を
推

進
す

る
。

治
山

施
設

の
機

能
維

持
、

回
復

、
向

上
を

図
る

た
め

の
対

策
を

実
施

90
治

山
施

設
の

機
能

維
持

、
回

復
、

向
上

を
図

る
た

め
の

対
策

を
実

施
29

8

42
2

2
42

2-
2

建
設

局
道

路
巡

回
に

併
せ

て
行

う日
常

点
検

に
加

え
、

定
期

点
検

調
査

、
特

別
点

検
調

査
、

大
雨

等
の

際
に

行
う異

常
時

点
検

等
に

よ
り、

斜
面

の
状

況
を

的
確

に
把

握
し、

緊
急

性
の

高
い

箇
所

か
ら計

画
的

に
対

策
を

実
施

し、
道

路
の

安
全

性
を

向
上

。
緊

急
性

の
高

い
斜

面
か

ら対
策

を
着

実
に

実
施

4,
94

1
緊

急
性

の
高

い
斜

面
か

ら対
策

を
着

実
に

実
施

5,
32

6

42
2

3
42

2-
3

建
設

局
近

年
の

激
甚

化
す

る
自

然
災

害
や

異
常

な
天

然
現

象
を

踏
ま

え
、

新
た

な
視

点
に

よ
る

山
岳

道
路

の
防

災
対

策
を

実
施

。
緊

急
性

の
高

い
斜

面
か

ら対
策

を
着

実
に

実
施

・
既

設
グ

ラウ
ン

ドア
ン

カー
対

策
工

事
の

実
施

（
累

計
12

箇
所

着
手

）
59

3
・

対
策

工
事

の
実

施
（

累
計

３
路

線
工

事
着

手
）

・
既

設
グ

ラウ
ン

ドア
ン

カー
対

策
工

事
の

実
施

（
累

計
24

箇
所

着
手

）
・

斜
面

判
読

手
法

の
整

理
等

97
0

42
3

1
42

3-
1

建
設

局
災

害
発

生
時

、
緊

急
車

両
や

物
資

の
運

搬
車

両
及

び
避

難
者

の
通

行
が

、
倒

木
した

街
路

樹
に

妨
げ

られ
る

こと
の

な
い

よ
う、

街
路

樹
防

災
診

断
を

実
施

し、
そ

の
結

果
に

基
づ

い
て

街
路

樹
の

樹
勢

回
復

、
更

新
を

行
う。

直
近

3
カ年

で
台

風
襲

来
に

よ
り、

区
部

や
武

蔵
野

市
、

三
鷹

市
等

で
倒

木
等

の
被

害
が

集
中

して
い

る
こと

か
ら、

区
部

6
事

務
所

、
及

び
北

多
摩

南
部

建
設

事
務

所
管

内
に

お
け

る
全

路
線

を
対

象
に

、
令

和
3

年
度

か
ら令

和
12

年
度

ま
で

の
10

年
間

で
集

中
的

に
診

断
を

実
施

。
25

2
近

年
の

大
型

台
風

で
倒

木
被

害
の

多
か

った
７

事
務

所
に

お
い

て
、

街
路

樹
を

集
中

的
に

診
断

し、
計

画
的

に
更

新
を

行
う。

25
2

42
3

2
再 32

1-
4

都
市

整
備

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

42
3

3
再 32

2-
1

都
市

整
備

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

42
3

4
42

3-
4

都
市

整
備

局
沿

道
整

備
街

路
事

業
な

どの
ま

ち
づ

くり
手

法
を

活
用

して
、

街
路

整
備

を
推

進
街

路
事

業
、

沿
道

ま
ち

づ
くり

を
推

進
２

路
線

(外
環

の
２

、
環

状
第

４
号

線
)

8,
16

9
街

路
事

業
、

沿
道

ま
ち

づ
くり

を
推

進
２

路
線

(外
環

の
２

、
環

状
第

４
号

線
)

9,
04

7

15



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

42
3

5
再 32

2-
2

建
設

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

42
3

6
再 92

2-
2

警
視

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

42
3

7
42

3-
7

下
水

道
局

避
難

所
、

ター
ミナ

ル
駅

、
災

害
復

旧
拠

点
、

一
時

滞
在

施
設

や
災

害
拠

点
連

携
病

院
等

か
ら排

水
を

受
け

入
れ

る
下

水
道

管
とマ

ン
ホ

ー
ル

の
接

続
部

の
耐

震
化

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
液

状
化

に
よ

る
マ

ン
ホ

ー
ル

浮
上

抑
制

に
つ

い
て

、
避

難
所

や
防

災
上

重
要

な
施

設
等

と緊
急

輸
送

道
路

を
結

ぶ
道

路
、

無
電

柱
化

して
い

る
道

路
や

区
が

指
定

して
い

る
緊

急
道

路
障

害
物

除
去

路
線

等
で

の
対

策
を

推
進

す
る

。
水

再
生

セ
ン

ター
、

ポ
ン

プ
所

に
お

い
て

、
最

低
限

の
下

水
道

機
能

（
揚

水
、

沈
殿

、
消

毒
機

能
）

に
加

え
、

流
入

き
ょ、

導
水

き
ょな

どを
新

た
な

対
象

とし
耐

震
化

を
推

進
す

る
。

・
避

難
所

や
ター

ミナ
ル

駅
、

災
害

復
旧

拠
点

等
に

加
え

、
新

た
に

一
時

滞
在

施
設

や
災

害
拠

点
連

携
病

院
等

を
対

象
に

下
水

道
管

の
耐

震
化

を
実

施
・

液
状

化
の

危
険

性
が

高
い

地
域

の
緊

急
輸

送
道

路
等

に
加

え
、

新
た

に
無

電
柱

化
して

い
る

道
路

や
区

が
指

定
して

い
る

緊
急

道
路

障
害

物
除

去
路

線
な

どを
対

象
に

マ
ン

ホ
ー

ル
の

浮
上

抑
制

対
策

を
実

施
・

想
定

され
る

最
大

級
の

地
震

動
に

対
して

、
最

低
限

の
下

水
道

機
能

（
揚

水
、

沈
殿

、
消

毒
機

能
）

に
加

え
、

新
た

に
流

入
き

ょや
導

水
き

ょな
どを

対
象

に
耐

震
化

を
実

施

20
,5

24

・
一

時
滞

在
施

設
や

災
害

拠
点

連
携

病
院

な
どか

ら排
水

を
受

け
入

れ
る

下
水

道
管

を
対

象
に

追
加

し、
マ

ン
ホ

ー
ル

との
接

続
部

の
耐

震
化

及
び

マ
ン

ホ
ー

ル
の

浮
上

抑
制

対
策

な
どを

推
進

・
震

災
時

に
緊

急
車

両
が

通
行

す
る

無
電

柱
化

して
い

る
道

路
や

区
が

指
定

して
い

る
緊

急
道

路
障

害
物

除
去

路
線

な
どを

対
象

道
路

に
追

加
し、

液
状

化
に

よ
る

マ
ン

ホ
ー

ル
の

浮
上

抑
制

対
策

な
どを

推
進

・
地

区
内

残
留

地
区

に
お

い
て

、
下

水
道

管
とマ

ン
ホ

ー
ル

の
接

続
部

の
耐

震
化

及
び

マ
ン

ホ
ー

ル
の

浮
上

抑
制

対
策

な
どを

推
進

・想
定

され
る

最
大

級
の

地
震

動
に

対
して

、最
低

限
の

下
水

道
機

能
（

揚
水

、
沈

殿
、

消
毒

機
能

）
に

加
え

、
新

た
に

流
入

き
ょや

導
水

き
ょな

どを
対

象
に

耐
震

化
を

実
施

21
,9

36

42
3

8
42

3-
8

建
設

局
都

の
管

理
道

路
施

設
に

つ
い

て
、

メン
テ

ナ
ン

ス
しや

す
い

施
設

整
備

、
メン

テ
ナ

ン
ス

サ
イク

ル
の

長
期

化
、

計
画

的
な

メン
テ

ナ
ン

ス
の

3
つ

の
取

組
を

行
うこ

とに
よ

り、
維

持
管

理
の

効
率

化
を

図
り、

高
い

管
理

水
準

を
維

持
で

き
る

体
制

を
構

築
す

る
。

・
道

路
照

明
の

LE
D

化
2,

83
0

・
道

路
照

明
の

LE
D

化
　

2,
07

0

42
4

1
42

4-
1

建
設

局
数

多
くの

踏
切

を
同

時
に

除
却

す
る

こと
に

よ
り、

道
路

ネ
ット

ワ
ー

クの
形

成
を

促
進

す
る

とと
も

に
、

交
通

渋
滞

や
地

域
分

断
を

解
消

し、
地

域
の

活
性

化
や

防
災

性
の

向
上

を
図

る
。

・
京

王
線

、
西

武
新

宿
線

な
ど６

路
線

７
か

所
で

事
業

を
推

進
・

西
武

新
宿

線
な

ど３
路

線
４

か
所

で
事

業
化

の
準

備
を

推
進

37
,2

88
・

京
王

線
、

西
武

新
宿

線
な

ど
6

路
線

7
か

所
で

事
業

を
推

進
・

西
武

新
宿

線
な

ど３
路

線
４

か
所

で
事

業
化

の
準

備
を

推
進

　
37

,2
88

42
5

1
42

5-
1

都
市

整
備

局
地

元
自

治
体

に
よ

る
立

地
適

正
化

計
画

の
策

定
な

ど、
集

約
型

の
地

域
構

造
へ

の
再

編
に

向
け

た
取

組
を

推
進

計
画

策
定

に
要

す
る

経
費

の
補

助
、市

街
地

再
開

発
事

業
（

補
助

事
業

の
拡

充
）

との
連

携
、

法
改

正
等

に
伴

う指
針

の
改

定
検

討
12

計
画

策
定

に
要

す
る

経
費

の
補

助
、

市
街

地
再

開
発

事
業

（
補

助
事

業
の

拡
充

）
との

連
携

11

  ５
　各

種
情

報
の

的
確

な
発

信
15

,2
97

17
,9

22

　５
－

１
　正

確
な

被
災

状
況

等
の

情
報

収
集

力
を

強
化

し
ま

す
11

,4
83

14
,1

56

51
1

1
51

1-
1

総
務

局

発
災

直
後

の
的

確
か

つ
迅

速
な

初
動

対
応

が
多

くの
命

を
救

うこ
とに

つ
な

が
る

た
め

、
災

害
対

策
本

部
体

制
の

見
直

しや
、

自
衛

隊
、

警
察

、
消

防
、

海
外

の
救

助
機

関
な

ど関
係

防
災

機
関

との
迅

速
か

つ
円

滑
な

連
携

体
制

の
構

築
、

災
害

情
報

シ
ス

テ
ム

や
無

線
通

信
網

な
どの

基
盤

整
備

を
行

い
、

初
動

態
勢

の
強

化
を

図
る

。

・
立

川
地

域
防

災
セ

ン
ター

改
修

に
向

け
た

基
本

計
画

の
実

施
及

び
危

機
管

理
体

制
の

整
備

に
向

け
た

検
討

・
首

都
直

下
地

震
等

対
処

要
領

の
改

定
・

実
践

的
な

防
災

訓
練

を
実

施
し、

災
害

対
策

本
部

の
運

営
等

に
つ

い
て

検
証

を
行

い
、

各
種

計
画

や
マ

ニ
ュア

ル
へ

反
映

33

・
立

川
地

域
防

災
セ

ン
ター

の
施

設
整

備
計

画
、

基
本

設
計

の
策

定
・

立
川

地
域

防
災

セ
ン

ター
の

体
制

整
備

に
向

け
た

検
討

・
首

都
直

下
地

震
等

対
処

要
領

の
改

定
・

首
都

直
下

地
震

や
大

規
模

風
水

害
等

を
想

定
した

実
践

的
な

訓
練

を
実

施
し、

関
係

機
関

との
連

携
や

災
害

対
策

本
部

の
運

営
に

つ
い

て
検

証
を

行
い

、
各

種
計

画
や

マ
ニ

ュア
ル

へ
反

映

-
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全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

51
2

1
51

2-
1

東
京

消
防

庁

社
会

情
勢

の
変

化
や

職
員

の
年

齢
構

成
の

若
年

化
、

火
災

件
数

の
減

少
に

伴
う経

験
不

足
等

か
ら、

警
防

隊
員

全
体

の
指

揮
能

力
及

び
活

動
能

力
の

低
下

が
危

惧
され

て
い

る
た

め
、

個
人

及
び

部
隊

の
消

防
活

動
能

力
を

強
化

す
る

。
ま

た
、

殉
職

事
故

を
踏

ま
え

た
、

安
全

対
策

や
、

震
災

・
水

災
等

の
大

規
模

災
害

へ
の

対
応

力
強

化
を

継
続

して
実

施
す

る
。

・
10

方
面

訓
練

場
の

整
備

（
設

計
）

・
次

期
指

令
管

制
シ

ス
テ

ム
の

更
新

・
安

全
管

理
隊

の
見

直
しに

伴
う指

令
管

制
シ

ス
テ

ム
の

プ
ログ

ラム
改

修
・

ヘ
リコ

プ
ター

テ
レ

ビ電
送

シ
ス

テ
ム

の
更

新
 (

つ
ば

め
)

・
消

防
隊

用
熱

画
像

直
視

器
（

98
本

）
・

再
現

Ｃ
Ｇ

に
よ

る
安

全
教

育
教

材
の

制
作

委
託

・
立

体
救

助
訓

練
ユ

ニ
ット

の
配

置
・

水
災

用
個

人
資

器
材

の
整

備
（

49
3

着
）

・
地

震
被

害
予

測
シ

ス
テ

ム
の

機
能

向
上

・
消

防
艇

しぶ
き

の
更

新
・

ハ
ン

ズ
フリ

ー
通

話
装

置
の

整
備

・
Ｃ

Ｒ
Ｍ

訓
練

委
託

研
修

68
1

・
土

砂
吸

引
車

（
仮

称
）

の
整

備
・

全
地

形
活

動
車

の
増

強
・

救
援

車
（

トイ
レ

カー
）

の
増

強
・

指
令

管
制

シ
ス

テ
ム

の
構

築
（

設
計

）
・

ヘ
リコ

プ
ター

テ
レ

ビ電
送

シ
ス

テ
ム

の
更

新
（

か
も

め
・

可
搬

設
備

）
・

消
防

隊
用

熱
画

像
直

視
器

の
配

置
・

立
体

救
助

訓
練

ユ
ニ

ット
の

配
置

・
水

災
用

個
人

資
器

材
の

整
備

・
災

害
現

場
に

お
け

る
安

全
管

理
体

制
の

充
実

・
強

化
・

土
砂

災
害

用
遠

隔
監

視
シ

ス
テ

ム
の

整
備

・
夜

間
暗

視
装

置
の

整
備

・
10

方
面

訓
練

場
の

整
備

（
設

計
）

・
ハ

ン
ズ

フリ
ー

通
話

装
置

の
整

備
・

地
震

被
害

予
測

シ
ス

テ
ム

の
機

能
向

上
・

Ｃ
Ｒ

Ｍ
訓

練
委

託
研

修
・

無
人

航
空

機
（

ドロ
ー

ン
）

の
更

新

82
7

51
2

2
51

2-
2

警
視

庁
都

民
の

防
災

意
識

の
向

上
と防

災
知

識
の

普
及

の
た

め
、

平
常

時
か

らの
防

災
に

関
す

る
知

識
や

災
害

時
の

情
報

に
つ

い
て

、
広

報
媒

体
を

活
用

した
広

報
活

動
の

充
実

を
図

る
とと

も
に

、
発

災
時

の
混

乱
を

避
け

る
た

め
、

新
た

な
情

報
提

供
ツー

ル
を

活
用

し、
情

報
発

信
の

多
様

化
を

図
って

い
く。

震
災

対
策

用
広

報
誌

を
作

成
・

配
布

7
震

災
対

策
用

広
報

誌
を

作
成

・
配

布
7

51
2

3
51

2-
3

財
務

局
主

な
東

京
都

の
施

設
に

緊
急

地
震

速
報

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し、

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

な
どの

自
動

制
御

に
よ

る
閉

じ込
め

防
止

や
来

庁
者

へ
の

自
動

放
送

に
よ

る
安

全
確

保
な

ど、
効

果
的

に
活

用
す

る
。

緊
急

地
震

速
報

シ
ス

テ
ム

の
効

果
的

な
活

用
-

緊
急

地
震

速
報

シ
ス

テ
ム

の
効

果
的

な
活

用
-

51
2

4
51

2-
4

福
祉

保
健

局
災

害
時

に
電

話
、

ファ
クシ

ミリ
等

の
通

信
手

段
が

大
き

く低
下

す
る

こと
が

想
定

され
る

こと
か

ら、
外

郭
団

体
や

協
力

機
関

との
情

報
連

絡
に

お
い

て
、

業
務

用
M

CA
無

線
を

配
備

す
る

こと
に

よ
り、

重
層

的
な

連
絡

体
制

を
構

築
す

る
。

継
続

して
実

施
す

る
。

1
継

続
して

実
施

す
る

。
1

51
2

5
51

2-
5

警
視

庁
災

害
発

生
時

に
備

え
、

被
留

置
者

用
非

常
食

料
の

整
備

及
び

衛
星

携
帯

電
話

導
入

に
よ

り災
害

発
生

時
の

即
応

体
制

を
確

立
す

る
。

賞
味

期
限

切
れ

の
被

留
置

者
用

非
常

食
の

交
換

及
び

衛
星

携
帯

電
話

の
維

持
9

賞
味

期
限

切
れ

の
被

留
置

者
用

非
常

食
の

交
換

及
び

衛
星

携
帯

電
話

の
維

持
9

51
2

6
51

2-
6

東
京

消
防

庁

区
市

町
村

、
東

京
消

防
庁

、
東

京
都

医
師

会
、

東
京

都
歯

科
医

師
会

等
関

係
機

関
との

連
携

に
よ

り、
被

害
状

況
等

を
一

元
的

に
収

集
し、

被
災

者
や

関
係

者
に

伝
達

す
る

体
制

を
確

立
す

る
。

ま
た

、
東

京
都

防
災

行
政

無
線

の
整

備
、

広
域

災
害

救
急

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

(E
M

IS
)の

活
用

に
よ

り、
発

災
直

後
か

らの
医

療
救

護
活

動
に

関
す

る
情

報
連

絡
体

制
を

確
保

す
る

。

・
診

療
情

報
及

び
大

規
模

災
害

時
の

医
療

機
関

情
報

の
収

集
・テ

ロ災
害

等
に

よ
る

多
数

傷
病

者
発

生
時

の
医

療
機

関
との

連
携

や
情

報
収

集
体

制
の

強
化

17
8

・
診

療
情

報
及

び
大

規
模

災
害

時
の

医
療

機
関

情
報

の
収

集
・

テ
ロ災

害
等

に
よ

る
多

数
傷

病
者

発
生

時
の

医
療

機
関

との
連

携
や

情
報

収
集

体
制

の
強

化
17

8

51
2

7
51

2-
7

警
視

庁
震

災
、

事
件

発
生

時
に

お
け

る
初

動
警

察
活

動
を

的
確

に
行

うた
め

、
通

信
指

令
シ

ス
テ

ム
機

器
の

充
実

強
化

を
図

る
。

継
続

運
用

2,
78

4
継

続
運

用
2,

61
8

51
2

8
51

2-
8

警
視

庁
各

種
災

害
の

被
災

現
場

か
ら災

害
警

備
本

部
に

リア
ル

タイ
ム

で
映

像
を

送
信

し、
情

報
収

集
・

集
約

機
能

の
充

実
強

化
を

図
る

。
継

続
運

用
30

継
続

運
用

30

51
2

9
51

2-
9

警
視

庁

総
合

指
揮

所
、

多
摩

前
進

指
揮

所
及

び
東

京
都

庁
警

視
庁

連
絡

室
に

あ
る

各
種

情
報

収
集

シ
ス

テ
ム

を
整

備
・拡

充
す

る
こと

に
よ

り、
被

災
状

況
・

部
隊

活
動

等
を

総
合

的
に

把
握

す
る

ほ
か

情
報

の
共

有
化

を
図

り、
迅

速
か

つ
的

確
な

情
報

収
集

・
集

約
及

び
部

隊
指

揮
、

救
出

活
動

等
の

効
果

的
な

災
害

警
備

活
動

を
確

立
す

る
。

継
続

運
用

10
8

継
続

運
用

10
8
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全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

51
2

10
51

2-
10

警
視

庁
気

象
庁

か
ら提

供
され

る
地

震
、

警
報

、
注

意
報

等
の

各
種

災
害

関
連

情
報

を
災

害
対

策
課

、
災

害
関

連
警

備
指

揮
所

及
び

各
警

察
署

で
直

接
受

信
し、

現
場

で
の

災
害

警
備

活
動

に
早

期
に

反
映

す
る

こと
で

、
災

害
対

応
の

初
動

体
制

を
強

化
す

る
。

継
続

運
用

46
継

続
運

用
46

51
2

11
51

2-
11

警
視

庁
災

害
発

生
時

に
お

け
る

職
員

等
の

安
否

確
認

、
参

集
途

上
の

職
員

か
らの

被
害

状
況

な
どの

各
種

情
報

を
収

集
・

伝
達

す
る

こと
に

よ
り、

効
果

的
な

職
員

参
集

とよ
り詳

細
な

被
害

実
態

把
握

に
資

す
る

シ
ス

テ
ム

を
整

備
し、

初
動

態
勢

の
強

化
を

図
る

。
継

続
運

用
12

継
続

運
用

12

51
2

12
51

2-
12

東
京

消
防

庁

指
令

管
制

シ
ス

テ
ム

は
、

都
民

か
らの

11
9

番
通

報
を

受
け

付
け

、
消

防
部

隊
へ

出
場

指
令

な
どを

行
うた

め
の

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
。

最
新

の
情

報
通

信
技

術
の

導
入

を
図

り、
災

害
規

模
・

災
害

実
態

に
応

じた
消

防
部

隊
の

選
定

、
災

害
発

生
場

所
の

直
近

の
消

防
部

隊
に

対
す

る
的

確
な

出
場

指
令

及
び

部
隊

運
用

を
実

現
す

る
。

ま
た

、
通

常
時

に
は

出
場

部
隊

の
支

援
を

行
い

、
首

都
直

下
地

震
発

生
時

に
は

東
京

都
調

整
本

部
の

拠
点

とな
る

作
戦

室
の

整
備

を
行

う。

20
26

年
度

の
機

器
全

面
更

新
（

20
23

~
20

26
）

に
向

け
た

設
計

等
を

20
21

~
20

22
年

で
実

施
1,

73
9

20
26

年
度

の
機

器
全

面
更

新
（

20
23

~
20

26
）

に
向

け
た

設
計

等
を

20
21

~
20

22
年

で
実

施
1,

89
7

51
2

13
51

2-
13

東
京

消
防

庁

各
消

防
本

部
、

管
下

消
防

署
及

び
関

係
防

災
機

関
との

情
報

連
絡

並
び

に
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

に
よ

る
都

民
へ

の
情

報
伝

達
を

担
う情

報
通

信
シ

ス
テ

ム
を

整
備

す
る

。
構

築
に

際
して

は
、

災
害

時
の

業
務

継
続

・
デ

ー
タ保

護
に

配
意

した
シ

ス
テ

ム
とす

る
ほ

か
、

専
用

回
線

の
利

用
、

通
信

系
統

の
多

ル
ー

ト化
等

に
よ

り、
震

災
時

に
お

い
て

も
信

頼
性

の
高

い
情

報
通

信
体

制
を

整
備

し、
災

害
対

応
力

の
強

化
を

図
る

。

・
デ

ジ
タル

無
線

設
備

の
整

備
（

SC
PC

設
備

更
新

基
本

設
計

）
・

多
重

無
線

ネ
ット

ワ
ー

ク等
の

機
器

更
新

・
消

防
電

話
ネ

ット
ワ

ー
ク維

持
管

理
2,

68
6

・
デ

ジ
タル

無
線

設
備

の
維

持
管

理
　

・
多

重
無

線
装

置
等

の
更

新
3,

63
6

51
2

14
51

2-
14

警
視

庁

大
震

災
発

生
の

初
期

段
階

に
お

い
て

、
警

視
庁

、
東

京
消

防
庁

ヘ
リコ

プ
ター

か
ら送

信
され

た
映

像
を

受
信

して
被

害
状

況
を

早
期

に
把

握
す

る
とと

も
に

、
被

害
判

読
シ

ス
テ

ム
を

通
して

被
災

地
域

の
特

定
や

被
害

規
模

の
把

握
を

迅
速

に
行

う。
今

後
、

災
害

対
応

能
力

向
上

の
た

め
、

更
に

シ
ス

テ
ム

機
能

の
強

化
を

図
る

。

継
続

運
用

15
0

継
続

運
用

15
0

51
2

15
再 51

3-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

18



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

51
3

1
51

3-
1

総
務

局

発
災

直
後

の
的

確
か

つ
迅

速
な

初
動

対
応

が
多

くの
命

を
救

うこ
とに

つ
な

が
る

た
め

、
災

害
対

策
本

部
体

制
の

見
直

しや
、

自
衛

隊
、

警
察

、
消

防
、

海
外

の
救

助
機

関
な

ど関
係

防
災

機
関

との
迅

速
か

つ
円

滑
な

連
携

体
制

の
構

築
、

災
害

情
報

シ
ス

テ
ム

や
無

線
通

信
網

な
どの

基
盤

整
備

を
行

い
、

初
動

態
勢

の
強

化
を

図
る

。

①
関

係
機

関
との

連
携

　
・

立
川

地
域

防
災

セ
ン

ター
の

改
修

に
つ

い
て

基
本

計
画

を
策

定

②
災

害
情

報
等

の
共

有
　

・
D

IS
を

活
用

した
各

区
市

町
村

との
情

報
共

有
や

Ｌ
ア

ラー
トに

よ
る

避
難

情
報

の
迅

速
な

配
信

等
の

訓
練

を
実

施
　

・
D

IS
端

末
に

て
東

京
消

防
庁

職
員

等
か

ら集
め

られ
た

早
期

情
報

の
共

有
を

実
施

　・
D

IS
に

て
SN

S
分

析
サ

ー
ビス

を
活

用
。被

害
の

状
況

確
認

等
と合

わ
せ

た
デ

マ
判

定
に

よ
り、

防
災

Tw
itt

er
等

で
の

注
意

喚
起

に
よ

る
二

次
災

害
抑

止
体

制
を

整
備

　
・

防
災

科
研

の
防

災
情

報
の

収
集

・
分

析
・

発
信

に
係

る
研

究
開

発
状

況
を

調
査

③
情

報
シ

ス
テ

ム
基

盤
整

備
等

　
・

SI
P4

D
と東

京
都

災
害

情
報

シ
ス

テ
ム

との
連

携
に

よ
り、

東
京

都
の

発
災

時
に

お
け

る
被

害
情

報
等

を
SI

P4
D

網
で

配
信

可
能

とし
、

SI
P4

D
か

ら
7

項
目

の
情

報
を

取
得

　
・

チ
ャッ

トボ
ット

に
よ

る
災

害
時

の
対

話
型

の
情

報
提

供
体

制
を

整
備

・
運

用
　

・
東

京
都

災
害

情
報

シ
ス

テ
ム

に
集

約
され

る
避

難
所

開
設

情
報

等
の

公
開

可
能

な
情

報
　

を
、

AP
I等

で
防

災
ア

プ
リ、

防
災

マ
ップ

、
防

災
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
と共

有
し、

迅
速

に
発

信
で

き
る

体
制

を
整

備
・

運
用

　
・

防
災

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
CD

N
に

て
運

用
し、

ア
クセ

ス
集

中
時

の
閲

覧
環

境
を

確
保

　・
防

災
行

政
無

線
設

備
の

再
整

備
を

20
18

年
度

か
ら継

続
実

施（
20

21
年

度
：

衛
星

系
・

単
一

系
・移

動
系

再
整

備
、閉

域
LT

E(
固

定
系

)整
備

、閉
域

LT
E(

モ
バ

イル
系

)設
計

）

④
デ

ジ
タル

技
術

の
活

用
　

・
衛

星
中

継
車

を
活

用
した

ドロ
ー

ン
映

像
の

リア
ル

タイ
ム

共
有

訓
練

を
実

施
　

・
閉

域
LT

E(
固

定
系

)の
整

備
・

検
証

　
・

閉
域

LT
E(

ﾓﾊ
ﾞｲ

ﾙ系
)の

設
計

　
・

現
地

機
動

班
に

よ
る

被
害

情
報

収
集

・
解

析
シ

ス
テ

ム
の

検
討

・
検

証

2,
90

0

①
関

係
機

関
との

連
携

　
・

立
川

地
域

防
災

セ
ン

ター
の

改
修

に
つ

い
て

具
体

的
な

施
設

整
備

計
画

を
策

定

②
災

害
情

報
等

の
共

有
　

・
D

IS
端

末
に

て
東

京
消

防
庁

職
員

等
か

ら集
め

られ
た

早
期

情
報

を
共

有
　

・
D

IS
に

て
SN

S
分

析
サ

ー
ビス

を
活

用
。

被
害

の
状

況
確

認
等

と
合

わ
せ

た
デ

マ
判

定
に

よ
り、

防
災

Tw
itt

er
等

で
の

注
意

喚
起

に
よ

る
二

次
災

害
を

抑
止

　
・

防
災

科
研

の
防

災
情

報
の

収
集

・
分

析
・

発
信

に
係

る
研

究
開

発
状

況
を

継
続

調
査

③
情

報
シ

ス
テ

ム
基

盤
整

備
等

　
・

SI
P4

D
と東

京
都

災
害

情
報

シ
ス

テ
ム

との
連

携
に

よ
り、

東
京

都
の

発
災

時
に

お
け

る
被

害
情

報
等

を
SI

P4
D

網
で

配
信

す
る

とと
も

に
SI

P4
D

か
ら

7
項

目
の

情
報

を
取

得
　

・
チ

ャッ
トボ

ット
に

よ
る

災
害

時
の

対
話

型
の

情
報

提
供

体
制

を
運

用
　

・
東

京
都

災
害

情
報

シ
ス

テ
ム

に
集

約
され

る
避

難
所

開
設

情
報

等
の

公
開

可
能

な
情

報
を

、
AP

I等
で

防
災

ア
プ

リ、
防

災
マ

ップ
、

防
災

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

と共
有

し、
迅

速
に

発
信

で
き

る
体

制
を

維
持

・
運

用
　

・
防

災
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

CD
N

に
て

運
用

し、
ア

クセ
ス

集
中

時
の

閲
覧

環
境

を
確

保
　・

防
災

行
政

無
線

設
備

の
再

整
備

を
20

18
年

度
か

ら継
続

実
施

（
閉

域
LT

E(
モ

バ
イル

系
)整

備
）

④
デ

ジ
タル

技
術

の
活

用
　

・
衛

星
中

継
車

を
活

用
した

ドロ
ー

ン
映

像
の

リア
ル

タイ
ム

共
有

訓
練

を
実

施
　

・
閉

域
LT

E(
固

定
系

)の
運

用
を

開
始

　
・

閉
域

LT
E(

ﾓﾊ
ﾞｲ

ﾙ系
)の

整
備

・
試

験
　

・
発

災
直

後
の

被
災

情
報

を
迅

速
か

つ
的

確
に

把
握

す
る

た
め

に
、

都
庁

本
庁

舎
屋

上
等

に
設

置
した

高
所

カメ
ラを

高
度

化
　

・
発

災
時

の
被

害
情

報
収

集
強

化
（

沿
岸

部
、

林
野

災
害

等
の

立
入

困
難

箇
所

）
の

た
め

、
ドロ

ー
ン

の
機

能
向

上
、

島
しょ

部
等

へ
の

増
設

3,
62

5

51
3

2
再 21

1-
4

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

51
3

3
51

3-
3

デ
ジ

タル
サ

ー
ビス

局
統

合
W

eb
サ

ー
バ

の
コン

テ
ン

ツに
対

して
CD

N
を

導
入

し、
突

発
的

に
発

生
す

る
災

害
や

セ
キ

ュリ
テ

ィ攻
撃

に
よ

る
ア

クセ
ス

集
中

に
対

して
都

民
へ

の
安

定
的

な
情

報
提

供
を

確
保

す
る

。
CD

N
を

導
入

し、
運

用
を

開
始

す
る

。
22

運
用

を
継

続
す

る
21

51
3

4
51

3-
4

デ
ジ

タル
サ

ー
ビス

局

「ス
マ

ー
ト東

京
(東

京
版

so
ci

et
y5

.0
)の

実
現

に
向

け
た

デ
ー

タプ
ラッ

トフ
ォー

ム
構

築
の

基
本

方
針

」
(令

和
2

年
2

月
)に

基
づ

き
、

多
様

な
主

体
が

公
共

デ
ー

タや
民

間
デ

ー
タな

ど様
々

な
デ

ー
タを

オ
ー

プ
ン

AP
I

で
連

携
す

る
官

民
連

携
デ

ー
タプ

ラッ
トフ

ォー
ム

の
構

築
に

向
け

た
議

論
を

行
う。

東
京

デ
ー

タプ
ラッ

トフ
ォー

ム
（

TD
PF

）
協

議
会

を
設

置
し、

TD
PF

構
築

に
関

わ
る

具
体

的
な

課
題

把
握

や
方

向
性

等
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

ま
た

、
TD

PF
協

議
会

の
下

に
防

災
デ

ー
タ

W
G

を
設

立
し、

防
災

分
野

で
の

デ
ー

タプ
ラッ

トフ
ォー

ム
の

利
活

用
を

検
討

す
る

。
22

引
き

続
き

TD
PF

協
議

会
及

び
防

災
デ

ー
タ

W
G

に
て

、
防

災
分

野
で

の
デ

ー
タプ

ラッ
トフ

ォー
ム

の
利

活
用

を
検

討
す

る
。

　
58

51
3

4
51

3-
5

デ
ジ

タル
サ

ー
ビス

局
各

局
及

び
民

間
事

業
者

が
活

用
で

き
る

共
通

基
盤

デ
ー

タと
して

、
地

形
な

どを
３

次
元

に
モ

デ
ル

化
す

る
た

め
に

必
要

な
点

群
デ

ー
タを

取
得

・整
備

し、
これ

らを
公

開
す

る
。

-
-

各
局

及
び

民
間

事
業

者
が

活
用

で
き

る
共

通
基

盤
デ

ー
タと

して
、

地
形

な
どを

３
次

元
に

モ
デ

ル
化

す
る

た
め

に
必

要
な

点
群

デ
ー

タを
取

得
・

整
備

す
る

。
71

0

51
4

1
再 51

3-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

19



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

51
4

2
51

4-
2

都
市

整
備

局
新

た
な

社
会

に
お

け
る

デ
ジ

タル
ツイ

ン
の

実
現

を
支

え
る

最
先

端
の

地
理

情
報

基
盤

とし
て

、
官

民
が

保
有

す
る

各
種

デ
ー

タを
連

携
させ

る
こと

で
「都

市
の

３
Ｄ

デ
ジ

タル
マ

ップ
」

を
構

築
し、

都
民

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

向
上

モ
デ

ル
エ

リア
に

お
け

る
各

種
地

理
情

報
取

得
及

び
３

D
デ

ジ
タル

マ
ップ

作
成

71
都

市
の

３
Ｄ

デ
ジ

タル
マ

ップ
化

に
向

け
た

各
種

地
理

情
報

取
得

及
び

３
D

デ
ジ

タル
マ

ップ
作

成
シ

ス
テ

ム
導

入
・

運
用

20
4

51
4

3
51

4-
3

総
務

局
発

災
直

後
の

迅
速

な
支

援
に

向
け

て
、

被
害

状
況

等
を

円
滑

に
把

握
で

き
る

よ
う、

島
しょ

地
域

へ
の

ドロ
ー

ン
配

備
や

操
縦

者
の

養
成

等
を

通
じて

、
発

災
時

の
情

報
収

集
体

制
の

整
備

を
推

進
す

る
。

ドロ
ー

ン
操

縦
者

の
養

成
等

ドロ
ー

ン
操

縦
士

回
転

翼
３

級
の

取
得

に
向

け
た

講
習

の
受

講
・

新
規

取
得

者
　１

１
名

・
資

格
更

新
者

　　
７

名
（

予
定

）
4

ドロ
ー

ン
操

縦
者

の
養

成
等

ドロ
ー

ン
操

縦
士

回
転

翼
３

級
の

取
得

に
向

け
た

講
習

の
受

講
・

新
規

取
得

者
　５

２
名

・
資

格
更

新
者

　１
５

名
（

予
定

）
19

　５
－

２
　発

災
時

の
情

報
不

足
に

よ
る

混
乱

を
防

ぎ
ま

す
1,

40
1

　
1,

55
8

52
1

1
52

1-
1

港
湾

局
関

係
区

を
対

象
とし

た
ふ

頭
内

へ
の

緊
急

放
送

設
備

に
係

る
補

助
制

度
の

活
用

に
よ

り、
緊

急
情

報
の

聴
取

困
難

エ
リア

の
解

消
を

図
る

。
補

助
制

度
の

活
用

に
よ

り、
関

係
区

に
よ

る
中

央
防

波
堤

埋
立

地
内

の
ふ

頭
に

お
け

る
緊

急
放

送
設

備
の

整
備

を
促

進
18

補
助

制
度

の
活

用
に

よ
り、

関
係

区
に

よ
る

中
央

防
波

堤
埋

立
地

内
の

ふ
頭

に
お

け
る

緊
急

放
送

設
備

の
整

備
を

促
進

す
る

。
4

52
1

2
52

1-
2

港
湾

局
大

規
模

震
災

時
に

お
い

て
も

、
住

民
等

が
域

外
に

避
難

す
る

必
要

が
な

い
安

全
な

地
域

とし
て

開
発

を
進

め
、

地
域

内
の

基
盤

整
備

を
実

施
す

る
。

東
京

臨
海

副
都

心
ま

ち
づ

くり
協

議
会

と連
携

し、
臨

海
副

都
心

の
災

害
対

策
に

関
す

る
必

要
な

情
報

に
つ

い
て

、
ま

ち
の

開
発

動
向

を
踏

ま
え

適
宜

更
新

を
して

い
く。

ま
た

、
発

災
時

に
人

々
が

混
乱

な
く安

全
か

つ
迅

速
に

行
動

で
き

る
よ

う、
進

出
事

業
者

と連
携

した
取

組
を

推
進

す
る

。
-

　-
-

52
1

3
再 41

1-
2

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

52
1

4
52

1-
4

東
京

消
防

庁
都

民
の

防
災

に
関

す
る

意
識

の
啓

発
や

消
防

活
動

へ
の

理
解

の
促

進
、

今
後

の
消

防
行

政
へ

の
反

映
を

目
的

に
消

防
活

動
時

の
映

像
等

を
記

録
す

る
とと

も
に

、
各

種
災

害
情

報
等

を
収

集
し、

都
民

へ
提

供
す

る
。

消
防

活
動

映
像

等
を

タイ
ム

リー
に

都
民

及
び

報
道

機
関

へ
配

信
す

る
。

-
消

防
活

動
映

像
等

を
タイ

ム
リー

に
都

民
及

び
報

道
機

関
へ

配
信

す
る

。
-

52
1

5
52

1-
5

東
京

消
防

庁

新
興

感
染

症
に

よ
って

、
働

き
方

や
暮

らし
な

どが
大

き
く変

わ
り、

テ
レ

ワ
ー

クや
テ

レ
ビ会

議
に

よ
る

業
務

執
行

が
あ

た
りま

え
とな

り
「新

しい
日

常
」

が
社

会
に

定
着

しつ
つ

あ
る

。
行

政
手

続
き

の
オ

ン
ライ

ン
化

の
遅

れ
が

社
会

的
な

問
題

に
な

って
い

る
こと

か
ら、

中
長

的
な

視
点

に
立

ち
、

社
会

へ
適

合
し

て
い

くた
め

に
は

、
消

防
Ｄ

Ｘ
の

推
進

に
よ

りス
マ

ー
ト消

防
を

実
現

す
る

。

・
総

合
情

報
処

理
シ

ス
テ

ム
の

更
新

（
中

長
期

計
画

）
・

電
子

申
請

シ
ス

テ
ム

の
開

発
・

リモ
ー

トワ
ー

ク環
境

の
整

備
・

W
eb

会
議

シ
ス

テ
ム

の
整

備
・

消
防

行
政

ネ
ット

ワ
ー

ク回
線

増
強

・
募

集
広

報
活

動
支

援
携

帯
端

末
の

整
備

・
庁

外
学

習
環

境
の

整
備

・
消

防
ア

プ
リの

運
用

49
3

・
消

防
ア

プ
リの

運
用

・
Ｈ

Ｐ
の

リニ
ュー

ア
ル

に
向

け
た

調
査

委
託

・
総

合
情

報
処

理
ｼｽ

ﾃﾑ
の

更
新

（
中

長
期

計
画

）
・

電
子

申
請

シ
ス

テ
ム

の
運

用
、

様
式

作
成

委
託

・
リモ

ー
トワ

ー
ク環

境
の

整
備

・
W

eb
会

議
シ

ス
テ

ム
の

整
備

・
タブ

レ
ット

端
末

の
整

備
・

都
民

対
応

業
務

の
Ｄ

Ｘ
推

進
・

各
署

Ｉ
Ｔ

端
末

へ
の

係
ア

ドレ
ス

の
増

強
・

大
型

デ
ィス

プ
レ

イ等
の

導
入

に
よ

る
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

の
促

進
及

び
業

務
効

率
の

向
上

・
地

図
基

盤
の

整
備

・
募

集
広

報
活

動
支

援
携

帯
端

末
装

置
の

整
備

・
消

防
行

政
ネ

ット
ワ

ー
ク回

線
増

強
・

消
防

行
政

の
デ

ジ
タル

化
に

向
け

た
職

員
の

教
養

・
庁

外
ワ

ー
クツ

ー
ル

（
閲

覧
用

）
の

整
備

1,
13

5

52
1

6
再 51

2-
1

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

52
1

7
再 21

1-
4

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

20



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

52
1

8
52

1-
8

総
務

局
SN

S
情

報
、

ビッ
クデ

ー
タの

活
用

、
デ

マ
情

報
対

策

〇
情

報
配

信
の

多
様

化
　

・
対

話
型

情
報

提
供

ツー
ル

（
チ

ャッ
トボ

ット
）

を
活

用
して

、
よ

り効
果

的
な

情
報

発
信

を
す

る
た

め
、

利
用

状
況

等
を

分
析

し、
Ｑ

＆
Ａ

を
充

実
　・

D
IS

に
て

SN
S

分
析

サ
ー

ビス
を

活
用

。被
害

の
状

況
確

認
等

と合
わ

せ
た

デ
マ

判
定

に
よ

り、
防

災
Tw

itt
er

等
で

の
注

意
喚

起
に

よ
る

二
次

災
害

抑
止

の
訓

練
実

施
　・

東
京

都
災

害
情

報
シ

ス
テ

ム
に

集
約

され
る

避
難

所
開

設
情

報
等

の
公

開
可

能
な

情
報

を
、

AP
I等

で
防

災
ｱﾌ

ﾟﾘ
、

防
災

ﾏｯ
ﾌﾟ

、
防

災
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
と共

有
発

信
　

・
Ｌ

ア
ラー

トを
介

した
避

難
情

報
や

避
難

所
開

設
情

報
等

の
迅

速
な

配
信

訓
練

を
実

施
　

・
防

災
科

研
の

防
災

情
報

の
収

集
・

分
析

・
発

信
に

係
る

研
究

開
発

状
況

を
調

査
〇

情
報

の
多

言
語

化
　

・
防

災
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

防
災

ア
プ

リ、
防

災
マ

ップ
等

に
て

災
害

情
報

を
多

言
語

で
提

供
　

・
多

言
語

翻
訳

の
訳

質
の

向
上

対
策

を
検

討

32
2

〇
情

報
配

信
の

多
様

化
　

・
対

話
型

情
報

提
供

ツー
ル

（
チ

ャッ
トボ

ット
）

を
活

用
して

、
よ

り効
果

的
な

情
報

発
信

を
す

る
た

め
、

利
用

状
況

等
を

分
析

し、
Ｑ

＆
Ａ

の
充

実
(震

災
関

係
情

報
の

充
実

推
進

)
　

・
D

IS
に

て
SN

S
分

析
サ

ー
ビス

を
活

用
。

被
害

の
状

況
確

認
等

と
合

わ
せ

た
デ

マ
判

定
に

よ
り、

防
災

Tw
itt

er
等

で
の

注
意

喚
起

に
よ

る
二

次
災

害
抑

止
の

訓
練

実
施

　
・

東
京

都
災

害
情

報
シ

ス
テ

ム
（

D
IS

）
に

集
約

され
る

避
難

所
開

設
情

報
等

の
公

開
可

能
な

情
報

を
、

AP
I等

で
防

災
ｱﾌ

ﾟﾘ
、

防
災

ﾏｯ
ﾌﾟ

、
防

災
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
と共

有
発

信
　

・
Ｌ

ア
ラー

トを
介

した
避

難
情

報
や

避
難

所
開

設
情

報
等

の
迅

速
な

配
信

訓
練

を
実

施
　

・
防

災
科

研
の

防
災

情
報

の
収

集
・

分
析

・
発

信
に

係
る

研
究

開
発

状
況

を
継

続
調

査
〇

情
報

の
多

言
語

化
　

・
防

災
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

防
災

ア
プ

リ、
防

災
マ

ップ
等

に
て

災
害

情
報

を
多

言
語

で
提

供
　

・
多

言
語

翻
訳

の
言

語
数

増
加

（
日

本
語

を
含

め
、

9
言

語
か

ら
14

言
語

に
増

加
）

及
び

訳
質

向
上

対
策

を
推

進

28
9

52
1

9
52

1-
9

交
通

局
都

営
交

通
や

発
電

事
業

に
お

い
て

、
防

災
へ

の
活

用
も

見
据

え
な

が
ら、

ロ
ボ

ット
等

の
活

用
を

検
討

す
る

。
ロボ

ット
コン

シ
ェル

ジ
ュの

運
用

・
検

証
45

ロボ
ット

コン
シ

ェル
ジ

ュの
運

用
・

検
証

28

52
1

10
52

1-
10

デ
ジ

タル
サ

ー
ビス

局

西
新

宿
エ

リア
に

、
デ

ザ
イン

や
搭

載
機

能
を

統
一

した
新

た
な

都
市

イン
フ

ラと
な

る
ス

マ
ー

トポ
ー

ル
を

２
０

基
程

度
整

備
（

次
世

代
イン

フラ
整

備
）

す
る

とと
も

に
、

５
G

活
用

サ
ー

ビス
の

都
市

実
装

（
次

世
代

都
市

サ
ー

ビス
の

政
策

誘
導

）
を

目
指

す
。

こう
した

取
組

に
よ

り、
ス

マ
ー

トポ
ー

ル
の

面
整

備
に

お
け

る
効

果
及

び
課

題
を

把
握

し、
他

エ
リア

へ
の

展
開

に
向

け
た

モ
デ

ル
を

構
築

す
る

。

西
新

宿
エ

リア
に

お
い

て
ス

マ
ー

トポ
ー

ル
を

活
用

し、
５

Ｇ
エ

リア
化

の
早

期
実

現
と、

全
国

に
先

行
す

る
５

G
を

活
用

した
サ

ー
ビス

の
都

市
実

装
に

向
け

た
実

証
を

行
う。

ま
た

、
ス

マ
ー

トポ
ー

ル
に

搭
載

す
る

各
種

セ
ン

サ
ー

を
使

用
した

デ
ー

タ収
集

に
よ

る
都

市
の

見
え

る
化

、
サ

イネ
ー

ジ
を

活
用

した
災

害
時

の
情

報
提

供
等

、
搭

載
機

能
を

活
用

した
サ

ー
ビス

の
実

証
を

行
う。

52
0

令
和

2
年

度
及

び
令

和
3

年
度

に
西

新
宿

に
整

備
した

ス
マ

ー
トポ

ー
ル

29
基

を
活

用
し、

ス
マ

ー
トポ

ー
ル

の
今

後
の

運
用

モ
デ

ル
の

構
築

に
向

け
た

検
証

を
実

施
し、

今
後

の
方

向
性

を
決

定
す

る
。

具
体

的
に

は
、

ス
マ

ー
トポ

ー
ル

の
各

種
機

能
を

活
用

した
新

しい
サ

ー
ビス

の
創

出
や

デ
ー

タ収
集

に
よ

る
都

市
の

見
え

る
化

、
サ

イネ
ー

ジ
を

活
用

した
災

害
時

の
情

報
提

供
に

係
る

効
果

検
証

、
商

業
広

告
の

掲
出

や
５

Ｇ
ア

ン
テ

ナ
基

地
局

利
用

料
に

よ
る

収
益

性
等

に
つ

い
て

の
検

証
を

行
う。

　

10
0

52
2

1
52

2-
1

生
活

文
化

局

・
通

常
の

都
民

相
談

窓
口

、
ま

た
は

発
災

時
に

災
害

の
規

模
に

応
じて

臨
時

相
談

窓
口

を
開

設
し、

被
災

者
の

生
活

に
関

す
る

相
談

等
に

対
応

す
る

。
・

電
話

等
に

よ
り相

談
に

対
応

し、
適

切
な

部
署

等
を

案
内

す
る

。
・

復
興

対
策

の
本

格
化

に
応

じて
都

本
部

（
総

務
局

）
が

設
置

す
る

被
災

者
総

合
相

談
所

に
、

局
内

関
係

部
署

とと
も

に
協

力
す

る
。

・
発

災
時

に
災

害
の

規
模

に
応

じて
設

置
す

る
被

災
者

臨
時

相
談

窓
口

開
設

の
た

め
、

平
時

か
ら局

内
他

部
等

か
らの

応
援

体
制

を
確

立
す

る
。

・外
国

人
か

らの
相

談
に

対
応

す
る

た
め

、平
時

か
ら外

国
人

災
害

時
情

報
セ

ン
ター

、防
災

（
語

学
）

ボ
ラン

テ
ィア

との
連

携
に

つ
い

て
調

整
す

る
。

-
・

発
災

時
に

災
害

の
規

模
に

応
じて

設
置

す
る

被
災

者
臨

時
相

談
窓

口
開

設
の

た
め

、
平

時
か

ら局
内

他
部

等
か

らの
応

援
体

制
を

確
立

す
る

。
・

外
国

人
か

らの
相

談
に

対
応

す
る

た
め

、
平

時
か

ら外
国

人
災

害
時

情
報

セ
ン

ター
、

防
災

（
語

学
）

ボ
ラン

テ
ィア

との
連

携
に

つ
い

て
調

整
す

る
。

-

52
2

2
再 53

2-
2

生
活

文
化

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

52
3

1
52

3-
1

都
民

安
全

推
進

本
部

運
転

者
等

に
官

民
が

保
有

す
る

交
通

規
制

な
どの

道
路

交
通

情
報

や
災

害
情

報
等

を
よ

り効
果

的
に

提
供

す
る

。
都

に
お

い
て

例
年

実
施

され
る

大
規

模
な

総
合

防
災

図
上

訓
練

（
年

１
回

）
に

合
わ

せ
JA

RT
IC

（
日

本
道

路
交

通
情

報
セ

ン
ター

）
との

合
同

訓
練

を
実

施
3

都
に

お
い

て
例

年
実

施
され

る
大

規
模

な
総

合
防

災
図

上
訓

練
（

年
１

回
）

に
合

わ
せ

JA
RT

IC
（

日
本

道
路

交
通

情
報

セ
ン

ター
）

との
合

同
訓

練
を

実
施

2

　５
－

３
　外

国
人

等
へ

の
情

報
提

供
手

段
を

強
化

し
ま

す
2,

41
1

　
2,

20
9

53
1

1
53

1-
1

生
活

文
化

局

平
常

時
に

は
、

多
様

な
媒

体
を

利
用

し、
防

災
情

報
の

提
供

を
通

じて
都

民
の

防
災

力
向

上
を

図
る

。
災

害
発

生
時

に
は

、
各

広
報

媒
体

を
活

用
し、

災
害

対
策

本
部

の
発

す
る

情
報

を
基

に
広

報
活

動
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

写
真

等
に

よ
る

情
報

の
収

集
及

び
記

録
を

行
う。

・
発

災
時

に
情

報
を

適
切

に
発

信
す

る
た

め
、

引
き

続
き

実
施

体
制

の
強

化
を

図
る

。
・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

担
当

職
員

だ
け

で
な

く、
災

害
対

策
本

部
体

制
時

に
、

局
内

で
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
業

務
に

携
わ

る
こと

が
想

定
され

る
職

員
を

対
象

に
操

作
研

修
を

年
2

回
行

う。
-

・
発

災
時

に
情

報
を

適
切

に
発

信
す

る
た

め
、

引
き

続
き

実
施

体
制

の
強

化
を

図
る

。
・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

担
当

職
員

だ
け

で
な

く、
災

害
対

策
本

部
体

制
時

に
、

局
内

で
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
業

務
に

携
わ

る
こと

が
想

定
され

る
職

員
を

対
象

に
操

作
研

修
を

年
2

回
行

う。
　

-

53
2

1
53

2-
1

総
務

局
発

災
時

に
お

い
て

都
民

や
通

勤
者

、
外

国
人

等
の

都
内

に
い

る
人

々
に

対
して

、
必

要
な

情
報

を
的

確
か

つ
迅

速
に

発
信

で
き

る
体

制
を

構
築

す
る

。
都

立
等

サ
イネ

ー
ジ

全
体

の
発

信
に

お
け

る
ガ

イド
ライ

ン
を

活
用

す
る

こと
に

よ
り、

運
用

体
制

の
強

化
を

図
って

い
く。

引
き

続
き

、
地

震
・

台
風

等
の

風
水

害
時

に
お

い
て

も
情

報
発

信
を

行
う

体
制

を
整

備
して

い
く。

9
都

立
等

サ
イネ

ー
ジ

全
体

の
発

信
に

お
け

る
ガ

イド
ライ

ン
を

活
用

す
る

こと
に

よ
り、

運
用

体
制

の
強

化
を

図
って

い
く。

引
き

続
き

、
地

震
・

台
風

等
の

風
水

害
時

に
お

い
て

も
情

報
発

信
を

行
う体

制
を

整
備

して
い

く。
5

21



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

53
2

2
53

2-
2

生
活

文
化

局
※

外
国

人
支

援
体

制
外

国
人

に
対

して
、

訓
練

を
実

施
し、

防
災

知
識

の
普

及
啓

発
を

行
う。

ま
た

災
害

時
の

通
訳

・
翻

訳
に

あ
た

る
防

災
(語

学
)ボ

ラン
テ

ィア
の

登
録

を
行

い
、

ス
キ

ル
ア

ップ
の

た
め

の
研

修
を

実
施

す
る

。

1　
外

国
人

支
援

体
制

・
外

国
人

の
た

め
の

防
災

訓
練

に
第

二
部

を
設

け
、

外
国

人
に

お
け

る
防

災
知

識
の

外
国

人
向

け
の

体
験

型
訓

練
及

び
区

市
町

村
及

び
国

際
交

流
協

会
等

の
職

員
に

向
け

た
実

務
者

訓
練

を
実

施
・

緊
急

時
・

災
害

時
に

お
け

る
通

訳
・

翻
訳

体
制

の
実

施
・

外
国

人
専

門
相

談
へ

の
オ

ン
ライ

ン
相

談
の

導
入

19

1　
外

国
人

支
援

体
制

・
外

国
人

に
お

け
る

防
災

知
識

の
普

及
啓

発
や

外
国

人
向

け
体

験
型

訓
練

の
実

施
・

外
国

人
の

た
め

の
防

災
訓

練
に

第
二

部
を

設
け

、
区

市
町

村
及

び
国

際
交

流
協

会
等

の
職

員
に

向
け

た
実

務
者

訓
練

を
実

施
・

緊
急

時
・

災
害

時
に

お
け

る
通

訳
・

翻
訳

体
制

の
整

備
・

オ
ン

ライ
ン

に
よ

る
外

国
人

専
門

相
談

の
実

施
・

災
害

時
に

発
信

が
想

定
され

る
注

意
喚

起
等

を
事

前
に

多
言

語
化

し、
迅

速
な

情
報

提
供

を
行

う。

28

53
2

3
53

2-
3

生
活

文
化

局
※

防
災

（
語

学
）

ボ
ラン

テ
ィア

外
国

人
に

対
して

、
訓

練
を

実
施

し、
防

災
知

識
の

普
及

啓
発

を
行

う。
ま

た
災

害
時

の
通

訳
・

翻
訳

に
あ

た
る

防
災

(語
学

)ボ
ラン

テ
ィア

の
登

録
を

行
い

、
ス

キ
ル

ア
ップ

の
た

め
の

研
修

を
実

施
す

る
。

２
　防

災
（

語
学

）
ボ

ラン
テ

ィア
・

新
型

コロ
ナ

ウ
イル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

観
点

か
ら、

密
とな

りう
る

集
団

研
修

を
見

直
し、

オ
ン

ライ
ン

に
よ

る
研

修
を

実
施

。
新

しい
日

常
の

も
と、

就
労

等
に

よ
り時

間
に

制
限

が
あ

った
人

で
も

受
講

が
で

き
る

機
会

を
提

供
。

　➢
基

礎
編

：
E-

ラー
ニ

ン
グ

　➢
応

用
編

：
オ

ン
ライ

ン
研

修
・

「防
災

（
語

学
）

ボ
ラン

テ
ィア

派
遣

マ
ッチ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

（
仮

）」
の

構
築

（
予

算
含

ま
ず

）

-

２
　防

災
（

語
学

）
ボ

ラン
テ

ィア
・

オ
ン

ライ
ン

に
よ

る
研

修
を

実
施

。
新

しい
日

常
の

も
と、

就
労

等
に

よ
り

時
間

に
制

限
が

あ
った

人
で

も
受

講
が

で
き

る
機

会
を

提
供

。
　➢

基
礎

編
：

E-
ラー

ニ
ン

グ
　➢

応
用

編
：

オ
ン

ライ
ン

研
修

・「
防

災（
語

学
）ボ

ラン
テ

ィア
派

遣
マ

ッチ
ン

グ
シ

ス
テ

ム（
仮

）」
を

運
用

し、
語

ボ
ラの

登
録

・
派

遣
等

業
務

の
効

率
化

・
迅

速
化

を
図

る
。

-

53
2

4
53

2-
4

生
活

文
化

局
※

外
国

人
に

対
す

る
普

及
啓

発
外

国
人

に
対

して
、

訓
練

を
実

施
し、

防
災

知
識

の
普

及
啓

発
を

行
う。

ま
た

災
害

時
の

通
訳

・
翻

訳
に

あ
た

る
防

災
(語

学
)ボ

ラン
テ

ィア
の

登
録

を
行

い
、

ス
キ

ル
ア

ップ
の

た
め

の
研

修
を

実
施

す
る

３
　外

国
人

に
対

す
る

防
災

知
識

の
普

及
啓

発
・

区
市

町
村

等
と連

携
した

外
国

人
の

た
め

の
防

災
訓

練
を

実
施

・既
存

普
及

啓
発

ツー
ル

（
都

が
作

成
す

る
防

災
リー

フレ
ット

や
東

京
都

国
際

交
流

委
員

会
作

成
の

防
災

啓
発

動
画

）
を

や
さし

い
日

本
語

に
よ

り外
国

人
コミ

ュニ
テ

ィに
発

信
す

る
な

ど、
積

極
的

な
情

報
提

供
を

実
施

-

３
　外

国
人

に
対

す
る

防
災

知
識

の
普

及
啓

発
・

区
市

町
村

等
と連

携
した

外
国

人
の

た
め

の
防

災
訓

練
を

実
施

・
既

存
普

及
啓

発
ツー

ル
（

や
さし

い
日

本
語

を
含

む
６

言
語

で
作

成
し

た
防

災
リー

フレ
ット

等
）

を
活

用
す

る
とと

も
に

、（
一

財
）

東
京

都
つ

な
が

り創
生

財
団

と連
携

し、
東

京
都

多
文

化
共

生
ポ

ー
タル

サ
イト

に
お

け
る

防
災

情
報

の
充

実
に

取
り組

む
な

ど、
積

極
的

な
情

報
提

供
を

実
施

-

53
2

5
53

2-
5

政
策

企
画

局
在

京
大

使
館

等
に

対
す

る
防

災
連

絡
会

を
実

施
し、

都
の

防
災

施
設

視
察

、
施

策
説

明
及

び
通

信
訓

練
を

通
じ、

都
の

防
災

施
策

に
対

す
る

理
解

を
促

進
す

る
とと

も
に

、
相

互
の

情
報

連
絡

体
制

を
強

化
す

る
。

【防
災

連
絡

会
】

・
防

災
施

策
説

明
会

(2
回

)
・

都
防

災
関

連
施

設
視

察
(1

回
)

・
通

信
訓

練
(事

前
に

日
時

指
定

せ
ず

１
回

)
い

ず
れ

も
、

在
京

大
使

館
等

の
防

災
責

任
者

を
対

象
とす

る
。

2

　【
防

災
連

絡
会

】
・

防
災

施
策

説
明

会
(2

回
)

・
都

防
災

関
連

施
設

視
察

(1
回

)
・

通
信

訓
練

(事
前

に
日

時
指

定
せ

ず
１

回
)

い
ず

れ
も

、
在

京
大

使
館

等
の

防
災

責
任

者
を

対
象

とす
る

。

2

53
2

6
再 53

2-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

53
2

7
再 53

2-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

53
2

8
53

2-
8

産
業

労
働

局
観

光
案

内
機

能
の

向
上

の
た

め
、

デ
ジ

タル
サ

イネ
ー

ジ
を

都
内

各
所

に
設

置
し、

外
国

人
観

光
客

等
に

向
け

た
情

報
発

信
を

強
化

す
る

。
災

害
時

の
情

報
発

信
ツー

ル
とし

て
、

総
務

局
総

合
防

災
部

が
発

信
す

る
情

報
基

盤
「Ｌ

ア
ラ

ー
ト（

災
害

情
報

共
有

シ
ス

テ
ム

）」
の

部
分

改
修

を
行

う。
61

6
災

害
時

の
情

報
発

信
ツー

ル
とし

て
、

総
務

局
総

合
防

災
部

が
発

信
す

る
情

報
基

盤
「Ｌ

ア
ラー

ト（
災

害
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
）」

の
維

持
を

行
う。

　
62

0

53
2

9
53

2-
9

産
業

労
働

局
国

内
外

か
ら旅

行
者

を
東

京
へ

誘
致

す
る

た
め

、
東

京
に

存
在

す
る

様
々

な
観

光
魅

力
（

イベ
ン

ト、
施

設
、

自
然

、
文

化
及

び
伝

統
な

ど）
に

関
す

る
情

報
を

ウ
ェブ

サ
イト

に
よ

り発
信

し、
これ

を
広

く認
識

して
も

らう
こと

に
よ

り、
訪

都
旅

行
予

定
者

を
確

保
す

る
。

前
回

プ
ラン

に
お

い
て

構
築

した
、

発
災

時
に

画
面

上
部

へ
リン

ク掲
載

す
る

仕
組

み
を

継
続

して
運

用
（

東
京

都
防

災
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
へ

誘
導

）
33

5
前

回
プ

ラン
に

お
い

て
構

築
した

、
発

災
時

に
画

面
上

部
へ

リン
ク掲

載
す

る
仕

組
み

を
継

続
して

運
用

（
東

京
都

防
災

ホ
ー

ム
ぺ

ー
ジ

へ
誘

導
）

32
6

53
2

10
53

2-
10

産
業

労
働

局
東

京
を

訪
れ

る
国

内
外

か
らの

旅
行

者
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
し、

安
心

・
快

適
に

観
光

が
楽

しめ
る

よ
う、

き
め

細
や

か
な

情
報

提
供

を
行

う。
東

京
観

光
情

報
セ

ン
ター

に
お

け
る

情
報

提
供

の
充

実
84

4
東

京
観

光
情

報
セ

ン
ター

に
お

け
る

情
報

提
供

の
充

実
76

2

53
3

1
53

3-
1

産
業

労
働

局
東

京
に

訪
れ

る
外

国
人

旅
行

者
が

観
光

情
報

の
収

集
等

を
目

的
に

ス
トレ

ス
フリ

ー
で

接
続

で
き

る
W

i-F
i利

用
環

境
の

整
備

を
進

め
る

。
前

回
プ

ラン
に

お
い

て
構

築
した

、
発

災
時

に
気

象
庁

の
災

害
情

報
発

信
に

合
わ

せ
た

運
用

切
替

え
の

仕
組

み
を

継
続

して
運

用
26

6
前

回
プ

ラン
に

お
い

て
構

築
した

、
発

災
時

に
気

象
庁

の
災

害
情

報
発

信
に

合
わ

せ
た

運
用

切
替

え
の

仕
組

み
を

継
続

して
運

用
　

25
5

53
3

2
再 52

1-
10

デ
ジ

タル
サ

ー
ビス

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

53
3

3
53

3-
3

福
祉

保
健

局
災

害
時

に
も

サ
ー

ビス
継

続
が

求
め

られ
る

福
祉

・
衛

生
事

業
所

等
に

小
型

ソ
ー

ラー
パ

ネ
ル

搭
載

の
携

帯
電

話
充

電
器

を
配

備
災

害
時

に
も

サ
ー

ビス
継

続
が

求
め

られ
る

福
祉

・
衛

生
事

業
所

等
に

小
型

ソ
ー

ラー
パ

ネ
ル

搭
載

の
携

帯
電

話
充

電
器

を
配

備
-

災
害

時
に

も
サ

ー
ビス

継
続

が
求

め
られ

る
福

祉
・

衛
生

事
業

所
等

に
小

型
ソ

ー
ラー

パ
ネ

ル
搭

載
の

携
帯

電
話

充
電

器
を

配
備

-

22



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

53
4

1
53

4-
1

交
通

局
【駅

構
内

に
コン

シ
ェル

ジ
ュを

配
置

】
外

国
人

観
光

客
等

の
鉄

道
に

不
慣

れ
な

お
客

様
の

た
め

、
外

国
語

で
対

応
で

き
る

コン
シ

ェル
ジ

ュを
配

置
して

お
り、

災
害

時
に

お
け

る
外

国
語

で
の

対
応

が
可

能
で

あ
る

。

競
技

会
場

最
寄

駅
を

含
む

30
駅

に
英

語
で

対
応

が
で

き
る

コン
シ

ェル
ジ

ュを
配

置
、

一
部

の
駅

で
は

中
国

語
で

も
対

応
す

る
。

31
8

12
駅

に
コン

シ
ェル

ジ
ュを

配
置

21
0

53
4

2
53

4-
2

交
通

局

【防
災

ハ
ン

ドブ
ック

の
配

布
】

駅
の

ホ
ー

ム
や

車
内

で
災

害
が

発
生

した
際

に
役

立
つ

情
報

を
掲

載
した

リ
ー

フレ
ット

を
発

行
し各

駅
で

配
布

す
る

ほ
か

、
交

通
局

H
P

で
も

公
開

して
い

る
。

平
成

29
年

5
月

1
日

か
らは

、
英

語
版

も
発

行
して

い
る

。
英

語
版

に
は

交
通

局
ツイ

ッタ
ー

（
英

語
版

）
の

Q
R

コー
ドも

貼
付

して
い

る
。

引
き

続
き

、
「防

災
ハ

ン
ドブ

ック
」（

日
本

語
版

、
英

語
版

）
を

各
駅

で
配

布
す

る
とと

も
に

、
交

通
局

H
P

に
お

い
て

も
公

開
し、

お
客

様
の

防
災

に
関

す
る

意
識

の
向

上
を

図
る

。
合

わ
せ

て
、

車
内

LC
D

モ
ニ

ター
に

お
い

て
動

画
を

流
し、

防
災

ハ
ン

ドブ
ック

の
周

知
を

図
る

。
2

引
き

続
き

、
「防

災
ハ

ン
ドブ

ック
」（

日
本

語
版

、
英

語
版

）
を

各
駅

で
配

布
す

る
とと

も
に

、
交

通
局

H
P

に
お

い
て

も
公

開
し、

お
客

様
の

防
災

に
関

す
る

意
識

の
向

上
を

図
る

。
合

わ
せ

て
、

駅
構

内
LC

D
モ

ニ
ター

に
て

紹
介

し、
防

災
ハ

ン
ドブ

ック
の

周
知

を
図

る
。

1

53
4

3
再 41

2-
1

産
業

労
働

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

　６
　帰
宅
困
難
者
に
よ
る
混
乱
防
止

2,
99

8
　

1,
75

2

　６
－

１
　一

斉
帰

宅
抑

制
や

帰
宅

困
難

者
同

士
の

助
け

合
い

に
つ

い
て

社
会

の
理

解
を

深
め

ま
す

2,
26

1
　

1,
58

8

61
1

1
61

1-
1

総
務

局

東
京

都
帰

宅
困

難
者

対
策

条
例

に
基

づ
き

、
一

斉
帰

宅
抑

制
や

３
日

分
の

備
蓄

の
確

保
な

どの
普

及
啓

発
を

進
め

て
い

く。
ま

た
、

都
民

・
事

業
者

に
よ

る
「助

け
合

い
」

の
取

組
を

後
押

しし
て

い
く。

企
業

や
学

校
な

どに
所

属
して

い
な

い
行

き
場

の
な

い
帰

宅
困

難
者

へ
の

対
応

とし
て

、
一

時
滞

在
施

設
を

確
保

す
る

。
混

乱
収

拾
後

に
徒

歩
帰

宅
す

る
帰

宅
困

難
者

を
支

援
す

る
た

め
、

災
害

時
帰

宅
支

援
ス

テ
ー

シ
ョン

の
充

実
を

図
る

。
徒

歩
帰

宅
が

困
難

な
要

配
慮

者
を

優
先

的
に

搬
送

す
る

た
め

、
バ

ス
や

船
舶

な
どの

代
替

輸
送

手
段

を
確

保
す

る
。

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
の

情
報

発
信

、
ポ

ス
ター

の
掲

出
や

ハ
ン

ドブ
ック

の
配

布
、

訪
日

外
国

人
を

対
象

に
した

普
及

啓
発

動
画

な
どを

通
じて

、
普

及
啓

発
を

実
施

・
一

斉
帰

宅
抑

制
に

対
す

る
社

会
的

気
運

を
醸

成
す

る
た

め
、

一
斉

帰
宅

抑
制

に
取

り組
む

企
業

を
モ

デ
ル

企
業

・
推

進
企

業
とし

て
認

定
、

取
組

事
例

集
を

作
成

し、
広

く周
知

・
区

市
町

村
と連

携
した

団
体

や
事

業
者

等
へ

の
働

き
か

け
等

に
よ

り、
一

時
滞

在
施

設
の

確
保

を
推

進
・

民
間

一
時

滞
在

施
設

に
お

け
る

帰
宅

困
難

者
用

備
蓄

品
や

感
染

症
対

策
資

器
材

の
配

備
、

ス
マ

ー
トフ

ォン
等

充
電

環
境

の
整

備
な

どに
対

す
る

支
援

を
実

施
・

発
災

時
の

帰
宅

困
難

者
対

策
オ

ペ
レ

ー
シ

ョン
の

実
効

性
を

向
上

させ
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
の

調
査

・
研

究
、

実
証

実
験

等
を

実
施

2,
26

0

・
帰

宅
困

難
者

対
策

の
普

及
啓

発
の

た
め

、
都

防
災

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
ポ

ス
ター

、
ハ

ン
ドブ

ック
、

デ
ジ

タル
サ

イネ
ー

ジ
な

ど様
々

な
媒

体
を

通
じて

、
情

報
を

発
信

・
一

斉
帰

宅
抑

制
に

取
り組

む
企

業
を

モ
デ

ル
企

業
・

推
進

企
業

とし
て

認
定

、
取

組
事

例
集

を
作

成
し、

広
く周

知
す

る
こと

で
、

一
斉

帰
宅

抑
制

に
対

す
る

社
会

的
気

運
を

醸
成

・
各

企
業

に
お

い
て

、
平

時
や

発
災

時
の

対
策

を
推

進
す

る
事

業
所

防
災

リー
ダー

の
取

組
を

開
始

し、
災

害
へ

の
対

応
の

実
効

性
を

向
上

・
区

市
町

村
と連

携
した

団
体

や
事

業
者

等
へ

の
働

き
か

け
等

に
よ

り、
一

時
滞

在
施

設
の

確
保

を
推

進
・

民
間

一
時

滞
在

施
設

に
お

け
る

帰
宅

困
難

者
用

備
蓄

品
や

感
染

症
対

策
資

器
材

の
配

備
、

ス
マ

ー
トフ

ォン
等

充
電

環
境

の
整

備
な

どに
対

す
る

支
援

を
実

施
・

帰
宅

困
難

者
対

策
オ

ペ
レ

ー
シ

ョン
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、

全
体

作
戦

図
（

CO
P）

機
能

の
開

発
に

着
手

し、
都

内
の

混
雑

状
況

や
災

害
発

生
状

況
の

把
握

な
ど一

部
機

能
を

実
際

の
災

害
や

訓
練

で
活

用

1,
58

7

61
2

1
再 61

1-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

61
2

2
61

2-
2

東
京

消
防

庁
帰

宅
困

難
者

対
策

を
盛

り込
ん

だ
事

業
所

防
災

計
画

の
作

成
を

促
進

す
る

た
め

の
防

災
指

導
書

を
作

成
し、

帰
宅

困
難

者
対

策
の

周
知

推
進

を
図

る
。

事
業

所
防

災
計

画
の

周
知

及
び

届
出

促
進

の
た

め
、

防
災

指
導

書
「職

場
の

地
震

対
策

」
を

作
成

（
継

続
）

1
事

業
所

防
災

計
画

の
周

知
及

び
届

出
促

進
の

た
め

、
防

災
指

導
書

「職
場

の
地

震
対

策
」

を
作

成
（

継
続

）　
1

　６
－

２
　帰

宅
困

難
者

の
滞

在
環

境
を

整
備

し
ま

す
72

9
　

15
7

62
1

1
再 61

1-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

62
1

2
62

1-
2

主
税

局
都

内
の

自
治

体
と帰

宅
困

難
者

受
入

協
定

を
締

結
す

る
一

時
滞

在
施

設
の

確
保

を
税

制
面

か
ら支

援
す

る
。

［
固

定
資

産
税

・
都

市
計

画
税

、
事

業
所

税
の

減
免

(2
3

区
内

)］
関

係
局

と連
携

し、
対

象
とな

る
事

業
者

に
対

し、
積

極
的

に
制

度
周

知
-

関
係

局
と連

携
し、

対
象

とな
る

事
業

者
に

対
し、

積
極

的
に

制
度

周
知

-

23



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

62
1

3
62

1-
3

都
市

整
備

局

都
市

開
発

の
機

会
を

捉
え

、
防

災
都

市
づ

くり
を

推
進

す
る

た
め

、
都

市
開

発
諸

制
度

(※
)を

適
用

す
る

新
規

の
建

築
物

に
対

して
防

災
備

蓄
倉

庫
、

自
家

発
電

設
備

を
確

保
す

る
とと

も
に

、
一

時
滞

在
施

設
の

整
備

を
誘

導
※

良
好

な
市

街
地

環
境

の
形

成
に

貢
献

す
る

都
市

開
発

に
対

して
、

容
積

率
な

どを
緩

和
す

る
制

度
。

総
合

設
計

、
高

度
利

用
地

区
、

再
開

発
等

促
進

区
を

定
め

る
地

区
計

画
、

特
定

街
区

の
4

制
度

の
総

称

民
間

開
発

の
事

前
協

議
に

お
い

て
、

防
災

備
蓄

倉
庫

、
自

家
発

電
設

備
、

一
時

滞
在

施
設

の
整

備
を

誘
導

-
民

間
開

発
の

事
前

協
議

に
お

い
て

、
防

災
備

蓄
倉

庫
、

自
家

発
電

設
備

、
一

時
滞

在
施

設
の

整
備

を
誘

導
-

62
2

1
62

2-
1

環
境

局
オ

フィ
ス

ビル
や

中
小

事
業

所
等

へ
の

分
散

型
電

源
の

普
及

の
ほ

か
、

開
発

地
域

を
中

心
に

、
地

域
の

再
エ

ネ
を

含
め

た
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
面

的
利

用
や

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ジ

メン
トが

進
む

仕
組

み
を

構
築

し、
エ

ネ
ル

ギ
ー

と地
域

の
再

エ
ネ

の
効

率
的

な
利

用
を

進
め

る
。

引
き

続
き

、
防

災
力

の
向

上
に

向
け

、
災

害
時

に
も

活
用

可
能

な
自

立
分

散
型

電
源

の
導

入
を

促
進

・
中

小
事

業
所

向
け

熱
電

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ジ

メン
ト支

援
事

業
・

ス
マ

ー
トエ

ネ
ル

ギ
ー

エ
リア

形
成

推
進

事
業

・
ス

マ
ー

トエ
ネ

ル
ギ

ー
ネ

ット
ワ

ー
ク構

築
事

業
・

地
域

冷
暖

房
に

お
け

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

導
入

促
進

・
南

大
沢

地
区

に
お

け
る

再
エ

ネ
由

来
水

素
を

活
用

した
VP

P
モ

デ
ル

事
業

72
9

引
き

続
き

、
防

災
力

の
向

上
に

向
け

、
災

害
時

に
も

活
用

可
能

な
自

立
分

散
型

電
源

の
導

入
を

促
進

・
ス

マ
ー

トエ
ネ

ル
ギ

ー
ネ

ット
ワ

ー
ク構

築
事

業
・

南
大

沢
地

区
に

お
け

る
再

エ
ネ

由
来

水
素

を
活

用
した

VP
P

推
進

事
業

15
7

62
2

2
再 83

3-
2

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

62
2

3
再 10

44
-4

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

62
2

4
再 83

3-
4

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

　６
－

３
　帰

宅
困

難
者

の
安

全
確

保
等

を
図

りま
す

7
　

7

63
1

1
再 61

1-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

63
2

1
再 61

1-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

63
2

2
63

2-
2

交
通

局
地

下
鉄

各
駅

に
お

い
て

、
お

客
様

に
一

時
的

に
駅

改
札

外
の

コン
コー

ス
な

どで
待

機
して

い
た

だ
くた

め
に

必
要

な
物

資
を

備
蓄

帰
宅

困
難

者
用

備
蓄

品
の

更
新

（
大

江
戸

線
・

日
暮

里
・

舎
人

ライ
ナ

ー
）

7
帰

宅
困

難
者

用
備

蓄
品

の
更

新
（

都
営

地
下

鉄
・

日
暮

里
・

舎
人

ラ
イナ

ー
の

トイ
レ

類
）　

7

63
3

1
再 61

1-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

63
4

1
再 61

1-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

63
5

1
再 42

3-
7

下
水

道
局

(再
掲

)
(再

掲
)

-
(再

掲
)

-

　６
－

４
　ス

ム
ー

ズ
な

帰
宅

を
支

援
し

ま
す

0
　

0

64
1

1
再 61

1-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

64
2

1
再 61

1-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-
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全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

　７
　円

滑
な

避
難

所
の

開
設

・
運

営
8,

72
7

　
2,

74
4

　７
－

１
　避

難
所

とな
る

施
設

の
安

全
性

を
確

保
し

ま
す

6,
92

7
　

1,
54

2

71
1

1
再 11

1-
1

生
活

文
化

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

71
1

2
再 11

1-
2

福
祉

保
健

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

71
1

3
再 11

1-
3

建
設

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

71
1

4
再 11

1-
4

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

71
1

5
再 11

2-
1

福
祉

保
健

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

71
2

1
再 11

3-
1

福
祉

保
健

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

71
2

2
再 11

3-
2

生
活

文
化

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

71
2

3
再 11

3-
3

教
育

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

71
2

4
再 11

3-
4

教
育

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

71
3

1
再 81

1-
1

水
道

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

71
3

2
再 81

1-
2

水
道

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

71
3

3
再 81

1-
3

水
道

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

71
3

4
再 42

3-
7

下
水

道
局

(再
掲

)
(再

掲
)

-
(再

掲
)

-

71
4

1
再 10

44
-6

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

71
5

1
71

5-
1

教
育

庁
児

童
・

生
徒

に
とっ

て
安

全
な

教
育

環
境

を
確

保
す

る
とと

も
に

、
災

害
時

に
お

け
る

避
難

所
とし

て
の

機
能

を
向

上
させ

る
た

め
、

空
調

設
備

の
整

備
を

実
施

す
る

区
市

町
村

を
支

援
す

る
。

・
公

立
学

校
屋

内
体

育
施

設
に

、
国

庫
補

助
対

象
施

設
整

備
に

よ
り空

調
設

置
を

行
う区

市
町

村
に

対
す

る
財

政
支

援
・

リー
ス

契
約

に
よ

る
空

調
整

備
事

業
も

対
象

とし
て

実
施

  
・

積
極

的
な

活
用

の
働

き
掛

け
5,

42
9

・
公

立
学

校
屋

内
体

育
施

設
に

、
国

庫
補

助
対

象
施

設
整

備
に

よ
り空

調
設

置
を

行
う区

市
町

村
に

対
す

る
財

政
支

援
・

リー
ス

契
約

に
よ

る
空

調
整

備
事

業
も

対
象

とし
て

実
施

  
・

積
極

的
な

活
用

の
働

き
掛

け
19

9
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全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

71
5

2
71

5-
2

教
育

庁
都

立
高

校
の

体
育

館
や

武
道

場
等

は
、

年
間

を
通

じて
体

育
の

授
業

や
運

動
部

活
動

、
学

校
行

事
等

に
活

用
され

て
い

る
。

ま
た

、
災

害
発

生
時

に
は

地
域

の
住

民
の

避
難

所
とも

な
る

こと
か

ら、
夏

季
に

お
け

る
熱

中
症

対
策

とし
て

、
冷

房
設

備
の

整
備

を
行

う。

体
育

館
へ

の
冷

房
設

備
導

入
　6

5
校

程
度

武
道

場
状

況
調

査
1,

49
5

9
校

の
武

道
場

へ
の

空
調

設
備

導
入

予
定

武
道

場
へ

の
空

調
設

備
導

入
検

討
1,

34
0

71
6

1
71

6-
1

福
祉

保
健

局

乳
児

用
液

体
ミル

クに
つ

い
て

、
災

害
時

の
救

援
物

資
とし

て
の

活
用

を
推

進
す

る
た

め
の

普
及

啓
発

を
行

い
、

都
民

の
理

解
を

促
進

す
る

。
ま

た
、

非
常

災
害

時
に

備
え

、
乳

児
用

液
体

ミル
クの

備
蓄

を
行

うと
とも

に
、

民
間

事
業

者
と締

結
した

調
達

協
定

に
基

づ
き

、
乳

児
用

液
体

ミル
クを

緊
急

に
調

達
で

き
る

体
制

を
整

備
す

る
。

継
続

して
実

施
す

る
。

２
+

包
括

継
続

して
実

施
す

る
。

3
＋

包
括

71
6

2
再 82

1-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

71
7

1
71

7-
1

総
務

局
・

発
災

時
に

お
け

る
よ

り多
くの

避
難

先
の

確
保

に
向

け
て

、
都

立
施

設
や

国
の

施
設

等
の

活
用

を
図

る
とと

も
に

、
新

た
に

宿
泊

団
体

や
商

業
施

設
団

体
と締

結
した

協
定

等
に

基
づ

き
、

区
市

町
村

を
支

援

・
発

災
時

に
お

け
る

よ
り多

くの
避

難
先

の
確

保
に

向
け

て
、

都
立

施
設

や
国

の
施

設
等

の
活

用
を

図
る

とと
も

に
、

新
た

に
宿

泊
団

体
や

商
業

施
設

団
体

と締
結

した
協

定
等

に
基

づ
き

、
区

市
町

村
を

支
援

・
都

と都
内

区
市

町
村

との
間

で
新

た
に

災
害

時
等

の
相

互
協

力
に

係
る

協
定

を
締

結
-

・
発

災
時

に
お

け
る

よ
り多

くの
避

難
先

の
確

保
に

向
け

て
、

都
立

施
設

や
国

の
施

設
等

の
活

用
を

図
る

とと
も

に
、

新
た

に
宿

泊
団

体
や

商
業

施
設

団
体

と締
結

した
協

定
等

に
基

づ
き

、
区

市
町

村
を

支
援

・
被

災
区

市
町

村
等

に
対

す
る

協
力

を
迅

速
か

つ
円

滑
に

実
施

で
き

る
よ

う、
災

害
発

生
時

等
に

お
け

る
職

員
の

派
遣

や
避

難
先

の
提

供
な

どに
関

す
る

基
本

的
な

役
割

分
担

や
実

施
手

順
を

明
確

化

-

71
8

1
再 62

2-
1

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

71
8

2
再 83

3-
2

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

71
8

3
再 83

3-
1

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

71
8

4
再 83

3-
4

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

71
8

5
再 10

44
-4

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

　７
－

２
　避

難
者

の
安

心
を

確
保

し
ま

す
1,

80
0

　
1,

20
2

72
1

1
再 21

4-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

72
1

2
再 12

1-
2

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

72
1

3
72

1-
3

総
務

局
都

外
で

の
発

災
時

に
お

い
て

、
女

性
ニ

ー
ズ

へ
の

き
め

細
か

い
対

応
や

、
女

性
の

防
災

人
材

育
成

の
視

点
を

踏
ま

え
、

職
員

派
遣

を
実

施
す

る
。

都
外

被
災

地
派

遣
時

に
、

女
性

ニ
ー

ズ
へ

の
き

め
細

か
い

対
応

や
、

女
性

の
防

災
人

材
育

成
の

視
点

を
踏

ま
え

、
女

性
職

員
の

一
定

割
合

の
確

保
や

、
円

滑
に

活
動

す
る

た
め

の
支

援
等

に
取

り組
む

。
-

引
き

続
き

、
都

外
被

災
地

派
遣

時
に

、
女

性
ニ

ー
ズ

へ
の

き
め

細
か

い
対

応
や

、
女

性
の

防
災

人
材

育
成

の
視

点
を

踏
ま

え
、

女
性

職
員

の
一

定
割

合
の

確
保

や
、

円
滑

に
活

動
す

る
た

め
の

支
援

等
に

取
り組

む
。

-
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全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

72
1

4
72

1-
4

生
活

文
化

局
各

区
市

町
村

の
地

域
防

災
計

画
等

に
つ

い
て

、
男

女
平

等
参

画
の

視
点

の
確

認
を

行
う。

・
区

市
町

村
の

男
女

平
等

参
画

セ
ン

ター
等

との
連

携
及

び
ネ

ット
ワ

ー
ク体

制
の

強
化

・
区

市
町

村
の

地
域

防
災

計
画

及
び

避
難

所
運

営
マ

ニ
ュア

ル
の

内
容

確
認

等
を

実
施

・
区

市
町

村
との

連
絡

会
議

な
どの

機
会

を
捉

え
、

地
域

防
災

計
画

等
の

改
正

に
当

た
り、

男
女

平
等

参
画

の
視

点
を

取
り入

れ
る

よ
う働

き
か

け
・

災
害

時
に

お
け

る
相

談
支

援
、

情
報

提
供

等
の

実
施

体
制

の
整

備

-

・
区

市
町

村
の

男
女

平
等

参
画

セ
ン

ター
等

との
連

携
及

び
ネ

ット
ワ

ー
ク

体
制

の
強

化
・

区
市

町
村

の
地

域
防

災
計

画
及

び
避

難
所

運
営

マ
ニ

ュア
ル

の
内

容
確

認
等

を
実

施
・

区
市

町
村

との
連

絡
会

議
な

どの
機

会
を

捉
え

、
地

域
防

災
計

画
等

の
改

正
に

当
た

り、
男

女
平

等
参

画
の

視
点

を
取

り入
れ

る
よ

う働
き

か
け

・
災

害
時

に
お

け
る

相
談

支
援

、
情

報
提

供
等

の
実

施
体

制
の

整
備

-

72
1

5
72

1-
5

福
祉

保
健

局
東

日
本

大
震

災
の

教
訓

を
踏

ま
え

改
訂

した
「避

難
所

管
理

運
営

の
指

針
(区

市
町

村
向

け
)」

に
基

づ
き

、
区

市
町

村
の

避
難

所
管

理
運

営
マ

ニ
ュア

ル
整

備
を

支
援

す
る

。
継

続
して

実
施

す
る

。
-

継
続

して
実

施
す

る
。

　
-

72
2

1
再 41

1-
1

福
祉

保
健

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

72
2

2
再 72

1-
5

福
祉

保
健

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

72
2

3
72

2-
3

福
祉

保
健

局
避

難
所

に
お

い
て

、
市

町
村

が
実

施
す

る
要

配
慮

者
等

の
健

康
相

談
に

対
す

る
都

保
健

所
の

支
援

を
リモ

ー
トで

も
行

うな
ど、

通
信

機
器

を
導

入
し、

区
市

町
村

に
対

す
る

支
援

を
強

化
避

難
所

に
お

い
て

、
市

町
村

が
実

施
す

る
要

配
慮

者
等

の
健

康
相

談
に

対
す

る
都

保
健

所
の

支
援

を
リモ

ー
トで

も
行

うな
ど、

通
信

機
器

を
導

入
し、

区
市

町
村

に
対

す
る

支
援

を
強

化
-

避
難

所
に

お
い

て
、

市
町

村
が

実
施

す
る

要
配

慮
者

等
の

健
康

相
談

に
対

す
る

都
保

健
所

の
支

援
を

リモ
ー

トで
も

行
うな

ど、
通

信
機

器
を

導
入

し、
区

市
町

村
に

対
す

る
支

援
を

強
化

-

72
3

1
72

3-
1

福
祉

保
健

局

大
規

模
災

害
時

に
被

災
に

よ
って

機
能

しな
くな

った
精

神
医

療
の

補
填

、
被

災
した

精
神

障
害

者
や

災
害

ス
トレ

ス
に

よ
る

被
災

住
民

等
へ

の
対

応
及

び
地

域
精

神
保

健
活

動
の

支
援

等
、

発
災

直
後

か
ら中

長
期

ま
で

円
滑

か
つ

迅
速

に
行

わ
れ

る
よ

う東
京

都
災

害
時

ここ
ろ

の
ケ

ア
体

制
（

東
京

D
PA

T）
を

整
備

し、
災

害
等

発
生

時
に

お
け

る
支

援
体

制
の

強
化

を
図

る
。

・
東

京
都

災
害

時
ここ

ろ
の

ケ
ア

体
制

連
絡

調
整

会
議

の
実

施
・

東
京

都
災

害
派

遣
精

神
医

療
チ

ー
ム

（
東

京
D

PA
T)

体
制

整
備

・
都

防
災

訓
練

、
二

次
保

健
医

療
圏

災
害

医
療

図
上

訓
練

へ
の

東
京

D
PA

T
の

参
加

・
東

京
D

PA
T

の
養

成
研

修
の

内
容

充
実

、
フォ

ロー
ア

ップ
研

修
の

実
施

7

・
東

京
都

災
害

時
ここ

ろ
の

ケ
ア

体
制

連
絡

調
整

会
議

の
実

施
・

東
京

都
災

害
派

遣
精

神
医

療
チ

ー
ム

（
東

京
D

PA
T）

体
制

整
備

・
都

防
災

訓
練

、
二

次
保

健
医

療
圏

災
害

医
療

図
上

訓
練

へ
の

東
京

D
PA

T
の

参
加

・
東

京
D

PA
T

の
養

成
研

修
の

内
容

充
実

、
フォ

ロー
ア

ップ
研

修
、

ファ
シ

リテ
ー

ター
研

修
の

実
施

7

72
4

1
72

4-
1

教
育

庁
児

童
・

生
徒

に
とっ

て
安

全
・

安
心

な
環

境
を

確
保

す
る

とと
も

に
、

災
害

時
に

お
け

る
避

難
所

とし
て

の
機

能
を

向
上

させ
る

た
め

、
トイ

レ
改

修
（

洋
式

化
等

）
や

災
害

用
トイ

レ
（

マ
ン

ホ
ー

ル
トイ

レ
等

）
の

整
備

を
実

施
す

る
区

市
町

村
を

支
援

す
る

。

・
公

立
学

校
施

設
に

お
い

て
、

トイ
レ

改
修

（
洋

式
化

等
）

及
び

災
害

用
トイ

レ
（

マ
ン

ホ
ー

ル
トイ

レ
等

）
の

整
備

を
行

う区
市

町
村

に
対

す
る

財
政

支
援

。
補

助
単

価
の

引
き

上
げ

。
・

積
極

的
な

活
用

の
働

き
掛

け
1,

71
9

・
公

立
学

校
施

設
に

お
い

て
、

トイ
レ

改
修

（
洋

式
化

等
）

及
び

災
害

用
トイ

レ
（

マ
ン

ホ
ー

ル
トイ

レ
等

）
の

整
備

を
行

う区
市

町
村

に
対

す
る

財
政

支
援

。
補

助
単

価
の

引
き

上
げ

。
・

積
極

的
な

活
用

の
働

き
掛

け
1,

10
2

72
5

1
再 72

1-
5

福
祉

保
健

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

72
5

2
72

5-
2

福
祉

保
健

局
震

災
時

の
食

中
毒

発
生

等
を

防
止

す
る

た
め

、
東

京
都

、
区

及
び

市
で

編
成

す
る

食
品

衛
生

指
導

班
に

よ
る

炊
飯

所
等

の
衛

生
管

理
指

導
や

避
難

住
民

に
対

す
る

食
品

の
衛

生
的

な
取

扱
い

の
指

導
を

行
う。

継
続

して
実

施
す

る
。

-
継

続
して

実
施

す
る

。
-

72
6

1
72

6-
1

福
祉

保
健

局
貯

水
槽

貯
留

水
等

を
避

難
所

に
お

い
て

飲
用

とす
る

際
、

安
全

な
飲

み
水

を
確

保
す

る
た

め
、

消
毒

薬
の

配
布

及
び

残
留

塩
素

の
確

認
等

を
行

う。
区

市
町

村
か

らの
要

請
に

応
じ、

「環
境

衛
生

指
導

班
」

を
編

成
し、

飲
み

水
の

安
全

確
認

や
消

毒
方

法
の

指
導

を
行

う。

・
計

画
に

基
づ

く消
毒

薬
量

の
備

蓄
・

計
画

に
基

づ
く消

毒
薬

検
査

機
材

の
配

備
 

5
・

計
画

に
基

づ
く消

毒
薬

量
の

備
蓄

・
計

画
に

基
づ

く消
毒

薬
検

査
機

材
の

配
備

5

72
6

2
72

6-
2

福
祉

保
健

局

保
健

所
等

の
環

境
衛

生
監

視
員

に
よ

り
「環

境
衛

生
指

導
班

」
を

編
成

し、
避

難
所

に
お

け
る

飲
料

水
の

衛
生

、
衛

生
的

な
室

内
環

境
の

保
持

、
ご

み
保

管
場

所
等

の
適

正
管

理
等

に
関

す
る

助
言

・
指

導
を

市
町

村
に

対
して

行
う。

環
境

衛
生

指
導

班
は

、
市

町
村

部
(保

健
所

設
置

市
を

除
く。

)
で

業
務

を
行

うほ
か

、
特

別
区

及
び

保
健

所
設

置
市

か
らの

要
請

に
応

じて
派

遣
対

応
を

行
う。

・
環

境
測

定
用

機
材

の
保

守
・

点
検

-
・

環
境

測
定

用
機

材
の

保
守

・
点

検
-

27



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

72
7

1
72

7-
1

福
祉

保
健

局
災

害
発

生
時

の
飼

い
主

責
任

等
に

つ
い

て
普

及
啓

発
を

行
うと

とも
に

、
動

物
の

同
行

避
難

を
盛

り込
ん

だ
各

区
市

町
村

の
地

域
防

災
計

画
策

定
へ

の
助

言
を

行
う。

・
災

害
発

生
時

の
飼

い
主

責
任

等
に

つ
い

て
講

習
会

な
どの

機
会

を
通

じて
普

及
啓

発
を

実
施

・
総

合
防

災
訓

練
の

実
施

、
区

市
町

村
の

訓
練

へ
の

参
加

、
協

力
等

の
支

援
・

動
物

の
同

行
避

難
を

盛
り込

ん
だ

各
区

市
町

村
の

地
域

防
災

計
画

策
定

へ
の

助
言

と同
行

避
難

が
災

害
時

に
円

滑
に

実
施

され
る

よ
う区

市
町

村
の

取
組

を
支

援
-

・
災

害
発

生
時

の
飼

い
主

責
任

等
に

つ
い

て
講

習
会

な
どの

機
会

を
通

じ
て

普
及

啓
発

を
実

施
・

総
合

防
災

訓
練

の
実

施
、

区
市

町
村

の
訓

練
へ

の
参

加
、

協
力

等
の

支
援

・
動

物
の

同
行

避
難

を
盛

り込
ん

だ
各

区
市

町
村

の
地

域
防

災
計

画
策

定
へ

の
助

言
と同

行
避

難
が

災
害

時
に

円
滑

に
実

施
され

る
よ

う区
市

町
村

の
取

組
を

支
援

-

72
8

1
72

8-
1

福
祉

保
健

局
保

健
所

は
、

保
健

衛
生

活
動

の
総

合
的

な
調

整
を

行
うな

ど、
保

健
衛

生
に

関
す

る
地

域
の

災
害

対
策

の
拠

点
とし

て
の

役
割

が
求

め
られ

て
お

り、
効

果
的

な
活

動
を

実
施

す
る

こと
が

で
き

る
よ

う、
職

員
に

対
して

必
要

な
研

修
・

訓
練

等
を

行
う。

・
災

害
対

策
研

修
、

マ
ニ

ュア
ル

に
基

づ
く訓

練
、

救
急

セ
ット

の
更

新
、

災
害

時
に

お
け

る
支

援
の

受
入

体
制

の
検

討
・

整
備

等
を

適
宜

実
施

-
・

災
害

対
策

研
修

、
マ

ニ
ュア

ル
に

基
づ

く訓
練

、
救

急
セ

ット
の

更
新

、
災

害
時

に
お

け
る

支
援

の
受

入
体

制
の

検
討

・
整

備
等

を
適

宜
実

施
-

72
8

2
72

8-
2

福
祉

保
健

局
医

療
依

存
度

の
高

い
重

症
難

病
患

者
や

透
析

医
療

を
受

け
て

い
る

患
者

等
に

とっ
て

は
災

害
に

よ
る

ライ
フラ

イン
の

停
止

や
医

療
の

中
断

は
危

機
的

な
状

況
を

招
く。

普
及

啓
発

活
動

や
災

害
時

連
絡

体
制

の
維

持
等

に
よ

り、
災

害
時

の
在

宅
難

病
患

者
等

の
救

護
体

制
や

支
援

の
充

実
を

図
る

。

・
区

市
町

村
へ

の
支

援
継

続
・

マ
ニ

ュア
ル

に
沿

った
体

制
の

構
築

と必
要

に
応

じた
改

訂
の

検
証

　等
25

・
区

市
町

村
へ

の
支

援
継

続
・

マ
ニ

ュア
ル

に
沿

った
体

制
の

構
築

と必
要

に
応

じた
改

訂
の

検
証

　等
64

72
9

3
72

9-
3

総
務

局
分

散
避

難
の

推
進

に
あ

た
り、

在
宅

避
難

者
等

の
避

難
所

外
避

難
者

へ
の

対
策

の
推

進
に

向
け

て
、

区
市

町
村

の
取

組
を

支
援

して
い

く。
地

震
発

生
時

及
び

風
水

害
発

生
時

に
お

け
る

在
宅

避
難

や
知

人
・

親
戚

宅
へ

自
主

避
難

等
の

避
難

行
動

に
係

る
意

識
調

査
を

実
施

す
る

とと
も

に
、

様
々

な
自

治
体

へ
の

ヒア
リン

グ
を

実
施

20
区

市
町

村
に

よ
る

実
情

に
応

じた
避

難
所

外
避

難
者

対
策

を
支

援
-

72
9

4
72

9-
4

生
活

文
化

局
災

害
時

に
ボ

ラン
テ

ィア
活

動
を

円
滑

に
行

うた
め

に
、

災
害

ボ
ラン

テ
ィア

活
動

の
中

核
的

な
役

割
を

担
う

「災
害

ボ
ラン

テ
ィア

コー
デ

ィネ
ー

ター
」

の
養

成
や

東
京

都
災

害
ボ

ラン
テ

ィア
セ

ン
ター

設
置

訓
練

等
を

実
施

す
る

。

社
会

福
祉

協
議

会
や

N
PO

・N
GO

等
の

市
民

活
動

団
体

が
平

時
よ

り連
携

す
る

こと
は

、
災

害
時

の
備

え
とし

て
大

変
重

要
で

あ
る

。
これ

を
推

進
す

る
ア

クシ
ョン

プ
ラン

推
進

会
議

の
取

組
を

地
域

防
災

計
画

に
位

置
付

け
、

都
とし

て
この

よ
うな

取
組

を
積

極
的

に
支

援
して

い
く。

24
社

会
福

祉
協

議
会

や
N

PO
・

N
GO

等
の

市
民

活
動

団
体

が
平

時
よ

り
連

携
す

る
こと

は
、

災
害

時
の

備
え

とし
て

大
変

重
要

で
あ

る
。

これ
を

推
進

す
る

ア
クシ

ョン
プ

ラン
推

進
会

議
の

取
組

を
地

域
防

災
計

画
に

位
置

付
け

、
都

とし
て

この
よ

うな
取

組
を

積
極

的
に

支
援

して
い

く。
24

　８
　発

災
後

の
生

活
を

可
能

に
す

る
飲

料
水

や
備

蓄
品

の
確

保
と輸

送
13

3,
69

0
　

17
6,

57
1

　８
－

１
　生

活
に

欠
か

せ
な

い
飲

料
水

を
確

保
し

ま
す

11
8,

01
1

　
12

5,
09

1

81
1

1
81

1-
1

水
道

局
着

水
井

か
らろ

過
池

、
場

内
連

絡
管

、
排

水
処

理
施

設
ま

で
の

連
続

性
を

考
慮

し、
浄

水
処

理
の

系
統

ご
とに

、
効

果
的

に
耐

震
補

強
を

推
進

東
村

山
浄

水
場

等
の

耐
震

補
強

を
推

進
38

9
各

施
設

の
耐

震
補

強
を

推
進

　施
工

：
三

郷
浄

水
場

　調
査

・
設

計
：

砧
浄

水
場

、
金

町
浄

水
場

、
朝

霞
浄

水
場

55
1

81
1

2
81

1-
2

水
道

局
予

防
保

全
型

管
理

に
お

け
る

点
検

な
どと

調
整

を
図

る
とと

も
に

、
給

水
所

が
停

止
しな

い
よ

う１
池

ず
つ

実
施

す
る

な
ど、

安
定

給
水

を
確

保
しな

が
ら、

耐
震

化
を

実
施

水
元

給
水

所
等

の
耐

震
補

強
を

推
進

1,
01

1
各

施
設

の
耐

震
補

強
を

推
進

　施
工

・調
査

・設
計

：
水

元
給

水
所

・金
町

浄
水

場
・大

蔵
給

水
所

・
本

郷
給

水
所

　等
1,

97
4

81
1

3
81

1-
3

水
道

局
震

災
時

の
断

水
被

害
の

効
果

的
な

軽
減

に
向

け
た

管
路

の
耐

震
継

手
化

に
つ

い
て

は
、

優
先

順
位

を
明

確
化

し、
計

画
的

な
管

路
の

取
替

を
実

施
避

難
所

や
主

要
な

駅
へ

の
供

給
ル

ー
ト、

被
害

が
大

き
い

と想
定

され
る

地
域

に
つ

い
て

優
先

的
に

耐
震

継
手

化
を

推
進

10
1,

15
8

避
難

所
や

主
要

な
駅

へ
の

供
給

ル
ー

ト、
被

害
が

大
き

い
と想

定
され

る
地

域
に

つ
い

て
優

先
的

に
耐

震
継

手
化

を
推

進
10

1,
95

7

81
2

1
81

2-
1

水
道

局
災

害
や

事
故

時
だ

け
で

な
く、

更
新

等
の

工
事

の
際

に
も

バ
ック

ア
ップ

機
能

を
十

分
に

確
保

す
る

た
め

、
停

止
す

る
こと

が
で

き
な

い
導

水
施

設
を

二
重

化
・

東
村

山
境

線
(仮

称
)、

上
流

部
浄

水
場

（
仮

称
）

関
連

導
水

管
及

び
第

二
朝

霞
引

入
水

路
（

仮
称

）
の

整
備

を
推

進
4,

16
1

・
東

村
山

境
線

(仮
称

)、
上

流
部

浄
水

場
（

仮
称

）
関

連
導

水
管

及
び

第
二

朝
霞

引
入

水
路

（
仮

称
）

の
整

備
を

推
進

4,
26

0

81
2

2
81

2-
2

水
道

局
大

規
模

浄
水

場
の

更
新

に
当

た
って

は
、

更
新

に
伴

い
低

下
す

る
施

設
能

力
相

当
の

浄
水

場
を

あ
らか

じめ
整

備
した

上
で

、
更

新
に

着
手

・
境

浄
水

場
の

再
構

築
を

推
進

(東
村

山
浄

水
場

の
更

新
代

替
)

・
上

流
部

浄
水

場
（

仮
称

）
整

備
の

推
進

(東
村

山
浄

水
場

の
更

新
代

替
)

10
0

・
境

浄
水

場
の

再
構

築
及

び
上

流
部

浄
水

場
（

仮
称

）
整

備
の

推
進

(
東

村
山

浄
水

場
の

更
新

代
替

)
1,

20
1

81
2

3
81

2-
3

水
道

局
他

系
統

か
らの

バ
ック

ア
ップ

機
能

を
確

保
す

る
た

め
、

広
域

的
な

送
水

管
ネ

ット
ワ

ー
クを

構
築

す
る

とと
も

に
、

給
水

所
へ

の
送

水
の

二
系

統
化

を
推

進
・多

摩
南

北
幹

線
(仮

称
)、

第
二

朝
霞

上
井

草
線

(仮
称

)及
び

上
流

部
浄

水
場（

仮
称

）
関

連
送

水
管

の
整

備
を

推
進

6,
77

8
・

第
二

朝
霞

上
井

草
線

(仮
称

)、
多

摩
南

北
幹

線
(仮

称
)、

新
城

南
幹

線
（

仮
称

）、
新

青
山

線
（

仮
称

）
及

び
上

流
部

浄
水

場
（

仮
称

）
関

連
送

水
管

の
整

備
を

推
進

5,
95

0

28



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

81
2

4
81

2-
4

水
道

局
大

規
模

停
電

時
や

電
力

使
用

が
厳

しく
制

限
され

た
場

合
に

お
い

て
も

給
水

を
確

保
で

き
る

よ
う、

自
家

用
発

電
設

備
を

整
備

す
る

。
高

度
浄

水
処

理
に

必
要

な
電

力
を

常
用

発
電

設
備

に
よ

り確
保

し、
自

家
用

発
電

設
備

の
更

新
等

に
併

せ
て

整
備

○
浄

水
場

等
に

自
家

用
発

電
設

備
を

整
備

・
自

家
用

発
電

設
備

に
は

、
都

市
ガ

ス
及

び
液

体
燃

料
(灯

油
等

)の
双

方
を

使
用

可
能

と
す

る
デ

ュア
ル

フュ
エ

ル
方

式
を

可
能

な
限

り採
用

す
る

。
・

可
能

な
限

り
72

時
間

連
続

運
転

で
き

る
液

体
燃

料
の

備
蓄

量
の

確
保

を
目

指
す

。
【常

用
発

電
設

備
】

・
三

郷
浄

水
場

等
の

整
備

を
推

進
【非

常
用

発
電

設
備

】
・

上
北

沢
給

水
所

（
仮

称
）

等
の

整
備

を
推

進

3,
14

9

○
浄

水
場

等
に

自
家

用
発

電
設

備
を

整
備

・
自

家
用

発
電

設
備

に
は

、
都

市
ガ

ス
及

び
液

体
燃

料
(灯

油
等

)の
双

方
を

使
用

可
能

とす
る

デ
ュア

ル
フュ

エ
ル

方
式

を
可

能
な

限
り採

用
す

る
。

・
可

能
な

限
り

72
時

間
連

続
運

転
で

き
る

液
体

燃
料

の
備

蓄
量

の
確

保
を

目
指

す
。

【常
用

発
電

設
備

】
・

三
郷

浄
水

場
等

の
整

備
を

推
進

【非
常

用
発

電
設

備
】

・
上

北
沢

給
水

所
（

仮
称

）
等

の
整

備
を

推
進

8,
26

9

81
3

1
81

3-
1

総
務

局
応

急
給

水
槽

の
老

朽
化

に
伴

う更
新

及
び

整
備

を
行

うと
とも

に
、

応
急

給
水

用
資

器
材

の
更

新
や

給
水

設
備

の
整

備
改

良
、

緊
急

遮
断

弁
の

遠
隔

操
作

化
を

行
うこ

とに
よ

り、
震

災
時

に
お

け
る

応
急

給
水

を
円

滑
か

つ
確

実
に

行
うた

め
の

施
設

等
の

機
能

維
持

を
推

進

・
発

災
時

に
備

え
、

応
急

給
水

槽
を

良
好

な
状

態
に

維
持

・
給

水
拠

点
に

整
備

され
て

い
る

応
急

給
水

栓
を

軽
量

か
つ

組
立

が
容

易
で

錆
に

強
い

ス
テ

ン
レ

ス
の

給
水

栓
に

計
画

的
に

交
換

97
7

・
発

災
時

に
備

え
、

応
急

給
水

槽
を

良
好

な
状

態
に

維
持

す
る

。
・

給
水

拠
点

に
整

備
され

て
い

る
応

急
給

水
栓

を
軽

量
か

つ
組

立
が

容
易

で
錆

に
強

い
ス

テ
ン

レ
ス

の
給

水
栓

に
計

画
的

に
交

換
を

行
う。

79
3

81
3

2
81

3-
2

水
道

局
地

域
住

民
自

らが
応

急
給

水
を

容
易

に
行

え
る

よ
う、

給
水

拠
点

や
消

火
栓

・
排

水
栓

等
を

活
用

した
応

急
給

水
体

制
の

構
築

に
向

け
た

訓
練

実
施

や
資

器
材

の
貸

与
を

実
施

す
る

とと
も

に
、

病
院

等
医

療
施

設
へ

の
応

急
給

水
を

迅
速

に
行

え
る

よ
う、

緊
急

給
水

車
に

よ
る

応
急

給
水

体
制

を
構

築
給

水
拠

点
や

消
火

栓
・

排
水

栓
等

を
活

用
した

応
急

給
水

体
制

の
構

築
に

向
け

た
訓

練
実

施
-

給
水

拠
点

や
消

火
栓

・
排

水
栓

等
を

活
用

した
応

急
給

水
体

制
の

構
築

に
向

け
た

訓
練

実
施

-

81
4

1
81

4-
1

水
道

局
発

災
時

、
断

水
・

通
水

地
域

の
情

報
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

視
覚

的
な

地
図

情
報

とし
て

提
供

発
災

時
、

断
水

・
通

水
地

域
の

情
報

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

に
視

覚
的

な
地

図
情

報
とし

て
提

供
-

発
災

時
、

断
水

・
通

水
地

域
の

情
報

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

に
視

覚
的

な
地

図
情

報
とし

て
提

供
-

81
5

1
81

5-
1

水
道

局
国

の
各

省
や

都
庁

舎
、

災
害

拠
点

病
院

等
の

重
要

施
設

の
周

辺
に

お
い

て
、

Io
T

通
信

を
用

い
た

ス
マ

ー
トメ

ー
タを

設
置

す
る

こと
に

よ
り水

圧
を

遠
隔

監
視

し、
震

災
時

等
に

お
け

る
水

道
管

継
手

部
分

の
抜

け
出

し等
に

伴
う漏

水
を

早
期

に
検

知
す

る
こと

で
、

よ
り効

果
的

な
復

旧
活

動
を

実
現

首
都

中
枢

機
関

等
の

近
傍

消
火

栓
及

び
検

証
用

エ
リア

（
パ

イロ
ット

エ
リア

）
に

水
圧

セ
ン

サ
ー

を
設

置
28

8
首

都
中

枢
機

関
等

の
近

傍
消

火
栓

に
水

圧
セ

ン
サ

ー
を

設
置

13
6

81
5

2
81

5-
2

水
道

局
ドロ

ー
ン

を
活

用
し、

災
害

時
に

お
け

る
水

道
水

源
林

の
被

害
状

況
を

迅
速

に
把

握
す

る
とと

も
に

、
現

場
確

認
が

容
易

で
な

い
崩

落
地

に
お

い
て

、
安

全
か

つ
迅

速
な

調
査

を
実

現
・

現
地

確
認

が
容

易
で

な
い

箇
所

に
つ

い
て

、
災

害
が

発
生

した
場

合
に

必
要

に
応

じて
、

引
き

続
き

現
場

調
査

及
び

崩
壊

地
の

測
量

委
託

な
どで

ドロ
ー

ン
を

活
用

-
・

現
地

確
認

が
容

易
で

な
い

箇
所

に
つ

い
て

、
災

害
が

発
生

した
場

合
に

必
要

に
応

じて
、

引
き

続
き

現
場

調
査

及
び

崩
壊

地
の

測
量

委
託

な
どで

ドロ
ー

ン
を

活
用

-

　８
－

２
　避

難
者

に
必

要
な

物
資

を
備

蓄
・

輸
送

し
ま

す
27

8
　

18
8

82
1

1
82

1-
1

総
務

局

・
高

齢
者

な
どの

要
配

慮
者

及
び

女
性

の
視

点
に

も
配

慮
した

生
活

必
需

品
の

備
蓄

を
行

うた
め

、
都

の
備

蓄
体

制
の

充
実

強
化

を
行

う。
・

食
料

や
飲

料
水

、
生

理
用

品
や

お
む

つ
に

加
え

、
防

災
資

機
材

な
どに

つ
い

て
円

滑
な

調
達

が
可

能
とな

る
よ

う、
民

間
事

業
者

との
協

定
に

基
づ

く調
達

体
制

を
強

化
す

る
。

・
新

興
感

染
症

対
策

に
必

要
な

物
資

の
備

蓄
に

つ
い

て
、

区
市

町
村

へ
補

助
を

実
施

す
る

。
・

備
蓄

物
資

や
他

自
治

体
等

か
らの

支
援

物
資

を
迅

速
に

避
難

所
に

届
け

られ
る

よ
う、

国
や

区
市

町
村

、
関

係
団

体
等

と連
携

し、
訓

練
や

検
証

を
積

み
重

ね
る

こと
で

物
資

の
輸

送
体

制
を

更
に

強
化

す
る

。
・

島
しょ

地
域

で
の

災
害

時
に

備
え

、
備

蓄
物

資
の

推
進

を
図

る
とも

に
輸

送
体

制
を

強
化

す
る

。

・
避

難
所

で
の

生
活

環
境

の
改

善
や

感
染

症
対

策
に

有
効

な
段

ボ
ー

ル
ベ

ッド
や

屋
内

テ
ン

トを
都

とし
て

も
平

時
か

ら備
蓄

す
る

。
・

発
災

時
に

お
い

て
、

避
難

所
を

運
営

す
る

区
市

町
村

か
らの

物
資

調
達

の
要

請
に

対
応

で
き

る
よ

う、
都

と各
種

団
体

等
で

物
資

の
調

達
等

に
関

す
る

協
定

を
締

結
す

る
。

・
避

難
所

で
の

感
染

拡
大

防
止

対
策

に
有

効
な

物
資

の
備

蓄
が

促
進

され
る

よ
う、

避
難

所
を

運
営

す
る

区
市

町
村

に
対

す
る

財
政

支
援

を
実

施
す

る
。

・
継

続
的

に
関

係
機

関
との

協
議

や
訓

練
等

を
実

施
す

る
こと

で
、

東
京

都
多

摩
広

域
防

災
倉

庫
を

含
め

た
、

物
資

の
調

達
・

輸
送

体
制

等
を

検
証

・
強

化
す

る
。

・
区

市
町

村
に

お
け

る
地

域
内

輸
送

拠
点

の
現

況
調

査
や

ヒア
リン

グ
を

行
う。

・
災

害
に

お
け

る
孤

立
地

域
等

へ
の

物
資

輸
送

手
段

とし
て

、
事

前
に

モ
デ

ル
地

区
の

選
定

や
電

波
、

障
害

物
等

の
調

査
を

行
い

、
自

律
飛

行
ドロ

ー
ン

を
活

用
した

物
資

輸
送

の
実

証
実

験
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

ドロ
ー

ン
を

活
用

した
物

資
輸

送
に

関
す

る
協

定
を

締
結

す
る

。
・

「島
しょ

地
域

に
お

け
る

備
蓄

に
関

す
る

担
当

者
会

議
」

な
どを

通
じ、

島
しょ

地
域

で
の

災
害

に
備

え
、

備
蓄

計
画

策
定

・
備

蓄
推

進
の

働
き

掛
け

を
実

施
す

る
。

27
7

・
避

難
所

で
の

生
活

環
境

の
改

善
や

感
染

症
対

策
に

有
効

な
段

ボ
ー

ル
ベ

ッド
や

屋
内

テ
ン

トを
都

とし
て

も
平

時
か

ら備
蓄

す
る

。
・

発
災

時
に

お
い

て
、

避
難

所
を

運
営

す
る

区
市

町
村

か
らの

物
資

調
達

の
要

請
に

対
応

で
き

る
よ

う、
都

と各
種

団
体

等
で

物
資

の
調

達
等

に
関

す
る

協
定

を
締

結
す

る
。

・
避

難
所

で
の

感
染

拡
大

防
止

対
策

に
有

効
な

物
資

の
備

蓄
が

促
進

さ
れ

る
よ

う、
避

難
所

を
運

営
す

る
区

市
町

村
に

対
す

る
財

政
支

援
を

実
施

す
る

。
・

継
続

的
に

関
係

機
関

との
協

議
や

訓
練

等
を

実
施

す
る

こと
で

、
東

京
都

多
摩

広
域

防
災

倉
庫

を
含

め
た

、
物

資
の

調
達

・
輸

送
体

制
等

を
検

証
・

強
化

す
る

。
・

地
域

内
輸

送
拠

点
の

現
況

調
査

等
を

踏
ま

え
、

区
市

町
村

へ
の

物
資

供
給

方
法

の
検

討
を

行
う。

・
「島

しょ
地

域
に

お
け

る
備

蓄
に

関
す

る
担

当
者

会
議

」
な

どを
通

じ、
島

しょ
地

域
で

の
災

害
に

備
え

、
備

蓄
計

画
策

定
・

備
蓄

推
進

の
働

き
掛

け
を

実
施

す
る

。

18
8

29
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全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

82
1

2
82

1-
2

福
祉

保
健

局
区

市
町

村
と連

携
した

発
災

後
3

日
分

の
食

料
・

生
活

必
需

品
の

備
蓄

体
制

を
構

築
す

る
。

・区
市

町
村

の
備

蓄
状

況
を

確
認

し、
都

が
保

管
す

る
た

め
に

必
要

な
備

蓄
量

を
検

証
。

発
災

後
３

日
分

の
食

料
を

確
保

す
る

。
・

地
域

内
備

蓄
の

充
実

に
向

け
た

働
き

か
け

を
実

施
して

い
く。

・
要

配
慮

者
向

け
の

食
料

の
確

保
に

向
け

た
取

組
を

実
施

す
る

。
-

・
区

市
町

村
の

備
蓄

状
況

を
確

認
し、

都
が

保
管

す
る

た
め

に
必

要
な

備
蓄

量
を

検
証

。
発

災
後

３
日

分
の

食
料

を
確

保
す

る
。

・
地

域
内

備
蓄

の
充

実
に

向
け

た
働

き
か

け
を

実
施

して
い

く。
・

要
配

慮
者

向
け

の
食

料
の

確
保

に
向

け
た

取
組

を
実

施
す

る
。

　
-

82
1

3
82

1-
3

産
業

労
働

局
広

域
的

な
見

地
か

ら、
区

市
町

村
の

不
足

分
を

補
完

す
る

た
め

、
区

市
町

村
と連

携
して

発
災

後
3

日
目

ま
で

の
非

常
用

食
料

を
備

蓄
な

どに
よ

り確
保

す
る

。
さら

に
、

発
災

後
4

日
目

以
降

は
米

穀
、

副
食

品
、

生
鮮

食
料

品
等

を
関

係
事

業
者

等
か

ら調
達

す
る

。
引

き
続

き
、

協
定

を
更

新
引

き
続

き
、

協
定

を
更

新
　

82
1

4
82

1-
4

福
祉

保
健

局
物

資
の

搬
出

効
率

の
向

上
を

図
る

た
め

、
備

蓄
倉

庫
の

再
編

と物
資

の
保

管
体

制
の

改
善

に
よ

る
備

蓄
体

制
の

強
化

に
向

け
た

取
組

を
実

施
す

る
。

・
区

市
町

村
寄

託
倉

庫
の

毛
布

約
11

万
枚

の
洗

浄
、

圧
縮

リパ
ック

及
び

カー
ペ

ット
約

3
万

枚
の

梱
包

替
え

を
実

施
す

る
。

-
・

都
直

営
倉

庫
の

毛
布

約
10

万
枚

の
洗

浄
、

圧
縮

リパ
ック

及
び

カー
ペ

ット
約

21
万

枚
の

梱
包

替
え

を
実

施
す

る
。

・区
市

町
村

寄
託

倉
庫

の
毛

布
約

2
万

枚
の

洗
浄

、
圧

縮
リパ

ック
及

び
カー

ペ
ット

約
2

万
枚

の
梱

包
替

え
を

実
施

す
る

。
-

82
1

5
82

1-
5

住
宅

政
策

本
部

区
市

町
村

が
取

り組
む

基
本

的
な

空
き

家
対

策
の

事
業

（
基

本
型

）、
地

域
特

性
に

応
じて

空
き

家
対

策
計

画
等

に
位

置
付

け
実

施
す

る
事

業
(企

画
提

案
型

）
に

対
して

財
政

支
援

を
行

う。
(1

31
-1

4
と同

一
事

業
)

・
基

本
型

に
お

い
て

、
防

災
備

蓄
倉

庫
等

へ
の

改
修

や
そ

の
た

め
の

除
却

を
強

力
に

支
援

25
8

の
内

数
・

基
本

型
に

お
い

て
、

防
災

備
蓄

倉
庫

等
へ

の
改

修
や

そ
の

た
め

の
除

却
を

強
力

に
支

援
22

8
の

内
数

82
2

1
再 82

1-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

82
3

1
82

3-
1

総
務

局
都

と物
資

輸
送

車
両

との
双

方
向

の
情

報
伝

達
を

可
能

とす
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築
等

を
通

じて
、

効
率

的
な

物
資

輸
送

体
制

を
整

備
す

る
。

・
効

率
的

な
物

資
輸

送
体

制
の

整
備

を
図

る
た

め
、

ア
プ

リを
開

発
す

る
。

1
・

ア
プ

リを
用

い
た

実
証

実
験

を
訓

練
等

を
通

じて
行

う。
1

　８
－

３
　家

庭
に

お
け

る
備

蓄
や

電
源

の
確

保
等

を
促

進
し

ま
す

15
,4

01
　

51
,2

92

83
1

1
83

1-
1

総
務

局
各

家
庭

が
、

家
族

構
成

な
どを

踏
ま

え
た

食
料

・
生

活
必

需
品

の
備

蓄
を

継
続

的
に

行
え

る
よ

う
「都

民
の

備
蓄

推
進

プ
ロジ

ェク
ト」

を
推

進
す

る
。

・
　イ

ベ
ン

トへ
の

出
展

　　
5

回
・

　普
及

啓
発

資
材

の
作

成
　　

45
,0

00
部

・
　備

蓄
普

及
啓

発
動

画
の

広
報

・
「東

京
備

蓄
ナ

ビ」
の

利
用

促
進

に
向

け
、

ユ
ー

ザ
ー

の
意

見
等

の
反

映
や

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
の

活
用

に
よ

り、
改

善
の

取
組

と普
及

啓
発

を
実

施

60

・
　イ

ベ
ン

トへ
の

出
展

　　
5

回
・

　普
及

啓
発

資
材

の
作

成
　　

45
,0

00
部

・
　備

蓄
普

及
啓

発
動

画
の

広
報

・
　「

東
京

備
蓄

ナ
ビ」

の
利

用
促

進
に

向
け

、
ユ

ー
ザ

ー
の

意
見

等
の

反
映

や
オ

ー
プ

ン
ソ

ー
ス

の
活

用
に

よ
り、

改
善

の
取

組
と普

及
啓

発
を

実
施

51

83
2

1
再 10

22
-1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

83
3

1
83

3-
1

環
境

局

蓄
電

池
等

の
導

入
の

ほ
か

、
家

庭
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

削
減

に
資

す
る

住
宅

の
断

熱
性

能
の

確
保

や
高

効
率

家
電

の
普

及
等

を
進

め
る

。
この

よ
うな

省
エ

ネ
・

再
エ

ネ
の

利
用

及
び

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ジ

メン
トの

推
進

に
よ

り、
防

災
や

暑
さ対

策
な

ど適
応

策
の

観
点

も
踏

ま
え

た
ゼ

ロエ
ミ住

宅
の

標
準

化
を

目
指

す
。

引
き

続
き

、
防

災
力

の
向

上
に

向
け

、
非

常
用

電
源

とし
て

も
有

効
な

蓄
電

池
や

家
庭

用
燃

料
電

池
の

普
及

を
促

進
・

家
庭

に
お

け
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
の

高
度

化
促

進
事

業
・

家
庭

の
ゼ

ロエ
ミッ

シ
ョン

行
動

推
進

事
業

・
東

京
ゼ

ロエ
ミ住

宅
導

入
促

進
事

業
・

家
庭

に
対

す
る

蓄
電

池
等

補
助

・
自

家
消

費
プ

ラン
・

家
庭

に
お

け
る

熱
の

有
効

利
用

促
進

事
業

・
区

市
町

村
との

連
携

に
よ

る
地

域
環

境
力

活
性

化
事

業
・

水
素

を
活

用
した

ス
マ

ー
トエ

ネ
ル

ギ
ー

エ
リア

形
成

推
進

事
業

7,
79

1

引
き

続
き

、
防

災
力

の
向

上
に

向
け

、
非

常
用

電
源

とし
て

も
有

効
な

蓄
電

池
や

家
庭

用
燃

料
電

池
の

普
及

を
促

進
・

家
庭

の
ゼ

ロエ
ミッ

シ
ョン

行
動

推
進

事
業

・
東

京
ゼ

ロエ
ミ住

宅
導

入
促

進
事

業
・

災
害

に
も

強
く健

康
に

も
資

す
る

断
熱

・
太

陽
光

住
宅

普
及

拡
大

事
業

・
区

市
町

村
との

連
携

に
よ

る
地

域
環

境
力

活
性

化
事

業
・

水
素

を
活

用
した

ス
マ

ー
トエ

ネ
ル

ギ
ー

エ
リア

形
成

推
進

事
業

36
,6

51



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

83
3

2
83

3-
2

環
境

局
太

陽
光

パ
ネ

ル
等

の
再

エ
ネ

設
備

の
設

置
や

蓄
電

池
の

導
入

等
に

よ
り、

地
域

の
再

エ
ネ

の
効

果
的

な
地

産
地

消
や

再
エ

ネ
の

利
用

拡
大

を
進

め
て

い
く。

これ
に

よ
り、

地
域

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

資
源

で
あ

る
とと

も
に

、
脱

炭
素

社
会

構
築

の
重

要
な

鍵
で

あ
る

再
エ

ネ
の

基
幹

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

を
目

指
す

。

引
き

続
き

、
防

災
力

の
向

上
に

向
け

、
災

害
時

の
電

源
確

保
に

向
け

た
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
を

促
進

・
太

陽
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

拡
大

プ
ロジ

ェク
ト

・
住

宅
用

太
陽

光
発

電
初

期
費

用
ゼ

ロ促
進

事
業

・
地

中
熱

利
用

の
普

及
促

進
・

とち
ょう

電
力

プ
ラン

・
南

大
沢

地
区

に
お

け
る

再
エ

ネ
由

来
水

素
を

活
用

した
VP

P
モ

デ
ル

事
業

27
4

引
き

続
き

、
防

災
力

の
向

上
に

向
け

、
災

害
時

の
電

源
確

保
に

向
け

た
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
を

促
進

・
太

陽
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

拡
大

プ
ロジ

ェク
ト

・
地

産
地

消
再

エ
ネ

増
強

プ
ロジ

ェク
ト

・
地

中
熱

利
用

の
普

及
促

進
・都

有
施

設
の

再
エ

ネ
10

0%
化

に
つ

な
が

る
島

しょ
地

域
に

お
け

る
太

陽
光

発
電

設
備

等
導

入
事

業
・

とち
ょう

電
力

プ
ラン

・
南

大
沢

地
区

に
お

け
る

再
エ

ネ
由

来
水

素
を

活
用

した
VP

P
モ

デ
ル

事
業

2,
23

9

83
3

3
再 10

44
-4

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

83
3

4
83

3-
4

環
境

局

災
害

時
の

電
源

確
保

や
蓄

電
・

給
電

機
能

を
活

用
した

家
庭

や
地

域
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ジ

メン
トの

高
度

化
に

も
資

す
る

、ゼ
ロエ

ミッ
シ

ョン
ビー

クル
（

Ｅ
Ｖ

・
Ｐ

Ｈ
Ｖ

・
Ｆ

Ｃ
Ｖ

）
の

普
及

に
向

け
、

充
電

器
等

の
イン

フラ
整

備
や

ZE
V

導
入

へ
の

支
援

、
V2

H
や

外
部

給
電

器
の

導
入

促
進

等
を

進
め

て
い

く。

防
災

力
の

向
上

に
向

け
、

災
害

時
の

非
常

用
電

源
とし

て
も

利
用

可
能

な
ZE

V
・

外
部

給
電

器
等

の
普

及
を

促
進

・
ZE

V
等

導
入

促
進

事
業

・
充

電
設

備
導

入
促

進
事

業
 

7,
27

6
防

災
力

の
向

上
に

向
け

、
災

害
時

の
非

常
用

電
源

とし
て

も
利

用
可

能
な

ZE
V

・
外

部
給

電
器

等
の

普
及

を
促

進
・

ZE
V

等
導

入
促

進
事

業
・

充
電

設
備

導
入

促
進

事
業

 
12

,3
51

　９
　公

助
に

よ
る

救
出

救
助

活
動

等
の

展
開

50
,5

37
　

51
,8

49

　９
－

１
　救

出
救

助
活

動
等

に
必

要
とな

る
道

路
の

閉
塞

を
防

ぎ
ま

す
3,

85
7

　
3,

38
6

91
1

1
91

1-
1

都
市

整
備

局

「東
京

に
お

け
る

緊
急

輸
送

道
路

沿
道

建
築

物
の

耐
震

化
を

推
進

す
る

条
例

」
に

基
づ

き
、

特
定

緊
急

輸
送

道
路

沿
道

建
築

物
の

耐
震

診
断

等
を

義
務

付
け

る
とと

も
に

、
助

成
制

度
を

拡
充

ま
た

、
九

都
県

市
で

の
連

携
した

取
組

や
学

識
経

験
者

に
よ

る
検

討
委

員
会

に
て

更
な

る
促

進
策

を
検

討
す

る
な

ど、
耐

震
化

を
促

進

【特
定

緊
急

輸
送

道
路

沿
道

建
築

物
】

○
助

成
対

象
特

定
緊

急
輸

送
道

路
に

接
す

る
道

路
幅

員
の

1/
2

相
当

の
高

さか
つ

旧
耐

震
建

築
物

○
助

成
割

合
、

助
成

単
価

・
耐

震
診

断
 ー

 2
01

6
年

度
末

で
助

成
終

了
・

補
強

設
計

　都
の

補
助

率
1/

3,
床

面
積

1,
00

0
㎡

以
内

の
部

分
 5

,0
00

円
/㎡

 他
・

耐
震

改
修

助
成

　都
の

補
助

率
1/

3,
一

般
的

な
耐

震
改

修
の

場
合

 5
1,

20
0

円
/㎡

 他
　I

s
値

0.
3

未
満

の
建

築
物

は
、

助
成

単
価

・
上

限
額

を
1.

5
倍

及
び

建
替

・
除

却
に

も
拡

充
○

更
な

る
促

進
策

とし
て

以
下

の
施

策
を

展
開

・
段

階
的

改
修

の
２

回
目

以
降

の
工

事
が

未
定

の
場

合
で

も
、

改
修

後
の

Iｓ
値

を
0.

3
以

上
とす

る
こと

を
条

件
に

、
耐

震
改

修
の

一
部

を
実

施
す

る
場

合
に

要
す

る
費

用
に

つ
い

て
助

成
を

実
施

・
占

有
者

が
存

す
る

建
築

物
の

耐
震

改
修

等
に

要
す

る
費

用
に

対
す

る
助

成
額

の
加

算
を

実
施

・
耐

震
化

推
進

条
例

に
基

づ
く建

物
所

有
者

へ
の

指
導

・
指

示
を

実
施

・
耐

震
改

修
事

例
や

耐
震

改
修

費
用

の
情

報
提

供
　な

ど

3,
83

6

【特
定

緊
急

輸
送

道
路

沿
道

建
築

物
】

○
助

成
対

象
特

定
緊

急
輸

送
道

路
に

接
す

る
道

路
幅

員
の

1/
2

相
当

の
高

さか
つ

旧
耐

震
建

築
物

○
助

成
割

合
、

助
成

単
価

・
耐

震
診

断
 ー

 2
01

6
年

度
末

で
助

成
終

了
・

補
強

設
計

　都
の

補
助

率
1/

3,
床

面
積

1,
00

0
㎡

以
内

の
部

分
 5

,0
00

円
/

㎡
 他

・
耐

震
改

修
助

成
　都

の
補

助
率

1/
3,

一
般

的
な

耐
震

改
修

の
場

合
 5

1,
20

0
円

/㎡
 

他 　I
s

値
0.

3
未

満
の

建
築

物
は

、
助

成
単

価
・

上
限

額
を

1.
5

倍
及

び
建

替
・

除
却

に
も

拡
充

○
更

な
る

促
進

策
とし

て
以

下
の

施
策

を
展

開
・

段
階

的
改

修
の

２
回

目
以

降
の

工
事

が
未

定
の

場
合

で
も

、
改

修
後

の
Iｓ

値
を

0.
3

以
上

とす
る

こと
を

条
件

に
、

耐
震

改
修

の
一

部
を

実
施

す
る

場
合

に
要

す
る

費
用

に
つ

い
て

助
成

を
実

施
・

占
有

者
が

存
す

る
建

築
物

の
耐

震
改

修
等

に
要

す
る

費
用

に
対

す
る

助
成

額
の

加
算

を
実

施
・

耐
震

化
推

進
条

例
に

基
づ

く建
物

所
有

者
へ

の
指

導
・

指
示

を
実

施
・

耐
震

改
修

事
例

や
耐

震
改

修
費

用
の

情
報

提
供

　な
ど

3,
36

8

31



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

91
1

2
91

1-
2

都
市

整
備

局
提

携
の

実
施

金
融

機
関

が
、

緊
急

輸
送

道
路

沿
道

の
民

間
建

物
所

有
者

に
対

して
低

利
の

融
資

を
行

え
る

よ
う預

託
し、

実
施

金
融

機
関

は
、

耐
震

診
断

・
改

修
を

行
う建

物
所

有
者

に
対

し、
資

金
を

低
利

で
融

資

○
東

京
都

は
、

運
用

に
必

要
な

資
金

を
預

託
す

る
こと

を
条

件
に

、
民

間
の

建
物

所
有

者
に

対
して

耐
震

診
断

費
用

（
耐

震
診

断
が

義
務

付
け

られ
る

特
定

緊
急

輸
送

道
路

沿
道

建
築

物
の

み
）

・
耐

震
改

修
費

用
の

一
部

を
低

利
で

融
資

す
る

金
融

機
関

の
公

募
を

行
う。

○
東

京
都

は
提

携
金

融
機

関
を

通
じて

、
民

間
建

物
所

有
者

が
行

う耐
震

診
断

・
耐

震
改

修
に

係
る

資
金

の
借

入
を

支
援

す
る

。
〈融

資
を

受
け

る
建

物
要

件
〉

○
緊

急
輸

送
道

路
沿

道
で

震
災

時
に

道
路

閉
塞

を
起

こす
恐

れ
の

あ
る

延
床

面
積

10
,0

00
㎡

以
下

の
建

築
物

の
耐

震
改

修
○

20
12

年
度

よ
り、

耐
震

診
断

が
義

務
化

され
て

い
る

特
定

緊
急

輸
送

道
路

沿
道

建
築

物
の

耐
震

診
断

〈低
利

融
資

機
関

の
融

資
条

件
〉

○
融

資
限

度
額

　３
億

円
○

融
資

期
間

　１
０

年
以

内
○

融
資

利
率

　預
託

金
に

よ
り通

常
よ

り低
利

とす
る

21

○
東

京
都

は
、

運
用

に
必

要
な

資
金

を
預

託
す

る
こと

を
条

件
に

、
民

間
の

建
物

所
有

者
に

対
して

耐
震

診
断

費
用

（
耐

震
診

断
が

義
務

付
け

ら
れ

る
特

定
緊

急
輸

送
道

路
沿

道
建

築
物

の
み

）
・

耐
震

改
修

費
用

の
一

部
を

低
利

で
融

資
す

る
金

融
機

関
の

公
募

を
行

う。
○

東
京

都
は

提
携

金
融

機
関

を
通

じて
、

民
間

建
物

所
有

者
が

行
う耐

震
診

断
・

耐
震

改
修

に
係

る
資

金
の

借
入

を
支

援
す

る
。

〈融
資

を
受

け
る

建
物

要
件

〉
○

緊
急

輸
送

道
路

沿
道

で
震

災
時

に
道

路
閉

塞
を

起
こす

恐
れ

の
あ

る
延

床
面

積
10

,0
00

㎡
以

下
の

建
築

物
の

耐
震

改
修

○
20

12
年

度
よ

り、
耐

震
診

断
が

義
務

化
され

て
い

る
特

定
緊

急
輸

送
道

路
沿

道
建

築
物

の
耐

震
診

断
〈低

利
融

資
機

関
の

融
資

条
件

〉
○

融
資

限
度

額
　３

億
円

○
融

資
期

間
　１

０
年

以
内

○
融

資
利

率
　預

託
金

に
よ

り通
常

よ
り低

利
とす

る

18

91
1

3
再 13

3-
1

都
市

整
備

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

91
1

4
再 13

3-
2

都
市

整
備

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

91
1

5
再 13

1-
4

都
市

整
備

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

91
1

6
再 13

3-
3

都
市

整
備

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

91
2

1
再 42

1-
1

都
市

整
備

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

91
2

2
再 42

1-
2

建
設

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

91
2

3
再 42

1-
3

建
設

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

91
2

4
再 42

1-
4

住
宅

政
策

本
部

(再
掲

)
(再

掲
)

-
(再

掲
)

-

91
2

5
再 42

1-
5

都
市

整
備

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

91
2

6
再 42

1-
6

港
湾

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

91
2

7
再 42

1-
7

港
湾

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

91
3

1
再 42

3-
7

下
水

道
局

(再
掲

)
(再

掲
)

-
(再

掲
)

-

　９
－

２
　陸

上
の

緊
急

輸
送

ル
ー

ト
を

確
保

し
ま

す
43

8
　

1,
09

8
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全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

92
1

1
92

1-
1

建
設

局
発

災
後

の
道

路
障

害
物

除
去

作
業

等
を

円
滑

に
行

うた
め

、
陸

橋
等

の
高

架
下

に
資

機
材

置
場

(道
路

防
災

ス
テ

ー
シ

ョン
)を

整
備

す
る

。
区

部
の

全
建

設
事

務
所

に
各

１
か

所
以

上
の

整
備

が
完

了
し、

運
用

して
い

る
-

区
部

の
全

建
設

事
務

所
に

各
１

か
所

以
上

の
整

備
が

完
了

し、
運

用
し

て
い

る
-

92
2

1
92

2-
1

港
湾

局
道

路
啓

開
な

どの
応

急
復

旧
に

必
要

とな
る

重
機

類
の

所
在

を
日

常
的

に
把

握
し、

災
害

発
生

時
に

必
要

な
箇

所
に

、
迅

速
に

重
機

類
を

手
配

で
き

る
よ

う、
各

工
事

現
場

の
受

注
者

に
重

機
類

の
情

報
を

シ
ス

テ
ム

登
録

す
る

こと
を

義
務

付
け

、
重

機
類

情
報

提
供

サ
ー

ビス
で

管
理

す
る

。
引

き
続

き
、

同
サ

ー
ビス

に
よ

り臨
海

部
で

の
重

機
類

の
情

報
を

把
握

6
引

き
続

き
、

同
サ

ー
ビス

に
よ

り臨
海

部
で

の
重

機
類

の
情

報
を

把
握

6

92
2

2
92

2-
2

警
視

庁
停

電
に

よ
り信

号
機

が
滅

灯
す

る
と交

通
に

与
え

る
影

響
が

大
き

い
こと

か
ら、

信
号

機
用

非
常

用
電

源
設

備
を

設
置

す
る

とと
も

に
緊

急
交

通
路

等
の

交
通

状
況

を
確

認
す

る
た

め
の

幹
線

道
路

交
通

情
報

カメ
ラを

整
備

す
る

。
継

続
運

用
1

継
続

運
用

53
0

92
2

3
92

2-
3

警
視

庁
交

通
規

制
を

実
施

す
る

に
当

た
り、

直
ち

に
交

通
規

制
用

資
器

材
を

使
用

可
能

とす
る

た
め

、
これ

らの
資

器
材

を
収

納
した

簡
易

倉
庫

(交
通

規
制

用
資

器
材

収
納

倉
庫

)を
必

要
な

交
差

点
直

近
に

整
備

す
る

。
交

通
規

制
用

資
器

材
を

収
納

した
簡

易
倉

庫
を

３
棟

設
置

予
定

3
交

通
規

制
用

資
器

材
を

収
納

した
簡

易
倉

庫
を

10
棟

設
置

予
定

10

92
2

4
92

2-
4

警
視

庁
大

震
災

発
生

時
の

交
通

規
制

計
画

を
都

民
に

広
く周

知
す

る
た

め
、

チ
ラシ

の
作

成
・配

布
に

加
え

て
、視

覚
効

果
が

高
く分

か
りや

す
い

D
VD

を
作

成
・

配
布

して
広

報
の

推
進

を
図

る
。

・
チ

ラシ
の

配
布

　継
続

した
広

報
が

必
要

な
た

め
、

前
年

度
と同

規
模

の
配

布
を

予
定

・
広

報
委

託
　前

年
度

に
お

け
る

効
果

検
証

を
ふ

ま
え

、
同

規
模

で
委

託
予

定
13

・
チ

ラシ
の

配
布

　継
続

した
広

報
が

必
要

な
た

め
、

前
年

度
と同

規
模

の
配

布
を

予
定

・
広

報
委

託
　前

年
度

に
お

け
る

効
果

検
証

を
ふ

ま
え

、
同

規
模

で
委

託
予

定
・

広
報

用
D

VD
の

作
成

　緊
急

交
通

路
等

の
路

線
見

直
しに

合
わ

せ
た

D
VD

を
作

成
予

定

16

92
2

5
92

2-
5

警
視

庁
大

震
災

発
生

時
に

ドラ
イバ

ー
に

対
して

交
通

規
制

の
内

容
を

周
知

す
る

とと
も

に
、

車
両

利
用

の
抑

制
を

図
る

た
め

、
交

通
情

報
板

を
主

要
幹

線
道

路
に

整
備

(更
新

)す
る

。
長

期
整

備
計

画
に

基
づ

き
、

更
新

予
定

36
1

長
期

整
備

計
画

に
基

づ
き

、
更

新
予

定
46

6

92
2

6
92

2-
6

警
視

庁
災

害
に

お
け

る
緊

急
交

通
路

等
の

確
保

の
た

め
、

道
路

障
害

物
除

去
活

動
に

必
要

な
災

害
用

車
両

及
び

災
害

用
資

器
材

の
整

備
・

充
実

を
図

る
。

・
チ

ェー
ン

ソ
ー

購
入

予
定

・
ホ

イー
ル

ロー
ダー

購
入

予
定

　
39

・
チ

ェー
ン

ソ
ー

購
入

予
定

・
ホ

イー
ル

ロー
ダー

購
入

予
定

　
53

92
2

7
92

2-
7

警
視

庁
各

種
災

害
に

よ
る

被
災

者
の

救
護

、
緊

急
交

通
路

の
確

保
な

ど迅
速

・
的

確
な

災
害

応
急

対
策

活
動

に
大

き
な

力
を

発
揮

す
る

フォ
ー

クリ
フト

を
は

じ
め

とし
た

重
機

の
運

転
技

能
向

上
を

図
る

。

重
機

資
格

取
得

不
整

地
運

搬
車

13
名

車
両

系
建

設
機

械
(整

地
・

解
体

)各
80

名
クレ

ー
ン

40
名

玉
掛

け
40

名
フォ

ー
クリ

フト
47

名
大

型
特

殊
15

名

13
重

機
資

格
取

得
15

92
2

8
92

2-
8

警
視

庁

警
視

庁
と社

団
法

人
東

京
警

備
業

協
会

との
間

に
お

い
て

締
結

した
災

害
支

援
協

定
に

基
づ

き
、

都
内

に
お

い
て

大
規

模
災

害
が

発
生

した
際

に
警

察
力

を
補

完
す

る
た

め
警

備
員

の
支

援
を

受
け

、
緊

急
交

通
路

の
確

保
等

に
関

す
る

交
通

誘
導

や
被

災
地

に
お

け
る

防
犯

パ
トロ

ー
ル

、
避

難
場

所
等

の
警

戒
活

動
等

を
効

果
的

に
実

施
す

る
た

め
の

訓
練

を
実

施
す

る
。

・災
害

時
支

援
協

定
に

基
づ

き
、

警
備

員
約

20
0

名
が

自
主

参
集

訓
練

、
災

害
時

に
お

け
る

実
践

的
訓

練
を

実
施

・
東

京
都

総
合

防
災

訓
練

に
警

備
員

約
10

0
名

を
参

加
させ

、
会

場
で

の
誘

導
警

戒
訓

練
を

実
施

2
・

災
害

時
支

援
協

定
に

基
づ

き
、

警
備

員
が

自
主

参
集

訓
練

、
災

害
時

に
お

け
る

実
践

的
訓

練
を

実
施

・
東

京
都

総
合

防
災

訓
練

に
警

備
員

を
参

加
させ

、
会

場
で

の
誘

導
警

戒
訓

練
を

実
施

2

92
2

9
92

2-
9

総
務

局
国

等
の

計
画

と連
携

して
、

全
て

の
応

急
対

策
活

動
に

必
要

とな
る

緊
急

輸
送

ル
ー

トを
確

保
す

る
。

国
な

どの
関

係
機

関
との

情
報

伝
達

訓
練

を
介

して
、

更
な

る
効

果
的

な
情

報
伝

達
を

検
証

す
る

。
道

路
管

理
者

等
と連

携
し、

発
災

時
に

お
け

る
道

路
状

況
の

情
報

収
集

力
の

拡
充

を
図

る
。

-
国

な
どの

関
係

機
関

との
情

報
伝

達
訓

練
を

介
して

、
更

な
る

効
果

的
な

情
報

伝
達

を
検

証
す

る
。

道
路

管
理

者
等

と連
携

し、
発

災
時

に
お

け
る

道
路

状
況

の
情

報
収

集
力

の
拡

充
を

図
る

。
　

-

　９
－

３
　道

路
以

外
の

ル
ー

ト
も

最
大

限
確

保
し

ま
す

31
,9

66
　

33
,5

42

33



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

93
1

1
93

1-
1

福
祉

保
健

局
医

療
施

設
に

お
け

る
ヘ

リコ
プ

ター
緊

急
離

発
着

場
等

の
施

設
整

備
を

促
進

し、
災

害
時

に
お

い
て

緊
急

度
、

優
先

度
の

高
い

重
症

患
者

へ
の

災
害

時
に

お
け

る
医

療
体

制
の

確
保

を
図

る
。

継
続

実
施

10
継

続
実

施
-

93
2

1
93

2-
1

建
設

局
発

災
時

の
水

上
ル

ー
トの

活
用

に
向

け
、

防
災

船
着

場
等

の
整

備
を

進
め

る
。

防
災

船
着

場
等

の
整

備
推

進
84

防
災

船
着

場
等

の
整

備
推

進
　

20
2

93
2

2
93

2-
2

港
湾

局
平

成
27

年
度

に
策

定
した

「東
京

港
防

災
船

着
場

整
備

計
画

」
に

基
づ

き
、

防
災

船
着

場
の

着
実

な
整

備
・

管
理

や
運

用
を

図
る

こと
に

よ
り、

災
害

時
に

機
能

す
る

水
上

輸
送

体
制

を
構

築
す

る
。

新
規

防
災

船
着

場
及

び
付

帯
施

設
の

設
計

・
工

事
39

8
新

規
防

災
船

着
場

及
び

付
帯

施
設

の
設

計
・

工
事

34
9

93
3

3
93

3-
3

港
湾

局
大

規
模

地
震

発
生

時
に

お
け

る
被

災
者

の
避

難
や

緊
急

救
援

物
資

輸
送

、
首

都
圏

の
経

済
活

動
停

滞
を

回
避

す
る

た
め

、
耐

震
強

化
岸

壁
を

整
備

す
る

。
8

バ
ー

ス
の

工
事

等
を

実
施

13
,9

83
品

川
ユ

ニ
ット

ロー
ドＳ

３
バ

ー
ス

の
工

事
等

を
実

施
17

,7
66

93
3

4
93

3-
4

港
湾

局
港

湾
BC

P
を

策
定

し、
官

民
協

働
体

制
を

構
築

した
上

、
災

害
時

に
お

け
る

安
全

確
保

及
び

物
流

機
能

の
早

期
復

旧
な

どに
向

け
た

対
策

を
行

う。
図

上
訓

練
等

に
よ

る
災

害
発

生
時

の
行

動
手

順
の

再
確

認
4

図
上

訓
練

等
に

よ
り災

害
発

生
時

の
行

動
手

順
を

再
確

認
す

る
。

-

93
3

5
93

3-
5

港
湾

局

平
成

24
年

12
月

に
策

定
した

「東
京

港
海

岸
保

全
施

設
整

備
計

画（
平

成
24

年
度

～
令

和
３

年
度

）」
に

基
づ

き
、

現
在

、
最

大
級

の
地

震
を

想
定

した
耐

震
対

策
・

耐
水

対
策

等
に

取
り組

ん
で

い
る

。
整

備
を

進
め

る
とと

も
に

、
今

後
は

気
候

変
動

に
よ

る
影

響
に

適
応

す
る

た
め

、
国

が
行

う海
岸

保
全

基
本

方
針

の
見

直
しを

踏
ま

え
て

東
京

湾
沿

岸
海

岸
保

全
基

本
計

画
（

東
京

都
区

間
）

を
見

直
し、

次
期

整
備

計
画

（
令

和
４

年
度

～
）

を
策

定
す

る
必

要
が

あ
る

。

次
期

整
備

計
画

の
策

定
17

,4
79

次
期

整
備

計
画

の
策

定
及

び
事

業
の

推
進

15
,2

15

93
3

6
93

3-
6

港
湾

局
東

京
港

内
埋

立
地

盤
に

お
け

る
地

震
波

形
の

長
期

継
続

観
測

を
実

施
す

る
こと

で
、

港
湾

施
設

の
安

全
性

向
上

に
寄

与
す

る
。

引
き

続
き

、
東

京
港

内
埋

立
地

盤
に

お
け

る
地

震
波

形
の

長
期

継
続

観
測

を
実

施
8

東
京

港
内

埋
立

地
盤

に
お

け
る

地
震

波
形

の
長

期
継

続
観

測
を

実
施

す
る

こと
で

、
港

湾
施

設
の

安
全

性
向

上
に

寄
与

10

　９
－

４
　関

係
機

関
が

救
出

救
助

活
動

を
展

開
で

き
る

拠
点

を
確

保
し

ま
す

3,
13

5
3,

52
0

94
1

1
94

1-
1

建
設

局
避

難
者

の
安

全
確

保
や

救
援

部
隊

の
活

動
支

援
の

た
め

、
停

電
時

で
も

公
園

管
理

所
が

機
能

発
揮

す
る

よ
う、

避
難

場
所

や
救

出
・

救
助

の
活

動
拠

点
とな

る
都

立
公

園
に

非
常

用
発

電
設

備
を

整
備

す
る

な
ど、

防
災

機
能

の
更

な
る

強
化

を
図

る
。

・
基

本
計

画
３

公
園

策
定

予
定

・
震

災
時

利
用

計
画

３
公

園
策

定
予

定
・

工
事

3
公

園
着

手
予

定
1,

43
9

・
基

本
計

画
３

公
園

策
定

予
定

・
震

災
時

利
用

計
画

４
公

園
策

定
予

定
・

工
事

８
公

園
着

手
予

定
　

92
6

94
1

2
94

1-
2

港
湾

局

大
規

模
救

出
活

動
拠

点
や

災
害

時
臨

時
離

着
陸

場
候

補
地

等
、

災
害

時
に

最
低

限
必

要
な

臨
時

の
ヘ

リポ
ー

ト
・

車
両

動
線

の
確

保
な

どを
整

備
す

る
。

ま
た

、
通

常
時

か
ら利

用
者

へ
の

情
報

提
供

や
災

害
へ

の
注

意
喚

起
を

行
うた

め
、

海
抜

表
示

板
を

設
置

す
る

。

１
公

園
に

つ
い

て
設

計
、

5
公

園
に

つ
い

て
工

事
を

行
う。

24
1

3
公

園
に

つ
い

て
工

事
を

行
う

18
7

94
1

3
94

1-
3

住
宅

政
策

本
部

白
鬚

東
防

災
拠

点
の

都
営

住
宅

棟
及

び
権

利
変

換
住

宅
棟

等
の

防
災

施
設

を
管

理
し、

非
常

災
害

及
び

非
常

時
火

災
に

お
け

る
防

災
施

設
の

円
滑

な
機

能
の

確
保

を
図

る
。

防
災

設
備

の
保

守
管

理
を

行
うほ

か
、

計
画

的
に

冷
却

式
空

調
機

の
設

備
更

新
を

実
施

74
6

老
朽

化
した

防
災

施
設

の
維

持
管

理
・

更
新

70
0

94
1

4
94

1-
4

港
湾

局
震

災
時

の
救

出
・

救
助

活
動

や
復

旧
活

動
、

避
難

誘
導

な
どの

応
急

対
策

活
動

を
円

滑
に

行
うた

め
、

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
す

る
。

海
の

森
公

園
及

び
有

明
親

水
海

浜
公

園
の

整
備

を
進

め
る

。
70

9
設

計
・

工
事

1,
70

7

　９
－

５
　様

々
な

事
態

に
対

応
で

き
る

災
害

対
応

力
を

強
化

し
ま

す
5,

32
6

　
5,

65
2

34



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

95
1

1
95

1-
1

警
視

庁
発

災
時

に
運

用
で

き
る

重
機

を
確

保
す

る
た

め
、

重
機

を
保

有
す

る
民

間
事

業
者

との
災

害
時

協
力

協
定

を
推

進
す

る
ほ

か
、

民
間

事
業

者
の

重
機

操
作

員
(オ

ペ
レ

ー
ター

)が
指

導
員

とし
て

各
種

訓
練

に
お

い
て

職
員

の
指

導
に

当
た

り、
重

機
運

転
技

能
の

向
上

を
図

る
体

制
を

構
築

す
る

。

・
民

間
の

重
機

教
習

所
指

導
員

に
よ

る
技

能
向

上
訓

練
を

実
施

・
ホ

イー
ル

ロー
ダー

等
重

機
を

配
備

予
定

66
・

民
間

の
重

機
教

習
所

指
導

員
に

よ
る

技
能

向
上

訓
練

を
実

施
等

67

95
1

2
95

1-
2

東
京

消
防

庁
外

国
人

が
安

心
して

滞
在

で
き

る
環

境
を

整
備

す
る

た
め

、
救

急
活

動
に

必
要

な
英

語
対

応
力

を
有

し、
外

国
文

化
を

理
解

した
接

遇
を

行
う英

語
対

応
救

急
隊

を
整

備
す

る
。

東
京

20
20

大
会

へ
向

け
た

英
語

対
応

救
急

隊
員

の
育

成
英

語
対

応
救

急
隊

の
拡

充
整

備
多

言
語

音
声

翻
訳

ア
プ

リ
「救

急
ボ

イス
トラ

」
の

拡
充

整
備

完
了

4
多

言
語

音
声

翻
訳

ア
プ

リ
「救

急
ボ

イス
トラ

」
を

運
用

-

95
2

1
再 51

2-
1

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

95
2

2
再 51

2-
1

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

95
2

3
再 51

2-
1

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

95
2

4
再 51

2-
1

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

95
2

5
再 51

2-
1

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

95
2

6
95

2-
6

警
視

庁

大
震

災
を

は
じめ

とし
た

各
種

災
害

に
備

え
、

災
害

用
車

両
及

び
資

器
材

の
整

備
・

充
実

を
図

り、
災

害
時

の
体

制
強

化
を

図
る

。
ま

た
、

大
震

災
発

生
時

に
は

、
道

路
の

損
壊

状
況

、
渋

滞
状

況
な

どを
迅

速
に

把
握

し、
緊

急
自

動
車

専
用

路
等

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

が
、

道
路

の
段

差
や

亀
裂

、
落

下
物

な
どに

よ
り、

通
常

の
白

バ
イで

は
視

察
活

動
に

制
約

が
生

じる
こと

が
予

想
され

る
た

め
、

悪
路

等
の

走
破

性
能

が
非

常
に

高
い

オ
フロ

ー
ドバ

イク
を

導
入

す
る

。

・
投

光
器

、
災

害
用

ダン
プ

車
等

を
配

備
予

定
26

3
-

-

95
2

7
95

2-
7

東
京

消
防

庁

大
規

模
震

災
時

に
は

、
様

々
な

災
害

が
複

合
的

に
発

生
す

る
こと

が
考

え
ら

れ
、

被
害

軽
減

の
た

め
火

災
や

救
助

に
加

え
、

N
BC

災
害

等
の

特
殊

災
害

へ
の

対
応

強
化

を
図

る
た

め
、

大
規

模
震

災
対

策
資

器
材

を
充

実
させ

る
。

※
　N

BC
災

害
：

東
京

消
防

庁
で

は
、

核
(N

uc
le

ar
)・

生
物

剤
(B

io
lo

gi
ca

l)
・

化
学

剤
(C

he
m

ic
al

)に
よ

る
意

図
的

災
害

(テ
ロ

)
な

どと
、

放
射

性
同

位
元

素
、

感
染

症
の

病
原

体
、

毒
物

・
劇

物
、

高
圧

ガ
ス

取
扱

施
設

に
お

け
る

火
災

、
漏

え
い

な
どの

意
図

的
で

な
い

災
害

を
総

称
して

N
BC

災
害

とし
て

い
る

。

・
山

間
地

災
害

対
策

用
衛

星
携

帯
電

話
の

更
新

12
3

・
消

防
隊

用
可

搬
ポ

ン
プ

、
テ

ン
ト等

の
更

新
・

衛
星

携
帯

電
話

の
維

持
管

理
・

山
間

地
災

害
対

策
用

衛
星

携
帯

電
話

の
更

新
12

8

95
2

8
95

2-
8

東
京

消
防

庁
今

後
、

い
つ

発
生

す
る

か
わ

か
らな

い
首

都
直

下
地

震
等

に
備

え
、

救
助

器
具

の
増

強
整

備
、

新
た

な
救

助
訓

練
等

の
実

施
を

通
して

、
震

災
時

の
迅

速
な

救
助

体
制

の
充

実
を

図
る

。

・
各

所
属

へ
震

災
用

資
器

材
を

配
置

・
エ

レ
ベ

ー
ター

閉
じ込

め
事

故
指

導
者

研
修

を
実

施
・

孤
立

が
想

定
され

る
地

区
に

お
け

る
救

助
訓

練
を

実
施

30
・

震
災

用
資

器
材

を
配

置
・

エ
レ

ベ
ー

ター
閉

じ込
め

事
故

指
導

者
研

修
を

実
施

・
孤

立
が

想
定

され
る

地
区

に
お

け
る

救
助

訓
練

を
実

施
40

95
2

9
95

2-
9

警
視

庁
無

線
操

縦
式

の
ロボ

ット
で

、
建

物
倒

壊
現

場
等

の
危

険
な

現
場

で
救

助
隊

員
が

危
険

を
冒

す
こと

な
く、

迅
速

な
捜

索
活

動
が

可
能

多
目

的
ロボ

ット
一

式
の

購
入

26
-

-

95
2

10
95

2-
10

警
視

庁
災

害
現

場
で

撮
影

した
ドロ

ー
ン

映
像

を
「警

視
庁

総
合

指
揮

所
」

等
に

送
信

・
表

示
す

る
こと

が
で

き
、

迅
速

な
部

隊
指

揮
が

可
能

ドロ
ー

ン
画

像
転

送
シ

ス
テ

ム
整

備
8

ドロ
ー

ン
画

像
転

送
シ

ス
テ

ム
整

備
16

95
2

11
95

2-
11

警
視

庁
電

磁
波

を
用

い
て

、
建

物
な

どの
下

敷
き

に
な

って
い

る
要

救
助

者
を

捜
索

す
る

こと
が

可
能

電
磁

波
探

査
装

置
一

式
の

購
入

4
電

磁
波

探
査

装
置

一
式

の
購

入
4

35



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

95
2

12
95

2-
12

警
視

庁
重

量
物

の
運

搬
等

、
体

の
動

き
を

サ
ポ

ー
トす

る
も

の
で

、
土

砂
災

害
現

場
等

で
迅

速
か

つ
効

果
的

な
活

動
が

可
能

パ
ワ

ー
ドス

ー
ツ２

式
の

購
入

22
パ

ワ
ー

ドス
ー

ツ２
式

の
購

入
3

95
2

13
95

2-
13

警
視

庁
災

害
現

場
で

充
電

式
電

源
運

搬
車

を
使

用
す

る
こと

で
、

救
助

隊
員

の
負

担
軽

減
とな

り、
迅

速
な

救
助

活
動

に
反

映
す

る
こと

が
可

能
充

電
式

電
動

運
搬

車
11

台
の

購
入

2
-

-

95
2

14
95

2-
14

警
視

庁
災

害
現

場
で

ス
ロー

トマ
イク

を
使

用
す

る
こと

で
、

雑
音

の
影

響
を

受
け

る
こ

とな
く、

救
助

隊
員

の
無

線
通

話
が

で
き

、
迅

速
な

報
告

に
よ

り、
救

助
活

動
に

反
映

す
る

こと
が

可
能

無
線

機
用

ス
ロー

トマ
イク

60
式

の
購

入
3

-
-

95
2

15
95

2-
15

警
視

庁
高

所
に

取
り残

され
た

要
救

助
者

を
救

出
す

る
際

に
移

動
が

容
易

な
エ

ア
ー

マ
ット

を
活

用
す

る
こと

で
、

要
救

助
者

の
安

全
を

確
保

小
型

エ
ア

ー
マ

ット
４

式
の

購
入

11
小

型
エ

ア
ー

マ
ット

４
式

の
購

入
11

95
2

16
95

2-
16

警
視

庁
熱

源
探

知
機

能
（

サ
ー

マ
ル

モ
ー

ド）
と暗

視
機

能
（

ナ
イト

ビジ
ョン

）
が

１
つ

に
な

った
ゴ

ー
グ

ル
を

活
用

す
る

こと
で

夜
間

や
悪

天
候

、
暗

所
の

現
場

に
お

い
て

要
救

助
者

を
迅

速
に

捜
索

す
る

こと
が

可
能

熱
源

探
知

機
能

付
き

暗
視

ゴ
ー

グ
ル

３
式

の
購

入
7

熱
源

探
知

機
能

付
き

暗
視

ゴ
ー

グ
ル

３
式

の
購

入
8

95
2

17
95

2-
17

警
視

庁
都

市
部

で
の

水
害

発
生

時
に

、
水

深
が

浅
い

場
所

に
お

い
て

も
安

定
して

航
行

が
で

き
、

円
滑

に
救

助
活

動
を

実
施

す
る

こと
が

可
能

レ
ス

キ
ュー

ラフ
ト

15
式

の
購

入
10

レ
ス

キ
ュー

ラフ
ト

15
式

の
購

入
10

95
2

18
95

2-
18

警
視

庁
サ

ー
フェ

イス
ドラ

イス
ー

ツを
活

用
し、

安
全

で
迅

速
な

水
面

で
の

救
助

活
動

が
可

能
サ

ー
フェ

イス
ドラ

イス
ー

ツ
40

式
の

購
入

5
サ

ー
フェ

イス
ドラ

イス
ー

ツ
40

式
の

購
入

5

95
2

19
95

2-
19

警
視

庁
水

害
に

よ
り孤

立
した

要
救

助
者

や
河

川
等

に
流

され
た

要
救

助
者

を
迅

速
に

救
助

す
る

こと
が

可
能

自
動

膨
張

式
浮

力
体

15
8

式
の

購
入

9
自

動
膨

張
式

浮
力

体
13

6
式

の
購

入
7

95
2

20
95

2-
20

警
視

庁
昼

夜
を

問
わ

ず
に

活
動

す
る

救
助

隊
員

の
休

息
を

確
保

寝
袋

　1
1,

00
0

個
購

入
10

寝
袋

　1
1,

00
0

個
購

入
10

95
2

21
95

2-
21

警
視

庁
噴

火
や

土
砂

災
害

発
生

時
に

活
動

す
る

隊
員

を
火

山
灰

や
粉

塵
か

ら防
護

し、
迅

速
な

撤
去

が
可

能
4,

24
8

式
（

ゴ
ー

グ
ル

・
マ

ス
ク

・
耳

栓
・

手
袋

・
ヘ

ッド
ライ

ト）
の

購
入

17
式

（
一

輪
車

２
台

、
ス

コッ
プ

10
個

、
バ

ケ
ツ

10
個

、
発

電
機

１
台

）
の

購
入

　
38

4,
24

8
式

（
ゴ

ー
グ

ル
・

マ
ス

ク
・

耳
栓

・
手

袋
・

ヘ
ッド

ライ
ト）

の
購

入 17
式

（
一

輪
車

２
台

、ス
コッ

プ
10

個
、バ

ケ
ツ

10
個

、発
電

機
１

台
）

の
購

入
　

38

95
3

1
95

3-
1

東
京

消
防

庁
東

日
本

大
震

災
に

お
け

る
被

害
状

況
及

び
活

動
状

況
を

踏
ま

え
、

消
防

車
両

等
を

計
画

的
に

整
備

・
更

新
し、

震
災

時
に

同
時

多
発

す
る

火
災

、
救

助
、

救
急

事
象

等
へ

の
即

応
態

勢
を

強
化

す
る

。

・
あ

らゆ
る

災
害

に
備

え
、

消
防

車
両

の
適

正
な

更
新

及
び

増
強

を
継

続
す

る
。

・
東

京
都

が
環

境
対

策
とし

て
推

進
す

る
ゼ

ロエ
ミッ

シ
ョン

ビー
クル

（
Ｚ

Ｅ
Ｖ

）
に

も
適

合
す

る
プ

ラグ
イン

ハ
イブ

リッ
ド車

（
Ｐ

Ｈ
Ｖ

）
は

、
停

電
時

に
は

電
源

供
給

とし
て

後
方

支
援

で
の

活
用

が
可

能
で

あ
る

た
め

、
Ｐ

Ｈ
Ｖ

で
の

更
新

を
継

続
す

る
。

・
地

域
特

性
や

災
害

特
性

に
応

じた
装

備
資

機
材

に
つ

い
て

、
国

内
及

び
海

外
の

国
際

的
な

展
示

会
の

視
察

を
実

施
す

る
な

ど、
調

査
及

び
検

討
を

継
続

す
る

。

4,
67

6

 ・
あ

らゆ
る

災
害

に
備

え
、

消
防

車
両

の
適

正
な

更
新

及
び

増
強

を
継

続
す

る
。

・
東

京
都

が
環

境
対

策
とし

て
推

進
す

る
ゼ

ロエ
ミッ

シ
ョン

ビー
クル

（
Ｚ

Ｅ
Ｖ

）
に

も
適

合
す

る
プ

ラグ
イン

ハ
イブ

リッ
ド車

（
Ｐ

Ｈ
Ｖ

）
は

、
停

電
時

に
は

電
源

供
給

とし
て

後
方

支
援

で
の

活
用

が
可

能
で

あ
る

た
め

、
Ｐ

Ｈ
Ｖ

で
の

更
新

を
継

続
す

る
。

・
地

域
特

性
や

災
害

特
性

に
応

じた
装

備
資

機
材

に
つ

い
て

、
国

内
及

び
海

外
の

国
際

的
な

展
示

会
の

視
察

を
実

施
す

る
な

ど、
調

査
及

び
検

討
を

継
続

す
る

。
 

5,
28

2

95
4

1
95

4-
1

総
務

局

・
石

油
コン

ビナ
ー

ト等
災

害
防

止
法

に
基

づ
き

、
都

に
お

い
て

は
、

東
京

国
際

空
港

地
区

が
特

別
防

災
区

域
とし

て
指

定
され

て
い

る
こと

か
ら、

東
京

都
石

油
コン

ビナ
ー

ト等
防

災
本

部
を

設
置

し、
石

油
コン

ビナ
ー

ト等
防

災
計

画
及

び
災

害
想

定
を

策
定

・
防

災
計

画
に

基
づ

き
、

災
害

対
策

の
実

施
態

勢
を

構
築

し、
防

災
訓

練
等

を
実

施

東
京

都
石

油
コン

ビナ
ー

ト等
防

災
本

部
が

策
定

した
石

油
コン

ビナ
ー

ト等
防

災
計

画
に

基
づ

き
、

防
災

対
策

を
推

進
・

石
油

コン
ビナ

ー
ト等

防
災

本
部

会
議

等
の

開
催

・
石

油
コン

ビナ
ー

ト災
害

を
想

定
した

訓
練

の
実

施
9

東
京

都
石

油
コン

ビナ
ー

ト等
防

災
本

部
が

策
定

した
石

油
コン

ビナ
ー

ト
等

防
災

計
画

に
基

づ
き

、
防

災
対

策
を

推
進

・
石

油
コン

ビナ
ー

ト等
防

災
本

部
会

議
等

の
開

催
・

防
災

ア
セ

ス
メン

トの
実

施
・

石
油

コン
ビナ

ー
ト災

害
を

想
定

した
訓

練
の

実
施

　

23
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全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

95
4

2
95

4-
2

東
京

消
防

庁
石

油
コン

ビナ
ー

ト等
特

別
防

災
区

域
で

あ
る

東
京

国
際

空
港

地
区

に
お

け
る

自
衛

防
災

組
織

及
び

消
防

隊
に

よ
る

災
害

対
応

能
力

を
向

上
させ

る
。

・
輻

射
熱

表
示

シ
ー

ト
62

枚
（

31
着

分
）

の
計

画
的

な
整

備
・

自
衛

防
災

組
織

の
能

力
向

上
指

導
-

・
輻

射
熱

表
示

シ
ー

ト
62

枚
（

31
着

分
）

の
計

画
的

な
整

備
（

令
和

6
年

度
ま

で
に

耐
熱

服
全

着
数

分
を

整
備

す
る

。）
・

自
衛

防
災

組
織

の
技

能
コン

テ
ス

トに
向

け
た

訓
練

指
導

等
の

災
害

対
応

能
力

向
上

の
た

め
の

指
導

を
実

施
-

　９
－

６
　都

民
の

命
を

守
る

医
療

機
能

を
強

化
し

ま
す

4,
61

8
　

3,
93

0

96
1

1
96

1-
1

福
祉

保
健

局
災

害
拠

点
病

院
等

が
、

災
害

時
に

多
数

傷
病

者
を

確
実

に
受

け
入

れ
る

こ
とが

で
き

る
よ

うに
、

体
制

整
備

を
行

う。
・

運
営

費
補

助
　1

6
施

設
1,

12
9

・
運

営
費

補
助

　1
8

施
設

1,
05

0

96
1

2
96

1-
2

福
祉

保
健

局
災

害
拠

点
病

院
等

が
、

災
害

時
に

多
数

傷
病

者
を

確
実

に
受

け
入

れ
る

こ
とが

で
き

る
よ

うに
、

施
設

整
備

を
行

う。
・

施
設

整
備

2
施

設
・

設
備

整
備

13
施

設
62

3
・

施
設

整
備

0
施

設
・

設
備

整
備

16
施

設
71

0

96
1

3
96

1-
3

福
祉

保
健

局
災

害
拠

点
病

院
等

が
、

災
害

時
に

多
数

傷
病

者
を

確
実

に
受

け
入

れ
る

こ
とが

で
き

る
よ

うに
、

施
設

整
備

を
行

う。
・

運
営

協
力

金
85

施
設

・
医

療
資

器
材

更
新

85
施

設
85

・
運

営
協

力
金

84
施

設
・

医
療

資
器

材
更

新
84

施
設

10
4

96
1

4
96

1-
4

福
祉

保
健

局
災

害
拠

点
病

院
等

が
、

災
害

時
に

多
数

傷
病

者
を

確
実

に
受

け
入

れ
る

こ
とが

で
き

る
よ

うに
、

施
設

整
備

を
行

う。

・
備

蓄
倉

庫
2

施
設

・
自

家
発

電
2

施
設

・
受

水
槽

2
施

設
・

地
下

水
設

備
1

施
設

・
停

電
対

策
0

施
設

・
断

水
対

策
0

施
設

・
Ｎ

Ｂ
Ｃ

設
備

41
施

設

1,
02

2

・
備

蓄
倉

庫
2

施
設

・
自

家
発

電
2

施
設

・
受

水
槽

1
施

設
・

給
水

設
備

1
施

設
・

燃
料

タン
ク

1
施

設
・

医
療

用
設

備
移

設
2

施
設

・
Ｎ

Ｂ
Ｃ

設
備

35
施

設

53
5

96
1

5
96

1-
5

福
祉

保
健

局
災

害
拠

点
病

院
等

が
、

災
害

時
に

多
数

傷
病

者
を

確
実

に
受

け
入

れ
る

こ
とが

で
き

る
よ

うに
、

施
設

整
備

を
行

う。
・

通
信

設
備

回
線

使
用

料
12

施
設

・
医

療
対

策
拠

点
の

機
能

強
化

5
・

通
信

設
備

回
線

使
用

料
12

施
設

・
医

療
対

策
拠

点
の

機
能

強
化

3

96
1

6
96

1-
6

福
祉

保
健

局
災

害
拠

点
病

院
等

が
、

災
害

時
に

多
数

傷
病

者
を

確
実

に
受

け
入

れ
る

こ
とが

で
き

る
よ

うに
、

体
制

整
備

を
行

う。
・

備
蓄

倉
庫

2
施

設
・

受
入

関
連

施
設

4
施

設
11

1
・

備
蓄

倉
庫

2
施

設
・

受
入

関
連

施
設

5
施

設
16

3

96
1

7
96

1-
7

福
祉

保
健

局
災

害
拠

点
病

院
等

が
、

災
害

時
に

多
数

傷
病

者
を

確
実

に
受

け
入

れ
る

こ
とが

で
き

る
よ

うに
、

体
制

整
備

を
行

う。
・

災
害

拠
点

連
携

病
院

運
営

協
力

金
・

医
療

ガ
ス

配
管

整
備

・
ライ

フラ
イン

確
保

用
資

器
材

等
の

整
備

37
9

・
災

害
拠

点
連

携
病

院
運

営
協

力
金

・
医

療
ガ

ス
配

管
整

備
・

ライ
フラ

イン
確

保
用

資
器

材
等

の
整

備
　

13
5

96
1

8
96

1-
8

福
祉

保
健

局
災

害
時

に
お

け
る

負
傷

者
等

に
対

す
る

医
療

体
制

を
確

保
す

る
た

め
、

医
薬

品
・

医
療

資
器

材
の

備
蓄

整
備

を
行

い
、

円
滑

に
供

給
で

き
る

体
制

の
確

保
を

図
る

。
更

新
の

必
要

な
も

の
を

継
続

して
整

備
（

災
害

救
助

基
金

を
活

用
）

-
更

新
の

必
要

な
も

の
を

継
続

して
整

備
（

災
害

救
助

基
金

を
活

用
）

-

96
1

9
96

1-
9

福
祉

保
健

局
大

地
震

が
発

生
した

場
合

、
多

くの
負

傷
者

が
発

生
し、

適
切

な
医

療
を

行
うた

め
に

血
液

の
確

保
が

必
要

とな
る

。
東

京
都

で
は

、
日

本
赤

十
字

社
等

と連
携

して
血

液
製

剤
を

確
保

し供
給

を
行

う。
協

定
の

継
続

-
協

定
の

継
続

-

96
1

10
96

1-
10

福
祉

保
健

局

東
日

本
大

震
災

被
災

地
で

の
、

医
薬

品
・

医
療

資
器

材
の

供
給

実
態

及
び

そ
の

課
題

を
関

係
者

へ
調

査
した

結
果

を
踏

ま
え

、
公

益
社

団
法

人
東

京
都

薬
剤

師
会

、
区

市
町

村
等

、
関

係
者

との
連

絡
会

を
開

催
し、

災
害

医
療

体
制

に
つ

い
て

検
討

を
重

ね
る

な
ど、

連
携

体
制

を
強

化
す

る
。

ま
た

、
東

京
都

か
ら協

定
団

体
(関

係
5

団
体

※
)に

対
す

る
医

薬
品

等
の

供
給

要
請

、
協

定
団

体
か

ら各
加

盟
事

業
者

へ
の

連
絡

及
び

協
定

団
体

か
らの

報
告

に
つ

い
て

、
図

上
訓

練
を

実
施

し、
災

害
時

に
お

け
る

医
薬

品
等

の
円

滑
な

確
保

を
図

る
。

※
　関

係
５

団
体

：
東

京
医

薬
品

卸
業

協
会

、
日

本
医

療
機

器
協

会
、

日
本

衛
生

材
料

工
業

連
合

会
、

日
本

産
業

･
医

療
ガ

ス
協

会
及

び
大

東
京

歯
科

用
品

商
協

同
組

合

継
続

して
実

施
す

る
。

-
継

続
して

実
施

す
る

。
-
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全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

96
1

11
96

1-
11

福
祉

保
健

局
「医

療
機

関
の

事
業

継
続

計
画

（
Ｂ

Ｃ
Ｐ

）
策

定
ガ

イド
ライ

ン
」

を
作

成
し、

災
害

拠
点

病
院

の
み

な
らず

全
て

の
病

院
に

周
知

して
Ｂ

Ｃ
Ｐ

の
策

定
を

促
進

して
い

る
。

防
災

訓
練

の
説

明
会

や
地

域
災

害
医

療
連

携
会

議
な

どの
場

を
通

じて
、

Ｂ
Ｃ

Ｐ
策

定
の

働
き

か
け

を
実

施
93

防
災

訓
練

の
説

明
会

や
地

域
災

害
医

療
連

携
会

議
な

どの
場

を
通

じて
、

Ｂ
Ｃ

Ｐ
策

定
の

働
き

か
け

を
実

施
79

96
1

12
96

1-
12

病
院

経
営

本
部

発
災

時
に

お
い

て
も

都
立

病
院

の
機

能
を

継
続

で
き

る
よ

う、
都

立
病

院
全

体
で

災
害

対
策

を
連

携
して

推
し進

め
、

災
害

医
療

の
提

供
体

制
を

確
保

して
い

く。

・
災

害
用

備
蓄

品
の

整
備

・
研

修
・

訓
練

の
充

実
・

強
化

・
広

尾
病

院
減

災
対

策
支

援
セ

ン
ター

業
務

の
拡

大
13

・
災

害
用

備
蓄

品
の

整
備

・
研

修
・

訓
練

の
充

実
・

強
化

・
広

尾
病

院
減

災
対

策
支

援
セ

ン
ター

業
務

の
拡

大
　

-

96
1

13
96

1-
13

福
祉

保
健

局
精

神
科

病
院

が
被

災
に

よ
り、

入
院

機
能

を
停

止
した

場
合

、
早

急
に

入
院

患
者

の
転

院
が

必
要

に
な

る
。

当
該

入
院

患
者

の
一

時
受

入
及

び
精

神
症

状
の

安
定

化
を

図
る

た
め

に
、

都
の

現
状

を
踏

ま
え

、
災

害
拠

点
精

神
科

病
院

及
び

都
独

自
の

災
害

拠
点

精
神

科
連

携
病

院
を

整
備

す
る

。
災

害
拠

点
精

神
科

病
院

等
の

指
定

3
災

害
拠

点
精

神
科

病
院

の
指

定
災

害
拠

点
精

神
科

病
院

等
の

災
害

時
医

療
体

制
整

備
8

96
1

14
96

1-
14

福
祉

保
健

局
災

害
拠

点
病

院
及

び
災

害
拠

点
連

携
病

院
等

が
災

害
時

の
傷

病
者

を
確

実
に

受
け

入
れ

る
こと

が
で

き
る

よ
う、

施
設

整
備

な
どを

行
う

自
家

発
電

設
備

等
に

関
す

る
整

備
費

補
助

○
災

害
拠

点
病

院
、

災
害

拠
点

連
携

病
院

　
・

移
設

に
係

る
整

備
費

補
助

　
・

水
害

対
策

や
揺

れ
対

策
に

係
る

整
備

費
補

助
○

災
害

拠
点

連
携

病
院

  ・
自

家
発

電
設

備
等

の
新

設
等

に
係

る
整

備
費

補
助

80
7

自
家

発
電

設
備

等
に

関
す

る
整

備
費

補
助

○
災

害
拠

点
病

院
、

災
害

拠
点

連
携

病
院

　
・

移
設

に
係

る
整

備
費

補
助

　
・

水
害

対
策

や
揺

れ
対

策
に

係
る

整
備

費
補

助
○

災
害

拠
点

連
携

病
院

  ・
自

家
発

電
設

備
等

の
新

設
等

に
係

る
整

備
費

補
助

84
2

96
1

15
96

1-
15

福
祉

保
健

局
近

年
、

多
様

化
す

る
災

害
に

お
け

る
ブ

ラッ
クア

ウ
ト発

生
等

の
長

期
的

な
停

電
を

踏
ま

え
、

大
型

の
自

家
発

電
設

備
の

導
入

が
困

難
な

災
害

拠
点

連
携

病
院

に
対

し、
移

動
電

源
車

に
よ

る
電

源
を

確
保

し、
大

規
模

か
つ

長
時

間
の

停
電

発
生

時
に

お
け

る
病

院
機

能
を

維
持

す
る

。
移

動
電

源
車

の
確

保
及

び
運

用
44

移
動

電
源

車
の

確
保

及
び

運
用

44

96
1

16
96

1-
16

病
院

経
営

本
部

都
立

病
院

で
平

時
に

利
用

して
い

る
医

療
介

護
専

用
SN

S
を

、
発

災
時

の
地

域
医

療
機

関
等

との
患

者
情

報
の

共
有

に
活

用
し、

医
療

連
携

体
制

を
強

化
都

立
病

院
で

平
時

に
利

用
して

い
る

医
療

介
護

専
用

SN
S

を
、

発
災

時
の

地
域

医
療

機
関

等
との

患
者

情
報

の
共

有
に

活
用

し、
医

療
連

携
体

制
を

強
化

2
・

医
療

介
護

専
用

SN
S

の
導

入
病

院
の

拡
大

・
発

災
時

の
運

用
方

法
を

引
き

続
き

検
討

-

96
2

1
96

2-
1

福
祉

保
健

局
災

害
時

に
は

、
薬

局
の

早
期

復
旧

が
必

要
で

あ
る

た
め

、
薬

局
の

災
害

対
応

力
向

上
の

た
め

の
研

修
を

実
施

す
る

。
継

続
して

実
施

す
る

。
4

地
域

の
災

害
薬

事
コー

デ
ィネ

ー
ター

等
を

育
成

す
る

た
め

の
研

修
を

実
施

4

96
2

2
96

2-
2

福
祉

保
健

局

災
害

拠
点

病
院

を
は

じめ
、

都
内

の
医

療
機

関
に

お
け

る
災

害
時

の
円

滑
な

患
者

受
入

等
を

図
る

た
め

、
平

時
か

ら消
防

訓
練

、
避

難
訓

練
の

み
な

らず
、

災
害

時
の

情
報

連
絡

体
制

の
確

保
や

、
被

災
地

域
か

らの
傷

病
者

、
他

県
か

らの
医

療
ス

タッ
フ等

の
受

入
れ

等
を

想
定

した
各

病
院

主
催

の
防

災
訓

練
の

実
施

を
促

進
す

る
。

・
総

合
防

災
訓

練
1

回
・

図
上

訓
練

4
回

・
大

規
模

地
震

時
医

療
活

動
訓

練
1

回
25

・
総

合
防

災
訓

練
1

回
・

図
上

訓
練

4
回

・
大

規
模

地
震

時
医

療
活

動
訓

練
1

回
25

96
2

3
96

2-
3

福
祉

保
健

局

区
市

町
村

、
東

京
消

防
庁

、
東

京
都

医
師

会
、

東
京

都
歯

科
医

師
会

等
関

係
機

関
との

連
携

に
よ

り、
被

害
状

況
等

を
一

元
的

に
収

集
し、

被
災

者
や

関
係

者
に

伝
達

す
る

体
制

を
確

立
す

る
。

ま
た

、
東

京
都

防
災

行
政

無
線

の
整

備
、

広
域

災
害

救
急

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

(E
M

IS
)の

活
用

に
よ

り、
発

災
直

後
か

らの
医

療
救

護
活

動
に

関
す

る
情

報
連

絡
体

制
を

確
保

す
る

。

・
災

害
医

療
協

議
会

等
6

回
・

地
域

災
害

医
療

連
携

会
議

12
回

49
・

災
害

医
療

協
議

会
等

6
回

・
地

域
災

害
医

療
連

携
会

議
12

回
28

96
2

4
96

2-
4

福
祉

保
健

局
東

京
D

M
AT

(災
害

医
療

派
遣

チ
ー

ム
)は

、
災

害
発

生
直

後
か

らお
お

む
ね

72
時

間
後

ま
で

の
間

に
災

害
発

生
現

場
等

、
医

療
の

空
白

地
帯

に
出

場
して

、
多

数
傷

病
者

に
対

して
救

命
処

置
を

実
施

す
る

。

・
運

営
協

議
会

等
・

研
修

、
訓

練
等

・
装

備
品

、
保

険
、

車
両

整
備

等
・

Ｎ
Ｂ

Ｃ
災

害
へ

の
対

応
12

1
・

運
営

協
議

会
等

・
研

修
、

訓
練

等
・

装
備

品
、

保
険

、
車

両
整

備
等

・
Ｎ

Ｂ
Ｃ

災
害

へ
の

対
応

13
4

96
2

5
96

2-
5

福
祉

保
健

局
災

害
時

、
医

療
救

護
班

等
の

医
療

従
事

者
に

は
限

られ
た

医
療

資
源

の
中

で
専

門
知

識
・

技
能

に
基

づ
く迅

速
か

つ
確

実
な

対
応

が
要

求
され

る
。

医
療

救
護

活
動

の
実

効
性

を
確

保
す

る
た

め
、

各
種

マ
ニ

ュア
ル

整
備

と各
種

研
修

を
実

施
す

る
。

・
病

院
防

災
訓

練
1

回
・

トリ
ア

ー
ジ

研
修

16
回

・
身

元
確

認
研

修
2

回
・

区
市

町
村

コー
デ

ィネ
ー

ター
研

修
2

回
8

・
病

院
防

災
訓

練
1

回
・

トリ
ア

ー
ジ

研
修

16
回

・
身

元
確

認
研

修
2

回
・

区
市

町
村

コー
デ

ィネ
ー

ター
研

修
2

回
8
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全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

96
2

6
96

2-
6

福
祉

保
健

局
災

害
に

よ
り発

生
した

傷
病

者
や

救
護

に
あ

た
る

医
療

従
事

者
等

を
迅

速
か

つ
円

滑
に

搬
送

す
る

た
め

、
関

係
機

関
の

緊
急

車
両

、
ヘ

リコ
プ

ター
、

航
空

機
、

船
舶

等
を

使
用

した
搬

送
体

制
を

確
立

す
る

。

・
総

合
防

災
訓

練
1

回
・

図
上

訓
練

4
回

・
大

規
模

地
震

時
医

療
活

動
訓

練
1

回
25

・
総

合
防

災
訓

練
1

回
・

図
上

訓
練

4
回

・
大

規
模

地
震

時
医

療
活

動
訓

練
1

回
25

96
2

7
96

2-
7

福
祉

保
健

局
大

規
模

地
震

に
備

え
る

た
め

、
広

域
搬

送
に

関
す

る
訓

練
を

実
施

し、
広

域
医

療
搬

送
体

制
の

充
実

を
図

る
。

広
域

搬
送

に
関

す
る

訓
練

（
図

上
・

実
働

）
-

広
域

搬
送

に
関

す
る

訓
練

（
図

上
・

実
働

）
-

96
2

8
96

2-
8

福
祉

保
健

局
広

域
災

害
救

急
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
（

Ｅ
Ｍ

Ｉ
Ｓ

）
研

修
を

実
施

す
る

と
とも

に
、

災
害

拠
点

病
院

以
外

の
病

院
に

も
広

域
災

害
救

急
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
（

Ｅ
Ｍ

Ｉ
Ｓ

）
を

導
入

す
る

な
ど、

災
害

時
の

情
報

連
絡

体
制

の
強

化
を

図
る

。
・

EM
IS

シ
ス

テ
ム

の
運

用
9

・
EM

IS
シ

ス
テ

ム
の

運
用

9

96
3

1
96

3-
1

病
院

経
営

本
部

都
心

部
唯

一
の

基
幹

災
害

拠
点

病
院

で
あ

る
広

尾
病

院
の

災
害

医
療

機
能

を
強

化
す

る
た

め
、

大
地

震
発

生
時

に
も

医
療

の
継

続
を

可
能

とす
る

施
設

整
備

や
、

関
係

機
関

等
との

連
携

・
協

働
に

よ
る

地
域

災
害

対
応

力
の

強
化

を
図

る
な

ど、
再

整
備

を
進

め
て

い
く。

・
整

備
基

本
計

画
を

基
に

、
PF

I 
ア

ドバ
イザ

リー
業

務
委

託
等

を
実

施
・

整
備

手
法

の
検

討
・

決
定

61
・

民
間

事
業

者
の

募
集

・
選

定
手

続
き

を
実

施
24

96
4

1
再 22

3-
1

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

96
4

2
再 22

3-
1

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

　９
－

７
　災

害
の

教
訓

を
踏

ま
え

検
証

を
繰

り返
す

こと
で

、
都

の
防

災
体

制
を

強
化

し
、

対
策

を
拡

充
し

て
い

き
ま

す
1,

15
8

　
72

0

97
1

1
再 51

1-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

97
1

2
再 10

44
-

19
総

務
局

(再
掲

)
(再

掲
)

-
(再

掲
)

-

97
1

3
97

1-
3

総
務

局
非

常
用

電
源

設
備

の
設

置
等

に
対

す
る

補
助

や
、

専
門

的
な

知
見

を
有

す
る

ア
ドバ

イザ
ー

の
派

遣
に

よ
り、

大
規

模
災

害
発

生
時

に
お

け
る

区
市

町
村

の
災

害
対

策
本

部
機

能
の

充
実

強
化

を
推

進
・

非
常

用
電

源
の

設
置

等
補

助
・

専
門

的
な

知
見

を
有

す
る

ア
ドバ

イザ
ー

の
派

遣
63

0
・

非
常

用
電

源
の

設
置

等
補

助
31

5

97
1

4
97

1-
4

総
務

局
都

や
区

市
町

村
の

防
災

対
策

を
推

進
す

る
た

め
、

首
都

直
下

地
震

等
(

東
京

湾
北

部
地

震
、

多
摩

直
下

地
震

、
元

禄
型

関
東

地
震

及
び

立
川

断
層

帯
地

震
)及

び
南

海
トラ

フ巨
大

地
震

に
つ

い
て

、
客

観
的

な
デ

ー
タ

や
科

学
的

な
裏

付
け

に
基

づ
く被

害
想

定
を

策
定

国
に

よ
る

被
害

想
定

の
算

出
方

法
や

近
年

の
地

震
災

害
を

契
機

とし
た

新
た

な
知

見
、

人
口

構
造

の
変

化
や

イン
フラ

の
整

備
（

建
物

の
耐

震
化

等
）

等
を

踏
ま

え
た

現
行

被
害

想
定

の
検

証
20

1
・

国
に

よ
る

被
害

想
定

の
算

出
方

法
や

近
年

の
地

震
災

害
を

契
機

とし
た

新
た

な
知

見
、

人
口

構
造

の
変

化
や

イン
フラ

の
整

備
（

建
物

の
耐

震
化

等
）

等
を

反
映

させ
た

被
害

想
定

の
策

定
及

び
効

果
的

な
普

及
啓

発
・

新
た

な
被

害
想

定
等

を
踏

ま
え

、
地

域
防

災
計

画
の

修
正

を
実

施
82

97
1

5
97

1-
5

下
水

道
局

災
害

時
の

市
町

村
支

援
体

制
の

強
化

を
図

る
。

・
災

害
時

の
市

町
村

支
援

体
制

の
強

化
（

受
援

計
画

策
定

等
）

・
協

定
等

に
基

づ
く訓

練
の

実
施

-
・

災
害

時
の

市
町

村
支

援
体

制
の

強
化

（
受

援
計

画
策

定
等

）
・

協
定

等
に

基
づ

く訓
練

の
実

施
-

97
2

1
97

2-
1

総
務

局
都

の
防

災
体

制
を

強
化

す
る

実
動

訓
練

・
図

上
訓

練
を

実
施

す
る

。
・

総
合

防
災

訓
練

の
実

施
（

多
摩

部
）

・
帰

宅
困

難
者

対
策

訓
練

の
実

施
・

区
市

町
村

と連
携

した
図

上
訓

練
の

実
施

32
7

・
総

合
防

災
訓

練
の

実
施

（
区

部
）

・
帰

宅
困

難
者

対
策

訓
練

の
実

施
・

区
市

町
村

と連
携

した
図

上
訓

練
の

実
施

32
3

97
3

1
97

3-
1

総
務

局
非

常
時

優
先

業
務

の
うち

、
リモ

ー
ト対

応
が

可
能

な
業

務
を

洗
い

出
し、

そ
の

運
用

方
法

に
つ

い
て

検
討

・
BC

M
推

進
委

員
会

調
整

部
会

に
お

い
て

問
題

提
起

・
リモ

ー
ト化

可
能

な
非

常
時

優
先

業
務

の
洗

い
出

し、
運

用
方

法
の

検
討

-
発

災
直

後
の

非
常

時
優

先
業

務
を

円
滑

に
実

施
す

る
た

め
、

リモ
ー

ト化
可

能
な

非
常

時
優

先
業

務
の

運
用

方
法

に
つ

い
て

、
ハ

ー
ド

・
ソ

フト
両

面
で

の
条

件
整

理
-

39



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

　９
－

８
　東

京
20

20
大

会
を

通
じ

て
防

災
対

策
を

強
化

し
ま

す
40

　
0

98
1

1
98

1-
1

オ
リン

ピ
ック

・
パ

ラリ
ン

ピ
ック

準
備

局
総

務
局

東
京

20
20

大
会

に
訪

れ
る

全
て

の
人

の
安

全
・

安
心

を
確

保
す

る
た

め
危

機
的

事
態

を
想

定
し策

定
した

対
処

要
領

に
基

づ
き

、
国

や
組

織
委

員
会

等
と連

携
して

実
施

す
る

各
種

訓
練

を
通

じて
検

証
を

続
け

、
大

会
に

備
え

る
。

大
会

後
は

取
組

の
実

績
等

を
検

証
し、

大
規

模
イベ

ン
ト開

催
時

の
防

災
対

策
等

に
レ

ガ
シ

ー
とし

て
活

用
して

い
く。

東
京

20
20

大
会

に
訪

れ
る

全
て

の
人

の
安

全
・

安
心

を
確

保
す

る
た

め
、

災
害

対
策

の
視

点
か

らリ
ス

クを
洗

い
出

し、
事

態
の

発
生

を
想

定
した

対
処

要
領

の
策

定
と実

践
的

な
訓

練
を

実
施

す
る

。

・
東

京
20

20
大

会
に

訪
れ

る
全

て
の

人
の

安
全

・
安

心
を

確
保

す
る

た
め

危
機

的
事

態
を

想
定

し策
定

した
対

処
要

領
に

基
づ

き
、

国
や

組
織

委
員

会
等

と連
携

して
実

施
す

る
各

種
訓

練
を

通
じて

検
証

を
続

け
、

大
会

に
備

え
る

。
・

大
会

後
は

、
東

京
20

20
大

会
に

お
け

る
取

組
の

実
績

等
に

つ
い

て
検

証
を

行
う。

・
災

害
対

策
や

感
染

防
止

対
策

に
関

わ
る

対
処

要
領

に
基

づ
き

訓
練

等
を

実
施

し、
東

京
20

20
大

会
の

開
催

へ
の

準
備

を
進

め
る

。
・

東
京

20
20

大
会

に
お

け
る

災
害

対
策

に
係

る
都

の
取

組
に

つ
い

て
検

証
し、

レ
ガ

シ
ー

とし
て

整
理

・
取

りま
とめ

40
東

京
20

20
大

会
に

お
け

る
対

応
実

績
や

災
害

対
策

等
を

、
大

規
模

イ
ベ

ン
ト開

催
時

等
の

防
災

対
策

に
レ

ガ
シ

ー
とし

て
活

用
して

い
く。

-

　1
0　

迅
速

な
復

旧
・

復
興

に
よ

る
早

期
生

活
再

建
17

5,
94

8
　

19
5,

43
3

　1
0

－
１

　緊
急

時
の

輸
送

ル
ー

ト
を

整
備

、
確

保
し

ま
す

10
0,

84
5

　
10

5,
85

5

10
11

1
10

11
-1

都
市

整
備

局
東

京
外

か
く環

状
道

路
(関

越
道

～
東

名
高

速
間

)の
事

業
化

に
当

た
り、

国
と都

は
地

元
の

様
々

な
意

見
や

要
望

へ
の

「対
応

の
方

針
」

を
取

りま
と

め
。

都
は

国
とと

も
に

、
「対

応
の

方
針

」
の

履
行

に
向

け
た

取
組

引
き

続
き

、
「対

応
の

方
針

」
の

確
実

な
履

行
に

努
め

て
い

く。
30

引
き

続
き

、
「対

応
の

方
針

」
の

確
実

な
履

行
に

努
め

て
い

く。
　

26

10
11

2
10

11
-2

都
市

整
備

局
平

成
28

年
3

月
に

策
定

した
「東

京
に

お
け

る
都

市
計

画
道

路
の

整
備

方
針

」に
お

い
て

示
され

た
、見

直
し候

補
路

線
、計

画
内

容
再

検
討

路
線

、
新

た
な

都
市

計
画

道
路

に
つ

い
て

、
方

向
性

の
検

討
や

都
市

計
画

手
続

等

・
計

画
内

容
再

検
討

路
線

の
調

査
検

討
・

新
た

な
都

市
計

画
道

路
の

調
査

検
討

・
四

次
優

先
整

備
路

線
等

の
都

市
計

画
道

路
の

検
討

　等
を

実
施

35
5

・
計

画
内

容
再

検
討

路
線

の
調

査
検

討
・

新
た

な
都

市
計

画
道

路
の

調
査

検
討

・
四

次
優

先
整

備
路

線
等

の
都

市
計

画
道

路
の

検
討

　等
を

実
施

　
31

9

10
11

3
10

11
-3

建
設

局
今

後
発

生
が

懸
念

され
る

首
都

直
下

地
震

な
どに

お
い

て
、

リダ
ン

ダン
シ

ー
の

確
保

を
強

化
し、

首
都

の
中

枢
機

能
を

守
る

た
め

に
も

、
首

都
圏

三
環

状
道

路
の

整
備

を
促

進
す

る
。

・
首

都
圏

三
環

状
道

路
の

整
備

促
進

・東
京

外
か

く環
状

道
路

（
関

越
～

東
名

）
に

つ
い

て
は

、
国

に
早

期
開

通
を

求
め

る
とと

も
に

、
都

も
受

託
して

い
る

用
地

取
得

を
推

進
す

る
な

ど、
積

極
的

に
支

援
す

る
。

64

・
首

都
圏

三
環

状
道

路
の

整
備

促
進

・
東

京
外

か
く環

状
道

路
（

関
越

～
東

名
）

に
つ

い
て

は
、

都
は

、
事

業
の

実
施

に
当

た
って

は
、

安
全

を
最

優
先

に
工

事
を

進
め

、
コス

ト縮
減

を
図

りな
が

ら、
早

期
に

開
通

す
る

こと
を

国
な

ど事
業

者
に

求
め

て
い

る
とと

も
に

、
都

も
受

託
して

い
る

用
地

取
得

を
推

進
す

る
な

ど、
積

極
的

に
支

援
す

る
。

　

60

10
11

4
10

11
-4

建
設

局
震

災
時

の
迅

速
な

救
援

・
救

助
活

動
や

緊
急

物
資

輸
送

を
支

え
、

市
街

地
の

延
焼

を
防

止
す

る
延

焼
遮

断
帯

等
の

機
能

を
持

つ
幹

線
道

路
ネ

ット
ワ

ー
クの

整
備

を
推

進
す

る
。

・
区

部
放

射
・

環
状

道
路

、
多

摩
南

北
・

東
西

道
路

の
整

備
・

都
県

境
に

お
け

る
道

路
・

橋
梁

の
整

備
　都

県
境

ア
クセ

ス
を

強
化

す
る

た
め

、
都

県
境

を
越

え
た

道
路

の
整

備
を

推
進

・
三

環
状

関
連

の
幹

線
道

路
の

整
備

　三
環

状
へ

の
ア

クセ
ス

性
の

強
化

を
図

る
た

め
三

鷹
3

・
4

・
12

等
の

整
備

を
推

進
・

立
川

広
域

防
災

基
地

へ
の

ア
クセ

ス
性

の
強

化
　立

川
広

域
防

災
基

地
へ

の
ア

クセ
ス

性
を

強
化

し、
災

害
対

応
機

能
の

向
上

を
図

る
た

め
、

周
辺

の
都

市
計

画
道

路
の

整
備

を
推

進
・

南
多

摩
尾

根
幹

線
、

町
田

３
・

３
・

５
０

号
小

山
宮

下
線

の
整

備
・

そ
の

外
骨

格
幹

線
道

路
の

整
備

84
,0

86

・
区

部
放

射
・

環
状

道
路

、
多

摩
南

北
・

東
西

道
路

の
整

備
・

都
県

境
に

お
け

る
道

路
・

橋
梁

の
整

備
　都

県
境

ア
クセ

ス
を

強
化

す
る

た
め

、
補

14
3

等
の

整
備

を
推

進
・

三
環

状
関

連
の

幹
線

道
路

の
整

備
　三

環
状

へ
の

ア
クセ

ス
性

の
強

化
を

図
る

た
め

三
鷹

3
・

4
・

12
等

の
整

備
を

推
進

・
立

川
広

域
防

災
基

地
へ

の
ア

クセ
ス

性
の

強
化

　立
川

広
域

防
災

基
地

へ
の

ア
クセ

ス
性

を
強

化
し、

災
害

対
応

機
能

の
向

上
を

図
る

た
め

、
周

辺
の

都
市

計
画

道
路

の
整

備
を

推
進

・
南

多
摩

尾
根

幹
線

、
町

田
３

・
３

・
５

０
号

小
山

宮
下

線
の

整
備

・
そ

の
外

骨
格

幹
線

道
路

の
整

備
　

91
,6

82

10
11

5
10

11
-5

建
設

局
震

災
時

の
迅

速
な

救
援

・
救

助
活

動
や

緊
急

物
資

輸
送

を
支

え
、

地
域

の
防

災
力

を
高

め
る

道
路

ネ
ット

ワ
ー

クの
整

備
を

推
進

す
る

。

・
災

害
に

強
い

橋
梁

の
整

備
　緊

急
輸

送
道

路
の

一
部

を
な

す
橋

梁
の

新
設

、
架

け
替

え
整

備
を

推
進

・
多

摩
地

域
に

お
け

る
緊

急
車

両
の

通
行

を
確

保
す

る
道

路
整

備
　緊

急
輸

送
道

路
で

あ
る

川
崎

街
道

、
北

野
街

道
及

び
町

田
街

道
に

お
け

る
概

成
区

間
等

を
拡

幅
整

備
・

山
間

・
島

しょ
地

域
の

道
路

整
備

　多
摩

山
間

・
島

しょ
地

域
に

お
い

て
、

現
道

拡
幅

や
線

形
改

良
、

代
替

路
な

どの
道

路
整

備
を

推
進

(（
仮

称
）

梅
ケ

谷
トン

ネ
ル

や
大

島
差

木
地

地
区

な
ど

)

16
,3

10

・
災

害
に

強
い

橋
梁

の
整

備
　緊

急
輸

送
道

路
の

一
部

を
な

す
橋

梁
の

新
設

、
架

け
替

え
整

備
を

推
進 ・

多
摩

地
域

に
お

け
る

緊
急

車
両

の
通

行
を

確
保

す
る

道
路

整
備

　緊
急

輸
送

道
路

で
あ

る
川

崎
街

道
、

北
野

街
道

及
び

町
田

街
道

に
お

け
る

概
成

区
間

等
を

拡
幅

整
備

・
山

間
・

島
しょ

地
域

の
道

路
整

備
　多

摩
山

間
・

島
しょ

地
域

に
お

い
て

、
現

道
拡

幅
や

線
形

改
良

、
代

替
路

な
どの

道
路

整
備

を
推

進
(梅

ヶ谷
トン

ネ
ル

や
大

島
差

木
地

地
区

な
ど

)

13
,7

68

40



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

10
12

1
再 93

2-
1

建
設

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

10
12

2
再 82

3-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

10
12

3
再 93

2-
2

港
湾

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

　1
0

－
２

　物
資

の
調

達
及

び
輸

送
体

制
を

強
化

し
ま

す
82

　
77

10
21

1
10

21
-1

生
活

文
化

局
東

京
都

生
活

協
同

組
合

連
合

会
との

間
で

締
結

して
い

る
「災

害
時

に
お

け
る

応
急

生
活

物
資

供
給

等
に

関
す

る
基

本
協

定
」

の
実

効
性

を
更

に
高

め
、

災
害

時
の

連
携

を
具

体
的

に
定

め
る

。

・
年

1
回

の
連

絡
会

議
で

応
急

生
活

物
資

の
調

達
と安

定
供

給
に

関
す

る
情

報
共

有
と課

題
の

把
握

を
実

施
・

総
合

防
災

訓
練

や
Ｍ

Ｃ
Ａ

無
線

機
の

通
信

訓
練

の
実

施
・

緊
急

通
行

車
両

届
出

に
関

す
る

手
続

の
実

施
-

・
年

1
回

の
連

絡
会

議
で

応
急

生
活

物
資

の
調

達
と安

定
供

給
に

関
す

る
情

報
共

有
と課

題
の

把
握

を
実

施
・

総
合

防
災

訓
練

や
Ｍ

Ｃ
Ａ

無
線

機
の

通
信

訓
練

の
実

施
・

緊
急

通
行

車
両

届
出

に
関

す
る

手
続

の
実

施
-

10
21

2
10

21
-2

福
祉

保
健

局
大

規
模

な
災

害
が

発
生

した
場

合
に

、
避

難
者

に
迅

速
か

つ
円

滑
に

物
資

を
届

け
る

た
め

に
、民

間
事

業
者

との
協

定
締

結
、運

営
マ

ニ
ュア

ル
の

作
成

、
訓

練
の

実
施

に
よ

り、
備

蓄
倉

庫
や

広
域

輸
送

基
地

で
の

民
間

の
ノウ

ハ
ウ

を
活

用
した

効
率

的
な

運
営

体
制

を
構

築
す

る
。

災
害

備
蓄

倉
庫

等
で

の
訓

練
を

実
施

し、
区

市
町

村
と協

力
しな

が
ら、

迅
速

か
つ

円
滑

に
搬

出
、

運
搬

が
出

来
る

よ
う、

体
制

を
構

築
す

る
。

-
災

害
備

蓄
倉

庫
等

で
の

訓
練

を
実

施
し、

区
市

町
村

と協
力

しな
が

ら、
迅

速
か

つ
円

滑
に

搬
出

、
運

搬
が

出
来

る
よ

う、
体

制
を

構
築

す
る

。
-

10
21

3
10

21
-3

中
央

卸
売

市
場

生
鮮

食
料

品
の

確
保

及
び

市
場

機
能

の
早

期
回

復
を

図
る

た
め

、
他

府
県

市
との

間
で

、
災

害
時

に
お

け
る

相
互

応
援

協
定

を
締

結
生

鮮
食

料
品

の
調

達
を

円
滑

に
行

うた
め

、
市

場
関

係
業

者
との

間
で

、
生

鮮
食

料
品

の
調

達
に

関
す

る
協

定
を

締
結

災
害

に
対

し、
的

確
に

対
応

す
る

体
制

を
構

築
す

る
た

め
、

協
定

内
容

を
適

宜
検

証
す

る
とと

も
に

、
市

場
関

係
業

者
と連

携
し、

首
都

直
下

地
震

等
を

想
定

した
訓

練
を

実
施

・
協

定
内

容
の

確
認

及
び

検
証

を
継

続
して

実
施

・
実

効
性

の
高

い
実

践
的

な
訓

練
を

実
施

し、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
て

、
マ

ニ
ュア

ル
を

適
宜

見
直

す
な

ど、
災

害
時

に
機

動
的

に
対

応
で

き
る

体
制

を
整

備
-

・
協

定
内

容
の

確
認

及
び

検
証

を
継

続
して

実
施

・
実

効
性

の
高

い
実

践
的

な
訓

練
を

実
施

し、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
て

、
マ

ニ
ュア

ル
を

適
宜

見
直

す
な

ど、
災

害
時

に
機

動
的

に
対

応
で

き
る

体
制

を
整

備
-

10
21

4
10

21
-4

中
央

卸
売

市
場

開
設

者
で

あ
る

中
央

卸
売

市
場

の
「災

害
対

策
マ

ニ
ュア

ル
（

中
央

市
場

BC
P）

」
を

見
直

す
とと

も
に

、
市

場
関

係
業

者
の

BC
P

策
定

を
推

進
す

る
こと

で
、

市
場

事
業

の
継

続
性

を
確

保
近

年
の

大
規

模
災

害
の

教
訓

等
を

踏
ま

え
て

、
現

行
マ

ニ
ュア

ル
を

改
訂

した
とこ

ろ
で

あ
り、

引
き

続
き

継
続

的
な

検
証

を
実

施
7

自
然

災
害

や
感

染
症

拡
大

な
どの

事
態

に
お

い
て

も
、

市
場

運
営

を
継

続
して

い
くた

め
、市

場
業

務
に

影
響

を
及

ぼ
す

様
々

な
リス

クを
洗

い
出

し、
「リ

ス
クア

セ
ス

メン
ト」

の
手

法
を

活
用

して
検

証
を

行
うこ

とで
、

BC
P

の
見

直
しを

実
施

18

10
21

5
再 82

1-
4

福
祉

保
健

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

10
21

6
再 82

1-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

41



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

10
22

1
10

22
-1

総
務

局

【区
部

・
多

摩
地

域
に

お
け

る
災

害
拠

点
病

院
等

の
燃

料
】

国
及

び
石

油
連

盟
等

が
石

油
備

蓄
法

に
基

づ
き

実
施

す
る

災
害

時
石

油
供

給
連

携
計

画
へ

都
が

積
極

的
に

参
画

し燃
料

を
確

保
【区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

緊
急

通
行

車
両

用
等

の
燃

料
】

・
給

油
所

を
経

営
す

る
事

業
者

と直
接

、
協

定
、

燃
料

の
購

入
契

約
及

び
燃

料
の

保
管

委
託

契
約

を
締

結
し燃

料
を

確
保

・
災

害
時

の
オ

ペ
レ

ー
シ

ョン
を

確
実

に
機

能
させ

る
た

め
、

燃
料

を
備

蓄
す

る
給

油
所

(指
定

給
油

所
)に

対
して

定
期

的
な

研
修

、
訓

練
を

実
施

【国
が

実
施

す
る

中
核

給
油

所
等

地
下

タン
ク製

品
備

蓄
促

進
事

業
へ

の
参

加
】

資
源

エ
ネ

ル
ギ

ー
庁

が
実

施
す

る
当

該
補

助
事

業
を

積
極

的
に

活
用

し、
都

の
緊

急
通

行
車

両
等

の
燃

料
確

保
対

策
事

業
を

補
完

【島
しょ

部
に

お
け

る
燃

料
】

応
急

復
旧

に
従

事
す

る
車

両
の

燃
料

を
島

内
の

給
油

所
で

あ
らか

じめ
確

保
す

る
た

め
、

大
島

町
、

三
宅

村
、

八
丈

町
に

お
い

て
ラン

ニ
ン

グ
ス

トッ
ク方

式
に

よ
る

燃
料

備
蓄

を
実

施

・
国

、
自

治
体

、
石

油
業

界
の

連
携

体
制

を
強

化
し、

大
規

模
災

害
時

に
お

い
て

も
継

続
的

に
燃

料
供

給
を

行
うた

め
、

国
、

石
油

団
体

等
との

連
絡

協
議

会
を

実
施

・
各

局
で

協
定

を
締

結
し緊

急
通

行
車

両
の

指
定

を
受

け
た

車
両

分
の

燃
料

を
備

蓄
す

る
とと

も
に

、
発

災
時

の
オ

ペ
レ

ー
シ

ョン
に

関
す

る
研

修
、

訓
練

を
継

続
・

大
島

町
、

三
宅

村
、

八
丈

町
で

の
燃

料
備

蓄
を

継
続

し、
島

しょ
部

の
災

害
時

燃
料

供
給

体
制

を
強

化
・

大
規

模
災

害
時

に
お

け
る

給
油

所
の

混
乱

を
抑

制
す

る
た

め
、

日
常

備
蓄

の
一

環
とし

て
車

両
の

燃
料

を
満

タン
とし

て
お

く満
タン

運
動

の
啓

発
を

実
施

・
移

動
式

燃
料

給
油

機
や

緊
急

用
バ

ッテ
リー

式
可

搬
式

ポ
ン

プ
を

活
用

し、
発

災
時

の
災

害
対

応
力

を
向

上
・

指
定

SS
に

対
して

、
耐

震
診

断
補

助
を

実
施

し、
今

後
の

発
災

時
の

燃
料

供
給

体
制

を
強

化

75

・国
、

自
治

体
、

石
油

業
界

の
連

携
体

制
を

強
化

し、
大

規
模

災
害

時
に

お
い

て
も

継
続

的
に

燃
料

供
給

を
行

うた
め

、
国

、
石

油
団

体
等

との
連

絡
協

議
会

を
実

施
・各

局
で

協
定

を
締

結
し緊

急
通

行
車

両
の

指
定

を
受

け
た

車
両

分
の

燃
料

を
備

蓄
す

る
とと

も
に

、
発

災
時

の
オ

ペ
レ

ー
シ

ョン
に

関
す

る
研

修
、

訓
練

を
継

続
・

大
島

町
、

三
宅

村
、

八
丈

町
で

の
燃

料
備

蓄
を

継
続

し、
島

しょ
部

の
災

害
時

燃
料

供
給

体
制

を
強

化
・

大
規

模
災

害
時

に
お

け
る

給
油

所
の

混
乱

を
抑

制
す

る
た

め
、

日
常

備
蓄

の
一

環
とし

て
車

両
の

燃
料

を
満

タン
とし

て
お

く満
タン

運
動

の
啓

発
を

実
施

・
移

動
式

燃
料

給
油

機
や

緊
急

用
バ

ッテ
リー

式
可

搬
式

ポ
ン

プ
を

活
用

し、
発

災
時

の
災

害
対

応
力

を
向

上
・

指
定

SS
に

対
して

、
耐

震
診

断
補

助
を

実
施

し、
今

後
の

発
災

時
の

燃
料

供
給

体
制

を
強

化

58

　1
0

－
３

　被
災

者
生

活
環

境
の

早
期

の
復

旧
・

復
興

を
支

援
し

ま
す

96
4

　
84

6

10
31

1
10

31
-1

都
市

整
備

局
震

災
に

備
え

、
応

急
危

険
度

判
定

を
速

や
か

に
実

施
す

る
た

め
、

民
間

の
建

築
技

術
者

等
に

つ
い

て
、

東
京

都
防

災
ボ

ラン
テ

ィア
の

応
急

危
険

度
判

定
員

とし
て

養
成

・
登

録

・
引

き
続

き
、

判
定

員
の

養
成

講
習

を
行

い
、

登
録

者
数

を
増

加
させ

る
。

　（
年

２
回

、
判

定
員

養
成

講
習

を
実

施
し、

約
40

0
名

の
登

録
）

・
行

政
職

員
に

よ
る

判
定

コー
デ

ィネ
ー

ター
講

習
を

実
施

。
　（

全
区

市
町

村
に

参
加

を
呼

び
か

け
、

実
施

）
・

新
た

な
業

務
マ

ニ
ュア

ル
に

基
づ

き
、

区
市

町
村

や
建

築
関

係
団

体
の

連
絡

体
制

に
つ

い
て

、
訓

練
等

を
通

じて
、

体
制

の
強

化
に

つ
とめ

る
。

16

・引
き

続
き

、
判

定
員

の
養

成
講

習
を

行
い

、
登

録
者

数
を

増
加

させ
る

。
　（

年
２

回
、

判
定

員
養

成
講

習
を

実
施

し、
約

1,
00

0
名

の
登

録
）

・
行

政
職

員
に

よ
る

判
定

コー
デ

ィネ
ー

ター
講

習
を

実
施

。
　（

全
区

市
町

村
に

参
加

を
呼

び
か

け
、

実
施

）
・

新
た

な
業

務
マ

ニ
ュア

ル
に

基
づ

き
、

区
市

町
村

や
建

築
関

係
団

体
の

連
絡

体
制

に
つ

い
て

、
訓

練
等

を
通

じて
、

体
制

の
強

化
に

つ
とめ

る
。

16

10
31

2
10

31
-2

都
市

整
備

局
大

規
模

な
地

震
や

豪
雨

等
に

よ
り宅

地
が

大
規

模
か

つ
広

範
囲

に
被

災
し

た
場

合
に

、
被

災
宅

地
危

険
度

判
定

士
が

、
被

害
の

発
生

状
況

を
迅

速
か

つ
的

確
に

把
握

して
被

災
した

宅
地

の
危

険
度

を
判

定
す

る
こと

に
よ

り、
住

民
へ

の
情

報
を

提
供

し、
二

次
災

害
を

軽
減

・
防

止

・
判

定
士

養
成

講
習

会
開

催
(年

1
回

)
・

判
定

士
実

務
講

習
会

開
催

(年
2

回
）

2
・

判
定

士
養

成
講

習
会

開
催

(年
1

回
)

・
判

定
士

実
務

講
習

会
開

催
(年

2
回

)
2

10
31

3
10

31
-3

財
務

局
震

災
後

の
二

次
災

害
防

止
を

図
る

都
立

建
築

物
応

急
危

険
度

判
定

業
務

に
て

判
定

調
査

ア
プ

リを
導

入
し業

務
を

効
率

化
・

運
用

に
当

た
り、

各
局

と連
携

し、
発

災
時

の
フロ

ー
の

整
備

や
都

立
建

築
物

応
急

危
険

度
判

定
員

へ
の

周
知

を
実

施
・

応
急

危
険

度
判

定
訓

練
の

中
で

活
用

-
・

運
用

に
当

た
り、

各
局

と連
携

し、
発

災
時

の
フロ

ー
の

整
備

や
都

立
建

築
物

応
急

危
険

度
判

定
員

へ
の

周
知

を
実

施
・

応
急

危
険

度
判

定
訓

練
の

中
で

活
用

-

10
32

1
再 72

9-
4

生
活

文
化

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

10
33

1
10

33
-1

総
務

局
家

屋
の

被
害

程
度

を
Ａ

Ｉ
等

に
よ

り判
定

す
る

こと
で

罹
災

証
明

書
の

交
付

を
迅

速
化

を
図

る
。

・
「住

家
被

害
認

定
調

査
等

へ
の

デ
ジ

タル
技

術
導

入
に

係
る

研
究

会
」

の
設

置
・

Ａ
Ｉ

等
の

デ
ジ

タル
技

術
導

入
に

よ
る

住
家

被
害

認
定

調
査

(木
造

住
宅

)の
実

証
実

験
・

検
証

30
・

「住
家

被
害

認
定

調
査

等
へ

の
デ

ジ
タル

技
術

導
入

に
係

る
研

究
会

」
の

運
営

・
被

災
家

屋
の

画
像

デ
ー

タを
活

用
した

AI
モ

デ
ル

の
構

築
等

40

10
34

1
10

34
-1

東
京

消
防

庁

早
期

の
罹

災
証

明
発

行
に

資
す

る
た

め
、

震
災

時
の

罹
災

証
明

発
行

に
係

る
消

防
署

と区
市

町
村

との
協

定
締

結
等

連
携

体
制

の
強

化
を

図
る

。
さら

に
、

被
災

者
生

活
再

建
支

援
シ

ス
テ

ム
を

活
用

した
合

同
罹

災
証

明
発

行
訓

練
の

実
施

等
に

よ
り実

効
性

を
高

め
る

とと
も

に
、

震
災

時
の

火
災

調
査

を
よ

り効
率

的
に

実
施

す
る

た
め

の
震

災
用

火
災

調
査

資
器

材
の

整
備

・
充

実
を

推
進

す
る

。

震
災

用
火

災
調

査
資

器
材

の
更

新
を

実
施

1
震

災
用

火
災

調
査

資
器

材
の

更
新

を
実

施
1

42



43

全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

10
35

1
10

35
-1

都
市

整
備

局

迅
速

な
都

市
復

興
に

向
け

た
事

前
の

取
組

の
強

化
とし

て
、

震
災

復
興

マ
ニ

ュア
ル

の
検

証
と区

市
町

村
職

員
に

対
して

復
興

手
順

の
習

熟
等

を
目

的
とし

た
都

市
復

興
訓

練
を

、
継

続
して

毎
年

度
実

施
ま

た
、

地
域

レ
ベ

ル
の

事
前

対
策

に
取

り組
む

区
市

町
村

の
実

効
的

な
指

針
とな

る
「市

街
地

の
事

前
復

興
の

手
引

」
を

使
用

し、
区

市
町

村
が

地
域

住
民

と協
働

で
訓

練
を

行
うこ

とを
支

援
す

る
「復

興
ま

ち
づ

くり
実

務
者

養
成

訓
練

」
を

、
継

続
して

毎
年

度
実

施

・
都

市
復

興
訓

練
を

継
続

実
施

・
復

興
ま

ち
づ

くり
実

務
者

養
成

訓
練

を
継

続
実

施
・

e
ラー

ニ
ン

グ
の

実
施

-
・

都
市

復
興

訓
練

を
継

続
実

施
・

復
興

ま
ち

づ
くり

実
務

者
養

成
訓

練
を

継
続

実
施

・
e

ラー
ニ

ン
グ

の
実

施
　

-

10
35

2
10

35
-2

都
市

整
備

局
土

地
の

位
置

・
権

利
関

係
の

明
確

化
を

図
る

た
め

「国
土

調
査

法
」

に
基

づ
き

調
査

を
行

い
、

災
害

後
の

迅
速

な
復

旧
・復

興
、

社
会

資
本

整
備

、
土

地
取

引
の

円
滑

化
等

の
た

め
に

、
土

地
に

関
す

る
基

礎
資

料
を

作
成

補
助

事
業

の
実

施
83

0
区

市
町

村
へ

の
補

助
事

業
の

実
施

71
1

10
35

3
10

35
-3

総
務

局
災

害
時

の
迅

速
な

被
災

者
生

活
再

建
支

援
に

向
け

て
、

区
市

町
村

で
導

入
した

被
災

者
生

活
再

建
支

援
シ

ス
テ

ム
の

研
修

を
実

施
す

る
な

ど、
都

民
(被

災
者

)の
生

活
再

建
を

最
重

視
した

実
効

性
の

あ
る

震
災

復
興

事
業

の
推

進
を

図
る

。

・
被

災
者

生
活

再
建

支
援

シ
ス

テ
ム

の
活

用
に

係
る

区
市

町
村

向
け

研
修

の
実

施
・

区
市

町
村

と連
携

した
東

京
都

被
災

者
生

活
再

建
支

援
シ

ス
テ

ム
利

用
協

議
会

の
円

滑
な

運
営

・
「災

害
時

都
民

台
帳

シ
ス

テ
ム

（
仮

称
）」

　の
検

討
・

区
市

町
村

職
員

が
参

加
した

実
践

的
な

罹
災

証
明

書
発

行
等

の
一

連
の

訓
練

の
実

施
・

被
災

者
生

活
再

建
支

援
業

に
関

す
る

ガ
イド

ライ
ン

の
修

正

44

・
被

災
者

生
活

再
建

支
援

シ
ス

テ
ム

の
活

用
に

係
る

区
市

町
村

向
け

研
修

の
実

施
・区

市
町

村
と連

携
した

東
京

都
被

災
者

生
活

再
建

支
援

シ
ス

テ
ム

利
用

協
議

会
の

円
滑

な
運

営
・

被
災

者
生

活
再

建
支

援
業

に
関

す
る

ガ
イド

ライ
ン

見
直

しの
検

討
・

「災
害

時
都

民
台

帳
シ

ス
テ

ム
（

仮
称

）」
　の

検
討

31

10
35

4
10

35
-4

住
宅

政
策

本
部

被
災

時
に

、
災

害
救

助
法

に
基

づ
き

、
大

規
模

半
壊

、
半

壊
、

準
半

壊
した

住
宅

を
応

急
的

に
修

理
し、

一
時

的
な

避
難

を
確

保
す

る
た

め
、

関
係

建
設

業
界

団
体

等
との

協
定

締
結

な
ど連

携
強

化
を

図
る

とと
も

に
、

修
理

に
係

る
基

準
な

どを
取

り決
め

、
実

施
体

制
の

構
築

を
準

備
す

る
。

・
協

定
に

基
づ

き
、

建
設

関
係

団
体

との
連

携
体

制
を

構
築

・
協

定
団

体
との

情
報

伝
達

訓
練

の
実

施
や

連
絡

体
制

の
共

有
-

・
協

定
に

基
づ

き
、

建
設

関
係

団
体

との
連

携
体

制
を

構
築

・
協

定
団

体
との

情
報

伝
達

訓
練

の
実

施
や

連
絡

体
制

の
共

有
-

10
35

5
10

35
-5

住
宅

政
策

本
部

被
災

時
に

、
災

害
救

助
法

に
基

づ
き

、
公

有
地

等
に

応
急

仮
設

住
宅

を
迅

速
に

建
設

し供
与

す
る

た
め

、
関

係
業

界
団

体
等

との
連

携
強

化
を

図
る

。
ま

た
、

建
設

候
補

用
地

、
基

本
的

な
建

設
計

画
な

どを
準

備
す

る
とと

も
に

、
必

要
とな

る
人

員
体

制
の

確
保

を
準

備
す

る
。

・
応

急
仮

設
住

宅
等

供
与

に
関

す
る

調
査

・
区

市
町

村
との

連
携

に
よ

る
建

設
候

補
地

の
調

査
・

建
設

候
補

地
に

お
け

る
配

置
計

画
を

検
討

・
区

市
町

村
と情

報
伝

達
訓

練
の

実
施

29
・

応
急

仮
設

住
宅

等
供

与
に

関
す

る
調

査
・

区
市

町
村

との
連

携
に

よ
る

建
設

候
補

地
の

調
査

・
建

設
候

補
地

に
お

け
る

配
置

計
画

を
検

討
・

区
市

町
村

と情
報

伝
達

訓
練

の
実

施
33

10
35

6
10

35
-6

住
宅

政
策

本
部

被
災

時
に

、
災

害
救

助
法

に
基

づ
き

、
民

間
賃

貸
住

宅
を

借
上

げ
、

応
急

仮
設

住
宅

とし
て

迅
速

に
供

与
す

る
た

め
、

関
係

業
界

団
体

等
との

協
定

締
結

な
ど連

携
強

化
を

図
る

とと
も

に
、供

与
に

係
る

基
準

な
どを

取
決

め
、

実
施

体
制

の
構

築
を

準
備

す
る

。

・
賃

貸
型

応
急

住
宅

供
与

に
関

す
る

訓
練

の
実

施
・

実
務

マ
ニ

ュア
ル

の
ブ

ラッ
シ

ュア
ップ

（
上

記
の

内
数

）
・

賃
貸

型
応

急
住

宅
供

与
に

関
す

る
訓

練
の

実
施

・
実

務
マ

ニ
ュア

ル
の

ブ
ラッ

シ
ュア

ップ
（

上
記

の
内

数
）

10
35

7
10

35
-7

住
宅

政
策

本
部

被
災

時
に

、
都

営
住

宅
及

び
公

社
住

宅
等

の
空

き
室

を
応

急
仮

設
住

宅
とし

て
迅

速
に

供
与

す
る

た
め

、
東

京
都

住
宅

供
給

公
社

との
連

絡
体

制
を

構
築

し、
実

施
に

備
え

る
。

・
都

・
公

社
合

同
訓

練
の

実
施

・
区

市
町

村
との

連
携

に
つ

い
て

検
討

-
・

都
・

公
社

合
同

訓
練

の
実

施
・

区
市

町
村

との
連

携
に

つ
い

て
検

討
-

10
36

1
10

36
-1

環
境

局
災

害
時

に
発

生
す

る
災

害
廃

棄
物

を
円

滑
か

つ
迅

速
に

処
理

す
る

た
め

東
京

都
災

害
廃

棄
物

処
理

計
画

を
策

定
し、

関
連

規
定

を
整

備
す

る
。

ま
た

、
区

市
町

村
の

災
害

廃
棄

物
処

理
計

画
策

定
を

支
援

す
る

。
都

内
区

市
町

村
及

び
一

部
事

務
組

合
の

職
員

を
対

象
に

、
災

害
廃

棄
物

処
理

計
画

策
定

に
資

す
る

情
報

交
換

会
及

び
ワ

ー
クシ

ョッ
プ

を
実

施
12

都
内

区
市

町
村

及
び

一
部

事
務

組
合

の
職

員
を

対
象

に
、

災
害

廃
棄

物
処

理
計

画
策

定
に

資
す

る
情

報
交

換
会

及
び

ワ
ー

クシ
ョッ

プ
を

実
施

12

　1
0

－
４

　社
会

全
体

の
ダ

メ
ー

ジ
を

最
低

限
に

抑
え

、
早

期
復

旧
・

復
興

に
つ

な
げ

ま
す

74
,0

56
　

88
,6

55

10
41

1
10

41
-1

建
設

局

「東
部

低
地

帯
の

河
川

施
設

整
備

計
画

」（
平

成
24

年
度

～
令

和
3

年
度

）
に

基
づ

き
、

各
施

設
が

機
能

を
保

持
し、

津
波

等
に

よ
る

浸
水

を
防

止
す

る
こと

を
目

的
とし

、
堤

防
や

水
門

・
排

水
機

場
等

の
耐

震
・

耐
水

対
策

を
行

う。
ま

た
、

令
和

4
年

度
以

降
は

、
令

和
3

年
12

月
に

策
定

した
「東

部
低

地
帯

の
河

川
施

設
整

備
計

画
（

第
二

期
）」

（
令

和
4

年
度

～
令

和
13

年
度

）
に

基
づ

き
、

切
れ

目
の

な
い

整
備

を
推

進
して

い
く。

堤
防

の
耐

震
対

策
、

水
門

・
排

水
機

場
等

の
耐

震
・

耐
水

対
策

を
実

施
33

,0
72

堤
防

の
耐

震
対

策
、

水
門

・
排

水
機

場
等

の
耐

震
・

耐
水

対
策

を
実

施
22

,1
23

10
41

2
再 33

14
-1

建
設

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

6,
53

5）
(再

掲
)

（
7,

01
6）



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

10
41

3
再 42

3-
7

下
水

道
局

(再
掲

)
(再

掲
)

-
(再

掲
)

-

10
41

4
再 93

3-
5

港
湾

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

10
41

5
10

41
-5

財
務

局
電

気
事

業
者

か
らの

電
力

供
給

に
加

え
て

、
新

宿
地

域
冷

暖
房

セ
ン

ター
か

らも
電

力
供

給
を

受
け

、
外

部
電

源
を

多
元

化
す

る
こと

に
よ

り、
防

災
拠

点
とし

て
の

機
能

を
向

上
させ

る
。

新
宿

地
域

冷
暖

房
セ

ン
ター

か
ら

3,
00

0k
W

の
電

力
供

給
を

受
入

れ
-

新
宿

地
域

冷
暖

房
セ

ン
ター

か
ら

3,
00

0k
W

の
電

力
供

給
を

受
入

れ
-

10
41

6
10

41
-6

都
市

整
備

局
鉄

軌
道

事
業

者
が

行
う鉄

道
施

設
の

耐
震

対
策

、
浸

水
対

策
を

促
進

し、
国

と連
携

して
鉄

道
利

用
者

の
安

全
性

を
確

保

（
耐

震
対

策
）

・
国

の
耐

震
省

令
等

に
基

づ
く、

高
架

橋
の

せ
ん

断
補

強
対

策
等

の
耐

震
対

策
を

促
進

して
き

た
。

平
成

30
年

3
月

の
省

令
の

改
正

等
を

踏
ま

え
、

ロッ
キ

ン
グ

橋
脚

の
耐

震
対

策
な

ど、
新

た
な

対
策

に
つ

い
て

も
促

進
して

い
く。

（
浸

水
対

策
）

・
ハ

ザ
ー

ドマ
ップ

等
に

基
づ

き
、

浸
水

が
想

定
され

る
地

下
駅

等
へ

の
浸

水
対

策
を

促
進

して
い

く。

80
8（

耐
震

対
策

）
・

国
の

耐
震

省
令

等
に

基
づ

く、
高

架
橋

の
せ

ん
断

補
強

対
策

等
の

耐
震

対
策

を
促

進
して

き
た

。
平

成
30

年
3

月
の

省
令

の
改

正
等

を
踏

ま
え

、
ロッ

キ
ン

グ
橋

脚
の

耐
震

対
策

な
どに

つ
い

て
も

促
進

して
い

く。
（

浸
水

対
策

）
・

ハ
ザ

ー
ドマ

ップ
等

に
基

づ
き

、
浸

水
が

想
定

され
る

地
下

駅
等

へ
の

浸
水

対
策

を
促

進
して

い
く。

61
6

10
41

7
10

41
-7

交
通

局
　「

首
都

直
下

地
震

等
に

よ
る

東
京

の
被

害
想

定
」

を
踏

ま
え

、
施

設
の

安
全

性
を

さら
に

高
め

、
早

期
の

運
行

再
開

を
図

る
た

め
、

高
架

部
の

橋
脚

及
び

地
下

部
の

柱
の

耐
震

補
強

を
進

め
る

。
高

架
橋

及
び

地
下

駅
中

柱
の

耐
震

対
策

の
推

進
36

1
駅

等
の

地
下

部
の

中
柱

及
び

高
架

橋
の

橋
脚

の
耐

震
補

強
を

推
進

39
8

10
41

8
再 81

1-
1

水
道

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

10
41

9
再 81

1-
2

水
道

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

10
41

10
再 81

1-
3

水
道

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

10
41

11
10

41
-

11
都

市
整

備
局

東
京

都
震

災
対

策
条

例
(東

京
都

条
例

第
20

2
号

)第
12

条
に

基
づ

き
、

昭
和

50
年

に
第

1
回

を
公

表
して

以
来

、
お

お
む

ね
5

年
ご

とに
地

震
に

対
す

る
地

域
の

危
険

度
を

科
学

的
に

測
定

し、
公

表
・

各
危

険
度

の
測

定
・

精
査

43
・

第
９

回
地

域
危

険
度

測
定

調
査

公
表

・第
10

回
地

域
危

険
度

測
定

調
査

の
各

危
険

度
の

測
定

方
針

の
検

討
・

課
題

整
理

・
基

礎
デ

ー
タの

収
集

・
東

京
危

険
度

マ
ップ

の
作

成
・

印
刷

　
42

10
41

12
10

41
-

12
交

通
局

地
下

鉄
4

路
線

の
列

車
無

線
を

デ
ジ

タル
化

へ
移

行
を

進
め

る
とと

も
に

、
切

り替
え

時
期

ま
で

既
設

列
車

無
線

を
使

用
す

る
た

め
補

修
を

実
施

・
デ

ジ
タル

列
車

無
線

整
備

　→
（

地
上

局
完

了
）

浅
草

線
・

LC
X

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

工
事

　→
（

施
工

完
了

）
浅

草
線

・
車

両
デ

ジ
タル

化
改

修
（

全
線

）
3,

68
3

・
車

両
デ

ジ
タル

化
改

修
（

全
線

）　
1,

93
6

10
42

1
10

42
-1

都
市

整
備

局
高

速
道

路
ネ

ット
ワ

ー
クと

して
の

機
能

を
維

持
して

い
く上

で
老

朽
化

対
策

は
根

幹
に

係
わ

る
も

の
で

あ
り、

国
や

関
係

機
関

と連
携

して
、

適
切

な
対

応
を

実
施

・
1

号
羽

田
線

、
3

号
渋

谷
線

の
大

規
模

更
新

を
計

画
的

に
推

進
・

都
心

環
状

線
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

、
国

とと
も

に
都

市
再

生
と連

携
した

老
朽

化
対

策
の

検
討

を
進

め
る

。
35

・
1

号
羽

田
線

、
3

号
渋

谷
線

の
大

規
模

更
新

を
計

画
的

に
推

進
・

都
心

環
状

線
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

、
国

とと
も

に
都

市
再

生
と連

携
し

た
老

朽
化

対
策

の
検

討
を

進
め

る
。

35

10
42

2
10

42
-2

建
設

局
新

交
通

(ゆ
りか

も
め

、
日

暮
里

・
舎

人
ライ

ナ
ー

)及
び

都
市

モ
ノレ

ー
ル

(多
摩

都
市

モ
ノレ

ー
ル

)に
お

け
る

イン
フラ

施
設

に
つ

い
て

、
予

防
保

全
的

な
補

修
・

更
新

を
計

画
的

に
実

施
ゆ

りか
も

め
、

多
摩

都
市

モ
ノレ

ー
ル

、
日

暮
里

舎
人

ライ
ナ

ー
で

大
規

模
修

繕
計

画
に

基
づ

く
設

計
、

工
事

を
実

施
5,

35
7

ゆ
りか

も
め

、
多

摩
都

市
モ

ノレ
ー

ル
、

日
暮

里
舎

人
ライ

ナ
ー

で
大

規
模

修
繕

計
画

に
基

づ
く設

計
、

工
事

を
実

施
5,

29
4

10
42

3
10

42
-3

建
設

局

道
路

法
の

改
正

に
伴

い
点

検
が

法
定

化
され

、
点

検
結

果
に

基
づ

く計
画

的
な

修
繕

の
実

施
が

求
め

られ
た

こと
か

ら、
都

が
管

理
す

る
全

て
の

橋
りょ

う
に

対
し、

最
新

の
点

検
結

果
を

反
映

させ
た

予
防

保
全

型
管

理
の

体
制

を
構

築
歴

史
的

価
値

の
高

い
著

名
橋

な
どの

主
要

橋
りょ

うに
つ

い
て

は
、

長
寿

命
化

を
推

進

10
橋

で
長

寿
命

化
対

策
に

着
手

16
,7

21
２

橋
で

長
寿

命
化

対
策

に
着

手
18

,0
83

44



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

10
42

4
10

42
-4

建
設

局
詳

細
健

全
度

調
査

の
結

果
を

踏
ま

え
、

対
象

施
設

、
優

先
順

位
、

概
略

の
対

策
工

法
及

び
工

程
、

概
算

事
業

費
な

どを
含

め
た

、
予

防
保

全
計

画
を

策
定

し、
損

傷
や

劣
化

が
進

行
す

る
前

に
対

策
を

行
う、

予
防

保
全

型
管

理
の

取
組

を
推

進
す

る
こと

で
、

安
全

性
を

向
上

11
トン

ネ
ル

で
対

策
工

事
に

着
手

1,
20

7
4

トン
ネ

ル
で

対
策

工
事

実
施

予
定

　
1,

09
9

10
42

5
10

42
-5

建
設

局

【分
水

路
・

地
下

調
節

池
(土

木
)】

策
定

した
予

防
保

全
計

画
に

基
づ

き
、

予
防

保
全

型
管

理
を

実
施

【地
下

調
節

池
(設

備
)】

策
定

した
予

防
保

全
計

画
に

基
づ

き
予

防
保

全
型

管
理

を
実

施
【堤

防
・

護
岸

】
健

全
度

調
査

結
果

に
基

づ
き

、
予

防
保

全
計

画
策

定
に

向
け

た
検

討
を

実
施

。
ま

た
、

定
期

点
検

の
結

果
、

優
先

的
に

対
応

が
必

要
な

箇
所

を
補

修 【砂
防

施
設

】
【急

傾
斜

地
崩

壊
対

策
施

設
・地

す
べ

り防
止

施
設

】
【海

岸
保

全
施

設
】

策
定

した
予

防
保

全
計

画
に

基
づ

き
、

予
防

保
全

型
管

理
を

実
施

・
分

水
路

・
地

下
調

節
池

の
予

防
保

全
型

管
理

の
実

施
・

地
下

調
節

池
設

備
の

予
防

保
全

型
管

理
の

実
施

・
堤

防
・

護
岸

の
予

防
保

全
型

管
理

の
導

入
に

向
け

た
検

討
の

実
施

・
砂

防
関

係
施

設
の

予
防

保
全

型
管

理
の

実
施

・
海

岸
保

全
施

設
の

予
防

保
全

型
管

理
の

実
施

・
急

傾
斜

地
崩

壊
・

地
す

べ
り防

止
施

設
の

予
防

保
全

管
理

の
実

施

3,
94

2

・
分

水
路

・
地

下
調

節
池

の
予

防
保

全
型

管
理

の
実

施
・

地
下

調
節

池
設

備
の

予
防

保
全

型
管

理
の

実
施

・
堤

防
・

護
岸

の
予

防
保

全
計

画
策

定
（

予
定

）
・

砂
防

関
係

施
設

の
予

防
保

全
型

管
理

の
実

施
・

海
岸

保
全

施
設

の
予

防
保

全
型

管
理

の
実

施
・

急
傾

斜
地

崩
壊

・
地

す
べ

り防
止

施
設

の
予

防
保

全
管

理
の

実
施

4,
75

0

10
42

6
10

42
-6

建
設

局
公

園
橋

等
に

つ
い

て
、

継
続

的
に

老
朽

化
の

進
行

状
況

や
補

修
必

要
箇

所
の

点
検

調
査

を
実

施
し、

調
査

結
果

を
基

に
補

修
等

を
行

うこ
とで

施
設

の
延

命
化

を
進

め
、

施
設

更
新

に
よ

る
費

用
、

利
用

者
の

利
便

性
損

失
、

環
境

負
荷

の
低

減
を

図
る

。
公

園
橋

の
調

査
・

設
計

・
工

事
を

予
定

23
0

公
園

橋
の

調
査

・
設

計
・

工
事

を
予

定
　

30
5

10
42

7
10

42
-7

港
湾

局
東

京
港

内
の

全
港

湾
施

設
等

に
対

して
予

防
保

全
型

維
持

管
理

を
、

計
画

的
に

行
い

施
設

の
健

全
性

を
確

保
す

る
とと

も
に

、
効

果
的

、
経

済
的

な
施

設
管

理
を

実
施

す
る

。
・

東
京

港
内

の
港

湾
施

設
・

海
岸

保
全

施
設

等
に

つ
い

て
維

持
管

理
計

画
を

策
定

・
個

別
施

設
ご

との
維

持
管

理
計

画
に

基
づ

き
、

予
防

保
全

型
維

持
管

理
を

推
進

1,
16

2

・
「東

京
港

港
湾

施
設

等
維

持
管

理
計

画
」

に
基

づ
き

、
東

京
港

内
の

港
湾

施
設

・海
岸

保
全

施
設

に
対

して
予

防
保

全
型

維
持

管
理

を
計

画
的

に
推

進
・

耐
用

年
数

を
迎

え
る

橋
梁

・
トン

ネ
ル

に
つ

い
て

、
「東

京
港

橋
梁

・
ト

ン
ネ

ル
の

長
寿

命
化

計
画

」
に

基
づ

く、
大

規
模

改
修

を
実

施
し、

施
設

の
更

な
る

延
命

化
を

推
進

4,
82

5

10
42

8
10

42
-8

交
通

局
地

下
鉄

構
造

物
に

つ
い

て
、

予
防

保
全

型
の

管
理

手
法

を
導

入
し、

浅
草

線
、

三
田

線
に

お
い

て
本

格
施

工
を

行
う。

トン
ネ

ル
内

の
画

像
撮

影
を

実
施

して
、

そ
の

変
状

デ
ー

タに
よ

り駅
間

単
位

で
健

全
度

を
把

握
す

る
。

・
構

造
物

の
検

査
結

果
を

踏
ま

え
つ

つ
、

予
防

保
全

型
の

管
理

手
法

に
基

づ
き

、
補

修
工

事
を

計
画

的
に

実
施

93
9

・構
造

物
の

検
査

結
果

を
踏

ま
え

つ
つ

、
予

防
保

全
型

の
管

理
手

法
に

基
づ

き
、

補
修

工
事

を
計

画
的

に
実

施
53

5

10
42

9
10

42
-9

下
水

道
局

下
水

道
管

を
適

切
に

維
持

管
理

し、
将

来
に

わ
た

る
安

定
的

な
流

下
機

能
を

確
保

す
る

。
下

水
道

管
内

の
詳

細
な

映
像

が
取

得
可

能
な

ミラ
ー

方
式

テ
レ

ビカ
メラ

に
よ

り得
られ

た
情

報
等

か
ら、

損
傷

箇
所

や
劣

化
度

の
判

定
を

自
動

で
行

うシ
ス

テ
ム

を
構

築
し、

診
断

精
度

の
向

上
を

推
進

-
下

水
道

管
内

の
詳

細
な

映
像

が
取

得
可

能
な

ミラ
ー

方
式

テ
レ

ビカ
メラ

に
よ

り得
られ

た
情

報
等

か
ら、

損
傷

箇
所

や
劣

化
度

の
判

定
を

自
動

で
行

うシ
ス

テ
ム

を
構

築
し、

診
断

精
度

の
向

上
を

推
進

-

10
43

1
10

43
-1

建
設

局
情

報
通

信
技

術
(I

CT
)を

活
用

した
道

路
管

理
を

さら
に

進
化

させ
、

利
用

者
に

とっ
て

安
全

で
安

心
な

道
路

を
永

続
的

に
提

供
。

・
道

路
空

間
の

三
次

元
計

測
　等

48
5

・
道

路
空

間
の

三
次

元
計

測
　等

　
36

9

10
43

2
再 10

42
-3

建
設

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

10
43

3
再 10

42
-4

建
設

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

10
43

4
10

43
-4

福
祉

保
健

局
利

便
性

の
向

上
を

図
る

た
め

、
銀

行
振

込
に

加
え

、
キ

ャッ
シ

ュレ
ス

に
よ

る
受

入
れ

に
向

け
た

取
組

を
推

進
銀

行
振

込
に

加
え

、
利

便
性

の
向

上
を

図
る

た
め

、
キ

ャッ
シ

ュレ
ス

に
よ

る
受

入
れ

に
向

け
た

取
組

を
推

進
-

キ
ャッ

シ
ュレ

ス
化

の
本

格
実

施
　

-

10
44

1
再 83

3-
1

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

10
44

2
再 62

2-
1

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

45



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

10
44

3
再 83

3-
2

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

10
44

4
10

44
-4

環
境

局
大

規
模

・
長

期
間

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

貯
蔵

が
可

能
で

、
災

害
時

の
電

源
確

保
に

も
資

す
る

水
素

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
、

イン
フラ

整
備

や
車

両
の

導
入

支
援

、
家

庭
用

燃
料

電
池

等
の

普
及

・
定

着
を

進
め

て
い

く。

引
き

続
き

、
防

災
力

の
向

上
に

向
け

、
災

害
時

の
非

常
用

電
源

とし
て

も
利

用
可

能
な

燃
料

電
池

自
動

車
・

燃
料

電
池

バ
ス

・
業

務
・

産
業

用
燃

料
電

池
等

の
普

及
を

促
進

・
水

素
ス

テ
ー

シ
ョン

設
備

等
導

入
促

進
事

業
・

燃
料

電
池

バ
ス

導
入

促
進

事
業

・
水

素
を

活
用

した
ス

マ
ー

トエ
ネ

ル
ギ

ー
エ

リア
形

成
推

進
事

業
・

再
エ

ネ
由

来
水

素
の

本
格

活
用

を
見

据
え

た
設

備
等

導
入

促
進

事
業

3,
86

5

引
き

続
き

、
防

災
力

の
向

上
に

向
け

、
災

害
時

の
非

常
用

電
源

とし
て

も
利

用
可

能
な

燃
料

電
池

自
動

車
・

燃
料

電
池

バ
ス

・
業

務
・

産
業

用
／

家
庭

用
燃

料
電

池
等

の
普

及
を

促
進

・
水

素
ス

テ
ー

シ
ョン

設
備

等
導

入
促

進
事

業
・

燃
料

電
池

バ
ス

導
入

促
進

事
業

・
水

素
を

活
用

した
ス

マ
ー

トエ
ネ

ル
ギ

ー
エ

リア
形

成
推

進
事

業
・

再
エ

ネ
由

来
水

素
の

本
格

活
用

を
見

据
え

た
設

備
等

導
入

促
進

事
業

25
,9

31

10
44

5
再 83

3-
4

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

10
44

6
10

44
-6

環
境

局

震
災

時
に

お
け

る
高

圧
ガ

ス
施

設
の

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

、
適

切
な

保
守

管
理

や
防

災
・

減
災

等
の

対
策

に
係

る
危

害
予

防
規

程
の

改
正

等
を

指
導

す
る

。
災

害
時

に
備

え
て

、
避

難
所

へ
の

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

供
給

の
た

め
の

協
定

締
結

を
支

援
す

る
とと

も
に

、
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
事

故
の

未
然

防
止

対
策

に
関

す
る

調
査

の
結

果
を

踏
ま

え
、

ガ
ス

ボ
ン

ベ
流

出
防

止
対

策
事

業
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

高
圧

ガ
ス

取
扱

事
業

所
等

との
連

携
を

強
化

（
防

災
訓

練
の

充
実

、
緊

急
収

納
容

器
の

配
備

）
す

る
とと

も
に

、
高

圧
ガ

ス
地

域
防

災
事

業
所

間
の

連
携

強
化

を
図

る
た

め
の

業
務

用
Ｍ

Ｃ
Ａ

無
線

機
を

配
備

す
る

。

・
危

害
予

防
規

程
の

改
正

指
導

・
区

市
町

村
に

対
す

る
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
供

給
協

定
締

結
支

援
・

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

事
故

防
止

に
関

す
る

安
全

機
器

の
普

及
状

況
等

の
調

査
・

高
圧

ガ
ス

取
扱

事
業

所
等

との
連

携
(事

業
所

防
災

訓
練

の
充

実
、

緊
急

収
納

容
器

の
配

備
)

・
業

務
用

Ｍ
Ｃ

Ａ
無

線
機

の
整

備

27

・
危

害
予

防
規

程
の

改
正

指
導

・
区

市
町

村
に

対
す

る
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
供

給
協

定
締

結
支

援
・

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

ボ
ン

ベ
流

出
防

止
対

策
事

業
・

高
圧

ガ
ス

取
扱

事
業

所
等

との
連

携
(事

業
所

防
災

訓
練

の
充

実
、

緊
急

収
納

容
器

の
配

備
)

・
業

務
用

Ｍ
Ｃ

Ａ
無

線
機

の
整

備

38

10
44

7
10

44
-7

環
境

局

震
災

対
策

マ
ニ

ュア
ル

を
作

成
し事

業
者

に
周

知
す

る
とと

も
に

、
条

例
の

化
学

物
質

適
正

管
理

制
度

を
震

災
を

想
定

した
も

の
に

し事
業

者
の

震
災

対
策

を
促

進
す

る
。

化
学

物
質

取
扱

事
業

所
で

発
生

す
る

震
災

時
の

事
故

に
的

確
に

対
応

で
き

る
よ

う、
適

正
管

理
化

学
物

質
に

関
す

る
情

報
を

東
京

消
防

庁
、

区
市

等
と共

有
す

る
。

・
「化

学
物

質
管

理
方

法
書

」
に

震
災

対
策

を
盛

り込
む

よ
う、

区
市

と連
携

した
事

業
者

へ
の

周
知

・
指

導
・

「震
災

対
策

ﾏﾆ
ｭｱ

ﾙ」
の

普
及

促
進

・
適

正
管

理
物

質
に

係
る

最
新

の
情

報
の

東
京

消
防

庁
へ

の
提

供
の

継
続

-

・
「化

学
物

質
管

理
方

法
書

」
に

震
災

対
策

を
盛

り込
む

よ
う、

区
市

と
連

携
した

事
業

者
へ

の
周

知
・

指
導

・
「震

災
対

策
マ

ニ
ュア

ル
」

の
普

及
促

進
・

適
正

管
理

物
質

に
係

る
最

新
の

情
報

の
東

京
消

防
庁

へ
の

提
供

の
継

続

-

10
44

8
10

44
-8

環
境

局
災

害
時

に
都

と区
市

町
村

が
連

携
して

ア
ス

ベ
ス

ト飛
散

防
止

対
策

に
取

り
組

め
る

体
制

を
整

備
・強

化
す

る
。

ま
た

、 
民

間
団

体
との

連
携

を
強

化
し、

官
民

連
携

に
よ

る
災

害
時

の
ア

ス
ベ

ス
ト対

策
を

充
実

させ
る

。
・

区
市

と連
携

して
災

害
時

に
お

け
る

石
綿

飛
散

防
止

措
置

に
係

る
マ

ニ
ュア

ル
を

作
成

・
マ

ス
ク

・
飛

散
防

止
剤

等
の

購
入

、
備

蓄
9

・
区

市
が

災
害

時
の

ア
ス

ベ
ス

ト飛
散

防
止

対
策

を
効

率
的

に
実

施
で

き
る

よ
うに

、
ア

ス
ベ

ス
ト建

物
情

報
等

の
情

報
を

収
集

整
理

し、
区

市
へ

提
供 ・

区
市

職
員

向
け

の
災

害
時

の
ア

ス
ベ

ス
ト飛

散
防

止
対

策
に

係
る

研
修

の
実

施
・

災
害

現
場

に
お

い
て

区
市

町
村

が
応

急
対

策
等

を
講

じる
こと

が
で

き
る

よ
うに

資
機

材
導

入
を

支
援

10

10
44

9
10

44
-9

環
境

局

震
災

に
備

え
、

トラ
ン

ス
等

PC
B

廃
電

気
機

器
が

流
出

し災
害

廃
棄

物
に

混
入

した
場

合
で

も
、

迅
速

に
PC

B
廃

棄
物

で
あ

る
こと

が
確

認
で

き
る

よ
う、

都
内

の
事

業
者

が
保

管
・

使
用

して
い

る
PC

B
含

有
機

器
を

対
象

に
PC

B
識

別
ス

テ
ッカ

ー
を

貼
付

す
る

。
ま

た
、ス

テ
ッカ

ー
の

貼
付

状
況

を
確

認
す

る
とと

も
に

、保
管

状
況

を
調

査
し、

PC
B

廃
棄

物
の

適
正

な
保

管
管

理
に

関
す

る
普

及
啓

発
を

図
る

。

希
望

者
に

対
す

る
ス

テ
ッカ

ー
の

配
布

を
継

続
-

希
望

者
に

対
す

る
ス

テ
ッカ

ー
の

配
布

を
継

続
-

10
44

10
10

44
-

10
都

市
整

備
局

都
内

の
エ

レ
ベ

ー
ター

所
有

者
等

に
地

震
時

の
閉

じ込
め

防
止

の
必

要
性

に
つ

い
て

、
普

及
啓

発
引

き
続

き
進

捗
を

確
認

す
る

とと
も

に
、

リー
フレ

ット
の

配
布

に
よ

る
普

及
啓

発
の

実
施

-
引

き
続

き
進

捗
を

確
認

す
る

とと
も

に
、

リー
フレ

ット
の

配
布

に
よ

る
普

及
啓

発
の

実
施

-

10
44

11
10

44
-

11
産

業
労

働
局

中
小

企
業

の
Ｂ

Ｃ
Ｐ

策
定

に
向

け
た

支
援

を
実

施
す

る
。

BC
P

普
及

啓
発

セ
ミナ

ー
、

BC
P

策
定

支
援

講
座

、
フォ

ロー
ア

ップ
セ

ミナ
ー

、
BC

P
策

定
個

別
コン

サ
ル

テ
ィン

グ
等

を
実

施
予

定
77

BC
P

普
及

啓
発

セ
ミナ

ー
、

BC
P

策
定

支
援

講
座

、
フォ

ロー
ア

ップ
セ

ミ
ナ

ー
、

BC
P

策
定

個
別

コン
サ

ル
テ

ィン
グ

等
を

実
施

予
定

79

10
44

12
10

44
-

12
産

業
労

働
局

先
進

的
防

災
技

術
の

普
及

に
よ

る
都

市
防

災
力

の
向

上
と産

業
の

活
性

化
を

図
る

た
め

、
都

内
中

小
企

業
者

等
が

自
社

で
開

発
・

製
造

した
都

市
の

防
災

力
を

高
め

る
優

れ
た

技
術

、
製

品
・

試
作

品
を

対
象

に
、

実
用

化
及

び
販

路
開

拓
に

係
る

支
援

を
行

う。

引
き

続
き

、
実

用
化

前
の

防
災

関
連

製
品

等
の

選
定

、
実

用
化

へ
の

経
費

助
成

、
普

及
促

進
を

実
施

予
定

。
25

8
引

き
続

き
、

実
用

化
前

の
防

災
関

連
製

品
等

の
選

定
、

実
用

化
へ

の
経

費
助

成
、

普
及

促
進

を
実

施
予

定
。

新
た

な
リス

クへ
の

対
応

を
強

化
す

る
た

め
、

本
事

業
に

お
い

て
令

和
4

年
度

交
付

決
定

件
数

を
拡

充
す

る
。

22
9

46



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

10
44

13
10

44
-

13
産

業
労

働
局

中
小

企
業

の
自

然
災

害
、

サ
イバ

ー
攻

撃
等

の
リス

ク対
策

に
伴

う設
備

機
器

等
の

導
入

に
必

要
な

経
費

の
一

部
を

助
成

し、
実

効
性

あ
る

事
業

継
続

対
策

を
後

押
しす

る
。

中
小

企
業

が
行

う、
BC

P
実

践
、

サ
イバ

ー
セ

キ
ュリ

テ
ィ対

策
、

節
電

対
策

に
必

要
な

設
備

機
器

等
の

導
入

に
必

要
な

経
費

の
一

部
を

助
成

。
49

2
中

小
企

業
が

行
う、

BC
P

実
践

、
サ

イバ
ー

セ
キ

ュリ
テ

ィ対
策

、
節

電
対

策
に

必
要

な
設

備
機

器
等

の
導

入
に

必
要

な
経

費
の

一
部

を
助

成
。

53
8

10
44

14
10

44
-

14
産

業
労

働
局

区
市

町
村

の
地

域
産

業
活

性
化

計
画

を
支

援
す

る
こと

で
、

地
域

産
業

振
興

施
策

を
よ

り力
強

く推
進

す
る

と同
時

に
、

都
内

産
業

の
継

続
的

・
安

定
的

な
発

展
を

後
押

しし
て

い
く。

区
市

町
村

が
、

「感
染

症
や

災
害

な
どの

発
生

に
よ

る
社

会
経

済
活

動
の

大
き

な
変

化
や

社
会

構
造

の
変

革
へ

の
対

応
に

係
る

事
業

」
等

の
要

件
を

含
む

「地
域

産
業

活
性

化
計

画
」

を
立

案
し実

行
す

る
場

合
、

補
助

金
で

支
援

を
行

う。
42

1
区

市
町

村
が

、
「感

染
症

や
災

害
な

どの
発

生
に

よ
る

社
会

経
済

活
動

の
大

き
な

変
化

や
社

会
構

造
の

変
革

へ
の

対
応

に
係

る
事

業
」

等
の

要
件

を
含

む
「地

域
産

業
活

性
化

計
画

」
を

立
案

し実
行

す
る

場
合

、
補

助
金

で
支

援
を

行
う。

79
4

10
44

15
10

44
-

15
福

祉
保

健
局

産
業

労
働

局
港

湾
局

東
日

本
大

震
災

に
よ

る
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
の

事
故

で
は

、
発

電
所

か
ら約

22
0k

m
離

れ
て

い
る

東
京

に
お

い
て

も
、

様
々

な
影

響
を

受
け

た
。

この
経

験
を

踏
ま

え
て

、
放

射
性

物
質

等
に

よ
る

影
響

に
つ

い
て

、
都

民
の

心
理

的
動

揺
や

混
乱

を
で

き
る

限
り低

くす
る

よ
うな

対
策

を
取

る
必

要
が

あ
る

。
この

た
め

、
放

射
性

物
質

等
に

よ
る

影
響

に
つ

い
て

よ
り円

滑
に

対
応

で
き

る
体

制
を

構
築

す
る

とと
も

に
、

都
民

が
安

心
して

生
活

で
き

る
よ

う正
確

な
情

報
を

提
供

す
る

こと
が

必
要

で
あ

る
。

・
コン

テ
ナ

表
面

、
大

気
、

海
水

の
放

射
線

量
を

測
定

し、
H

P
に

結
果

を
掲

載
・

各
コン

テ
ナ

ふ
頭

に
据

置
型

放
射

線
検

知
器

を
設

置
し、

輸
出

コン
テ

ナ
の

検
査

を
実

施
・

引
き

続
き

大
気

浮
遊

塵
の

測
定

結
果

を
随

時
Ｈ

Ｐ
に

よ
り公

表
・

引
き

続
き

、
農

林
水

産
物

の
放

射
性

物
質

検
査

を
実

施
、

情
報

提
供

・
放

射
性

物
質

検
査

の
実

施
及

び
結

果
の

公
表

・
環

境
放

射
線

業
務

に
携

わ
る

区
市

町
村

職
員

向
け

研
修

の
実

施

68

・
コン

テ
ナ

表
面

、
大

気
、

海
水

の
放

射
線

量
を

測
定

し、
H

P
に

結
果

を
掲

載
・

各
コン

テ
ナ

ふ
頭

に
据

置
型

放
射

線
検

知
器

を
設

置
し、

輸
出

コン
テ

ナ
の

検
査

を
実

施
・

引
き

続
き

大
気

浮
遊

塵
の

測
定

結
果

を
随

時
Ｈ

Ｐ
に

よ
り公

表
・

引
き

続
き

、
農

林
水

産
物

の
放

射
性

物
質

検
査

を
実

施
、

情
報

提
供

・
放

射
性

物
質

検
査

の
実

施
及

び
結

果
の

公
表

・
環

境
放

射
線

業
務

に
携

わ
る

区
市

町
村

職
員

向
け

研
修

の
実

施

68

10
44

16
10

44
-

16
福

祉
保

健
局

医
療

法
(昭

和
23

年
法

律
第

20
5

号
)第

25
条

に
基

づ
く立

入
検

査
に

よ
り医

療
機

関
に

対
して

震
災

発
生

時
の

対
応

マ
ニ

ュア
ル

の
整

備
と研

修
の

実
施

状
況

の
確

認
な

ど、
震

災
対

策
の

指
導

を
行

う。
継

続
して

実
施

す
る

。
-

継
続

して
実

施
す

る
。

-

10
44

17
10

44
-

17
福

祉
保

健
局

児
童

養
護

施
設

等
に

お
い

て
、

防
災

設
備

の
設

置
や

避
難

訓
練

・
消

火
訓

練
が

法
令

に
則

って
行

わ
れ

る
よ

う指
導

を
行

うこ
とで

、
非

常
災

害
時

の
入

所
児

童
の

安
全

を
図

る
。

継
続

して
実

施
す

る
。

-
継

続
して

実
施

す
る

。
　

-

10
44

18
10

44
-

18
福

祉
保

健
局

大
規

模
災

害
に

よ
り、

被
災

区
市

町
村

が
平

常
時

に
使

用
して

い
る

火
葬

場
の

火
葬

能
力

だ
け

で
は

、
当

該
区

市
町

村
の

遺
体

の
火

葬
を

行
うこ

とが
不

可
能

とな
った

場
合

に
、

都
の

調
整

の
下

で
都

内
全

域
及

び
近

隣
県

等
の

火
葬

場
を

活
用

して
広

域
的

に
火

葬
を

行
う体

制
の

整
備

及
び

通
信

訓
練

を
実

施
す

る
。

近
隣

県
、

都
内

火
葬

場
等

広
域

火
葬

に
係

る
協

定
締

結
機

関
との

通
信

訓
練

の
実

施
-

・
近

隣
県

、
都

内
火

葬
場

等
広

域
火

葬
に

係
る

協
定

締
結

機
関

との
通

信
訓

練
の

実
施

-

10
44

19
10

44
-

19
総

務
局

首
都

直
下

地
震

等
の

発
生

直
後

か
ら行

うべ
き

応
急

対
策

業
務

や
継

続
す

べ
き

通
常

業
務

及
び

業
務

に
必

要
な

人
員

・
資

機
材

等
の

資
源

等
を

定
め

た
「都

政
の

BC
P」

の
持

続
的

改
善

を
図

る
。

・
BC

M
推

進
委

員
会

の
適

宜
開

催
・

BC
P

未
策

定
自

治
体

に
対

す
る

BC
P

策
定

フォ
ー

マ
ット

の
提

供
及

び
研

修
等

の
実

施
・

リモ
ー

ト業
務

も
含

め
た

災
害

対
応

業
務

の
検

討
【D

X】
-

・
「都

政
の

BC
P」

改
定

に
向

け
た

BC
M

推
進

委
員

会
の

適
宜

開
催

・
BC

P
未

策
定

自
治

体
に

対
し、

各
団

体
の

課
題

を
踏

ま
え

た
策

定
支

援
等

の
実

施
・

発
災

直
後

の
非

常
時

優
先

業
務

を
円

滑
に

実
施

す
る

た
め

、
リモ

ー
ト

化
可

能
な

非
常

時
優

先
業

務
の

運
用

方
法

に
つ

い
て

、
ハ

ー
ド

・
ソ

フト
両

面
で

の
条

件
整

理

-

10
22

20
10

22
-

20
都

市
整

備
局

災
害

時
に

お
け

る
帰

宅
困

難
者

の
安

全
確

保
や

業
務

機
能

・
行

政
機

能
継

続
に

必
要

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
安

定
供

給
の

確
保

に
資

す
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
導

管
等

を
整

備
す

る
こと

に
よ

り、
都

市
の

防
災

性
向

上
及

び
東

京
の

国
際

競
争

力
強

化
を

促
進

2
地

区
（

虎
ノ門

一
・

二
丁

目
地

区
、

八
重

洲
二

丁
目

北
地

区
）

で
補

助
事

業
を

実
施

72
3

3
地

区
（

虎
ノ門

一
・

二
丁

目
地

区
、

八
重

洲
二

丁
目

北
地

区
、

品
川

駅
北

周
辺

地
区

）
で

補
助

事
業

を
実

施
49

5

10
44

21
10

44
-

21
建

設
局

地
盤

の
液

状
化

の
判

定
に

当
た

って
は

、
「東

京
低

地
の

液
状

化
予

測
(

昭
和

62
年

4
月

)」
で

の
判

定
結

果
や

、
昭

和
61

年
よ

り開
発

・
運

用
して

い
る

地
盤

情
報

シ
ス

テ
ム

内
に

集
め

られ
た

地
形

、
地

質
等

に
関

す
る

情
報

を
適

宜
活

用
して

い
く。

・
地

盤
情

報
の

共
有

化
に

向
け

た
調

整
・

シ
ス

テ
ム

の
利

便
性

向
上

の
検

討
8

・
地

盤
情

報
シ

ス
テ

ム
の

運
用

・
地

盤
調

査
報

告
書

の
収

集
お

よ
び

デ
ー

タ整
備

の
実

施
8

47



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅰ
　区

部
・

多
摩

地
域

に
お

け
る

地
震

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(

令
和

３
年

度
)

20
22

年
度

（
令

和
４

年
度

）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

10
44

22
10

44
-

22
建

設
局

液
状

化
の

予
測

に
つ

い
て

は
、

19
86

年
度

及
び

19
96

年
度

に
「東

京
の

液
状

化
予

測
図

」
を

作
成

し、
東

京
港

埋
立

地
盤

で
は

19
90

年
度

に
作

成
し、

東
日

本
大

震
災

に
よ

る
影

響
を

踏
ま

え
、

検
討

委
員

会
な

ど
に

お
い

て
検

証
を

経
た

上
で

、
11

～
12

年
度

で
修

正
を

行
い

、
公

開
し

て
き

た
。

今
後

、
精

度
の

高
い

液
状

化
予

測
図

の
作

成
に

向
け

、
基

礎
調

査
を

実
施

し、
継

続
的

に
収

集
され

る
新

た
な

地
盤

デ
ー

タを
取

り込
み

、
予

測
図

の
随

時
更

新
が

可
能

な
プ

ログ
ラム

を
開

発
し、

継
続

的
に

液
状

化
予

測
図

を
更

新
して

H
P

で
公

開
す

る
。

・
液

状
化

予
測

図
更

新
案

の
修

正
・

液
状

化
予

測
図

の
決

定
・

液
状

化
予

測
図

の
公

開
55

・
令

和
3

年
度

「液
状

化
予

測
図

更
新

」
以

降
に

収
集

され
た

ボ
ー

リン
グ

デ
ー

タを
活

用
した

次
期

更
新

（
案

）
の

作
成

48

10
44

23
10

44
-

23
建

設
局

主
要

な
道

路
橋

りょ
うや

東
部

低
地

帯
に

お
け

る
堤

防
、

水
門

な
ど河

川
施

設
と周

辺
地

盤
に

設
置

して
い

る
強

震
計

等
の

観
測

で
得

られ
た

地
震

波
形

を
利

用
して

地
盤

と構
造

物
の

地
震

動
特

性
の

解
析

を
行

う。
・

強
震

観
測

を
継

続
して

実
施

・
強

震
記

録
デ

ー
タの

一
般

公
開

実
施

8
・

強
震

観
測

を
継

続
して

実
施

・
強

震
記

録
デ

ー
タの

一
般

公
開

実
施

8

48



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅱ
　島

し
ょ地

域
に

お
け

る
地

震
及

び
火

山
噴

火

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(令

和
３

年
度

)
20

22
年

度
（

令
和

４
年

度
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

　Ⅱ
　島

し
ょ地

域
に

お
け

る
地

震
及

び
火

山
噴

火
2,

57
6

　
2,

32
9

　１
　島

し
ょ地

域
に

お
け

る
迅

速
な

避
難

と安
全

確
保

2,
57

6
　

2,
30

6

　１
－

１
　最

大
ク

ラ
ス

の
津

波
か

ら
も

身
を

守
れ

る
よ

う、
ハ

ー
ド

とソ
フト

両
面

の
避

難
対

策
を

実
施

し
ま

す
92

4
　

31
3

21
11

1
21

11
-1

港
湾

局

津
波

到
達

ま
で

に
高

台
等

へ
避

難
が

困
難

な
4

島
9

港
に

お
い

て
、

津
波

避
難

施
設

を
整

備
す

る
こと

に
よ

り、
港

湾
・

漁
港

区
域

内
等

に
避

難
場

所
を

確
保

す
る

。
全

て
の

港
湾

・
漁

港
に

お
い

て
、

避
難

誘
導

標
識

を
設

置
す

る
こと

に
よ

り、
就

労
者

・
観

光
客

等
の

安
全

な
避

難
を

可
能

とす
る

。

4
島

8
港

で
津

波
避

難
施

設
を

整
備

港
湾

・
漁

港
に

お
い

て
、

避
難

誘
導

標
識

を
設

置
89

4
4

島
9

港
で

津
波

避
難

施
設

が
完

了
-

21
12

1
再 10

11
-5

建
設

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

16
,3

10
）

(再
掲

)
（

13
,7

68
）

21
13

1
再 53

2-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

9）
(再

掲
)

（
5）

21
13

2
再 51

1-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

33
）

(再
掲

)
（

0）

21
13

3
再 51

3-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

2,
90

0）
(再

掲
)

（
3,

62
5）

21
13

4
21

13
-4

港
湾

局

近
年

の
気

候
変

動
に

伴
う災

害
の

激
甚

化
か

ら、
島

しょ
地

域
に

住
む

都
民

の
生

命
、

財
産

を
守

る
た

め
、

衛
星

や
ドロ

ー
ン

、
ライ

ブ
カメ

ラ等
に

よ
り速

や
か

に
現

地
状

況
の

デ
ー

タを
イン

ター
ネ

ット
上

に
集

約
、

関
係

者
に

リア
ル

タイ
ム

で
展

開
・共

有
し、

災
害

復
旧

ま
で

の
作

業
を

効
率

化
す

る
離

島
港

湾
情

報
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

を
構

築
す

る
。

-
-

近
年

の
気

候
変

動
に

伴
う災

害
の

激
甚

化
か

ら、
島

しょ
地

域
に

住
む

都
民

の
生

命
、

財
産

を
守

る
た

め
、

衛
星

や
ドロ

ー
ン

、
ライ

ブ
カメ

ラ等
に

よ
り速

や
か

に
現

地
状

況
の

デ
ー

タを
イン

ター
ネ

ット
上

に
集

約
、

関
係

者
に

リア
ル

タイ
ム

で
展

開
・

共
有

し、
災

害
復

旧
ま

で
の

作
業

を
効

率
化

す
る

離
島

港
湾

情
報

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
を

構
築

す
る

。

26
0

21
14

1
21

14
-1

総
務

局
・

「津
波

に
よ

る
人

的
被

害
ゼ

ロ」
を

目
指

して
、

都
に

お
け

る
津

波
避

難
対

策
を

総
合

的
に

推
進

し、
津

波
防

災
力

を
向

上
事

前
避

難
対

象
地

域
の

指
定

支
援

等
30

・
島

しょ
地

域
に

お
け

る
津

波
ハ

ザ
ー

ドマ
ップ

基
本

図
等

の
作

成
及

び
調

査
　

53

21
14

2
再 97

2-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

32
7）

(再
掲

)
（

32
3）

21
15

1
再 11

3-
3

教
育

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
（

50
4）

(再
掲

)
（

20
5）

21
15

2
再 11

3-
4

教
育

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
（

1,
13

6）
(再

掲
)

（
64

2）

21
16

1
再 41

1-
1

福
祉

保
健

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

2+
包

括
）

(再
掲

)
（

2+
包

括
）

　１
－

２
　発

生
頻

度
の

高
い

津
波

や
台

風
等

の
被

害
か

ら
人

命
や

財
産

を
守

りま
す

1,
58

3
　

1,
94

3

49



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅱ
　島

し
ょ地

域
に

お
け

る
地

震
及

び
火

山
噴

火

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(令

和
３

年
度

)
20

22
年

度
（

令
和

４
年

度
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

21
21

1
21

21
-1

港
湾

局
近

年
激

甚
化

す
る

風
水

害
等

の
備

え
の

た
め

、
海

岸
保

全
施

設
の

整
備

、
緊

急
輸

送
用

岸
壁

の
整

備
促

進
及

び
島

しょ
部

で
の

無
電

柱
化

に
取

り組
み

、
島

しょ
の

防
災

力
を

向
上

させ
る

。

海
岸

保
全

施
設

に
つ

い
て

4
海

岸
で

整
備

推
進

緊
急

輸
送

用
岸

壁
に

つ
い

て
4

港
で

整
備

推
進

島
しょ

で
の

無
電

柱
化

に
つ

い
て

概
略

検
討

調
査

1,
58

3
海

岸
保

全
施

設
に

つ
い

て
4

海
岸

で
整

備
推

進
緊

急
輸

送
用

岸
壁

に
つ

い
て

3
港

で
整

備
推

進
島

しょ
で

の
無

電
柱

化
に

つ
い

て
調

査
検

討
、

設
計

、
工

事
1,

94
3

21
21

2
再 31

25
-2

産
業

労
働

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

50
）

(再
掲

)
（

56
5）

　１
－

３
　火

山
の

噴
火

に
備

え
、

ハ
ー

ド
・

ソ
フト

両
面

の
対

策
を

推
進

し
ま

す
69

　
50

21
31

1
再 21

21
-1

港
湾

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

21
31

2
再 33

21
-1

建
設

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

8,
05

3）
(再

掲
)

（
7,

98
9）

21
32

1
21

32
-1

総
務

局
・

火
山

観
測

・
６

火
山

（
伊

豆
大

島
、

三
宅

島
、

八
丈

島
、

青
ヶ島

、
新

島
、

神
津

島
）

の
避

難
計

画
の

策
定

等

・
島

しょ
町

村
に

よ
る

防
災

マ
ップ

策
定

の
支

援
・

集
客

施
設

等
に

よ
る

避
難

確
保

計
画

策
定

の
支

援
・

住
民

・
来

島
者

へ
の

適
切

な
普

及
啓

発
の

検
討

・
実

践
・

協
議

会
・

検
討

部
会

等
に

お
け

る
避

難
計

画
の

実
行

性
の

検
証

69

・
島

しょ
町

村
に

よ
る

防
災

マ
ップ

及
び

火
山

防
災

の
しお

り策
定

の
支

援
・

関
係

機
関

等
の

火
山

防
災

の
知

識
の

向
上

を
目

的
とし

た
伊

豆
諸

島
６

火
山

防
災

協
議

会
連

携
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

実
施

・
住

民
・

来
島

者
へ

の
適

切
な

普
及

啓
発

の
検

討
・

実
践

・
協

議
会

・
避

難
計

画
検

討
部

会
に

お
け

る
避

難
計

画
の

実
行

性
の

検
証

50

21
33

1
再 21

32
-1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

21
34

1
再 95

2-
21

警
視

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
（

38
）

(再
掲

)
（

38
）

　２
　島

し
ょ地

域
に

お
け

る
備

蓄
品

・
輸

送
体

制
の

確
保

0
　

23

　２
－

１
　備

蓄
を

推
進

し
、

電
源

の
確

保
を

促
進

し
ま

す
0

　
0

22
11

1
再 82

1-
2

福
祉

保
健

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

0）
(再

掲
)

（
0）

22
12

1
再 82

1-
2

福
祉

保
健

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

22
12

2
再 82

1-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

27
7）

(再
掲

)
（

18
8）

22
13

1
再 83

1-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

60
）

(再
掲

)
（

51
）

22
14

1
再 10

22
-1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

75
）

(再
掲

)
（

58
）

22
15

1
再 83

3-
1

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

7,
77

6）
(再

掲
)

（
36

,6
35

）

50



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅱ
　島

し
ょ地

域
に

お
け

る
地

震
及

び
火

山
噴

火

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(令

和
３

年
度

)
20

22
年

度
（

令
和

４
年

度
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

22
15

2
再 83

3-
2

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

27
4）

(再
掲

)
（

2,
23

9）

22
15

3
再 10

44
-4

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

3,
86

5）
(再

掲
)

（
25

,9
31

）

22
15

4
再 83

3-
4

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

7,
27

6）
(再

掲
)

（
12

,3
51

）

22
15

5
再 31

15
-6

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

40
0）

(再
掲

)
（

40
0）

22
15

6
再 97

1-
3

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

63
0）

(再
掲

)
（

31
5）

　２
－

２
　支

援
物

資
等

の
輸

送
体

制
等

を
確

保
し

ま
す

0
　

23

22
21

1
22

21
-1

総
務

局
物

資
等

輸
送

方
針

に
基

づ
く本

土
か

ら島
しょ

部
ま

で
の

輸
送

ル
ー

トの
検

証
等

を
通

じて
、

発
災

後
の

円
滑

な
輸

送
体

制
を

強
化

す
る

。
「島

しょ
地

域
に

お
け

る
備

蓄
に

関
す

る
担

当
者

会
議

」
に

お
け

る
検

討
や

関
係

機
関

との
訓

練
等

を
通

じて
、

物
資

の
調

達
・

輸
送

体
制

等
を

検
証

・
強

化
す

る
。

　
-

「島
しょ

地
域

に
お

け
る

備
蓄

に
関

す
る

担
当

者
会

議
」

に
お

け
る

検
討

や
関

係
機

関
との

訓
練

等
を

通
じて

、
物

資
の

調
達

・輸
送

体
制

等
を

検
証

・
強

化
す

る
。

　
-

22
22

1
再 21

11
-1

港
湾

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

22
22

2
再 21

21
-1

港
湾

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

22
23

1
再 92

2-
9

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

0）
(再

掲
)

（
0）

22
24

1
再 31

1-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

15
）

(再
掲

)
（

14
）

22
24

2
再 51

4-
3

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

4）
(再

掲
)

（
19

）

22
24

3
22

24
-3

総
務

局
島

しょ
地

域
に

お
い

て
、

被
災

状
況

等
を

よ
り高

精
度

に
把

握
す

る
た

め
、

様
々

な
環

境
に

対
応

可
能

な
高

性
能

ドロ
ー

ン
を

配
備

-
-

島
しょ

地
域

に
お

い
て

、
様

々
な

環
境

に
対

応
可

能
な

高
性

能
ドロ

ー
ン

を
配

備
23

51



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅲ
　都

内
各

地
に

お
け

る
風

水
害

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(令

和
３

年
度

)
20

22
年

度
（

令
和

４
年

度
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

　Ⅲ
　都

内
各

地
に

お
け

る
風

水
害

11
5,

84
9

　
10

6,
30

4

　１
　風

水
害

へ
の

事
前

の
備

え
1,

08
6

　
1,

45
1

　１
－

1　
 風

水
害

の
リス

ク
に

つ
い

て
都

民
へ

の
意

識
啓

発
を

行
い

ま
す

44
1

　
43

5

31
11

1
再 33

11
-2

建
設

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

31
11

2
31

11
-2

下
水

道
局

現
在

、
東

海
豪

雨
に

よ
り作

成
され

て
い

る
浸

水
予

想
区

域
図

を
、

想
定

最
大

規
模

降
雨

に
よ

る
浸

水
予

想
区

域
図

に
更

新
す

る
。

-
-

-
-

31
11

3
再 21

3-
1

住
宅

政
策

本
部

(再
掲

)
(再

掲
)

（
16

3）
(再

掲
)

（
16

6）

31
12

1
再 21

2-
1

教
育

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
（

17
5）

(再
掲

)
（

11
3）

31
12

2
再 21

2-
1

教
育

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

31
13

1
31

13
-1

総
務

局
VR

動
画

「T
O

KY
O

 V
IR

TU
AL

 H
AZ

AR
D

 -
風

水
害

-」
や

水
害

リ
ス

クマ
ップ

を
活

用
して

普
及

啓
発

を
図

る
。

東
京

マ
イ

・
タイ

ム
ライ

ン
に

関
す

る
出

前
講

座
や

防
災

イベ
ン

ト等
で

VR
動

画
「T

O
KY

O
 

VI
RT

UA
L 

H
AZ

AR
D

 -
風

水
害

-」
や

水
害

リス
クマ

ップ
を

活
用

して
普

及
啓

発
を

図
る

。
2

東
京

マ
イ

・
タイ

ム
ライ

ン
の

作
成

に
必

要
な

水
害

リス
クマ

ップ
に

つ
い

て
、

土
砂

災
害

警
戒

区
域

等
マ

ップ
の

変
更

に
伴

い
、

情
報

を
更

新
1

31
13

2
再 32

33
-1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

31
14

1
再 10

44
-

11
産

業
労

働
局

(再
掲

)
(再

掲
)

（
77

）
(再

掲
)

（
79

）

31
14

2
31

14
-2

環
境

局

大
規

模
水

害
時

に
都

内
で

化
学

物
質

流
出

事
故

に
よ

り周
辺

環
境

へ
被

害
を

及
ぼ

す
こと

が
な

い
よ

う、
事

業
者

に
水

害
対

策
を

周
知

し、
化

学
物

質
適

正
管

理
制

度
を

水
害

を
想

定
した

も
の

に
し事

業
者

の
水

害
対

策
を

促
進

す
る

とと
も

に
、

中
小

事
業

者
で

あ
る

化
学

物
質

取
扱

事
業

者
へ

の
財

政
的

・
技

術
的

支
援

を
行

う。

・
水

害
へ

の
対

応
を

盛
り込

ん
だ

「化
学

物
質

管
理

方
法

書
」

の
作

成
提

出
に

つ
い

て
、

区
市

と連
携

した
事

業
者

へ
の

周
知

・
指

導
・

中
小

事
業

者
で

あ
る

化
学

物
質

取
扱

事
業

者
へ

の
財

政
的

・
技

術
的

支
援

39
・

「化
学

物
質

管
理

方
法

書
」

に
水

害
対

策
を

盛
り込

む
よ

う、
区

市
と

連
携

した
事

業
者

へ
の

周
知

・
指

導
・

中
小

事
業

者
で

あ
る

化
学

物
質

取
扱

事
業

者
へ

の
財

政
的

・
技

術
的

支
援

34

31
14

3
再 10

36
-1

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

12
）

(再
掲

)
（

12
）

31
15

1
再 62

2-
1

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

72
9）

(再
掲

)
（

15
7）

31
15

2
再 83

3-
2

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

27
4）

(再
掲

)
（

2,
23

9）

31
15

3
再 83

3-
1

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

7,
77

6）
(再

掲
)

（
36

,6
35

）

52



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅲ
　都

内
各

地
に

お
け

る
風

水
害

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(令

和
３

年
度

)
20

22
年

度
（

令
和

４
年

度
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

31
15

4
再 10

44
-4

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

3,
86

5）
(再

掲
)

（
25

,9
31

）

31
15

5
再 83

3-
4

環
境

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

7,
27

6）
(再

掲
)

（
12

,3
51

）

31
15

6
31

15
-6

総
務

局

令
和

元
年

台
風

第
15

号
、

第
19

号
等

に
伴

う防
災

対
策

の
検

証
結

果
を

踏
ま

え
、

停
電

時
に

お
い

て
も

、
地

域
コミ

ュニ
テ

ィに
お

け
る

防
災

活
動

に
支

障
が

生
じな

い
よ

う、
ま

た
、

身
近

な
地

域
で

充
電

が
可

能
とな

る
よ

う
に

、
自

主
防

災
組

織
の

活
動

拠
点

等
に

お
い

て
、

地
域

住
民

等
が

充
電

で
き

る
環

境
を

整
備

す
る

た
め

、
区

市
町

村
の

取
組

を
支

援
して

い
く。

「地
域

コミ
ュニ

テ
ィ防

災
活

動
拠

点
電

源
確

保
事

業
補

助
金

」
に

よ
り、

区
市

町
村

を
通

じて
自

主
防

災
組

織
等

の
地

域
コミ

ュニ
テ

ィに
お

け
る

電
源

確
保

の
取

組
を

支
援

して
い

く。
40

0
「地

域
コミ

ュニ
テ

ィ防
災

活
動

拠
点

電
源

確
保

事
業

補
助

金
」

に
よ

り、
区

市
町

村
を

通
じて

自
主

防
災

組
織

等
の

地
域

コミ
ュニ

テ
ィに

お
け

る
電

源
確

保
の

取
組

を
支

援
して

い
く。

40
0

31
15

7
再 97

1-
3

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

63
0）

(再
掲

)
（

31
5）

　１
－

2　
 被

害
を

最
小

化
す

る
た

め
に

、
事

前
の

備
え

を
進

め
ま

す
64

5
　

1,
01

5

31
21

1
31

21
-1

都
市

整
備

局

総
合

的
な

治
水

対
策

とし
て

、
河

川
や

下
水

道
の

整
備

に
加

え
、

雨
水

の
流

出
を

抑
制

す
る

流
域

対
策

な
ど、

都
市

整
備

局
、

建
設

局
、

下
水

道
局

が
連

携
して

、
ハ

ー
ド

・
ソ

フト
両

面
で

推
進

河
川

や
下

水
道

へ
の

雨
水

の
流

出
を

抑
制

す
る

流
域

対
策

とし
て

、
公

共
施

設
に

お
い

て
貯

留
浸

透
施

設
の

設
置

を
よ

り一
層

推
進

す
る

とと
も

に
、

民
間

施
設

に
お

け
る

貯
留

浸
透

施
設

の
設

置
を

促
進

す
る

た
め

の
対

策
を

強
化

・
流

域
対

策
の

努
力

目
標

値
の

達
成

に
向

け
た

区
市

に
よ

る
対

策
の

促
進

・
流

域
対

策
モ

デ
ル

事
業

に
よ

り、
施

設
の

効
果

的
な

設
置

方
法

な
どの

検
証

や
都

民
意

識
の

向
上

を
図

る
。

20
8

・
流

域
対

策
の

努
力

目
標

値
の

達
成

に
向

け
た

区
市

に
よ

る
対

策
の

促
進

・
流

域
対

策
モ

デ
ル

事
業

に
よ

り、
施

設
の

効
果

的
な

設
置

方
法

な
どの

検
証

や
都

民
意

識
の

向
上

を
図

る
。

15
7

31
22

1
31

22
-1

建
設

局
水

位
、

台
風

進
路

、
気

圧
な

どの
様

々
な

ビッ
グ

デ
ー

タを
AI

等
に

よ
り分

析
し、

水
位

変
動

を
正

確
に

予
測

す
る

技
術

を
開

発
す

る
こと

で
水

門
操

作
員

の
支

援
を

行
うシ

ス
テ

ム
の

構
築

に
つ

い
て

調
査

・
検

討
を

実
施

。
水

門
に

お
け

る
IC

T
・

AI
等

の
最

先
端

技
術

の
詳

細
検

討
30

・
具

体
的

な
シ

ス
テ

ム
導

入
に

向
け

た
調

査
を

実
施

30

31
23

1
31

23
-1

下
水

道
局

下
水

道
管

内
の

水
位

情
報

を
リア

ル
タイ

ム
に

測
定

す
る

多
機

能
型

マ
ン

ホ
ー

ル
蓋

を
設

置
す

る
。

測
定

結
果

を
共

有
し、

市
町

村
へ

技
術

支
援

す
る

こと
に

よ
り、

雨
天

時
浸

入
水

対
策

の
充

実
を

図
る

。
・

多
機

能
型

マ
ン

ホ
ー

ル
蓋

の
設

置
・

市
町

村
の

雨
天

時
浸

入
水

対
策

へ
の

技
術

支
援

10
2

・
多

機
能

型
マ

ン
ホ

ー
ル

蓋
を

活
用

し、
測

定
結

果
を

共
有

す
る

こと
で

、
市

町
村

に
よ

る
効

率
的

な
原

因
調

査
や

対
策

を
推

進
-

31
24

1
31

24
-1

水
道

局
豪

雨
災

害
時

に
お

け
る

給
水

安
定

性
の

向
上

を
目

的
に

水
管

橋
等

の
地

中
化

対
策

を
推

進
バ

ック
ア

ップ
機

能
が

な
く、

広
範

囲
な

断
水

が
予

想
され

る
水

管
橋

等
を

優
先

し、
地

中
化

対
策

に
向

け
た

整
備

を
推

進
-

バ
ック

ア
ップ

機
能

が
な

く、
広

範
囲

な
断

水
が

予
想

され
る

水
管

橋
等

を
優

先
し、

地
中

化
対

策
に

向
け

た
整

備
を

推
進

-

31
25

1
31

25
-1

産
業

労
働

局
Ｄ

Ｘ
を

活
用

した
農

業
施

設
の

開
発

・
普

及
に

よ
り、

大
型

の
台

風
や

猛
暑

等
の

気
候

変
動

下
に

お
い

て
も

、
安

定
した

農
業

生
産

を
維

持
す

る
。

引
き

続
き

研
究

開
発

を
実

施
24

9
イチ

ゴ
へ

の
品

目
拡

大
の

実
証

試
験

、
小

型
コン

ピ
ュー

タ等
の

活
用

に
よ

る
低

コス
ト化

等
の

研
究

開
発

を
継

続
実

施
25

7

31
25

2
31

25
-2

産
業

労
働

局
Ｄ

Ｘ
の

推
進

に
よ

り、
た

め
池

や
農

業
用

水
路

取
水

門
の

防
災

機
能

を
向

上
させ

る
。

た
め

池
や

農
業

用
水

路
取

水
門

の
Ｄ

Ｘ
化

を
推

進
50

か
ん

が
い

施
設

の
水

源
で

あ
る

た
め

池
や

貯
水

槽
等

を
遠

隔
で

監
視

す
る

カメ
ラ及

び
水

位
計

、
遠

隔
で

取
水

を
制

御
で

き
る

ス
トッ

プ
バ

ル
ブ

等
を

整
備

し、
災

害
時

等
に

お
け

る
漏

水
等

の
異

常
事

態
に

速
や

か
に

対
応

す
る

D
X

を
活

用
した

監
視

体
制

を
構

築
56

5

31
25

3
31

25
-3

産
業

労
働

局
最

先
端

の
シ

ス
テ

ム
等

を
活

用
した

漁
場

環
境

観
測

に
よ

り、
危

険
を

回
避

し、
水

産
業

に
お

け
る

災
害

を
防

止
す

る
。

基
本

シ
ス

テ
ム

開
発

6
情

報
伝

達
シ

ス
テ

ム
開

発
委

託
・

シ
ス

テ
ム

運
用

開
始

6

　２
　風

水
害

時
の

円
滑

な
避

難
の

実
現

1,
00

5
　

1,
35

3

　２
－

１
　都

民
へ

の
情

報
提

供
の

充
実

を
図

りま
す

60
4

　
93

3
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全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅲ
　都

内
各

地
に

お
け

る
風

水
害

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(令

和
３

年
度

)
20

22
年

度
（

令
和

４
年

度
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

32
11

1
再 52

1-
1

港
湾

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

18
）

(再
掲

)
（

4）

32
11

2
再 41

1-
2

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
（

59
）

(再
掲

)
（

57
）

32
11

3
再 52

1-
4

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
（

0）
(再

掲
)

（
0）

32
11

4
再 52

1-
5

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
（

49
3）

(再
掲

)
（

1,
13

5）

32
11

5
再 21

1-
4

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

66
）

(再
掲

)
（

76
）

32
11

6
再 52

1-
10

デ
ジ

タル
サ

ー
ビス

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

52
0）

(再
掲

)
（

10
0）

32
11

7
再 53

2-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

9）
(再

掲
)

（
5）

32
11

8
再 52

1-
8

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

32
2）

(再
掲

)
（

28
9）

32
11

9
再 51

2-
1

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
（

68
1）

(再
掲

)
（

82
7）

32
12

1
32

12
-1

建
設

局

河
川

監
視

カメ
ラ等

観
測

機
器

の
設

置
拡

大
等

に
よ

り、
住

民
の

避
難

に
つ

な
が

る
河

川
に

お
け

る
水

防
災

情
報

の
発

信
・

充
実

を
図

る
。

ま
た

、
水

防
災

総
合

情
報

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

雨
量

・
水

位
・

カメ
ラ映

像
の

統
合

表
示

や
洪

水
予

報
河

川
等

の
指

定
拡

大
、

水
位

周
知

河
川

の
氾

濫
危

険
情

報
の

発
表

自
動

化
等

に
よ

り水
防

災
情

報
の

発
信

強
化

を
図

る
。

さら
に

、
発

生
頻

度
が

高
い

複
数

の
降

雨
を

用
い

た
ハ

ザ
ー

ド情
報

（
浸

水
想

定
等

）
の

作
成

及
び

浸
水

リス
クの

あ
る

箇
所

を
容

易
に

閲
覧

で
き

る
水

害
リス

ク情
報

シ
ス

テ
ム

（
仮

称
）

を
構

築
・

運
用

し、
水

害
リス

ク情
報

の
発

信
を

強
化

・
水

位
予

測
の

精
度

向
上

に
向

け
た

シ
ス

テ
ム

改
良

検
討

・
水

防
災

総
合

情
報

シ
ス

テ
ム

の
強

化
　河

川
の

監
視

カメ
ラ映

像
・

水
位

・
雨

量
の

統
合

表
示

な
どホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
改

修
に

向
け

た
検

討
や

情
報

サ
ー

ビス
事

業
者

へ
の

水
防

災
情

報
の

提
供

に
関

す
る

検
討

等
・

河
川

監
視

カメ
ラ等

の
増

設
（

40
箇

所
）

30
6

・
洪

水
予

報
河

川
や

水
位

周
知

河
川

の
指

定
拡

大
・

迅
速

・
確

実
な

氾
濫

危
険

情
報

の
発

表
に

向
け

た
シ

ス
テ

ム
改

良
検

討
・

利
用

者
の

視
点

に
立

った
使

い
易

い
水

防
災

総
合

情
報

シ
ス

テ
ム

へ
の

改
修

・
河

川
監

視
カメ

ラ等
の

増
設

・
発

生
頻

度
が

高
い

複
数

の
降

雨
を

用
い

た
ハ

ザ
ー

ド情
報

を
作

成
（

試
行

）
す

る
とと

も
に

、
水

害
リス

ク情
報

シ
ス

テ
ム

（
仮

称
）

の
詳

細
設

計
・

構
築

を
実

施

65
8

32
12

2
32

12
-2

下
水

道
局

お
客

さま
自

らが
浸

水
に

備
え

られ
る

よ
う、

東
京

ア
メッ

シ
ュに

よ
りき

め
細

か
な

降
雨

情
報

を
リア

ル
タイ

ム
で

提
供

す
る

引
き

続
き

、
東

京
ア

メッ
シ

ュに
よ

る
情

報
発

信
を

実
施

-
引

き
続

き
、

東
京

ア
メッ

シ
ュに

よ
る

情
報

発
信

を
実

施
-

32
12

3
32

12
-3

港
湾

局

平
成

27
年

に
水

防
法

が
改

正
され

、
高

潮
浸

水
想

定
区

域
の

指
定

及
び

高
潮

特
別

警
戒

水
位

の
設

定
が

規
定

され
た

。
平

成
30

年
3

月
、

高
潮

浸
水

想
定

区
域

図
を

公
表

す
る

とと
も

に
、

令
和

2
年

4
月

に
高

潮
特

別
警

戒
水

位
の

設
定

を
行

った
。

水
位

の
設

定
に

あ
わ

せ
て

、
都

民
に

高
潮

に
対

す
る

注
意

喚
起

を
行

うと
とも

に
、

安
全

で
迅

速
な

避
難

等
に

資
す

る
情

報
の

発
信

を
強

化
す

る
た

め
、

受
け

手
の

視
点

に
立

った
、

高
潮

に
関

す
る

情
報

を
発

信
す

る
情

報
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。

高
潮

防
災

総
合

情
報

シ
ス

テ
ム

運
用

保
守

等
29

8
高

潮
防

災
総

合
情

報
シ

ス
テ

ム
運

用
保

守
等

27
5

32
12

4
32

12
-4

水
道

局

豪
雨

等
に

伴
い

小
河

内
ダム

の
貯

水
量

が
増

加
す

る
と予

想
され

る
場

合
に

は
、

余
水

吐
放

流
を

実
施

余
水

吐
か

らの
放

流
開

始
に

当
た

って
は

、
報

道
機

関
へ

の
発

表
や

関
係

機
関

へ
の

通
知

を
行

うと
とも

に
、

ダム
地

点
か

ら羽
村

地
点

間
に

て
、

サ
イ

レ
ン

等
に

よ
り一

般
の

方
々

に
周

知

関
係

市
町

等
と連

携
を

継
続

し、
必

要
に

応
じて

周
知

を
実

施
-

-
-

54



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅲ
　都

内
各

地
に

お
け

る
風

水
害

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(令

和
３

年
度

)
20

22
年

度
（

令
和

４
年

度
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

32
13

1
再 32

12
-1

建
設

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

32
14

1
再 52

2-
1

生
活

文
化

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

0）
(再

掲
)

（
0）

32
15

1
再 53

1-
1

生
活

文
化

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

0）
(再

掲
)

（
0）

　２
－

２
　行

政
間

で
迅

速
か

つ
確

実
な

情
報

連
絡

体
制

を
構

築
し

ま
す

0
　

80

32
21

1
再 51

1-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

33
）

(再
掲

)
（

0）

32
21

2
再 51

3-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

2,
90

0）
(再

掲
)

（
3,

62
5）

32
22

1
32

22
-1

下
水

道
局

現
在

、
区

の
水

防
活

動
等

を
支

援
す

る
た

め
、

現
在

、
下

水
道

幹
線

の
水

位
情

報
を

、
関

係
区

に
提

供
して

い
る

。
地

元
区

か
らの

要
望

等
に

基
づ

き
、

引
き

続
き

、
下

水
道

局
独

自
の

光
ファ

イバ
ー

通
信

網
を

活
用

し、
区

へ
下

水
道

管
内

水
位

情
報

を
提

供
-

引
き

続
き

、
下

水
道

局
独

自
の

光
ファ

イバ
ー

通
信

網
を

活
用

し、
区

へ
下

水
道

管
内

水
位

情
報

を
提

供
-

32
22

2
32

22
-2

総
務

局
行

政
機

関
の

効
果

的
な

災
害

対
応

の
オ

ペ
レ

ー
シ

ョン
に

つ
な

げ
る

た
め

、
３

Ｄ
都

市
モ

デ
ル

等
の

上
で

浸
水

や
土

砂
災

害
の

被
害

状
況

を
シ

ミュ
レ

ー
ト

-
-

デ
ジ

タル
ツイ

ン
基

盤
整

備
の

状
況

も
踏

ま
え

な
が

ら、
シ

ミュ
レ

ー
シ

ョン
機

能
等

を
検

討
80

　２
－

３
　要

配
慮

者
を

は
じ

め
とす

る
都

民
が

安
全

に
避

難
で

き
る

環
境

を
整

備
し

ま
す

40
0

　
34

0

32
31

1
再 21

4-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
(1

57
)

(再
掲

)
(1

57
)

32
31

2
再 12

1-
2

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
（

41
1）

(再
掲

)
（

55
1）

32
31

3
再 72

1-
3

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

0）
(再

掲
)

（
0）

32
31

4
再 72

1-
4

生
活

文
化

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

0）
(再

掲
)

（
0）

32
31

5
再 72

1-
5

福
祉

保
健

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

0）
(再

掲
)

（
0）

32
32

1
再 41

1-
1

福
祉

保
健

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

2+
包

括
）

(再
掲

)
（

2+
包

括
）

32
32

2
再 72

1-
5

福
祉

保
健

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

32
32

3
再 41

1-
2

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

55



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅲ
　都

内
各

地
に

お
け

る
風

水
害

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(令

和
３

年
度

)
20

22
年

度
（

令
和

４
年

度
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

32
33

1
32

33
-1

総
務

局
大

規
模

水
害

時
に

お
け

る
避

難
（

広
域

避
難

・
垂

直
避

難
等

）
に

関
す

る
検

討
を

行
うと

とも
に

、
都

民
が

発
災

前
の

適
切

な
タイ

ミン
グ

で
正

しい
避

難
行

動
が

とれ
る

よ
う

「東
京

マ
イ

・
タイ

ム
ライ

ン
」

等
を

活
用

した
取

組
を

行
う。

・引
き

続
き

、
20

19
年

10
月

に
発

生
した

台
風

第
19

号
等

に
お

い
て

顕
在

化
した

課
題

等
を

踏
ま

え
、

国
や

区
市

町
村

等
の

関
係

機
関

と連
携

し、
大

規
模

水
害

時
の

避
難

対
策

の
検

討
を

進
め

る
。

・引
き

続
き

、
「東

京
マ

イ
・タ

イム
ライ

ン
」

を
区

市
町

村
や

、
都

内
の

全
て

小
学

校
・中

学
校

、
高

等
学

校
等

を
通

じて
、

対
象

学
年

の
児

童
・

生
徒

へ
配

布
す

る
。

・
「東

京
マ

イ
・

タイ
ム

ライ
ン

」
の

普
及

拡
大

に
向

け
、

マ
イ

・
タイ

ム
ライ

ン
作

成
指

導
者

の
育

成
や

出
前

講
座

等
を

実
施

す
る

。
・

ア
プ

リで
「東

京
マ

イ
・

タイ
ム

ライ
ン

」
を

作
成

で
き

る
ツー

ル
を

開
発

す
る

。

36
3

・
「首

都
圏

に
お

け
る

大
規

模
水

害
広

域
避

難
検

討
会

」
の

とり
ま

とめ
等

を
踏

ま
え

、
在

宅
避

難
や

自
主

避
難

、
広

域
避

難
等

の
複

数
の

避
難

行
動

を
組

み
合

わ
せ

た
分

散
避

難
対

策
を

具
体

的
に

検
討

・
区

等
と連

携
した

住
民

へ
の

適
切

な
避

難
行

動
の

周
知

を
地

域
限

定
で

モ
デ

ル
的

に
実

施
し、

検
証

・
広

域
避

難
先

の
確

保
に

向
け

た
調

整
及

び
避

難
先

の
運

用
に

関
す

る
区

等
へ

の
支

援
・

広
域

避
難

先
の

確
保

状
況

に
応

じ、
区

等
と連

携
した

広
域

避
難

計
画

の
作

成
・

学
校

へ
の

「東
京

マ
イ

・
タイ

ム
ライ

ン
」

の
配

布
や

セ
ミナ

ー
等

の
実

施
・

ア
プ

リ版
東

京
マ

イ
・

タイ
ム

ライ
ン

の
運

用
開

始
を

契
機

とし
た

更
な

る
普

及
啓

発

30
8

32
35

1
32

35
-1

都
市

整
備

局
大

規
模

地
下

街
の

浸
水

対
策

計
画

の
充

実
や

情
報

伝
達

訓
練

等
を

実
施

・
各

施
設

管
理

者
毎

に
現

地
調

査
や

ヒア
リン

グ
等

を
実

施
し、

避
難

経
路

図
の

精
査

及
び

雨
水

流
入

箇
所

の
把

握
を

行
う。

・
上

記
情

報
を

順
次

浸
水

対
策

計
画

へ
反

映
させ

る
と共

に
、

部
会

で
情

報
の

共
有

を
図

る
。

37
・

各
施

設
管

理
者

毎
に

現
地

調
査

や
ヒア

リン
グ

等
を

実
施

し、
避

難
経

路
図

の
精

査
及

び
雨

水
流

入
箇

所
の

把
握

を
行

う。
・

上
記

情
報

を
順

次
浸

水
対

策
計

画
へ

反
映

させ
る

と共
に

、
部

会
で

情
報

の
共

有
を

図
る

。
32

32
36

1
再 71

7-
1

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

0）
(再

掲
)

（
0）

32
36

2
再 72

9-
3

総
務

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

20
）

(再
掲

)
（

0）

32
37

1
再 10

35
-4

住
宅

政
策

本
部

(再
掲

)
(再

掲
)

（
0）

(再
掲

)
（

0）

32
37

2
再 10

35
-5

住
宅

政
策

本
部

(再
掲

)
(再

掲
)

（
29

）
(再

掲
)

（
33

）

32
37

3
再 10

35
-6

住
宅

政
策

本
部

(再
掲

)
(再

掲
)

（
上

記
の

内
数

）
(再

掲
)

（
上

記
の

内
数

）

32
37

4
再 10

35
-7

住
宅

政
策

本
部

(再
掲

)
(再

掲
)

（
0）

(再
掲

)
（

0）

32
37

5
32

37
-5

住
宅

政
策

本
部

水
害

の
お

そ
れ

の
あ

る
地

域
に

お
い

て
、

都
営

住
宅

等
や

そ
の

周
辺

の
住

民
が

避
難

場
所

等
に

避
難

す
る

時
間

的
余

裕
が

な
い

場
合

の
緊

急
避

難
先

と
して

、
都

営
住

宅
等

の
共

用
部

分
及

び
空

き
住

戸
を

一
時

的
に

活
用

す
る

。

・
希

望
す

る
区

市
町

と大
規

模
な

水
害

が
発

生
した

際
に

都
営

住
宅

等
の

共
用

部
分

を
緊

急
避

難
先

とす
る

覚
書

締
結

・
希

望
す

る
区

市
町

と都
営

住
宅

等
の

空
き

住
戸

を
水

害
時

の
緊

急
避

難
先

とし
て

活
用

す
る

協
定

締
結

-
・

希
望

す
る

区
市

町
と大

規
模

な
水

害
が

発
生

した
際

に
都

営
住

宅
等

の
共

用
部

分
を

緊
急

避
難

先
とす

る
覚

書
締

結
・

希
望

す
る

区
市

町
と都

営
住

宅
等

の
空

き
住

戸
を

水
害

時
の

緊
急

避
難

先
とし

て
活

用
す

る
協

定
締

結
-

32
38

1
再 42

3-
1

建
設

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

25
2）

(再
掲

)
（

25
2）

　３
　浸

水
・

土
砂

災
害

対
策

の
充

実
・

強
化

11
3,

75
8

　
10

3,
50

0

　３
－

１
　豪

雨
や

高
潮

に
よ

る
水

害
の

発
生

・
拡

大
を

防
ぎ

ま
す

10
4,

66
9

　
94

,7
82

56



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅲ
　都

内
各

地
に

お
け

る
風

水
害

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(令

和
３

年
度

)
20

22
年

度
（

令
和

４
年

度
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

33
11

1
33

11
-1

都
市

整
備

局

総
合

的
な

治
水

対
策

とし
て

、
河

川
や

下
水

道
の

整
備

に
加

え
、

雨
水

の
流

出
を

抑
制

す
る

流
域

対
策

な
ど、

都
市

整
備

局
、

建
設

局
、

下
水

道
局

が
連

携
して

、
ハ

ー
ド

・
ソ

フト
両

面
で

推
進

河
川

や
下

水
道

へ
の

雨
水

の
流

出
を

抑
制

す
る

流
域

対
策

とし
て

、
公

共
施

設
に

お
い

て
貯

留
浸

透
施

設
の

設
置

を
よ

り一
層

推
進

す
る

とと
も

に
、

民
間

施
設

に
お

け
る

貯
留

浸
透

施
設

の
設

置
を

促
進

す
る

た
め

の
対

策
を

強
化

・
流

域
対

策
の

努
力

目
標

値
の

達
成

に
向

け
た

区
市

に
よ

る
対

策
の

促
進

・
流

域
対

策
モ

デ
ル

事
業

に
よ

り、
必

要
対

策
量

の
上

積
み

を
促

進
20

8
・

流
域

対
策

の
努

力
目

標
値

の
達

成
に

向
け

た
区

市
に

よ
る

対
策

の
促

進
・

流
域

対
策

モ
デ

ル
事

業
に

よ
り、

必
要

対
策

量
の

上
積

み
を

促
進

15
7

33
11

2
33

11
-2

建
設

局

これ
ま

で
の

時
間

50
㍉

に
対

応
した

護
岸

等
の

整
備

を
着

実
に

進
め

る
とと

も
に

、
年

超
過

確
率

1/
20

（
区

部
時

間
最

大
75

㍉
、

多
摩

65
㍉

）
の

降
雨

に
対

応
した

新
た

な
調

節
池

等
の

整
備

を
推

進
す

る
。

これ
に

よ
り、

戦
後

最
大

級
の

狩
野

川
台

風
規

模
の

豪
雨

や
、

10
0

㍉
の

局
地

的
か

つ
短

時
間

の
集

中
豪

雨
に

も
効

果
が

発
揮

され
る

。
水

害
軽

減
に

効
果

を
発

揮
して

い
る

河
川

施
設

を
公

開
し、

そ
の

必
要

性
目

的
や

効
果

に
つ

い
て

、
理

解
を

深
め

て
も

らい
、

水
害

に
対

す
る

意
識

啓
発

と今
後

の
事

業
に

対
す

る
理

解
と協

力
を

得
て

い
く。

・
護

岸
整

備
な

どの
河

道
整

備
を

着
実

に
推

進
・

城
北

中
央

公
園

調
節

池
な

ど工
事

中
の

調
節

池
等

（
８

施
設

）
の

整
備

推
進

・
新

た
な

調
節

池
の

事
業

化
に

向
け

た
取

組
や

将
来

の
地

下
河

川
化

を
見

据
え

た
環

七
地

下
広

域
調

節
池

延
伸

に
向

け
た

取
組

を
実

施
・

河
川

の
対

策
強

化
流

域
を

追
加

し新
た

な
調

節
池

の
事

業
化

に
向

け
た

取
組

を
実

施
・

神
田

川
・

環
状

七
号

線
地

下
調

節
池

に
お

い
て

、
見

学
者

対
応

（
試

行
）

の
拡

充

50
,0

35

・
護

岸
整

備
な

どの
河

道
整

備
を

着
実

に
推

進
・

「環
状

七
号

線
地

下
広

域
調

節
池

」
等

８
調

節
池

、
１

分
水

路
の

整
備

推
進

・
目

黒
川

流
域

に
お

け
る

新
た

な
調

節
池

な
ど

5
調

節
池

に
お

い
て

設
計

を
実

施
す

る
とと

も
に

神
田

川
な

ど９
河

川
で

新
た

な
調

節
池

等
の

事
業

化
に

向
け

た
取

組
を

推
進

・
将

来
の

地
下

河
川

化
を

見
据

え
、

環
七

地
下

広
域

調
節

池
延

伸
に

向
け

た
取

組
を

実
施

・
気

候
変

動
を

踏
ま

え
た

「河
川

施
設

の
あ

り方
」

策
定

に
向

け
た

取
組

を
実

施
・

神
田

川
・

環
状

七
号

線
地

下
調

節
池

に
お

い
て

、
見

学
者

対
応

(試
行

)の
拡

充

48
,1

26

33
11

3
33

11
-3

下
水

道
局

複
数

市
に

お
い

て
頻

発
す

る
浸

水
被

害
を

軽
減

す
る

た
め

、
広

域
的

な
流

域
下

水
道

雨
水

幹
線

を
整

備
す

る
。

空
堀

川
上

流
域

南
部

地
域

に
お

け
る

流
域

下
水

道
雨

水
幹

線
の

整
備

に
向

け
た

実
施

設
計

を
推

進
50

・
空

堀
川

上
流

域
南

部
地

域
に

お
け

る
流

域
下

水
道

雨
水

幹
線

の
整

備
を

推
進

64

33
11

4
33

11
-4

建
設

局
令

和
元

年
東

日
本

台
風

の
被

害
を

踏
ま

え
た

河
川

施
設

の
早

期
安

全
性

向
上

・令
和

元
年

東
日

本
台

風
で

被
災

した
多

摩
地

域
の

河
川

に
お

け
る

局
所

改
良

等
に

関
す

る
設

計
・

工
事

の
実

施
73

6
・

令
和

元
年

東
日

本
台

風
で

被
災

した
多

摩
地

域
の

河
川

に
お

け
る

局
所

改
良

等
に

関
す

る
設

計
・

工
事

の
実

施
67

8

33
12

1
33

12
-1

下
水

道
局

浸
水

対
策

を
推

進
す

る
こと

で
都

市
機

能
を

確
保

し、
都

民
が

安
全

に
安

心
して

暮
らせ

る
東

京
を

実
現

す
る

。
・

対
策

重
点

地
区

に
お

け
る

施
設

整
備

・
対

策
強

化
地

区
に

お
け

る
施

設
整

備
⇒

浸
水

の
危

険
性

が
高

い
地

区
等

を
重

点
化

し、
下

水
道

整
備

を
推

進
47

,0
10

・
対

策
重

点
地

区
に

お
け

る
施

設
整

備
・

対
策

強
化

地
区

に
お

け
る

施
設

整
備

⇒
浸

水
の

危
険

性
が

高
い

地
区

等
を

重
点

化
し、

下
水

道
整

備
を

推
進

38
,5

58

33
13

1
33

13
-1

下
水

道
局

河
川

整
備

の
進

捗
に

合
わ

せ
て

下
水

道
か

らの
放

流
量

を
段

階
的

に
緩

和
し、

内
水

対
策

を
進

め
て

い
くこ

とが
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

局
所

的
、

短
時

間
の

豪
雨

で
は

、
広

域
調

節
池

を
活

用
して

内
水

対
策

を
進

め
て

い
くこ

とも
必

要
で

あ
る

。

・
下

水
道

か
ら河

川
へ

の
放

流
量

を
段

階
的

に
拡

大
す

る
た

め
の

雨
水

吐
口

整
備

等
を

実
施

・
分

水
路

や
調

節
池

と下
水

道
管

の
直

接
接

続
に

つ
い

て
検

討
-

・
下

水
道

か
ら河

川
へ

の
放

流
量

を
段

階
的

に
拡

大
す

る
た

め
の

雨
水

吐
口

整
備

等
を

実
施

・
分

水
路

や
調

節
池

と下
水

道
管

の
直

接
接

続
に

つ
い

て
検

討
-

33
14

1
33

14
-1

建
設

局

【高
潮

防
御

施
設

整
備

】
高

潮
や

津
波

な
どの

水
害

に
対

処
す

る
た

め
の

防
潮

堤
、

護
岸

及
び

水
門

等
を

整
備

す
る

。
【江

東
内

部
河

川
整

備
】

地
域

の
特

性
に

応
じ、

東
側

地
域

の
河

川
に

お
い

て
は

、
平

常
水

位
を

背
後

地
盤

高
程

度
に

低
下

させ
る

とと
も

に
河

道
整

備
を

行
い

、
西

側
地

域
の

河
川

に
お

い
て

は
、

耐
震

護
岸

を
整

備
す

る
。

【ス
ー

パ
ー

堤
防

等
の

整
備

】
大

地
震

に
対

す
る

安
全

性
と水

辺
環

境
の

向
上

を
図

る
た

め
、

コン
クリ

ー
ト

の
堤

防
に

代
わ

り、
盛

土
に

よ
り構

成
され

た
幅

の
広

い
ス

ー
パ

ー
堤

防
等

を
整

備
す

る
。

・
防

潮
堤

の
整

備
、

江
東

内
部

河
川

の
護

岸
整

備
、

ス
ー

パ
ー

堤
防

等
の

整
備

を
推

進
・

ス
ー

パ
ー

堤
防

等
の

整
備

促
進

に
向

け
、

新
た

な
事

業
地

区
の

抽
出

等
を

実
施

6,
53

5
・

防
潮

堤
の

整
備

、
江

東
内

部
河

川
の

護
岸

整
備

、
ス

ー
パ

ー
堤

防
等

の
整

備
を

推
進

・
ス

ー
パ

ー
堤

防
等

の
整

備
促

進
に

向
け

、
新

た
な

事
業

地
区

の
抽

出
等

を
実

施
7,

01
6

33
15

1
33

15
-1

都
市

整
備

局
防

災
ま

ち
づ

くり
を

強
力

に
推

し進
め

る
た

め
、

本
年

１
月

、
国

と共
に

「災
害

に
強

い
首

都
「東

京
」

の
形

成
に

向
け

た
連

絡
会

議
」

を
立

ち
上

げ
、

ま
ち

づ
くり

の
機

会
を

捉
え

た
浸

水
対

策
な

ど防
災

ま
ち

づ
くり

施
策

に
つ

い
て

検
討

を
推

進

ビジ
ョン

で
示

した
高

台
ま

ち
づ

くり
の

方
策

に
つ

い
て

、
国

と都
の

連
絡

会
議

の
も

と、
地

元
区

も
含

め
た

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
を

設
置

（
20

21
年

3
月

）
し、

高
台

ま
ち

づ
くり

の
方

針
や

、
モ

デ
ル

地
区

等
に

つ
い

て
検

討
を

推
進

25
高

台
ま

ち
づ

くり
の

方
針

及
び

モ
デ

ル
地

区
等

に
つ

い
て

検
討

を
推

進
33

33
16

1
再 93

3-
5

港
湾

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

17
,4

79
）

(再
掲

)
（

15
,2

15
）

57



全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅲ
　都

内
各

地
に

お
け

る
風

水
害

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(令

和
３

年
度

)
20

22
年

度
（

令
和

４
年

度
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

33
16

2
33

16
-2

港
湾

局

現
状

で
は

、
高

潮
に

伴
う水

位
予

測
を

職
員

が
天

文
潮

位
や

水
位

計
の

観
測

値
よ

り行
って

い
る

。
過

去
の

降
雨

量
や

台
風

進
路

等
の

デ
ー

タか
らＡ

Ｉ
が

水
位

変
動

を
正

確
に

予
測

し、
職

員
の

水
門

や
排

水
機

場
の

操
作

を
支

援
す

る
「Ａ

Ｉ
等

を
活

用
した

水
位

予
測

に
よ

る
水

門
等

の
操

作
支

援
」

を
導

入
す

る
。

Ａ
Ｉ

を
活

用
した

水
位

変
動

予
測

に
関

す
る

調
査

30
試

験
運

用
状

況
や

詳
細

設
計

を
フィ

ー
ドバ

ック
しな

が
ら本

格
運

用
に

移
行

10
0

33
16

3
再 21

21
-1

港
湾

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

1,
58

3）
(再

掲
)

（
1,

94
3）

33
16

4
33

16
-4

港
湾

局
現

状
で

は
、

災
害

後
の

点
検

を
人

力
に

て
行

って
い

る
。

地
震

発
生

後
や

台
風

通
過

後
、

海
岸

保
全

施
設

の
即

時
復

旧
を

行
うた

め
、

職
員

の
代

わ
りに

ドロ
ー

ン
が

自
動

で
点

検
を

行
う

「５
G

・
Ａ

Ｉ
を

活
用

した
ドロ

ー
ン

に
よ

る
海

岸
保

全
施

設
点

検
」

を
導

入
す

る
。

５
G

・
Ａ

Ｉ
等

技
術

の
高

潮
防

災
へ

の
利

活
用

詳
細

検
討

40
試

験
運

用
状

況
や

詳
細

設
計

を
フィ

ー
ドバ

ック
しな

が
ら

5G
敷

設
状

況
も

踏
ま

え
本

格
運

用
に

移
行

50

　３
－

２
　土

砂
災

害
の

危
険

性
が

高
い

地
域

で
の

被
害

を
軽

減
し

て
い

き
ま

す
8,

31
1

　
8,

32
5

33
21

1
33

21
-1

建
設

局
「人

命
の

保
護

」
を

最
優

先
に

、
ソ

フト
・

ハ
ー

ド対
策

を
組

み
合

わ
せ

た
総

合
的

な
土

砂
災

害
対

策
を

推
進

す
る

。

・
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等

の
区

域
指

定
の

見
直

し
・

地
区

単
位

ハ
ザ

ー
ドマ

ップ
作

成
支

援
や

出
前

講
座

な
ど、

地
域

防
災

意
識

向
上

に
向

け
た

技
術

的
支

援
の

実
施

・
砂

防
、

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

の
実

施
・

土
砂

災
害

警
戒

区
域

内
に

避
難

所
等

が
存

在
す

る
箇

所
や

災
害

発
生

箇
所

に
お

い
て

、
区

域
内

の
安

全
性

を
高

め
る

た
め

に
優

先
的

に
砂

防
施

設
の

整
備

な
どを

推
進

8,
05

3

・
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等

の
区

域
指

定
の

見
直

し
・

地
区

単
位

ハ
ザ

ー
ドマ

ップ
作

成
支

援
や

出
前

講
座

な
ど、

地
域

防
災

意
識

向
上

に
向

け
た

技
術

的
支

援
の

実
施

・
砂

防
、

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

の
実

施
・

土
砂

災
害

警
戒

区
域

内
に

避
難

所
等

が
存

在
す

る
箇

所
や

災
害

発
生

箇
所

に
お

い
て

、
区

域
内

の
安

全
性

を
高

め
る

た
め

に
優

先
的

に
砂

防
施

設
の

整
備

な
どを

推
進

・
３

D
デ

ー
タを

活
用

し、
早

期
に

土
石

流
対

策
が

必
要

な
渓

流
を

抽
出

・
３

D
デ

ー
タを

活
用

し、
対

象
渓

流
の

除
石

優
先

度
を

設
定

・
簡

易
的

な
土

石
流

対
策

に
よ

る
安

全
対

策

7,
98

9

33
21

2
33

21
-2

環
境

局

丘
陵

地
・

山
地

に
残

され
た

貴
重

な
自

然
地

を
都

民
の

財
産

とし
て

残
して

い
くた

め
、

都
は

保
全

地
域

を
指

定
して

い
る

が
、

東
京

都
は

土
砂

災
害

特
別

警
戒

区
域

等
の

指
定

を
順

次
進

め
て

お
り、

指
定

され
る

区
域

が
近

年
増

え
て

い
る

。
この

た
め

、
保

全
地

域
等

の
都

有
地

で
あ

って
、

土
砂

災
害

特
別

警
戒

区
域

等
に

指
定

され
た

区
域

に
つ

い
て

、
可

能
な

限
り環

境
に

配
慮

した
工

法
に

よ
り、

都
民

の
安

全
を

守
る

た
め

の
土

砂
災

害
対

策
工

事
等

を
実

施
す

る
。

対
象

箇
所

に
つ

い
て

土
砂

対
策

工
事

を
着

実
に

進
め

、
都

民
の

生
命

、
財

産
を

守
る

とと
も

に
、

貴
重

な
自

然
地

の
保

全
を

図
って

い
く。

25
2

対
象

箇
所

に
つ

い
て

土
砂

対
策

工
事

を
着

実
に

進
め

、
都

民
の

生
命

、
財

産
を

守
る

とと
も

に
、

貴
重

な
自

然
地

の
保

全
を

図
って

い
く。

33
0

33
21

3
再 10

43
-1

建
設

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

48
5）

(再
掲

)
（

36
9）

33
22

4
再 33

21
-1

建
設

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

33
22

5
33

22
-5

水
道

局
土

砂
災

害
を

受
け

る
恐

れ
の

あ
る

地
域

に
立

地
して

い
る

浄
水

所
・給

（
配

）
水

所
・

ポ
ン

プ
所

に
つ

い
て

、
バ

ック
ア

ップ
ル

ー
トの

確
保

等
の

検
討

を
実

施
・

施
設

の
立

地
環

境
、

重
要

度
を

踏
ま

え
、

優
先

順
位

化
を

図
りな

が
ら、

バ
ック

ア
ップ

ル
ー

ト
の

確
保

や
送

配
水

管
の

耐
震

継
手

化
等

の
ハ

ー
ド対

策
を

順
次

実
施

-
・施

設
の

立
地

環
境

、
重

要
度

を
踏

ま
え

、
優

先
順

位
化

を
図

りな
が

ら、
バ

ック
ア

ップ
ル

ー
トの

確
保

や
送

配
水

管
の

耐
震

継
手

化
等

の
ハ

ー
ド対

策
を

順
次

実
施

　
－

33
23

1
再 42

5-
1

都
市

整
備

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

12
）

(再
掲

)
（

11
）

33
24

1
33

24
-1

産
業

労
働

局
ドロ

ー
ン

等
の

先
端

技
術

を
活

用
した

適
正

な
管

理
と森

林
循

環
の

促
進

に
よ

り、
災

害
に

強
い

森
林

を
育

成
す

る
。

現
地

実
証

及
び

シ
ス

テ
ム

仕
様

検
討

6
シ

ス
テ

ム
運

用
・

改
良

等
7

　３
－

３
　救

出
救

助
を

行
う防

災
機

関
等

や
施

設
の

体
制

を
強

化
し

ま
す

77
8

　
39

3
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全
事

業
の

状
況

一
覧

Ⅲ
　都

内
各

地
に

お
け

る
風

水
害

事
業

名
　

局
名

事
業

の
概

要
20

21
年

度
(令

和
３

年
度

)
20

22
年

度
（

令
和

４
年

度
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

主
な

取
組

事
業

費
（

百
万

円
）

#
1

#
2

#
3

33
31

1
再 32

35
-1

都
市

整
備

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

33
31

2
再 33

12
-1

下
水

道
局

(再
掲

)
(再

掲
)

-
(再

掲
)

-

33
32

3
33

32
-3

交
通

局

【ハ
ー

ド対
策

】
・

東
海

豪
雨

規
模

の
降

雨
の

想
定

に
基

づ
き

、
駅

出
入

口
へ

の
止

水
板

・
防

水
扉

の
設

置
、通

風
口

の
浸

水
防

止
機

を
改

良（
平

成
25

年
度

完
了

）
【ソ

フト
対

策
】

・
浸

水
を

想
定

した
訓

練
の

実
施

・
水

防
法

に
基

づ
く

「避
難

確
保

・
浸

水
防

止
計

画
」

の
策

定
（

平
成

29
年

度
終

了
）

【ハ
ー

ド対
策

】
＜

新
た

な
浸

水
予

想
へ

の
対

応
＞

・
想

定
しう

る
最

大
規

模
の

降
雨

に
対

して
の

止
水

板
の

高
さの

見
直

しや
止

水
板

か
ら防

水
扉

へ
の

変
更

な
どの

追
加

対
策

を
引

き
続

き
検

討
・

設
計

・
施

工
【ソ

フト
対

策
】

・
地

下
鉄

の
駅

と接
続

す
る

建
物

を
保

有
す

る
民

間
事

業
者

等
との

連
携

の
強

化
、

避
難

誘
導

訓
練

等
の

実
施

25
0

【ハ
ー

ド対
策

】
＜

新
た

な
浸

水
予

想
へ

の
対

応
＞

・
想

定
しう

る
最

大
規

模
の

降
雨

に
対

して
の

止
水

板
の

高
さの

見
直

しや
止

水
板

か
ら防

水
扉

へ
の

変
更

な
どの

追
加

対
策

を
引

き
続

き
検

討
・

設
計

・
施

工
【ソ

フト
対

策
】

・
地

下
鉄

の
駅

と接
続

す
る

建
物

を
保

有
す

る
民

間
事

業
者

等
との

連
携

の
強

化
、

避
難

誘
導

訓
練

等
の

実
施

39
3

33
32

4
再 10

41
-6

都
市

整
備

局
(再

掲
)

(再
掲

)
（

80
8）

(再
掲

)
（

61
6）

33
32

5
33

32
-5

建
設

局
水

害
発

生
状

況
等

を
踏

ま
え

た
都

内
全

域
に

お
け

る
年

超
過

確
率

1/
20

（
区

部
時

間
最

大
75

ミリ
、

多
摩

65
ミリ

）
の

降
雨

へ
の

対
応

を
推

進
・

新
た

に
対

策
強

化
流

域
へ

追
加

す
る

柳
瀬

川
流

域
に

お
け

る
河

川
整

備
計

画
の

改
定

手
続

き
を

実
施

。
-

・
新

た
に

対
策

強
化

流
域

に
追

加
した

柳
瀬

川
流

域
に

お
い

て
、

河
川

整
備

計
画

の
改

定
手

続
き

を
実

施
-

33
32

6
再 33

11
-2

建
設

局
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

33
33

1
33

33
-1

病
院

経
営

本
部

大
規

模
水

害
が

想
定

され
る

地
域

に
立

地
し、

災
害

医
療

や
救

急
医

療
な

ど行
政

的
医

療
を

担
う都

立
墨

東
病

院
と公

社
東

部
地

域
病

院
の

非
常

用
発

電
設

備
の

浸
水

対
策

を
強

化
す

る
。

・
墨

東
病

院
：

止
水

版
設

置
等

の
工

事
を

実
施

・
東

部
地

域
病

院
：

非
常

用
発

電
機

屋
上

設
置

の
工

事
を

実
施

52
8

・
東

部
地

域
病

院
に

お
い

て
非

常
用

発
電

機
屋

上
設

置
の

工
事

を
実

施
-

33
34

1
再 51

2-
1

東
京

消
防

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
-

(再
掲

)
-

33
34

2
再 95

2-
12

警
視

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
（

22
）

(再
掲

)
（

3）

33
34

3
再 95

2-
17

警
視

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
（

10
）

(再
掲

)
（

10
）

33
34

4
再 95

2-
19

警
視

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
（

9）
(再

掲
)

（
7）

33
34

5
再 95

2-
21

警
視

庁
(再

掲
)

(再
掲

)
（

38
）

(再
掲

)
（

38
）
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令和４年度 事業数・事業費⼀覧 （単位︓百万円）

事業数 事業費

339 768,248

332 765,918

50 104,609

12 2,942

21 102,175

26 109,919

43 17,922

6 1,752

18 2,744

22 176,571

75 51,849

59 195,433

7 2,329

5 2,306

2 23

37 106,304

37 106,304

11 1,451

9 1,353

17 103,500

376 874,551

震災対策
（東京都震災対策事業計画）

365 881,027

シナリオ・あらかじめ⾏うべき取組
R04

事業数(延べ) 事業費(延べ)

334 773,334

1　建物の耐震化、更新等 50 104,609

2　住⺠による救出活動の展開 13 3,342

区部・多摩地域における地震

4　安全で迅速な避難の実現 26 109,919

3　出⽕・延焼の抑制 21 102,175

6　帰宅困難者による混乱防⽌ 6 1,752

5　各種情報の的確な発信 43 17,922

8　発災後の⽣活を可能にする飲料⽔や
    備蓄品の確保と輸送

22 176,571

7　円滑な避難所の開設・運営 18 2,744

10　迅速な復旧・復興による早期⽣活再建 60 202,449

9　公助による救出救助活動等の展開 75 51,849

　
1  島しょ地域における迅速な避難と安全確保 16 29,468

島しょ地域における地震・⽕⼭噴⽕ 31 107,692

2　島しょ地域における備蓄品・輸送体制の確保 15 78,224

都内各地における⾵⽔害 82 209,627

⾵⽔害対策 82 209,627

1　⾵⽔害への事前の備え 21 79,447

2　⾵⽔害時の円滑な避難の実現 35 8,468

※ 事業数・事業費(延べ)には、「区部・多摩地震」「島しょ地震・⽕⼭噴⽕」「⾵⽔害」間における再掲事業を含む。
※ 表⽰桁数未満で四捨五⼊しているため、各項⽬の⾦額の合計と合計欄の⾦額は⼀致しない場合がある。

合計 447 1,090,654

3　浸⽔・⼟砂災害対策の充実・強化 26 121,711
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